
 

 

令和2年度 文部科学省 

「専修学校における先端技術利活用実証研究」 

 

 

「最先端技術を利活用した IT人材育成・専門学校の基盤開発事業」 

 

 

 

 

 

 

成 果 報 告 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年３月 

一般社団法人安全安心社会構築教育協会 

 

 



 



1 

 

目次 

第 1 部 事業概要 ................................................................................................................... 3 

第 1 章 事業の趣旨・目的 ................................................................................................. 3 

第 2 章 当該実証研究が必要な背景について .................................................................... 4 

2-1 専門学校が抱える課題 ........................................................................................... 4 

2-2 先端技術の可能性 .................................................................................................. 6 

2-3 期待される効果 ...................................................................................................... 8 

第 3 章 実証研究する先端技術及び導入方策 .................................................................. 10 

3-1 実証研究の対象 .................................................................................................... 10 

3-2 実証研究する先端技術 ......................................................................................... 10 

第 4 章 今年度の取組概要 ............................................................................................... 13 

4-1 実施委員会の開催 ................................................................................................ 13 

4-2 調査 ...................................................................................................................... 14 

4-3 開発 ...................................................................................................................... 16 

第２部 調査報告 .................................................................................................................. 18 

第 1 章 IT 系専門学校に対象としたアンケート調査 ..................................................... 18 

1-1 調査概要 ............................................................................................................... 18 

1-2 調査結果 ............................................................................................................... 21 

第 2 章 IT 系専門学校に対象としたヒアリング調査 ..................................................... 29 

2-1 調査概要 ............................................................................................................... 29 

2-2 調査結果 ............................................................................................................... 29 

第３章 先端技術の教育への活用事例調査 ...................................................................... 32 

3-1 調査概要 ............................................................................................................... 32 

3-2 調査結果 ............................................................................................................... 32 

第 4 章 「協働学習支援ツール」の事例収集 .................................................................. 34 



2 

 

4-1 調査概要 ............................................................................................................... 34 

4-2 調査結果 ............................................................................................................... 34 

第 5 章 「センシング」の事例収集 ................................................................................ 36 

5-1 調査概要 ............................................................................................................... 36 

5-2 調査結果 ............................................................................................................... 36 

第６章 調査のまとめ ....................................................................................................... 38 

第 3 部 開発報告 ................................................................................................................. 40 

第 1 章 導入する技術および機能を検証するための実験 ............................................... 40 

1-1  遠隔・オンライン教育システム......................................................................... 40 

1-2 協働学習支援ツール ............................................................................................. 46 

1-3 センシング ........................................................................................................... 51 

第 2 章 実証講座における計画策定の留意点 .................................................................. 54 

第３章 PBL 教材開発 ...................................................................................................... 56 

3-1 概要 ...................................................................................................................... 56 

3-2 配布版 .................................................................................................................. 57 

3-4 指導ガイド ........................................................................................................... 58 

3-5 e ラーニングサイトの構築・教材の実装 ............................................................ 61 

第 4 章 開発のまとめ ...................................................................................................... 63 

第 4 部 まとめと今後の計画 ............................................................................................... 67 

 

 

  



3 

 

第 1 部 事業概要 

第 1 章 事業の趣旨・目的 

近年の IT 系専門学校では、技術革新への対応や企業からの要請もあり、実務

能力の指導の充実化に向けた取組が求められている。そのためには多様で柔軟

な学びを支援する「教育環境」の構築・運用、産学共同による「教育プログラム」

の開発、実務者と連携した教育実践などの課題をクリアしていく必要がある。一

方で、Society5.0 時代の到来により教育にも活用可能な先端技術が登場し、コ

スト的にも導入が容易になりつつある。 

そこで本事業では、上記の課題に対して遠隔・オンライン教育システム、協働

学習支援ツール、センシングといった先端技術を導入した教育環境を構築する

実証研究を行う。この教育環境を活用することで、実務者による遠隔指導や複数

校の学生による遠隔協働学習など実務能力の養成に向けた多様な学びが実現可

能となる。また、技術革新に対応した教育プログラム開発等における産学連携の

インフラとしても機能する。さらに災害時等の状況においてもオンラインでの

教育が可能となり教育の持続性が確保されることになる。 

この教育環境に対する共同管理・運用の体制を専門学校と企業で整備し、これ

を産学連携コンソーシアムの共通基盤として活用していくことで、実務能力を

備えた IT 人材育成に貢献していく。 
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第 2 章 当該実証研究が必要な背景について 

2-1 専門学校が抱える課題 

国内の IT 系専門学校では、IT に関する専門技術を幅広く修得し、総合的かつ

実践的なシステム開発技術者の育成に取り組んでいる。こうした中、多くの学校

では、基本情報技術者試験等の資格試験対策に追われる中で、「企業等が新卒人

材に求める実務能力の指導をどのように充実化させていくべきか」という切迫

した問題意識を抱えている。この指導の充実化を図る上でクリアすべき課題を

分析すると、(1)教育環境に関する課題、(2)教育プログラムに関する課題、(3)

教員に関する課題があることが見えてきた。 

 

 

2-1-1 教育環境に関する課題 ～テレラーニングや協働学習等、多様な学

びを支援する環境をどう構築・運営するか 

 

専門学校の授業は、実技の比重が高いこともあり、これまでは集合教育を中心

に実施されてきた。しかし、インターネット環境の充実・普及等を踏まえると、

今後は遠隔・オンラインによる講義（テレラーニング）や授業時間外での遠隔グ

ループワークなど、多様な学びを支援する環境の実現、その効果的な運営が重要

な課題となる。こうした学習環境では、これまで捕捉できなかった学習ログも記

録できるため、学習成果物（アウトプット）だけでなくプロセスも含んだ客観性

の高い学習評価の実現、それに基づく効果的な指導などの教育効果も見込める。 

 特に、卒業研究等で実施される PBL に関しては、グループ討議において、学

生によって発言回数等の参加度合いに偏りが発生してしまうという課題がある。 

また、グループ討議では、講師が学生の参加状況を常時把握することは難しく、

参加状況を可視化する等客観的な評価手法が必要と考えられる。そこで、先端技

術の導入によって、学生のグループ討議への積極的な参加を促し、また、より客
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観性の高い評価を基にした教育効果の向上を図っていく必要がある。 

 

 さらに、こうした教育環境は専門学校教育の持続可能性を担保するしくみと

しても機能する。現在の新型コロナウイルス感染症の蔓延や毎年のように発生

する自然災害等の状況下においても、学生を登校させる（物理移動のリスクを発

生させる）ことなく、教育を学生の安全安心を確保しながら継続していくことが

可能となる。 

 

2-1-2 教育プログラムに関する課題 ～目覚ましい技術革新の動向に対

応した教育をどう実現するか 

 

 近年は IT 技術の進化が著しい。中でも人工知能（AI）は第 3 次 AI ブームに

突入し、「機械学習」の進展による「ディープラーニング」の登場と共に実用化

が急速に加速している。これまで高度な知識や高性能なシステムが必要だった

AI が、スマートフォンやスマートスピーカーなどの身近な機器にも搭載され、

誰でも気軽に利用できるようになった。また、IoT の発展・普及も目覚ましく、

テレビやエアコン、冷蔵庫、自動車など、身の回りの様々な機器がインターネッ

トに接続され、我々の生活をより豊かにしている。更には、IT というテクノロ

ジーの役割そのものが「確立された産業の効率化や価値の向上を実現するツー

ル」から「産業と一体化することで、ビジネスモデル自体を変革（デジタル・ト

ランスフォーメーション）する事業のコアとなる」1ものへと変化しているとい

う指摘のとおり、近年の IT をめぐる技術革新は劇的である。 

 

 

1  『情報通信白書 令和元年版』：

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/index.html 
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 専門学校における IT 教育も、こうした技術革新の動きを捉え、それを教育プ

ログラムへと落とし込んでいく継続的な対応が求められる。そのためには専門

学校一校単独の対応には限界があり、複数の専門学校や企業等が連携した取り

組みが不可欠となる。 

 

2-1-3 教員に関する課題 ～企業等の実務者講師と連携した教育をどう

実現するか 

 

 システム開発実務系の授業などでは、企業等から実務者を講師として派遣し

てもらい、専任教員と共に指導にあたるというケースがある。開発現場の第一線

にいる実務者から、企業が要求する実務能力に直結する学びが得られるという

教育効果が見込めるため、こうした産学連携の取組は珍しくない。大都市近郊の

専門学校では近くに大企業も多く、人材も豊富なので講師派遣は比較的容易で

ある。 

しかし、地方の専門学校の場合は「企業等の実務者講師と連携した教育」の実

施が難しい。地方には中小企業が多く実務者の人的ボリュームに余裕が乏しい

ためである。更には、専門学校までの移動がネックとなり、1 コマの授業のため

に 1 日業務を空けなければならなくなる場合も多く、そのために数少ない貴重

な人材を企業が派遣することが難しいという理由もある。 

 

2-2 先端技術の可能性 

一方、Society5.0 時代における先端技術が次々に登場している。「遠隔・オン

ライン教育システム」「協働学習支援ツール」「センシング」等、教育にも活用で

きる可能性の高い先進技術が普及し、安価で使いやすくなりつつある。 
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2-2-1 遠隔・オンライン教育システム 

 「遠隔・オンライン教育システム」は、インターネット回線を通して遠隔で行

う、時間や場所等に囚われない教育手段を提供する。本事業で構築する教育環境

のインフラに当たり、これを基盤として、講義映像の配信（録画またはライブ）

や、以下に述べるような協働学習支援ツールやセンシング等を組み合わせて全

体のシステムを構成する。これにより、遠隔地にいる実務者や教員による講義や

グループワークの指導を受けるなど学習の幅を広げたり、多様な学習の機会を

提供したりすることが可能となる。 

 例えば、「gacco」2は、録画した講義映像をインターネットで配信し、大学教

授をはじめとした一流の講師陣による本格的な講義を、誰でも無料で受けられ

るウェブサービスとなっている。 

 

2-2-2 協働学習支援ツール 

 「協働学習支援ツール」は、PBL（プロジェクト学習：Project Based Learning）

やケーススタディ等におけるグループワークでの学生どうしによる議論の支援

等を行う。電子掲示板やチャット等も含まれるが、ここでは、リアルタイムでの

映像による会議ができる Web 会議システムに加え、VR/AR も含めた想定をし

ている。資料の共有がし易いだけでなく臨場感も高くなれば、学生どうしの考え

の比較や議論の活性化に繋がるものである。 

 例えば、株式会社桜花一門が提供する「空間会議システム 桜花広場」3は、「空

間を共有する会議システム」と謳っており、右側の人が発言すると右側から声が

聞こえる、話したい方向を向くと相手にもそれが伝わる、というように、実際に

一堂に会して行う会議により近い形を実現している。 

 

2 gacco：https://gacco.org/ 

3 空間会議システム 桜花広場：https://oukaichimon.com/ouka_hiroba.html 



8 

 

 

2-2-3 センシング 

 「センシング」は、画像や音声等のセンサーを介して学生の視線や発話量に関

するデータを収集する技術である。そのデータを基に、議論における集中度や貢

献度を評価することができ、またそれに基づいたよりきめ細かな指導を実現で

きる。 

 例えば、ミラクシアテクノロジー株式会社は、カメラや熱画像センサーによる

映像データのみで、人物の感情や眠気、集中度を分析・推定するヒューマンセン

シング技術を開発4 している。 

 

2-3 期待される効果 

2-3-1 産学共同での教育プログラム開発やその運用管理が可能となる 

「協働学習支援ツール」の Web 会議システムとその教育的な付加機能を実装

し、活用することにより、複数の専門学校どうしや、専門学校と企業とのコミュ

ニケーションがより活発になり、産学の連携体制も構築しやすくなる。 

そして必然的に、産学連携による教育プログラムの開発が可能となる。また、

この連携体制による共同での運用管理が可能となり、それによる運用・管理コス

トの低減も期待される。 

 

2-3-2 教育効果のさらなる向上が望める 

 本事業で構築する教育環境の実証で予定している「卒業研究」では、学科での

3 年間の学習の集大成として、プロジェクトを立ち上げてシステム開発に取り組

む。そこでは、チームメンバーとコミュニケーションを図り、協力してシステム

 
4  ミラクシアテクノロジー 
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を完成させることが求められる。 

 この「卒業研究」において、専任教員による指導に加えて遠隔の実務者から指

導・助言を行い、「協働学習支援ツール」を活用することで、学生どうしの議論

を活性化させ、より深い議論ができるようになる。さらには、「センシング」の

活用により、授業時の学生の集中度や、グループワークにおける議論での貢献度

等が客観的に評価できるようになるので、学生に対して個々に応じたよりきめ

細かく的確な指導が可能になる。 

 

2-3-3 実務家教員の手配が可能・容易になる 

「遠隔・オンライン教育システム」が配信する講義映像は時間や場所の制約を

緩和することができるので、企業の実務者が遠方に移動することなく、複数の専

門学校の授業を担当することが可能になる。また、１つの講義映像を複数の専門

学校の学生向けに配信する等の活用も可能になる。これにより、企業等の実務者

講師の協力が得られにくい地方の専門学校でも、大都市圏の専門学校と変わら

ない授業機会を確保することができる。 

 

2-3-4 災害等の非常時における対応が可能となる 

 「遠隔・オンライン教育システム」の活用により、予期せぬ災害等の非常時に

おいても、授業を中心とした学生指導を継続することができる。さらには、被災

地以外の専門学校の教員による授業の継続も期待できる。これにより、学生も安

全に安心して学習が可能となり、教育の持続可能性が確保されることとなる。 
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第 3 章 実証研究する先端技術及び導入方策 

3-1 実証研究の対象 

先端技術を、本事業では、「卒業研究」に導入する計画である。この「卒業研

究」は、高度な技術を身に付け、企業からの評価も高い 3 年制学科の 3 年後期

または2年制学科の 2 年生後期に実施されることを想定している。本科目では、

3 年間または 2 年間の学習の集大成として、プロジェクトを立ち上げ、チーム

で議論しながら課題を解決し、最終成果物としてのシステムを完成させる。 

こうした PBL（Project Based Learning）形式の授業により、IT 開発の技術

は勿論、コミュニケーション能力や問題解決能力等の業務遂行能力の向上も目

指す。 

 

3-2 実証研究する先端技術 

本事業における実証研究では、「遠隔・オンライン教育システム」「協働学習支

援ツール」「センシング」の 3 つである。 

「遠隔・オンライン教育システム」を教育環境のインフラとして導入し、そこ

に学生がグループワークの際に利用する「協働学習支援ツール」と、教員が学生

の評価やフォロー等の場面で使用する「センシング」を組み合わせ、さらにはこ

れらを補完する諸機能を実装したもので実証研究する。 

 

3-2-1 「遠隔・オンライン教育システム」 

「遠隔・オンライン教育システム」は教育環境のインフラとして、映像の配信

をはじめとした e ラーニングに必要な各種機器や、「協働学習支援ツール」 「セ

ンシング」との連携を実現することに活用する。具体的には、PBL における資

料・レポートや映像の配信、ログインや学習時間等の学習記録、スケジュール管
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理、メッセージ送信等を行う。 

 

概要 教育環境のインフラの役割を果たす。 

機能 映像や資料・レポートなどの配信、ログイン日時・学習項目・

学習時間の記録、スケジュール管理、一斉・個別のメッセージ

送信、等 

導入方法 PBL における教材や資料・レポートの配信、教員による解説

映像の配信を行う。また、ログイン記録等により学生の学習項

目や学習時間の記録を行い、成績評価等に活用する。さらに、

授業のスケジュールやグループごとの協働作業のスケジュール

などを設定・表示し、学習計画の支援を行う。そして、メッセ

ージ機能によって、一斉の連絡や個別のアドバイス等を行う。

なお、本事業終了後は、PBL 以外の授業でも活用していく。 

「遠隔・オンライン教育システム」概要 

 

3-2-2 「協働学習支援ツール」 

「協働学習支援ツール」は、Web 会議システムによるチームでの議論や、授

業時間外における協働作業等に活用する。具体的には、Web 上での映像や音声

による会議の場等を提供し、そこで資料の共有や会議映像の記録・再生等を行う。

VR を導入することによって、より高い臨場感を実現できる。 

 

概要 Web 上での会議を支援する。 

機能 Web 上での映像や音声による会議に加え資料（ドキュメン

ト、メディア等）の共有、会議内容の録画・再生、等 
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導入方法 PBL におけるグループ議論の場として活用する。VR を活用

することも含めて映像や音声によるリアルタイムでの会議を行

い、必要に応じて、文書や映像等の資料をグループ内で共有し、

議論に活用する。会議の内容を録画しておけば後で見返すこと

ができるので、より学習効果が期待できる。また、専門学校ど

うし・専門学校と企業等の交流・連携のプラットフォームとし

ても活用する。 

「協働学習支援ツール」概要 

 

3-2-3 センシング 

「センシング」は、議論に参加する学生の映像や音声を取得し、それを基に、

集中度や議論における貢献度等の評価に活用する。具体的には、グループワーク

における学生の表情や声質等を基に AI で分析し、議論における集中度や貢献度

を客観的に評価する。 

概要 学生の映像や音声を記録し、それを基に、議論における集中

度や貢献度を評価する。 

機能 映像記録、音声記録、AI を活用した分析、集中度や貢献度

の評価、評価結果の出力、等 

導入方法 PBL のグループ議論において、学生の議論している映像や

音声を記録し、表情や声質等を基に AI で分析し、議論におけ

る集中度や貢献度を客観的に評価する。それを基に、講師が成

績評価に活用したり、グループや個別の学生へのきめ細かな指

導を行ったりする。本事業終了後は、PBL だけでなく、講義科

目等においても活用していく。 

「センシング」概要 
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第 4 章 今年度の取組概要 

4-1 実施委員会の開催 

 本事業の初年度である、今年度においては、３回の実施委員会を開催した。

以下は実施委員会の開催実績である。 

 

 開催日時 議題等 

第一回 2020 年 12 月 16 日（水） 
・委員紹介 

・事業計画説明 

第二回 2021 年 3 月 8 日（月） 

・調査報告 

・実験報告 

・開発報告 

第三回 2020 年 3 月 12 日（金） 

・調査結果報告 

・実験結果報告 

・開発成果報告 

 

 また、本事業における委員構成は以下の通りである。 

所属・職名 役割等 都道府県名 

一般社団法人 安全安心社会構築教育協会 委員長 京都府 

学校法人フジ学園 専門学校ＩＴカレッジ沖縄 委員 沖縄県 

学校法人コンピュータ総合学園 神戸電子専門学校 委員 兵庫県 

学校法人中村学園 専門学校静岡電子情報カレッジ 委員 静岡県 

学校法人桑園学園 札幌未来情報専門学校 委員 北海道 

学校法人コミュニケーションアート 東京デザイン

テクノロジーセンター専門学校 

委員 
東京都 

東京都公立大学法人 産業技術大学院大学 委員 東京都 

一般社団法人 IT 人材育成協会 委員 東京都 
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有限会社マルチキャスト 委員 北海道 

株式会社 AB-Net 委員 愛媛県 

株式会社アイデミー 委員 東京都 

SISEN 株式会社 委員 京都府 

株式会社さうすウェーブ 委員 沖縄県 

 

4-2 調査 

今年度では、本事業における調査として、「IT 系専門学校に対する先端技術

の導入状況・意向に関する調査」及び「先端技術の教育への活用事例調査」の

2 つの調査を実施した。 

「IT 系専門学校に対する先端技術の導入状況・意向に関する調査」では、全

国の IT 系の専門学校 300 校を対象に、先端技術の導入状況や、実証研究する

先端技術に関する情報収集を目的としたアンケート調査を行い、30 校から回

答を得られた。 

アンケート調査の結果として、先端技術の導入については、回答校の 90％

超が関心を持っている結果となり、非常に関心度が高いことがわかった。ま

た、関心のある先端技術については、「遠隔オンライン教育」が最も高く 3 分

の２からの肯定的な回答を得た。また、授業における「授業配信用のオンライ

ンサービス」の活用については、「Zoom」と「Teams」を活用している学校が

多く、複数のサービスを用途に合わせて活用している学校もあった。 

アンケート調査を深堀するために、回答校の中から、本事業に比較的強い関

心を示した専門学校を対象としてヒアリング調査を行った。ヒアリングでは、

コロナ禍における授業の実施や授業配信用のオンラインサービスの選定理由、

先端・オンライン教育を活用した卒業研究・制作への関心などについて尋ね

た。オンラインサービスの選定理由としては、既存システムとの互換性やコス

ト面を重視したという意見を得た。また、先端・オンライン教育を活用した卒
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業研究・制作については、今年度のオンラインでの授業実施での学生の成果物

の水準の高さから肯定的な意見があった一方で、学習状況の把握や評価の面で

不安を抱いている意見もあり、先端技術がどの程度貢献できるようになるのか

への期待も明確になった。 

「先端技術の教育への活用事例調査」では、先端技術の教育への活用状況に

ついて、インターネットや文献等によって調査した。 

教育への活用事例となっている先端技術としては、 

 「遠隔・オンライン教育システム」 

  ・LXP 

  ・LMS（商用版） 

  ・LMS（オープンソース） 

  ・技術的にはクローズ．無料 

 「協働学習支援ツール」 

 「センシング」 

 「WEB 会議システム」 

  ・ビデオチャットツール 

  ・ビデオチャットツール付属のシステム 

  ・ビデオ会議システム遠隔オンライン教育 

を対象とした。国内のみならず先進的な事例の多い国外にも当たり、合計で約

100 システムを収集した。デモ利用が可能なものについてはできるだけ試用す

ることによって可能な範囲で機能などの確認を行っている。各ツール・システ

ムの種類別にみると、すでに多くのユーザを獲得しているツールもあるが、最

近登場したものも多く、競争が激化しているため、今後も高い性能や機能を持

つツールが登場してくると思われる。 
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4-3 開発 

今年度の開発には 3 項目ある。 

１つ目は、導入する技術および機能を検証するための実験等である。対象と

する先端技術としては「遠隔オンラインシステム」「協働学習支援ツール」「セ

ンシング」である。 

「遠隔オンラインシステム」については、本協会が開発した安全安心をテー

マとした PBL(Project Based Learning）をベースに今回の目的に合わせて拡

張し、（財）日本教育基盤財団が提供する通信教育型のｅラーニングシステム

である JEI-LMS のレポート機能を使って、PBL 教材と LMS の連携整合性に関

する検証を行った。ここでは、PBL の個別評価に対する課題を解決へ導く一法

と期待される課題レポートに対しては、LMS のレポート機能の有効性は高いと

の評価を受けた。 

「協働学習支援ツール」では、VR を利用した実験授業を実施した。学校法

人コミュニケーションアート 東京デザインテクノロジーセンター専門学校の

学生を対象に、VR ゴーグルの「VIVE FOCUS PLUS」を活用した VR 空間での

授業体験やグループワークを行った。今回の実験では、VR 技術の活用事例を

教材として扱った。実験を体験した学生からは、「自由な席でオンラインでは

感じられないその場にいる雰囲気を感じることが出来た」という意見を得られ

た一方で、「ゴーグルの重さや、ずっと画面を見ていることで少し目の疲れ」

を感じるという意見も見られた。今後の本事業における機器やシステムの選定

において有用な意見を得られた。 

「センシング」については、ミラクシア エッジテクノロジー株式会社の

「集中力センシング技術」を活用した実験を実施した。この実験では、学習コ

ンテンツを視聴時における体験者の集中度を測定した。今回の実験において

は、「環境の違いによる集中度変化」と「コンテンツの違いによる集中度変



17 

 

化」の 2 種類を実施した。実験の結果、前者においては、雑音の有無について

は集中度に明確な差異は見られない結果となった。一方、後者では、教材の難

易度の違いが集中度の差異を生じさせている結果となった。また、講師の違い

についても集中度が変化している状況がわかった。 

2 つ目に、機器・システムの技術や機能を検証するための実験等を受けて、

次年度における実証講座の実施を想定した機器・システムや使用教材の選定・

カスタマイズに必要な項目の検討を行った。この項目をもとに実証講座の計画

を策定し、それを想定した動作実験は次年度に実施する。 

 3 つ目に、PBL（Project Based Learning）教材の開発を行った。今年度開

発した教材は、「安全安心社会構築」をテーマとした課題を設定した。全 15 時

間での実施を想定した教材であり、学習の手順としてはヒアリング、開発要件

の検討、提案書作成というステップで進行していく。それぞれのステップにお

いて、課題をクリアし、グループ毎に作成した提案書を用いてプレゼンテーシ

ョンを実施する。プレゼンテーション後には、プレゼンテーション後に得られ

た他のグループからの評価や教員からの評価、アドバイスをもとに個人ワーク

でレポートを提出する。最終課題としてレポートの提出を課すことにより、教

員側には一連の PBL 学習における学生の個別評価が可能となる。また、学習者

には学習における課題の把握などの自己分析を明確にすることが可能となる。 

 PBL 教材については、教材におけるワークシートの「解答例」と教材を使用

する際の教員が確認する「指導ガイド」も開発している。解答例では、各ステ

ップにおける「記述シート」や「提案書」の作成例を示している。「指導ガイ

ド」では、指導目標や指導上の留意点などを明記している。 

 以上の 2 つが今年度の開発項目である。 
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第２部 調査報告 

先端技術に関する情報収集を目的として、「IT 系専門学校に対する先端技術の

導入状況・意向に関する調査」および「先端技術の教育への活用事例調査」の 2

つの調査を実施した。 

 

第 1 章 IT 系専門学校に対象としたアンケート調査 

1-1 調査概要 

 今年度の調査としてまず、IT 系専門学校を対象として、コロナ禍前後におけ

る授業実施状況や「Zoom」や「Teams」などのオンラインツールの活用、先端

技術への関心度などの情報収集を目的としたアンケート調査を行った。回答方

法は、本アンケート調査用の web サイトを構築し、URL または QR コードから

接続する形式で行った。全国の IT 系の専門学校約 300 校にアンケート実施を

案内し、そのうちから 30 校回答を得られた。 

アンケートの調査項目の概要については、以下の通りである。 

■回答校の設置している学科・コース名 

０．本事業について 

（１）本事業への関心度 

（２）本事業に関する成果報告書やセミナー・講演会等に関する案内希望 

（３）本事業への参加に関する関心度 

１．コロナ禍以前の先端・ネット教育環境利用について 

（１）コロナ禍以前の先端・ネット教育環境の利用状況 

（２）先端・ネット教育環境で活用したサービス・名称 

２．コロナ禍における先端・ネット教育環境利用について 

（１）コロナ禍における先端・ネット教育環境利用 
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（２）各期別の集合教育と先端・ネット教育環境などを利用した集合教育以外 

の組み合わせ比率 

（３）先端・ネット教育環境を利用した授業 

（４）講義で活用したサービス・名称 

（５）演習で活用したサービス・名称 

（６）実習で活用したサービス・名称 

（７）卒業研究・制作またはそれと同様の授業で活用したサービス・名称 

（８）卒業研究・制作またはそれと同様の授業の時間数 

（９）卒業研究・制作またはそれと同様の授業における企業との連携 

（10）卒業研究・制作またはそれと同様の授業における授業形式 

（10-1）グループワークにおいて利用した機能 

（11）先端・ネット教育を導入したことによる効果 

（12）先端・ネット教育を導入したことによる課題 

（13）先端・ネット教育を導入したことによる課題への効果的な解決方法 

（14）教育業界おける先端技術の導入への関心度 

（15）関心のある先端技術の種類 

3．コロナ禍における学生の学習環境・回答校の教育環境について 

（１）学生の PC の保有具合 

（２）学生の自宅でのネットワーク環境 

（３）学生の自宅でのネットワーク環境が不調な際に行った対応 

（４）授業で活用するために新設または増設・増強・拡大した設備 

 

 本アンケート調査では、コロナ禍におけるオンラインやオンデマンドなどの

教育に関連するサービスツールの活用について明らかにすることを目的として、

そのようなサービスツールを「先端・ネット教育環境」と定義した。アンケート

調査用に構築した「アンケートサイト」にて分かりやすい資料を提示し、回答を
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得られやすいように工夫した。 

アンケート調査用に構築した web サイトの一部を以下に紹介する。 

 

  

 

 

  

 

 

アンケートサイト トップ 本事業の説明場面  

先端・ネット教育環境の説明場面 卒業研究・制作で活用したサー

ビスとその名称を問う質問場面 
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1-2 調査結果 

アンケート調査では、各地域の 30 校から回答を得られた。本文においては、

アンケート結果の一部を紹介する。アンケート結果全体については、附録に掲載

している。 

以下、アンケート結果の一部を紹介していく。 

 

〇本事業への関心について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、本事業への関心度については、「非常に関心がある」「関心がある」を併

せると 80％以上であり、事業への関心度の高さをうかがえる結果となった。 
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〇コロナ禍以前とコロナ禍における先端・ネット教育環境を利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、コロナ禍以前とコロナ禍における先端・ネット教育環境の利用につい

ての質問では、コロナ以前では、40％以上の学校が「全く先端・ネット教育環

境は行っていなかった」と回答していたが、コロナ禍では、「先端・ネット教

育を行った」「先端・ネット教育環境を行うようになった」を合計すると 90％

以上になり、コロナ禍の影響もあり、ほとんどの学校が先端・ネット教育環境

を利用することになったことがわかる。 
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〇各期別における集合教育と集合教育以外の組み合わせ比率の比較 

コロナ禍当初の【2020 年 4 月～6 月期】では「全て集合教育」が約 13％で

あり、「全て集合教育以外」が約 23％となっていた。しかし、【2020 年 10 月

～12 月期】においては、「全て集合教育」が 40％まで上昇し、「全て集合教育

以外」と回答した学校はいない結果となった。【2021 年 1 月～3 月期】では、

コロナの感染再拡大の影響からか、「全て集合教育以外」の学校が見られる

が、全体として時間が経つにつれて集合教育に戻って行ったことがうかがえ

る。 
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〇先端・ネット教育環境を利用した授業 

一番活用していたのは「講義」という結果であった。本事業の先端技術活用

の対象である「卒業研究・制作またはそれと同様の授業」については、一番利

用している学校は少ないものの、それでも半数の学校で利用されていることが

わかった。 
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〇卒業研究・制作またはそれと同等の授業にて活用したサービスとその名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用しているサービスは「授業配信用のオンラインサービス」が一番多い結

果となった。また、「Teams」が 3 つの領域で活用されていることがわかる。

すでに入手済みのシステムやサービスで提供されている機能を活用して対応し

ていたことがうかがえる結果となった。 

① ② ③ ④ ⑤ 

Teams 7 Teams 2 Teams 1 
 

GitHub 1 

Zoom 4 YouTube 2 Glexa 1 Notes 1 

G Suite 2 Stream 1 Moodle 1 Youtube 1 

Slack 1 LOGOSWARE 

STORM 
1 

G Classroom 1 Slack 1 

Meet 1 Google ビデオ 1 G Suite 1 
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〇卒業研究・制作における企業との連携 

⑥その他：学生と企業が共同で開発を行っている 

 

 多くの学校で、企業と連携して取り組まれていることがわかる。また、「そ

の他」の回答として「学生と企業が共同で開発を行っている」という記述もあ

り、積極的に企業との連携を行っている学校もあることが明確になった。 
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〇先端・ネット教育を導入したことによる課題 

先端・ネット教育環境を利用したことによる課題に対する設問では、「学習

状況把握・評価」が一番多い結果となった。急遽導入することになったオンラ

インツールを活用したネットでの授業となり、学生の集中度や学習状況の把握

という面に課題を抱えていることがわかる。 
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〇先端・ネット教育を導入したことによる課題への効果的な解決方法 

 

一番多い回答は「公的支援」という結果になった。また、「専門学校間連

携」が課題への解決に効果的と回答した学校も半数あり、専門学校同士の連携

に期待を寄せている学校も多いことがわかった。 
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第 2 章 IT 系専門学校に対象としたヒアリング調査 

2-1 調査概要 

アンケート調査に回答した IT 系専門学校の中から、本事業への関心度が高

い専門学校を対象に、ヒアリング調査を実施した。 

ヒアリング調査の主要な調査項目は以下の通りである。 

〇コロナ禍における授業運営について 

〇オンラインサービスツールの選定理由について 

〇先端・ネット教育を活用した卒業研究・制作について 

〇今後の授業運営について 

 

2-2 調査結果 

ヒアリング調査は７校の専門学校に対して実施した。 

以下、調査項目における主要な回答結果を記述していく。 

 

〇コロナ禍における授業運営について 

・4 月～9 月までは「座学」での授業がほとんどであり、コロナの影響も 

あったので、先端・ネット教育環境でやらざるを得なかった。10 月以降 

は、「実習」の時間増加およびコロナの状況改善から集合教育に戻った。 

・授業自体に問題はなかったが、機器の確保や学生の学習環境把握に手間が 

かかった。 

・4 月中旬からオンラインを実施した。また、県内のコロナ状況が悪化した 

際には完全にオンラインで対応した。ちょうどテスト時期であり、マイク 

ロソフトの「Forms」を活用した。グループワークについては「Teams」 

のチャンネル機能で対応した。 
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・幸い本校に地域では、コロナの影響が少なく、感染拡大防止の対応をしな

がら集合教育で実施できた。 

 

〇オンラインサービスツールの選定理由について 

【Teams】 

・教員や学生がマイクロソフトに慣れていた。 

・コスト面 

・office365 との互換性 

・セキュリティレベル 

・留学生も活用できる。（中国では Google が禁止） 

 

【Google Meet】 

・導入当初の機能でグループワーク機能があったから 

 

【Udemy】 

・中長期間での課題の場合に、優秀な学生はすぐ課題を終わらせてしまう。 

その場合に、副教材として、教員から課題が終わった学生に関連のある 

テーマを紹介するために活用した。そのテーマで学習したことを次の課題 

に活かしている学生もいる。 

 

【Zoom】 

・資料の共有や声にストレスがなかった。 

 

〇先端・ネット教育を活用した卒業研究・制作について 

・可能性はあると思うが、現時点では難しいという印象。技術面ではなく、 

授業運営における時間の確保に不安がある。 
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・今年度の経験としては、学生の感覚（授業理解度）や熱量、講師の伝えた 

いことが伝わっているかわかりづらい事があった。また、発表の直前で技 

術面ではなく、発表に対する気持ちの面で不安に感じている学生もいた。 

・オンラインで実施する際には、学生の意欲に依存してしまうと思う。意欲 

的な学生は主体的に取り組めると思うが、そうでない学生にはサポートが 

必要となる。 

また、学校側としても活用するツールの機能拡張によってマニュアルの 

作成など業務負担が出てくることも考えられる。 

・比較的コロナ禍以前よりも出来栄えはあがっているという印象がある。 

遠方から通学する学生にとっては、登校時間を制作時間に充てられること 

によってクオリティーが上がる。 

・今年度の経験として、コミュニケーションに問題があった学生にはやりや 

すい環境であったのかもしれない。十分に可能性はあると思う。 

・オンラインツールなどの使用には、基礎学力のレベルが影響することも 

考えられる。いわゆるボトム層への事前知識の教育が必要になると思う。 

 

〇今後の授業運営について 

・コロナ禍以前にも遠隔教育を実施した経験もあり、今後もそのような取組 

を積極的に検討していきたい。 

・グループ校全体としては、集合教育と先端・ネット教育のハイブリッド型 

で検討進めている。 

・学生に選択させてもいいのではないかと思う。 

・技術の動向や学校の準備等の課題はあるが、数年後には先端技術を活用 

した授業を実践したいと思っている。 

・企業との連携や専門学校同士での連携が現状では上手くできていない。 

学生にとって有意義な授業を展開できるように取り組みたい。 
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第３章 先端技術の教育への活用事例調査 

3-1 調査概要 

 先端技術の教育への活用事例についてインターネットや文献をもとに調査を

実施した。調査対象としたのは「遠隔・オンライン教育システム」「協働学習

支援ツール」「センシング」および web 会議等の活用されている「WEB 会議

システム」である。 

調査項目は以下の通りである。 

〇システム名 

〇ベンダー 

〇キーワード 

〇概要 

〇活用事例（ユーザー事例） 

〇URL 

 

3-2 調査結果 

教育への活用事例となっている先端技術としては、 

 「遠隔・オンライン教育システム」 

  ・LXP 

  ・LMS（商用版） 

  ・LMS（オープンソース） 

  ・技術的にはクローズ．無料 

 「協働学習支援ツール」 

 「センシング」 

 「WEB 会議システム」 
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  ・ビデオチャットツール 

  ・ビデオチャットツール付属のシステム 

  ・ビデオ会議システム遠隔オンライン教育 

を対象とした。国内のみならず先進的な事例の多い国外にも当たり、合計で

約 100 システムを収集した。デモ利用が可能なものについてはできるだけ試用

することによって可能な範囲で機能などの確認を行っている。各ツール・シス

テムの種類別にみると、すでに多くのユーザを獲得しているツールもあるが、

最近登場したものも多く、競争が激化しているため、今後も高い性能や機能を

持つツールが登場してくると思われる。 

収集した事例の一部を以下に提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



34 

 

第 4 章 「協働学習支援ツール」の事例収集 

4-1 調査概要 

今年度の「協働学習支援ツール」実験において、ＶＲ機器を試用するために

ＶＲ機器・システムについて事例収集を行った。 

 調査したシステムは以下の通りである。 

①Cluster 

②VRChat 

③Engage 

④VIVE Sync 

 それぞれのシステムについて、特徴や利用例を調査し、整理して分析した。 

 

4-2 調査結果 

 調査の結果として、それぞれの特徴が明確になった。以下に一部を紹介す

る。調査の結果全体は、附録に掲載している。 

  

システム名 特徴 

Cluster 教育で提供したいコンテンツ（映

像・画像・写真・テキスト）をルー

ム内で集まった生徒に配布し、教育

者から生徒へと一方通行の講義をす

るのであれば利用可能。 

VRChat Cluster と同様に教育者から生徒への

一方通行の講義をすることに利用で

きる。 
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Engage 講義スタイルの従業だけでなく、精

細な物体や環境のモデルを利用して

体験・実習のスタイルの授業を行う

こともできる。 

VIVE Sync バンドル化の製品の流れで VRChat

と Engage の利点を取り込みメジャ

ーアップデートを行っていく。 

 

 このような調査結果をもとに、「VIVE Sync」が比較的有用性があると判断

し、導入する技術および機能を検証するための実験において、試用することと

した。実験の結果については、第 3 部の開発報告にて紹介する。 
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第 5 章 「センシング」の事例収集 

5-1 調査概要 

 「協働学習支援ツール」と同様に、本事業における活用技術として「センシ

ング」についても発展途上である技術自体の概要および詳細な機能概要・事例

を収集した。 

 収集した機能概要・事例の項目は以下の通りである。 

 ①MIRAXIA 

 ②PROSEEDS 

 ③AFFECTIVA 

 ④IMOTIONS 

 それぞれの機能や事例について、調査し、比較検討を行った。 

 

5-2 調査結果 

 調査によって得られた特徴を一部紹介する。結果全体については、「協働学

習支援ツール」の調査と同様に、附録にて掲載している。 

機能事例 特徴 

MIRAXIA カメラで顔認識→表情、顔の向き、体

の動き等のデータから AI 解析→集中

力を検知 等 

PROSEEDS 受講者の顔を Web カメラを通じて撮

影し、「集中度」という「態度」を示

すデータを計測 等 
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AFFECTIVA 広告や動画などのメディアコンテンツ

に対する視聴者の感情の推移を計測・

分析 等 

IMOTIONS 9 つの感情指標（喜び、怒り、驚き、

恐れ、悲しみ、嫌悪、軽蔑、激励、

Valense(肯定的表情 / 否定的表情)）

をリアルタイムに表示 等 

 

 今回の調査の結果、教育の現場でセンシング技術を搭載したシステムを利用

することにより、学生の「集中度」などを高め、興味・関心を持って能動的に

取り組む姿勢を維持できる可能性、教員が効率的かつ効果的にサポートできる

可能性があることがわかった。それでも、センシング技術を活用したデータ分

析は、まだ研究開発段階であり、十分に実地検証されていない部分があること

も明らかになった。 

 この調査での比較結果などをもとに、今年度における導入する技術および機

能を検証するための実験では、MIRAXIA の機能を採用することとした。実験

の結果は第 3 部の開発報告で紹介する。 

  



38 

 

第６章 調査のまとめ 

今年度の調査では、「IT 系専門学校に対象としたアンケート調査」「IT 系専

門学校に対象としたヒアリング調査」「先端技術の教育への活用事例調査」の

合計３つの調査を実施した。 

「IT 系専門学校に対象としたアンケート調査」では、全国約 300 校の IT 系

学科を設置している専門学校を対象としてアンケートを依頼した。回答校は

30 校であった。コロナ禍以前とコロナ禍における先端・ネット教育環境の利

用についての質問では、コロナ以前では、40％以上の学校が「全く先端・ネッ

ト教育環境は行っていなかった」と回答していたが、コロナ禍では、「先端・

ネット教育を行った」「先端・ネット教育環境を行うようになった」を合計す

ると 90％以上になり、コロナの影響もあり、ほとんどの学校が先端・ネット

教育環境を利用することになったことがわかった。先端・ネット教育環境を利

用したことによる課題については、「学習状況把握・評価」が一番多い結果と

なった。急遽導入することになったオンラインツールを活用したネットでの授

業となり、学生の集中度や学習状況の把握という面に課題を抱えていることが

判明した。先端・ネット教育を導入したことによる課題への効果的な解決方法 

として「専門学校間連携」が効果的と回答した学校も半数あり、専門学校同士

の連携に期待を抱いている学校も多いことがわかった。 

 「IT 系専門学校に対象としたヒアリング調査」では、回答校の中から特に本

事業への関心度が高い７校に実施した。新型コロナウイルスの状況に差異があ

ったこともあり、各校様々な形式で対応していたことが明らかになった。ま

た、オンラインツールのサービス選定理由についても、各校の用途に応じた活

用方法についての知見を得られる結果となった。 

 「先端技術の教育への活用事例調査」では、本事業の活用予定である先端技

術の「遠隔・オンライン教育システム」「協働学習支援ツール」「センシング」
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について実施した。さらに、このコロナ禍において、頻繁に活用されるように

なった「WEB 会議システム」も調査対象とした。合計約 100 件のシステムを

収集した。内訳は、「遠隔・オンライン教育システム」が 34 件、「協働学習支

援ツール」が 28 件、「センシング」が 11 件、「WEB 会議システム」が 23 件

である。「センシング」については、他のシステムに比較すると発展途上の段

階である事などが影響していることもあり、件数としては一番少なった。それ

でも、サービスツールに関しては、コロナの影響もあり、競争が激化している

ため、今後も高い性能や機能を持つツールが登場してくることが想定される。 

 また、「協働学習支援ツール」と「センシング」においては追加調査とし

て、それぞれ４つの機能・システムを取り上げ詳細な情報収集を行った。それ

ぞれの機器・システムの特徴や事例を収集し、今年度の導入する技術および機

能を検証するための実験で試用するために、比較や分析を実施した。 
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第 3 部 開発報告 

ここでは、導入する先端技術の実現性と実施の方向性を探るための検証・実験

と PBL 教材の開発について報告する。PBL 教材については、卒業研究・制作へ

適用する先端技術を利用すること前提としている。 

 

第 1 章 導入する技術および機能を検証するための実験 

本事業では、教育に適用する先端技術を「遠隔・オンライン教育システム」、

「協働学習支援ツール」、「センシング」と設定し、これらの機能の活用可能性に

ついて検証を行った。 

「遠隔・オンライン教育システム」では、本協会で開発した PBL 教材に対し

てこの検証ために必要な拡張を施し、この教材を利用する際に機能的に適合す

る LMS を使うことによって検証を行った。「協働学習支援ツール」としては VR

環境でのグループワークを想定し、「センシング」については WEB 会議ツール

に表示される学習者のビデオ映像を想定対象にして、それぞれ検証のための実

験を行った。 

 

1-1  遠隔・オンライン教育システム 

 

遠隔・オンライン教育システムの検証に際して、まず検証用の PBL 教材とし

て、本協会が開発済みの PBL「ゲームアプリ「壊滅！反社・半グレ」の開発」を

対象に、検証で必要となる拡張を行った。これは主に、グループワーク PBL 教

材の課題とされる個人評価への対応として、グループ発表の後でグループメン

バー個々にレポート課題を科すことによって個別の評価への一助とすることを

目的としている。そのために、先端技術としての遠隔・オンライン教育システム

には、レポート提出・評価・返却などの通信教育では一般的に備えられている機

能を有する LMS が必要となる。 
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本検証では、これまでの実績で機能の拡張や更新にも優れている点、そして

LXP 機能追加が予定されている点から「JEI-LMS」を利用した。 

 

1-1-1 検証の概要 

先端技術 遠隔オンラインシステム 

 

目的 ① PBL におけるレポート課題と通信教育型 LMS の機能の整合

性確認 

② レポート課題の一連のオペレーションの操作性確認 

③ PBL におけるレポート課題のあり方検討 

④ PBL 実施に際する教員側の準備事項の洗い出し 

 

手順 １． 検証実施趣旨の説明 

２． 拡張 PBL の解説 

３． 拡張 PBL の評価 

４． 通信教育機能拡張型 LMS の解説 

５． 通信教育機能拡張型 LMS の評価 

６． 全体検証 

 

教材 PBL「ゲームアプリ「壊滅！反社・半グレ」の開発」のレポート

課題拡張版 

 

システム JEI-LMS 

（通信教育機能拡張型） 

 

検証者 PBL を担当した経験のある専門学校教員２名 

本協会講師２名 

 

方法 ZOOM によるオンライン会議 

PBL 教材と LMS は ZOOM の画面共有機能などを利用 
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1-1-2 PBL「ゲームアプリ「壊滅！反社・半グレ」の開発」 

この PBL は本協会が 2020 年度の文部科学省委託による Society5.0 事業に

おいて開発した３本の PBL 教材の 1 つである。エンジニアを目指す学生を対象

として、自らの技術が安全安心社会を構築することに生かすことができること

を体験してもらうために、防犯の領域からテーマを切り出して作成されている。 

この PBL 教材の運用では、一般的なこの種のグループワーク型の授業で課題

とされている個人評価に関しては、標準的な評価手法として、グループの成果で

ある発表資料と教員が学生のふるまいを観察することに全面的に依存している。 

そこで、発表後の講師からの評価などのフィードバックを受けて、グループメン

バーが個々にこの資料をベースにレポートを提出し、これを評価に加えること

によって、より高い角度の個人評価を行うことを目指したものである。 

そのために、既存の PBL 教材にレポート課題を課すステップを追加し、その

レポートを作成・提出・評価確について手順化し、その過程を支援するシステム

の操作をガイドする資料も追加した。 

PBL 教材 
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1-1-3 JEI-LMS（通信教育機能拡張型） 

レポート課題の際に生じる一連の教育オペレーションは、個別的な評価の確

実性を向上させるものの、確実に教員業務の負担増に繋がることになる。そこで、

この教員の業務上の負担を軽減するために、レポート課題を支援する機能を有

する LMS が必要である。 

さらに、今回の事業で必要とされる可能性が高い機能の拡張にも即応できる

システムの構造とサポートの体制などが必要であると考えた。その結果、少なく

とも今年度の検証については、積極的に協力を申し出て頂いた JEI-LMS を利用

して検証を行うことにした。 

JEI-LMS は、日本教育基盤財団（JEI）が開発・提供している LMS であり、

専門学校をはじめとした高等教育機関を中心に、それぞれの学校の要望に対し

て、即応性のある機能拡張をすることのできるシステムの構造とサポート体制

に特徴がある。例えば、システムの基盤部の上に柔軟に各種機能群を実装でき、

それによって通信教育用途、検定試験・模擬試験・定期試験用途、学校遠隔教育

用途など、特に専門学校をはじめとした高等教育機関向けの LMS として提供さ

れている。 

JEI-LMS は LXP 対応についても、その拡張の柔軟性の延長線上で、SNS 機能

を追加するなどの対応をはじめている。さらには、同じ課題を解決するために連

携する専門学校間では、教材、教員、授業などの各種リソースの共有を継続的に

運用できる必要性が高いが、そのような機能の提供も予定されているとのこと

である。 

今回の検証では、JEI-LMS のレポート機能を中心に評価を行った。該当する

画面は以下の通りである。 
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JEI-LMS のレポート画面 

 

1-1-4 検証の実施 

拡張した PBL と LMS の組み合わせの評価は、PPBL 指導の熟練者 4 名、すな

わち専門学校教員経験者２名と本協会講師２名で行った。その手順は以下の通

りである。 

１．検証実施趣旨の説明 

２．拡張 PBL の解説 

３．拡張 PBL の評価 

４．通信教育機能拡張型 LMS の解説 

５．通信教育機能拡張型 LMS の評価 

６．全体検証と総括 

 

まず、今回の検証作業の意義を理解してもらうために、評価者４名に対して

ZOOM を使って、事業計画の説明を含めて趣旨説明を行った。さらに、レポー

ト課題提出などを拡張した PBL 教材を使ってその内容全体の説明をし、４名１
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グループで ZOOM のブレイクアウトルームを使って、その機能追加による PBL

における個人評価に対する有効性を議論した。その上で、通信教育機能拡張型

LMS の説明を行い、通信教育機能拡張型 LMS の評価を PBL 教材の評価と同じ

形式で行った。これらを受けて、PBL と LMS を組み合わせて利用する倍を想定

し、この方法の有効性や教育効果への可能性を議論した。 

 

1-1-5 検証の結果 

4 人の評価者による議論の結果として、LMS のレポート処理機能は基本的に

PBL においても有効であり、特定の LMS に依らず、レポート処理機能を持って

いれば各学校が使い慣れた LMS で一定以上の有効性や効果を期待できるとの結

論となった。加えて、PBL を担当する教員には、レポートの評価が特に負担であ

ることから、先端技術としての自動採点・評価の機能も有効であるとされた。   

JEI-LMS には、学生の記述した文章中に期待されるキーワードを抽出するな

どの採点や評価を支援する機能があり、今後このような機能の強化が望まれる。 

また、レポートの評価については、教員による客観評価だけでなく、学生自身

による自己評価やグループ内外の他学生からの評価などを組み合わせることも

有効であるとの指摘があり、これらの多様な評価を支援する機能も LMS に期待

されるところである。 
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1-2 協働学習支援ツール 

 1-2-1 機器・システム環境 

「協働学習支援ツール」の実験では、VR 技術を活用した授業の実施および

グループワークの体験を実施した。実験は、株式会社バンダイナムコホールデ

ィングスの協力を得て、東京デザインテクノロジーセンター専門学校の学生 8

名を対象として行った。実験の詳細について紹介していく。実験報告全体の資

料は、附録にて提示している。 

今回の実験において活用した機器は「VR ゴーグル」「PC」「ルーター」であ

る。「VR ゴーグル」については、以下の Wi-Fi 機能を搭載した「VIVE FOCUS 

PLUS」を活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験報告資料 p2 

 

 システム環境として、VR 会議システムである「VIVE Sync」を活用した。

「VIVE Sync」は法人向け VR によるミーティングやコラボレーションのため

のソリューションである。 

以下にて、「VIVE Sync」を紹介する。 
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実験報告資料 p3 

 

今回の実験環境については、東京デザインテクノロジーセンター専門学校の

学生 8 名と講師 1 名の合計 9 名にて実施した。また、PC も用意し、PC と VR

空間両方で授業を体験するという実験を行った。スクリーンに VR 空間の映像

を映しながら、PC の学生は個別 PC での空間とスクリーンを観ながら受講し、

VR ゴーグルを装着した学生は、VR 空間の教室で受講する環境を構築した。 

実験環境としては、以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験報告資料 p7 
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実験における実施の模様を一部紹介する。 

まず、VR 空間での授業についてである。講師も VR 空間内でプレゼンテー

ションを実施するような感覚で授業を実施した。VR 空間で授業を実施してい

る様子は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験時の様子 

 

学生は、現実の空間では、座っている状態であるが、VR 空間内では、自分

の観たい視点に移動することが可能である。VR 空間に映し出された

PowerPoint のプレゼンテーション資料内における小さい文字や、講師が注目

してほしいポイントなどの提示の際には、VR 空間上に投影されている資料に

対して近づくことも可能である。 

また、プレゼンテーション資料内に動画を埋め込むことによって、VR 空間

上においても視聴することが可能であった。今回の実験の講義では、ファッシ

ョン業界における VR 技術の活用を題材としており、そのプレゼンテーション

内におけるホログラムの動画も再生した。 

講師 VR ゴーグルを装着した学生 

PC 画面で参加している学生 
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そして、講義に引き続きグループワークを実施した。グループワークにおけ

る VR 空間は、講義時のようにプレゼンテーション資料に集中させる空間では

なく、より開放的な雰囲気の空間を用意した。 

以下が、VR 空間上におけるグループワークの様子である。中央に机を用意

し、打ち合わせに使用される会議室に似た空間を用意した。 

 

 

 

 

 

 

 

グループワークの様子 

 

実験実施後に、実験に参加した学生にアンケート調査を実施した。アンケー

トにおいて、体験した学生の所感にて、今回の実験における「使いやすかった

点」と「使いにくかった点」を挙げた学生の意見を以下に紹介する。アンケー

ト結果全体については附録にて掲載している。 

使いやすかった点 使いにくかった点 

〇すぐにアクション出来る、 

〇どんな状態かわかる、 

〇文字をかけるので見逃しにくい、 

〇椅子に座ると中心に視線が集まる 

〇眼鏡でみるとぼやける 

〇視界操作がしづらい 

〇メニューとペンツールなどが干渉 

しやすい 

〇細かい文字がディスプレイ上見に 

くい 

 



50 

 

1-2-2 教材 

今回の実験で活用した教材は、IT 系の専門学校である東京デザインテクノロ

ジーセンター専門学校の学生を対象としたこともあり、IT に関連するテーマと

して「DX－XR」というテーマで技術の革新や、アパレル業界における DX5事

例について紹介する内容でとした。 

以下に教材の一部を紹介する。教材全体は、附録にて掲載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 DX（Digital Transformation） 
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1-3 センシング 

 1-3-1 機器・システム環境 

「センシング」における実験では、ミラクシアエッジテクノロジー株式会社

にて開発を行っている「集中力センシング技術」を活用した。今回の実験で

は、インターネット上の教育系コンテンツを視聴し、カメラで視聴者の様子を

記録したうえで「集中力センシング技術」によって、受講時の集中度を計測し

た。 

実験環境のイメージは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

今回の実験においては、「環境」と「コンテンツ」の大きく 2 種類におい

て、集中度に変化が生じるのかを行った。「環境」においては、視聴時間や時

間帯、雑音の有無などが比較対象である。「コンテンツ」では、学習内容の難

易度や講師の違いによる比較を実施した。 

それぞれの比較項目は以下の通りである。 

分類 内容 

環境 

視聴時間 15 分動画 / 60 分動画 の比較 

時間帯 9:00 開始 / 14:00 開始 の比較 
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雑音 

(工事音) 
雑音なし / 雑音あり(工事音) の比較 

雑音 

(会話) 
雑音なし / 雑音あり(会話) の比較 

コンテンツ 

難易度 難易度 普 / 難易度 低 の比較 

講師 学生 / 専門家 の比較 

 

実験結果として、「環境」における視聴時間と時間帯、「コンテンツ」におけ

る難易度と講師については明確な差異が見られる結果となった。オンラインツ

ールを活用した学習における課題として、学習時間や授業の難易度による集中

力の変化のような従来から指摘されている項目については、比較的センシング

技術でも判定できることが判明した。 

以下に、比較的結果の例として、視聴時間に比較的を紹介する。実験概要や

実験結果については、附録にて提示している。 

分類 内容 

環境 視聴時間 15 分動画 / 60 分動画 の比較 

 

 

 

 

 

 

 

視聴時間における比較結果のグラフ 
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1-3-2 教材 

今回の実験において、活用した学習コンテンツは、高校段階までの基礎学習に

相当する分野と、AI やディープラーニングに関連した専門性の高いテーマの大

きく 2 種類である。実験で活用したテーマの一覧を以下に提示する。 

分野 実施科目概要 

基礎学習 

【理科】 中３ 力の合成と分解 

【数学】 数Ⅲ 分数関数の積分 

【数学】 数Ⅲ 双曲線 

【数学】 数Ⅲ 関数の増減 

【数学】 数Ⅲ ２次曲線と直線 

【受験対策】 数学 文章題 

【社会】 歴史 室町時代 

【社会】 歴史 江戸時代 

【社会】 公民 地方について 

【算数】 小６ 並べ方 

【国語】 文法 名詞 

【高校受験対策】 理科(実験 鉄+硫黄) 

【高校受験対策】 理科 

【英語】 中３ 現在完了形 

【英語】 中 2 be 動詞の過去形 

【英語】 中 1 You are の使い方   

 

AI／ディープラーニング 

深層学習と再帰型ニューラルネット 

Deep Learning 入門 
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第 2 章 実証講座における計画策定の留意点 

機器・システムの技術や機能を検証するための実験等を受けて、次年度における

実証講座の実施を想定した機器・システムや使用教材の選定・カスタマイズに必

要な項目の検討を行った。以下に示す項目をもとに実証講座の計画を策定し、そ

れを想定した動作実験は次年度に実施する。 

 

使用教材の選定に必要な項目 

項目 内容 

学習時間 ・180 時間相当の卒業研究・制作 

・PBL の卒業研究・制作における位置づけ 

学習形態 ・集合教育と集合教育以外の割合 

・個人学習の時間想定 

資料 ・個別ダウンロード形式／共同作業ツールを導入 

（Google スライドの活用など） 

形態 ・e ラーニング動画 

（PBL 学習説明動画、注意事項説明動画など） 

・冊子教材 

・ｅラーニングと冊子の併用 

 

機器・システムの選定に必要な項目 

項目 内容 

遠隔オンラインシステ

ム 

（LMS、LXP） 

・学習コンテンツ（映像配信機能、CBT 機能 等） 

・連絡機能（教員→学生、学生→教員、事務連絡 等） 

・表示変換機能（PC、スマートフォン 等） 
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・評価機能（課題提出機能、フィードバック機能 

等） 

・レポート機能（ダウンロード、アップロード 等） 

・学校間連携機能 

協働学習支援システム ・ビデオチャット機能 

・資料共有機能（画面の共有、資料の共有） 

・メンション機能 

・VR 機能 

センシング ・授業への集中度測定機能 

・評価の変遷記録機能 

実証実験教材・機材 ・既存 PBL の候補 

・PBL への拡張機能 

・PC 所有状況 

・スマートフォン利用可能性状況 

実証実験対象 ・IT 系専門学校生 

・学生数  

・学校数 

実証実験講師 ・協会講師 

・学校教員 

実証実験時間 ・実証実験時間数、回数 

・1 コマの時間数 

・時期 
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第３章 PBL 教材開発 

3-1 概要 

 今年度の教材開発として、IT 系の専門学校における卒業研究・制作へ適用す

るための先端技術を利用することを前提とした PBL 教材の開発を行った。 

 PBL とは、「Project Based Learning」の略称であり、様々なプロジェクトテ

ーマを課題として設定し、学生のプロジェクトチームによって、課題を解決させ

ていく教育方法である。課題の解決によって、専門知識の活用能力の他、計画立

案・実行能力、プレゼンテーション能力、チームでの活動能力等といった実務ス

キルや問題解決能力の向上が目標となる。 

 今年度開発した PBL 教材のテーマは、本協会の活動方針でもある「安全安心

社会構築」を基盤とした「大規模商業施設における IT 技術を活用した防犯シス

テムの開発、導入と『統合コントロールセンターを中心としたジョイント警備』

技術要素の検証」である。 

 学習者は、クライアントの要求や課題をヒアリングし、回答結果を分析したう

えで開発要件の検討を行う。そして、グループごとに提案書を作成してプレゼン

テーションを行う。 

 学習の手順を以下に提示する。 

学習内容 時
間 

作成シート 

オリエンテーション 講義 0.5  

演習１：ヒアリングの整理 

講義 

 ＋ 

GW 

3.0 シート①：ヒアリングのまとめ 

演習２：開発要件の検討 

講義 

 ＋ 

GW 

4.0 シート②：開発要件 

演習３：提案書の作成 講義 5.5 シート③：提案書 
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 ＋ 

GW 

プレゼンテーション準備 GW 1.0  

プレゼンテーション GW 0.5  

講師評価 講義 0.5  

合計 15  

 

PBL 教材の開発として、学生への資料配布用である「配布版」、各演習におけ

るグループワークで活用するワークシートの解答例を記述した「解答例」、そし

て本教材を活用する際に担当する講師が確認する「指導ガイド」の３つをそれぞ

れ開発した。 

 

3-2 配布版 

 PBL 教材の全体の流れや学習の手順、各演習におけるワークシートなどを記

載した教材である。各演習では、「学習目標」「演習項目」「設定状況」が提示さ

れ、学習者それに準じて学習を進めていく。 

 PBL 教材の「配布版」の一部を以下に紹介する。教材全体は附録にて提示して

いる。 

PBL 教材「配布版」 
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 3-3 解答例 

 「解答例」では、各演習におけるワークシートである「記入シート」と演習３

における「提案書」の解答例を記述している。「記入シート①」では、ヒアリン

グ対象として、百貨店を運営している企業と警備会社の 2 パターン用意してい

る。「記入シート②」では、「高・多機能防犯カメラ」と「統合コントロールセン

ター」における開発要件の解答例を提示している。 

そして、その「記入シート」をもとにした「提案書」の解答例を併せて記載し

ている。 

 以下に、解答例の一部を紹介する。 

PBL 教材「解答例」 

 

3-4 指導ガイド 

 PBL 教材を卒業研究・制作においては、実際に専門学校の教員が活用可能と

することを目的として、「指導ガイド」の開発を行った。「指導ガイド」におい

ては、「学習要項」「演習１ ヒアリングの整理」「演習２ 開発要件の検討」「演

習 3 提案書の作成」「プレゼンテーション」から構成されている。 

 それぞれの構成要素を次頁に提示する。 
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項目 構成要素 

学習要項 

（１）学習目標 

（２）学習テーマ 

（３）学習設定 

（４）前提知識 

（５）実施時間 

（６）学習方法 

（７）学習内容、時間割当と使用教材 

演習１ ヒアリングの整理 

（１）指導内容の概要 

（２）指導目標 

（３）提示する課題 

（４）指導の留意点 

（５）評価のポイント 

演習 2 開発要件の検討 

（１）指導内容の概要 

（２）指導目標 

（３）提示する課題 

（４）指導の留意点 

（５）評価のポイント 

演習 3 提案書の作成 

（１）指導内容の概要 

（２）指導目標 

（３）提示する課題 

（４）指導の留意点 

（５）評価のポイント 

プレゼンテーション 

（１）指導内容の概要 

（２）指導目標 

（３）提示する課題 

（４）指導の留意点 

（５）評価のポイント 
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 開発した「指導ガイド」の一部を以下に提示する。「指導ガイド」の全体は、

「配布版」「解答例」と同様に、附録に掲載している。 
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3-5 e ラーニングサイトの構築・教材の実装 

 今年度開発した PBL 教材を、オンライン上で実施可能とすることを目的とし

て、e ラーニングサイトを構築した。e ラーニングサイトにおけるメニュー構成

は以下の通りである。 

    メニュー名   サブメニュー   項目名 

ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー 

  

PBL 学習教材 

  

１．配布版 

  ①オリエンテーション 

      ②演習１ ヒアリングの整理 

      ③演習１ 記入シート① 

      ④演習２ 開発要件の検討 

      ⑤演習２ 記入シート② 

      ⑥演習３ 提案書の作成 

      ⑦演習３ 提案書 

      資料一括ダウンロード 

    

２．解答例 

  ①演習１ ヒアリングの整理 

      ②演習２ 開発要件の検討 

      ③演習３ 提案書 

      資料一括ダウンロード 

    

３．指導ガイド 

  ①学習要項 

      ②演習１ ヒアリングの整理 

      ③演習２ 開発要件の検討 

      ④演習３ 提案書の作成 

      ⑤プレゼンテーション 

      資料一括ダウンロード 
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 資料は、演習ごとにファイルをダウンロード可能な状態で実装した。また、「サ

ブメニュー」である「配布版」「解答例」「指導ガイド」の資料を一括でダウンロ

ードする場合を想定して、各項目の一番下に、「資料一括ダウンロード」という

項目を設置した。e ラーニングに実装した PBL 教材は、PDF 形式でダウンロー

ドすることが可能である。 

また、学生がグループワークで使用するワークシートの「記入シート①」「記

入シート②」「提案書」については、ファイルを編集可能とするために、

PowerPoint 形式でのダウンロードを可能とした。 

構築した e ラーニングサイトは以下の通りである。 
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第 4 章 開発のまとめ 

 今年度の開発については、「導入する技術および機能を検証するための実験」

と「PBL 教材開発」を行った。 

「導入する技術および機能を検証するための実験」では、本事業において活用す

る「遠隔・オンライン教育システム」「協働学習支援ツール」「センシング」の機

器・システム環境、教材について検証と実験を実施した。 

 「遠隔・オンライン教育システム」の検証では、本協会が開発済みの PBL「ゲ

ームアプリ「壊滅！反社・半グレ」の開発」を対象に、グループ発表の後でグル

ープメンバー個々にレポート課題を科すことによって個別の評価への一助とす

ることを目的とした拡張を行った。拡張した教材を活用して、日本教育基盤財団

（JEI）が開発・提供している JEI-LMS を利用して検証を行った。 

検証の結果として、LMS のレポート処理機能は基本的に PBL においても有効

であり、レポート処理機能を持っていれば各学校が使い慣れた LMS で一定以上

の有効性や効果を期待できるとの結論となった。加えて、PBL を担当する教員

には、レポートの評価が特に負担であることから、先端技術としての自動採点・

評価の機能も有効であるとされた。レポートの評価については、学生自身による

自己評価やグループ内外の他学生からの評価などを組み合わせることも有効で

あるとの指摘があり、これらの多様な評価を支援する機能も LMS に期待される

との見解が示された。 

「協働学習支援ツール」における実験では、VR 技術を活用した授業およびグ

ループワークの体験を実施した。実験は、株式会社バンダイナムコホールディン

グスの協力を得て、東京デザインテクノロジーセンター専門学校の学生 8 名を

対象として行った。活用した「VR ゴーグル」は、Wi-Fi 機能を搭載した「VIVE 

FOCUS PLUS」である。システム環境については、VR 会議システムである「VIVE 

Sync」を活用した。実験は、PC も用意し、PC と VR 空間両方で授業を体験す
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る形式で行った。スクリーンに VR 空間の映像を投影し、PC の学生は個別 PC

とスクリーンを観ながら受講し、VR ゴーグルを装着している学生は、VR 空間

で受講している環境を構築した。 

参加した学生からは、「すぐにアクション出来る」や「どんな状態かわかる」

などの使いやすい点が挙げられた一方で、「メニューとペンツールなどが干渉し

やすい」「細かい文字がディスプレイ上見にくい」などのデバイスに対する課題

も浮き彫りになった。また、実験中にバッテリーが切れる機器もあり、機材の調

整等、今後の検討すべき課題も明確になった。 

「センシング」における実験では、ミラクシアエッジテクノロジー株式会社に

て開発を行っている「集中力センシング技術」を活用した実験を実施した。今回

の実験では、インターネット上の教育系コンテンツを視聴し、カメラで視聴の様

子を記録したうえで「集中力センシング技術」によって、受講時の集中度を計測

した。実験においては、「環境」と「コンテンツ」の大きく 2 種類において、集

中度の変化が生じるのかの結果を比較した。「環境」においては、視聴時間や時

間帯、雑音の有無などが比較対象である。「コンテンツ」では、学習内容の難易

度や講師の違いによる比較を実施した。 

 結果として、「環境」における視聴時間と時間帯、「コンテンツ」における難易

度と講師については明確な差異が見られる結果となった。オンラインツールを

活用した学習における課題として、学習時間や授業の難易度による集中力の変

化のような従来から指摘されている項目については、比較的センシング技術で

も判定できることが判明した。 

 以上から、専門学校教育の中核をなす卒業研究・制作での有力な手法である

PBL へ先端技術を適用することの方向付けはされたと言える。ここで、PBL と

先端技術の関係性をより具体化すれば下図のようになる。 
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遠隔・オンライン教育を実現する LMS と LXP は、PBL の全ステップを一貫し

て支援し、その上で協働学習支援ツールが主にグループでの学習やワークの段

階を支援する。また、VR は特にグループ発表の実施環境の臨場感を高めること

ができる。そして PBL 学習の各ステップの最終段階では、個人に課されたレポ

ートを通信教育型 LMS のレポート機能が支援することになる。 

このような全体スキームをたたき台として、今後の IT 系専門学校への先端技

術導入モデルへと仕上げて行くことにしたい。 

 今年度の教材開発として、IT 系の専門学校における卒業研究・制作へ適用す

る先端技術を利用することを前提とした PBL 教材の開発を行った。 

開発した PBL 教材のテーマは、本協会の活動方針でもある「安全安心社会構

築」を基盤とした「大規模商業施設における IT 技術を活用した防犯システムの

開発、導入と『統合コントロールセンターを中心としたジョイント警備』技術要

素の検証」である。 
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教材の開発として、学生への資料配布用である「配布版」、各演習におけるグ

ループワークで活用するワークシートの解答例を記述した「解答例」、そして本

教材を活用する際に担当する講師が確認する「指導ガイド」の３つをそれぞれ開

発した。そして、それぞれをオンライン上で実施可能とすること目的として e ラ

ーニングサイトを構築し、教材をダウンロード可能な形式で実装した。 

今年度の開発は以上である。 
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第 4 部 まとめと今後の計画 

今年度の本事業の推進は、コロナ禍と短い事業期間の相まった影響を大きく

受けたために困難の連続であった。しかしながら、実施委員会や各種の打合せの

開催を WEB 会議システム利用に切り替えるなどの方策、さらには事業で連携を

して頂いている専門学校や企業の多大なる支援と協力によって、結果的には当

初の計画以上の成果を挙げるに至ったと考えている。 

 

さて、今回の事業目的である先端技術の専門学校教育への適用のために必要

な情報は、事業推進の背景として考慮すべき IT 系専門学校の置かれた状況や先

端技術の実用化状況などを実態調査結果という形で炙り出すことができた。 

 

これを受けて、遠隔・オンラインシステム、協働学習支援システム、センシン

グという３つの本事業の先端技術テーマについて、IT 系専門学校での PBL 実施

を前提として、検証実験をした結果は、それぞれの技術を専門学校教育へ適用す

ることに十分な正当性があるとの実感を実施委員会メンバーの多くが持つに至

った。さらに、次年度以降の予定される実証講座の準備として、ケーススタディ

教材や PBL 教材の開発も着実に推進した。 

 

次年度においては、今年度結果を踏まえつつ、まずは著しく変化する先端技術

を確実にキャッチアップすることが必要である。その上で、実証講座に必要とさ

れる各種先端技術をその時点で実施委員会を中心に適切に選定し、着実なで積

極的な事業推進をすることを目指したい。 

 

そのためには、実施委員会に新たなメンバーとなり得るＩＴ系専門学校や企

業へ積極的にアプローチすることが必要であると考えている。 
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① 【調査（1）】IT 系専⾨学校を対象としたアンケート調査結果  

② 【調査（1）】アンケート調査回答校概要  

③ 【調査（2）】活⽤事例調査結果  

④ 【調査（2）】協働学習⽀援ツール調査  

⑤ 【調査（2）】センシング調査  

⑥ 【開発】実験報告（１） 〜遠隔オンラインシステム〜  

⑦ 【開発】実験報告（２） 〜協働学習⽀援ツール〜  

⑧ 【開発】実験報告（３） 〜センシング〜 

⑨ 【開発】PBL 教材（配布版）  

⑩ 【開発】PBL 教材（解答例）  

⑪ 【開発】PBL 教材（指導ガイド） 
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附録①【調査（1）】IT 系専⾨学校を対象としたアンケート調査結果 
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安全安心社会構築教育協会 
IT 系専門学校における先端技術の導入状況・意向に関する実態調査 

〇アンケート調査概要 

 全国の IT 系専門学校約 300 校を対象とした、先端技術の導入状況・意向に関する調査 
 

〇アンケート調査回答校数 

 30 校（3/9 時点） 

 

〇調査結果概要 

 ・コロナ禍以前の先端・ネット教育の活用については、約 43％が「全く先端・ネット 

教育環境は行っていなかった」と回答した。 

 

 ・コロナ禍においては、「先端・ネット教育を行った」「先端・ネット教育環境を行う 

ようになった」を合計すると約 93％であり、コロナ禍においてほとんどの専門学校が 

先端・ネット教育環境を活用していたことがわかった。 

 

 ・コロナ禍における先端・ネット教育環境の活用は学校によって様々であったが、 

【7 月～9 月】～【1 月～3 月】の期間で 3～4 割程度の学校で「全て集合学習」で 

実施していることがわかった。授業の形態やコロナの状況の改善などから集合学習に 

戻ったことがうかがえる。 

 

 ・「授業配信用のオンラインサービス」の活用については、回答校の半数またはそれ以上 

  が「Zoom」または「Teams」を活用していた。また、両方とも活用している学校 

もあり、学校側の試行錯誤や授業で使い分けているなどの現状が推察できる。 

 

 ・回答校における「卒業研究・制作」の時間数については、半数以上の学校が「51～ 

100 時間」と回答した。また、「151～200 時間」が 2 番目に多い結果となった。 
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 ・「卒業研究・制作」における授業形式については、半数の学校でグループワークの時間 

があり、学生同士が協働して成果を挙げる時間があることがわかった。 

 

 ・グループワークにおける「グループ討論機能」について、ほとんどの回答校が「学習 

状況把握・評価」に課題を抱えている結果となった。 

 

 ・先端・ネット教育を導入したことによる課題への解決方法として、半数の学校が 

「専門学校間連携」と回答した。  
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■貴校の設置している学科・コース名について 

 貴校が設置している IT 分野の学科・コースの種類として最も当てはまるものを全て選択

してください。 

① プログラマー／SE 系 

② 情報ビジネス系 

③ AI 系 

④ セキュリティ／ネットワーク系 

⑤ IT 資格取得系 

⑥ ゲーム系 

⑦ CG 系 

⑧ web デザイン系 

⑨ その他   

その他：esports、ロボット・組み込む系 

  

23

14

8

12

17

13
11

18

2

0

5

10

15

20

25

設置している学科・コース名について
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■当社団の本事業について 

(1)当社団は、専修学校・企業・団体との連携し、先端 IT を活用した教育ツール・システ

ムによる教育環境の整備に関する事業を推進しております。貴校のご関心について当ては

まるものを選択してください。 

①非常に関心がある 

②関心がある 

③あまり関心がない 

④その他（   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本事業への関心度については、「非常に関心がある」「関心がある」を合わせる 80％を超

える結果となり、事業への関心度が高い結果を得られた。 

 

 

  

①

20.0%

②

63.3%

③

13.3%

④3.3%

本事業への関心

①非常に関心がある ②関心がある

③あまり関心がない ④その他
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(2)当社団の事業に関する成果報告書やセミナー・講演会等に関するご案内をご希望につい

て当てはまるものを選択してください。 

①希望する 

②希望しない 

③その他（   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本事業に関する成果報告書やセミナー・講演会等に関する案内についても、約 3 分の２

の学校が「希望する」と回答している。 

事業への関心の高さも影響していると考えられる。   

①

66.7%

②

26.7%

③

6.7%

本事業の案内の希望

①希望する ②希望しない ③その他
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(3)貴校の当社団事業に関する関心として当てはまるものを選択してください。 

①事業に積極的に参加したい 

②事業によっては参加を検討したい 

③あまり関心がない 

④その他（   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「事業によっては参加を検討したい」を回答している学校数が 4 分の 3 を超える結果と

なった。授業への先端技術活用や連携について、ある程度の関心があることがわかる。 

   

②

76.7%

③

13.3%

④

10.0%

本事業への関心

①事業に積極的に参加したい

②事業によっては参加を検討したい

③あまり関心がない

④その他

76



１．コロナ禍以前の先端・ネット教育環境利用について 

(1)コロナ禍以前の先端・ネット教育環境の利用状況について当てはまるものを選択してく

ださい。 

①全く先端・ネット教育環境は行っていなかった  

②先端・ネット教育環境は一部で、集合教育を中心に行っていた 

③先端・ネット教育環境が中心で、集合教育を一部組み合わせて行っていた 

④全て先端・ネット教育環境で行っていた 

⑤その他（                   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コロナ禍以前は、先端・ネット教育を一部で活用していた学校が半数を超える結果となった。  

以下の質問項目において、先端・ネット教育環境は次のようなものを想定します。 

①授業配信用のオンラインサービス【例：Zoom など】 

②授業配信用のオンデマンド教育【例：YouTube など】 

③e ラーニングを利用するための基本システム（LMS）【例：Moodle】 

④e ラーニングで使える各種コンテンツ【例：AI Quest など】 など   

①

43.3%
②

56.7%

コロナ禍以前の先端・ネット教育環境の利用

①全く先端・ネット教育環境は行っていなかった

②先端・ネット教育環境は一部で、集合教育を中心に行っていた

③先端・ネット教育環境が中心で、集合教育を一部組み合わせて行っていた

④全て先端・ネット教育環境で行っていた

⑤その他
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(2)先端・ネット教育環境で活用したものについて当てはまるものを選択してください。 

①授業配信用のオンラインサービス【例：Zoom など】 （名称：          ） 

②授業配信用のオンデマンドサービス【例：YouTube など】（名称：           ） 

③e ラーニングを利用するための基本システム(LMS)【例：Moodle】 

（名称：           ） 

④e ラーニングで使える各種コンテンツ【例：AI Quest など】（名称：           ） 

⑤その他（名称：           ） 

⑥先端・ネット教育環境に当てはまるものを行っていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称一覧 

① ② ③ ④ ⑤ 

Zoom 11 Youtube 2 Moodle  2 Net 

Learning 

1 Techful 1 

Meet 6 G Classroom 1 Glexa 1 Paiza 1 Teams 1 

Teams 6 Teams 1 Teams 1         

①

66.7%
②10.0%

③6.7%

⑤3.3% ⑥

13.3%

先端・ネット教育環境で活用したもの

①授業配信用のオンラインサービス

②授業配信用のオンデマンドサービス

③eラーニングを利用するための基本システム(LMS)

④eラーニングで使える各種コンテンツ

⑤その他

⑥先端・ネット教育環境に当てはまるものを行っていない
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Notes 2 LOGOSWARE 

STORM 

1 G Suite 1         

Slack 1 Stream 1             

G Suite 1                 

LINE 1                 

webex 1                 

Youtube 1                 

 

 活用していたサービスについては、「授業配信用のオンラインサービス」が一番多く、そ

の中で活用されていたツールは「Zoom」が一番多い結果となった。 
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２．コロナ禍における先端・ネット教育環境利用について 

(1)コロナ禍における先端・ネット教育環境利用について当てはまるものを選択してくださ

い。 

①先端・ネット教育を行った 

②先端・ネット教育環境を行うようになった 

③先端・ネット教育は行わなかった 

④その他（                    ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍における先端・ネット教育の利用については、「先端・ネット教育を行わなかっ

た」と回答した学校は 6.7％であり、ほとんどの学校で利用されていたことがわかった。 

  

①

63.3%

②

30.0%

③

6.7%

コロナ禍における先端・ネット教育環境利用

①先端・ネット教育を行った

②先端・ネット教育環境を行うようになった

③先端・ネット教育は行わなかった

④その他
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(2)コロナ禍における集合教育と先端・ネット教育環境などを利用した集合教育以外の組み合わせ比率に

ついて各期別に当てはまるものを選択してください。 

①全て集合教育 

②主に集合教育で、補助的に先端・ネット教育環境などを利用した集合教育以外 

③集合教育と先端・ネット教育環境を利用した集合教育以外を半々ぐらい 

④集合教育を部分的に実施し、先端・ネット教育環境などを利用した集合教育以外が大部分 

⑤全て集合教育以外 

⑥その他（               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【2020 年 4 月～6 月期】においては、「集合教育を部分的に実施し、先端・ネット教育

環境などを利用した集合教育以外が大部分」と「全て集合教育以外」を併せると 50％であ

り、先端・ネット教育環境を比較的多く活用していたことが判明した。  

①13.3%

②10.0%

③16.7%

④26.7%

⑤23.3%

⑥10.0%

【2020年 4月～ 6月期】

①全て集合教育

②主に集合教育、補助的に先端環境を利用した集合教育

③集合教育と先端環境を利用した集合教育を半々

④集合教育を部分的に、先端環境を利用した集合教育以外が大部分

⑤全て集合教育以外

⑥その他
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 【2020 年 7 月～9 月期】においては、「全て集合教育」と「主に集合教育で、補助的に先

端・ネット教育環境などを利用した集合教育以外」を合計すると、約 3 分の２であった。地

域別のコロナの状況の改善傾向の影響もあるのか、集合教育に切り替える学校が増えたよう

である。 

 

 

 

 

 

 

 

①33.3%

②33.3%

③

23.3%

④3.3%
⑤6.7%

【2020年 7月～ 9月期】

①全て集合教育

②主に集合教育、補助的に先端環境を利用した集合教育

③集合教育と先端環境を利用した集合教育を半々

④集合教育を部分的に、先端環境を利用した集合教育以外が大部分

⑤全て集合教育以外

⑥その他
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 【2020 年 10 月～12 月期】においては、【2020 年 7 月～9 月期】以上に「全て集合教

育」と「主に集合教育で、補助的に先端・ネット教育環境などを利用した集合教育以外」を

合計が増加している結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

  

①40.0%

②33.3%

③16.7%

④10.0%

【2020年 10月～ 12月期】

①全て集合教育

②主に集合教育、補助的に先端環境を利用した集合教育

③集合教育と先端環境を利用した集合教育を半々

④集合教育を部分的に、先端環境を利用した集合教育以外が大部分

⑤全て集合教育以外

⑥その他
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【2021 年 1 月～3 月期】においては、【2020 年 10 月～12 月期】と比較すると、「集

合教育と先端・ネット教育環境を利用した集合教育以外を半々ぐらい」と回答する学校が

増えている。コロナの状況が悪化したことも影響していることが想定される。 

 

 

 

  

①33.3%

②26.7%

③20.0%

④16.7%

⑤3.3%
【2021年 1月～ 3月期】

①全て集合教育

②主に集合教育、補助的に先端環境を利用した集合教育

③集合教育と先端環境を利用した集合教育を半々

④集合教育を部分的に、先端環境を利用した集合教育以外が大部分

⑤全て集合教育以外

⑥その他
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(3)先端・ネット教育環境を利用した授業について当てはまるものを全て選択してください。 

①講義 

②演習 

③実習 

④卒業研究・制作またはそれと同様の授業 

⑤その他(           ) 

その他：産学連携、官学連携、特別授業でネットを通じて実施。 

 

 「講義」で先端・ネット教育環境を利用していると回答した学校が一番多い。また、「卒

業研究・制作またはそれと同様の授業」において利用している学校が半分程度であることが

わかった。 
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先端・ネット教育環境を利用した授業について
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(4)【(3)で①講義を選択した方のみ】以下の中で当てはまるものについて全て選択し、具体

的な名称を記入してください。 

①授業配信用のオンラインサービス【例：Zoom など】 

②授業配信用のオンデマンドサービス【例：YouTube など】 

③e ラーニングを利用するための基本システム(LMS)【例：Moodle】 

④e ラーニングで使える各種コンテンツ【例：AI Quest など】 

⑤その他 

「授業配信用のオンラインサービス」が一番多く、その中でも「Zoom」を活用している学

校が多い結果となった。 

① ② ③ ④ ⑤ 

Zoom 16 Youtube 7 G Classroom 3 Net Learning 1 Notes 1 

Teams 10 Teams 4 moodle 2 Paiza 1 
 

Meet 6 G classroom 1 Glexa 1 ※回答した学校が

上記の 2 種類を活

用のため、回答校

の数は１校、サー

ビスの種類は２つ

となった。 

slack 1 
LOGOSWARE 

STORM 
1 スタログ 1 

G Suite 1 Stream 1 Teams 1 

LINE 1 G ビデオ 1 G Suite 1   
Udemy 1 
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(5) 【(3)で②演習を選択した方のみ】以下の中で当てはまるものについて全て選択し、具

体的な名称を記入してください。 

①授業配信用のオンラインサービス【例：Zoom など】 

②授業配信用のオンデマンドサービス【例：YouTube など】 

③e ラーニングを利用するための基本システム(LMS)【例：Moodle】 

④e ラーニングで使える各種コンテンツ【例：AI Quest など】 

⑤その他 

「講義」と同様に、「授業配信用のオンラインサービス」が一番多かったが、サービス名で

は、「Teams」が一番多い結果となった。  

① ② ③ ④ ⑤ 

Teams 10 Teams 5 Teams 1 Net Learning 1 Notes 1 

Zoom 8 Youtube 2 Glexa 1 Paiza 1 集合教育 1 

Meet 3 G classroom 1 Moodle 2 ※（４）同様 Google chat 1 

G suite 1 LOGOSWARE 

STORM 
1 G Classroom 2 

  

slack 1 
Microsoft 

Stream 
1 G Suite 1 

LINE 1 G ビデオ 1 Udemy 1  
公務員問題解説 1 
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(6) 【(3)で③実習を選択した方のみ】以下の中で当てはまるものについて全て選択し、具

体的な名称を記入してください。 

①授業配信用のオンラインサービス【例：Zoom など】 

②授業配信用のオンデマンドサービス【例：YouTube など】 

③e ラーニングを利用するための基本システム(LMS)【例：Moodle】 

④e ラーニングで使える各種コンテンツ【例：AI Quest など】 

⑤その他 

 「演習」と同様に、「授業配信用のオンラインサービス」が一番多く、サービス名も「Teams」

が一番多い結果であった。また、「授業配信用のオンデマンドサービス」でも活用されてい

る。  

① ② ③ ④ ⑤ 

Teams 7 Teams 4 Moodle 2 Net Learning 1 Notes 1 

Zoom 5 G Classroom 1 Glexa 1 Paiza 1 Techful 1 

Meet 2 
LOGOSWARE 

STORM 
1 Teams 1 ※（４）同様 集合教育 1 

G suite 1 Stream 1 G Classroom 1 
 

slack 1 

slack 1 Youtube 1 G Suite 1 
 

 
Google ビデオ 1 Udemy 1 
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(7) 【(3)で④卒業研究・制作またはそれと同様の授業を選択した方のみ】以下の中で当て

はまるものについて全て選択し、具体的な名称を記入してください。 

①授業配信用のオンラインサービス【例：Zoom など】 

②授業配信用のオンデマンドサービス【例：YouTube など】 

③e ラーニングを利用するための基本システム(LMS)【例：Moodle】 

④e ラーニングで使える各種コンテンツ【例：AI Quest など】 

⑤その他 

 「卒業研究・制作」においても、「Teams」を活用している学校が一番多い結果となった。 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ 

Teams 7 Teams 2 Teams 1 
 

GitHub 1 

Zoom 4 YouTube 2 Glexa 1 Notes 1 

G Suite 2 Stream 1 Moodle 1 Youtube 1 

Slack 1 LOGOSWARE 

STORM 
1 

G Classroom 1 Slack 1 

Meet 1 Google ビデオ 1 G Suite 1 
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(8) 卒業研究・制作またはそれと同様の授業の時間数について当てはまるものを選択してく

ださい。 

①50 時間以下（     時間）  

②51～100 時間  

③101 時間～150 時間  

④151 時間～200 時間   

⑤200 時間以上（     時間） 

⑥該当する授業はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①：30 時間、48 時間  

⑤：270 時間、336 時間 

 

 ほとんどの回答校にて、「卒業研究・制作またはそれと同様の授業」が実施されており、

時間数として一番多いのは、「51～100 時間」であった。 

  

①11.1%

②55.6%
③7.4%

④18.5%

⑤3.7%

⑥3.7%

卒業研究・制作の授業時間数

①50時間以下 ②51～100時間

③101時間～150時間 ④151時間～200時間

⑤200時間以上 ⑥該当する授業はない
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(9) 卒業研究・制作またはそれと同様の授業において企業との連携について当てはまるもの

を全て選択してください。 

①企業のプログラムに学生が参加している 

②企業の担当者が講師として授業を行っている 

③学生の成果物を企業の担当者が講評のみしている 

④企業との連携は行っていない 

⑤該当する授業はない 

⑥その他（                  ） 

⑥：学生と企業が共同で開発を行っている 

 

  多くの学校で、企業と連携して取り組まれていることがわかった。また、「その他」の

回答として「学生と企業が共同で開発を行っている」という記述もあり、積極的に企業との

連携を行っている学校もあることが明確になった。 
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卒業研究・制作における企業との連携
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(10) 卒業研究・制作またはそれと同様の授業における授業形式について当てはまるもの

を全て選択してください。 

①講師主導による個人ワーク  

②講師主導によるグループワーク 

③学生主導による個人ワーク  

④学生主導によるグループワーク 

⑤該当する授業はない 

⑥その他（                  ） 

 授業形式については、「学生主導によるグループワーク」が一番多い結果となった。回答

校の半数で「学生主導によるグループワーク」が実施されていることがわかる。 
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(10-1)【(10)で②または④を選択した方のみ】グループワークにおいて利用した機能につ

いて当てはまるものを全て選択してください。 

①グループ討論機能【例：Zoom のブレイクアウトルーム】 

②グループワークにおける資料の共有・作成【例：Google のスライド】 

③グループワークにおけるコミュニケーション【例：slack】 

④その他 

 「グループ討論機能」として挙げられたサービスは「Teams」と「Zoom」がほとんど同

じであった。また、資料の共有では、「GitHub」「Teams」、コミュニケーションツールとし

ては「Slack」が一番多い結果となった。 

① ② ③ ④ 

Teams 6 GitHub 4 slack 6 Youtube 1 

Zoom 5 Teams 4 teams 3 集合教育 1 

Meet 1 G suite 2 LINE 2 office 1 

LINE 1 Google ドライブ 2 Discord 1 
 

 
Google スライド 1 G suite 1 

Notes 1 Notes 1 

Discord 1  

LINE 1 

PowerPoint 1 
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(11)【(1)で①グループ討論機能を選択した方のみ】先端・ネット教育を導入したことに

よる効果について当てはまるものを全て選択してください。 

①コロナ禍でも授業を実施できた 

②学生の理解度や成績が向上した 

③学生の試験合格率・資格取得率が向上した 

④学生に提供できる授業内容が増加した 

⑤その他(             ) 

「コロナ禍でも授業を実施できた」という意見が一番多く、予期せぬ緊急事態への対応で

授業がなんとか実施できたことがうかがえる結果となった。 
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(12)【(1)で①グループ討論機能を選択した方のみ】先端・ネット教育を導入したことによ

る課題について当てはまるものを全て選択してください。 

①学習状況把握・評価 

②教員のスキル不足 

③導入におけるコスト 

④カリキュラムにおける時間数の配分 

⑤特にない 

⑥その他(             ) 

 課題については、「学習状況把握・評価」が一番多い結果となった。ネットでの授業とな

り、学生の集中度や学習状況の把握という面に課題を抱えていることがわかる。 
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(13)先端・ネット教育を導入したことによる課題への解決方法としてどのようなことが効

果的だと思いますか？当てはまるものを全て選択してください。 

①公的支援 

②企業支援 

③専門学校間連携（教材開発や環境整備の協力・教員の相互支援授業・学生の相互連携など） 

④その他(             ) 

 一番多い回答は「公的支援」という結果になった。また、「専門学校間連携」が課題への

解決に効果的と回答した学校も半数あり、専門学校同士の連携に期待を抱いている学校も多

いことがわかった。 
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(14) 教育業界において、以下の先端技術の導入への関心について当てはまるものを選択し

てください。 

①非常に関心がある  

②少し関心がある  

③あまり関心がない  

④関心がない 

⑤その他（                  ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先端技術の導入への関心については、「非常に関心がある」「少し関心がある」併せると

90％を超える結果となり、IT 系の専門学校が先端技術の導入に高い関心を持っていること

がわかった。 

 

 

  

①50.0%②43.3%

③3.3%
④3.3%

教育業界の先端技術の導入への関心

①非常に関心がある ②少し関心がある

③あまり関心がない ④関心がない
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(15)【(14)で①または②を選択したした方のみ】関心のある先端技術の種類について当ては

まるものすべてを選択してください。 

①AR・VR 

②デジタル教科書・教材 

③協働学習支援ツール 

④遠隔・オンライン教育 

⑤AI を活用したドリル 

⑥センシング 

⑦その他（                  ） 

 関心のある先端技術の種類については、「デジタル教科書・教材」であった。また、「AR・

VR」「遠隔・オンライン教育」も続いて関心度が高い結果となった。 
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3．コロナ禍における学生の学習環境・貴校の教育環境について 

(1)学生の PC の保有について当てはまるものを選択してください。 

①全ての学生が PC を保有していた 

②多くの学生が保有していた 

③保有している学生と保有していない学生で半々程度だった 

④多くの学生が保有していなかった 

⑤誰も保有していなかった 

⑥その他（                  ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 IT 系の専門学校であることも影響している可能性は高いが、「全ての学生が PC を保有し

ていた」と「多くの学生が保有していた」と回答した専門学校が合計約 4 分の 3 という結

果となり、所持率は高かったことがわかった。  

①43.3%

②33.3%

③10.0%

④13.3%

学生のPCの保有

①全ての学生がPCを保有していた

②多くの学生が保有していた

③保有している学生と保有していない学生で半々程度だった

④多くの学生が保有していなかった

⑤誰も保有していなかった

⑥その他
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(2)学生の自宅でのネットワーク環境について当てはまるものを選択してください。 

①全ての学生が問題なかった 

②多くの学生は問題なかったが、一部接続環境が良好ではない学生もいた 

③接続環境が良好ではない学生が比較的多かった 

④多数の学生接続環境が良好ではなかった 

⑤その他（                  ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「多くの学生は問題なかったが、一部接続環境が良好ではない学生もいた」と回答した学

校が 90％であり、ネットの接続環境にはそれほど苦労はなかったとみられる。  

①6.7%

②90.0%

④3.3%

学生の自宅でのネットワーク環境

①全ての学生が問題なかった

②多くの学生は問題なかったが、一部接続環境が良好ではない学生もいた

③接続環境が良好ではない学生が比較的多かった

④多数の学生接続環境が良好ではなかった

⑤その他
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(3)学生の自宅でのネットワーク環境が不調な際に、貴校が行った対応として当てはまるものを全て選択

してください。 

①学校の PC ルームなどの施設を開放 

②学生へのネットワーク機器等の貸し出し 

③その他（                  ） 

その他：スマホの活用。 

 学生の自宅でのネットワーク環境が不調な際の対応として、「学校の PC ルームなどの施

設を開放」する判断をした学校が多いことがわかった。また、回答校のうち 10 校は、学生

に貸し出しも行っていたことがわかった。 
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学生のネットワーク環境不調に対する学校の対応
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(4)コロナ禍において、貴校が授業で活用するために新設または増設・増強・拡大した設備として当ては

まるものを全て選択してください。 

①パソコン 

②パソコン周辺機器（名称：          ） 

③ネットワーク環境 

④web カメラ 

⑤ビデオカメラ 

⑥マイク 

⑦スクリーン 

⑧スピーカー 

⑨オンライン授業専用室（スタジオなど） 

⑩その他（                  ） 

 

 新設または増設・増強・拡大した設備としては、「web カメラ」が一番多い結果となった。

オンラインでの授業に備えた機器が全体的に多い結果となった。 
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新設または増設・増強・拡大した設備
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附録②【調査（1）】アンケート調査回答校概要 
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学
校

名
 

U
R

L
 

都 道 府 県
 

IT
系

学
科

名
 

IT
系

学
科

概
要

 

厚
木

総
合

専
門

学
校

 

h
tt

p
:/

/w
w

w
.s

u
z
u
k
ig

a
k
u
e
n
.a

c
.j

p
/a

ts
u
g
i/

 
神 奈 川 県

 

生
活

デ
ザ

イ
ン

学
科

 

情
報

コ
ー

ス
 

基
礎

か
ら

プ
ロ

技
術

ま
で

。
2

年
後

の
進

路
選

択
の

幅
を

広

げ
る

。
 

少
人

数
制

教
育

を
採

用
。

 

初
め

て
触

れ
る

方
で

も
安

心
な

基
礎

知
識

か
ら

プ
ロ

の
技

ま

で
、

一
人

ひ
と

り
き

め
細

か
に

指
導

し
、

次
世

代
を

担
う

人

材
育

成
。

 

専
門

学
校

東
京

テ
ク

ニ
カ

ル
カ

レ
ッ

ジ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

h
tt

p
s:

//
te

c
.t

tc
.a

c
.j

p
/ 

 
東 京 都

 

 
 

 
 

 
 

 
 

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

＋
A

I
科

 

2
年

制
で

、
A
I

の
活

用
を

含
め

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
を

学

び
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

か
ら

価
値

を
創

出
す

る
ス

キ
ル

を
身

に

つ
け

ま
す

。
 

Io
T
＋

A
I
科

 
2

年
制

で
、

Io
T

デ
バ

イ
ス

の
設

計
・

開
発

な
ど

、
も

の
づ

く

り
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
学

び
ま

す
。

 

情
報

処
理

科
 

2
年

制
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
・

設
計

や
、

 A
I・

Io
T
・

W
e
b

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

を
徹

底
的

に
学

び
、

IT
の

最
先

端
技

術
の

制
作

ス
キ

ル
を

養
い

ま
す

。
 

ゲ
ー

ム
プ

ロ
グ

ラ
ミ

2
年

制
で

、
ゲ

ー
ム

制
作

を
通

じ
て

C
言

語
や

C
+

+
、

Ja
v
a
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ン
グ

学
科

 
な

ど
の

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
を

身
に

つ
け

、
柔

軟
な

発
想

力
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

も
あ

わ
せ

も
つ

プ
ロ

グ
ラ

ム

に
な

れ
る

独
自

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

、
“Z

E
R

O
”か

ら
つ

く
り

上
げ

る
力

を
持

つ
、

ゲ
ー

ム
プ

ロ
グ

ラ
マ

に
な

れ
る

学
科

で

す
。

 

W
e
b

動
画

ク
リ

エ
イ

タ
ー

科
 

2
年

制
で

、
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
・

W
e
b

プ
ロ

グ
ラ

ミ

ン
グ

・
動

画
制

作
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

実
習

課
題

を
と

お
し

て
、

“わ
か

る
力

”だ
け

で
な

く
“で

き
る

力
”を

身
に

つ
け

W
e
b

業

界
を

リ
ー

ド
す

る
ク

リ
エ

イ
タ

ー
を

目
指

し
ま

す
。

 

中
央

情
報

専
門

学
校

 

 
 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
c
m

c
.a

c
.j

p
/ 

 
 

 
 

東 京 都
 

 
 

 
 

IT
・

W
e
b

学
科

 
2

年
制

で
、

先
進

的
な

IT
企

業
と

連
携

し
て

、
IC

T
(情

報
通

信
技

術
）

の
基

礎
か

ら
W

e
b

技
術

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

A
I
な

ど
の

先
端

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

ま
で

を
学

び
、

実
践

的
な

ス
キ

ル

を
備

え
た

IT
人

材
を

育
成

 

A
I

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学

科
（

新
設

）
 

新
設

の
２

年
制

で
、

IT
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基

本
を

学
び

つ
つ

、
社

会
に

お
け

る
身

近
な

課
題

か
ら

企
業

の

デ
ジ

タ
ル

革
新

ま
で

視
野

に
入

れ
、

課
題

解
決

型
の

「
A
I
シ

ス
テ

ム
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
企

画
・

立
案

・
推

進
で

き
る

人
材

を
育

成
 

IC
T

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

産
学

連
携

に
よ

る
４

年
間

の
体

系
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

、
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学
科

 
ク

ラ
ウ

ド
時

代
の

IC
T

技
術

に
精

通
し

、
A
I
な

ど
の

最
新

技

術
を

使
っ

た
セ

キ
ュ

ア
な

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

顧
客

と
一

緒

に
な

っ
て

ビ
ジ

ネ
ス

の
課

題
解

決
に

取
り

組
め

る
近

未
来

IC
T

人
材

を
育

成
。

 

甲
府

市
立

甲
府

商
科

専
門

学
校

 

h
tt

p
:/

/w
w

w
.k

c
c
.a

c
.j
p
/ 

山 梨 県
 

情
報

処
理

科
 

2
年

制
で

、
情

報
処

理
技

術
者

試
験

（
国

家
試

験
）・

プ
ロ

グ

ラ
ミ

ン
グ

（
シ

ス
テ

ム
開

発
の

基
礎

・
論

理
的

思
考

）・
デ

ジ

タ
ル

回
路

（
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
の

理
解

・
論

理
的

な
整

合
性

や

考
え

る
力

）
の

の
３

つ
の

ポ
イ

ン
ト

を
中

心
に

学
び

、
時

代

に
応

え
る

情
報

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
の

育
成

を
目

指
す

。
 

ヴ
ィ

ジ
ョ

ン
ネ

ク
ス

ト
情

報
デ

ザ
イ

ン
専

門
学

校
 

 
 

h
tt

p
s:

//
v
n
.h

ir
a
n
o
.a

c
.j
p

/ 

 
 

岐 阜 県
 

 
 

情
報

デ
ザ

イ
ン

科
 

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
 

2
年

制
で

、・
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ

ー
ジ

ャ
ー

・
シ

ス
テ

ム
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
タ

等
を

目
指

し

て
、

ワ
ー

ド
や

エ
ク

セ
ル

の
基

本
操

作
か

ら
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン

グ
ま

で
、

検
定

取
得

で
実

力
ア

ッ
プ

の
コ

ー
ス

で
、

就
職

に

直
結

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
も

学
ぶ

。
 

情
報

デ
ザ

イ
ン

科
 

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

コ
ー

ス
 

2
年

制
で

、・
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ナ
ー

・
W

e
b

デ
ザ

イ
ナ

ー
・

C
G

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

等
を

目
指

し
て

、
M

a
c

を
利

用
し

て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

印
刷

物
を

中
心

に
必

要
と

さ
れ

る
デ

ザ

イ
ン

の
セ

ン
ス

と
技

術
を

磨
き

ま
す

。
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Y
IC

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

（
2
0
2
1
/4

 
Y
IC

ビ
ジ

ネ
ス

ア
ー

ト
専

門
学

校
よ

り
校

名
変

更
）

 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.y
ic

.a
c
.j
p
/i

b
/ 

 
 

山 口 県
 

 
 

情
報

工
学

科
・

情
報

シ

ス
テ

ム
科

 

情
報

工
学

科
（

3
年

）、
情

報
シ

ス
テ

ム
科

（
2

年
）

で
、

IT

に
関

す
る

知
見

を
基

に
顧

客
の

要
望

を
理

解
し

、
そ

の
実

現

の
た

め
の

課
題

を
定

義
し

、
そ

の
解

決
の

た
め

に
全

力
を

尽

く
す

こ
と

が
で

き
る

、
エ

ン
ジ

ニ
ア

マ
イ

ン
ド

を
身

に
着

け

た
IT

技
術

者
を

目
指

す
。

 

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

科

W
e
b

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
 

2
年

制
で

、
IT

と
ビ

ジ
ネ

ス
に

関
す

る
知

見
を

基
に

ビ
ジ

ネ

ス
の

問
題

を
発

見
・

課
題

解
決

を
す

る
力

を
身

に
着

け
た

ビ

ジ
ネ

ス
人

材
を

育
成

。
 

学
校

法
人

日
本

プ
リ

ン
テ

ィ
ン

グ
ア

カ
デ

ミ
ー

 

 
 

h
tt

p
s:

//
jp

a
.a

c
.j

p
/ 

 
 

東 京 都
 

 
 

メ
デ

ィ
ア

・
コ

ン
テ

ン

ツ
学

科
 

印
刷

メ
デ

ィ
ア

を
は

じ
め

、
W

e
b

メ
デ

ィ
ア

な
ど

ク
ロ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

を
基

礎
か

ら
実

践
、

応
用

の
授

業
で

学
ぶ

。
4

つ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

中
心

に
レ

ク
チ

ャ
ー

、
ワ

ー
ク

&
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

組
合

せ
て

体
系

的

に
、

1
0

人
以

下
の

少
人

数
制

で
一

人
一

人
じ

っ
く

り
と

育
成

す
る

2
年

制
学

科
。

 

プ
リ

ン
ト

・
コ

ン
テ

ン

ツ
学

科
 

各
業

界
に

必
要

と
さ

れ
る

印
刷

関
連

ス
キ

ル
を

印
刷

知
識

の

基
礎

か
ら

応
用

を
は

じ
め

、
企

画
力

、
編

集
力

、
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

力
、

加
工

技
術

な
ど

の
印

刷
関

連
知

識
を

1
0

人
以

下

の
少

人
数

制
で

一
人

一
人

じ
っ

く
り

と
育

成
す

る
1

年
制

学

科
。
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情
報

科
学

専
門

学
校

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

h
tt

p
s:

//
is

c
.i
w

a
sa

k
i.
a
c
.j
p

/ 
 

神 奈 川 県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

学
科

 

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
、

シ
ス

テ
ム

開
発

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ど

、
IT

を
総

合
的

に
じ

っ
く

り
と

学
ん

だ
う

え

で
、

ニ
ー

ズ
急

増
中

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
を

習
得

。
高

度

な
技

術
・

資
格

が
身

に
つ

く
の

は
も

ち
ろ

ん
、

イ
ン

タ
ー

ン

シ
ッ

プ
や

コ
ン

テ
ス

ト
に

挑
戦

で
き

る
機

会
が

豊
富

に
あ

る

の
も

、
4

年
制

な
ら

で
は

の
特

長
。

 

実
践

A
I
科

 
人

工
知

能
(A

I)
を

使
っ

た
シ

ス
テ

ム
の

設
計

・
開

発
や

、
デ

ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

を
担

う
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

を
目

指
し

ま
す

。

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

ク
ラ

ウ
ド

A
I、

統
計

解
析

な
ど

を
、

現
実

社
会

の
問

題
解

決
に

応
用

す
る

ス
キ

ル
を

習
得

。
県

下

専
門

学
校

で
初

の
、

A
I・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

を
専

門
的

に

学
ぶ

4
年

制
学

科
。

 

先
端

IT
シ

ス
テ

ム
科

 
バ

ー
チ

ャ
ル

リ
ア

リ
テ

ィ
(V

R
)、

ミ
ッ

ク
ス

ド
リ

ア
リ

テ
ィ

(M
R
)を

は
じ

め
、

日
々

進
化

す
る

最
先

端
の

IT
技

術
を

習

得
し

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

作
品

を
制

作
。

こ
れ

ら
の

技
術

を
支

え

る
基

礎
と

し
て

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

ク
ラ

ウ
ド

な
ど

も
学

ぶ
3

年
生

学
科

。
 

情
報

処
理

科
 

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
や

情
報

系
国

家
資

格
の

取
得

を
中

心
と

し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

、
就

職
に

必
要

な
ス

キ
ル

が
2

年
間

で

身
に

つ
き

ま
す

。
シ

ス
テ

ム
開

発
だ

け
で

は
な

く
、

シ
ス

テ
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ム
の

管
理

、
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

、
パ

ソ
コ

ン

を
活

用
し

た
事

務
な

ど
、

コ
ー

ス
に

応
じ

て
さ

ま
ざ

ま
な

勉

強
が

で
き

る
学

科
。

 

実
践

Io
T

科
 

あ
ら

ゆ
る

モ
ノ

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
つ

な
が

る
In

te
rn

e
t 

o
f 

T
h
in

g
s
(I

o
T
)の

時
代

が
到

来
。

ス
マ

ー
ト

家
電

に
代

表

さ
れ

る
Io

T
製

品
が

身
近

に
な

り
、

Io
T

技
術

を
持

つ
人

材

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

Io
T
、

情
報

処
理

、
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

、
電

子
回

路
な

ど
、

ハ
ー

ド
と

ソ
フ

ト
の

両
面

を

学
び

、
も

の
づ

く
り

を
実

践
す

る
2

年
生

学
科

。
 

W
e
b

技
術

科
 

W
e
b

の
仕

組
み

、
デ

ザ
イ

ン
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
な

ど
を

総

合
的

に
学

び
ま

す
。

企
業

・
行

政
と

連
携

し
、

W
e
b

制
作

の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

も
豊

富
に

取
り

そ
ろ

え
て

い
る

た
め

、

学
び

を
す

ぐ
に

実
践

で
き

る
環

境
で

す
。

技
術

だ
け

で
は

な

く
、

そ
の

証
明

と
な

る
国

家
資

格
も

取
得

で
き

る
カ

リ
キ

ュ

ラ
ム

な
の

で
、

正
社

員
就

職
に

有
利

な
2

年
制

学
科

。
 

IT
ラ

イ
セ

ン
ス

科
 

国
家

資
格

取
得

と
IT

系
・

事
務

系
の

正
社

員
就

職
を

短
期

間

で
実

現
す

る
、

高
校

既
卒

者
専

用
学

科
で

す
。

厚
生

労
働

省

か
ら

の
委

託
を

受
け

、
社

会
人

向
け

の
再

就
職

支
援

訓
練

も

行
っ

て
い

る
学

園
な

の
で

、
就

職
指

導
ノ

ウ
ハ

ウ
が

豊
富

に

あ
り

ま
す

。
1

年
制

学
科

。
 

109



専
門

学
校

IT
カ

レ
ッ

ジ
沖

縄
 

 
 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.i
t-

c
o
lle

g
e
.a

c
.j
p
/ 

  
 

沖 縄 県
 

 
 

 
 

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

科
 

サ
イ

バ
ー

と
は

、「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
関

す

る
こ

と
」

を
指

し
ま

す
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は

こ
こ

数
年

で
技

術
や

運
営

方
法

が
大

き
く

変
わ

り
、

仮
想

化

技
術

や
ク

ラ
ウ

ド
の

技
術

が
仕

事
だ

け
で

な
く

、
み

な
さ

ん

の
生

活
を

支
え

て
い

ま
す

。
先

端
の

知
識

を
学

び
、

現
場

で

使
え

る
技

術
を

学
ぶ

2
年

制
学

科
。

 

IT
ス

ペ
シ

ャ
ル

リ
ス

ト
科

 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
理

解
し

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

、
ア

プ
リ

ケ

ー
シ

ョ
ン

、
シ

ス
テ

ム
構

築
を

行
い

、
あ

あ
ら

ゆ
る

IT
技

術

に
精

通
し

て
い

る
の

が
IT

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
で

す
。

 

学
ぶ

こ
と

が
多

岐
に

わ
た

る
の

で
、

し
っ

か
り

3
年

間
と

い

う
時

間
を

か
け

て
IT

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
を

育
成

。
 

ゲ
ー

ム
ク

リ
エ

イ
タ

ー
科

 

ま
ず

ど
う

や
っ

て
ゲ

ー
ム

が
出

来
て

い
る

の
か

を
学

び
、

ゲ

ー
ム

制
作

、
ゲ

ー
ム

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
、

3
D

C
G

な
ど

を
勉

強
し

て
し

っ
か

り
と

し
た

知
識

と
技

術
を

学
ぶ

2
年

制
学

科
。

 

京
都

芸
術

デ
ザ

イ
ン

専
門

学
校

 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
d
c
.a

c
.j
p

/ 

 
 

京 都 府
 

 
 

ビ
ジ

ュ
ア

ル
デ

ザ
イ

ン
コ

ー
ス

 

ビ
ジ

ュ
ア

ル
デ

ザ
イ

ン
コ

ー
ス

で
は

、
就

職
に

直
結

し
た

ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

を
目

指
し

ま
す

。
ま

ず
1

年
次

で
は

、
基

本

を
ト

ー
タ

ル
に

学
び

、
自

分
の

進
む

べ
き

道
を

見
つ

け
出

し

ま
す

。
そ

し
て

2
年

次
か

ら
進

路
別

の
専

攻
（

グ
ラ

フ
ィ

ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
、

W
E
B

デ
ザ

イ
ン

、
イ

ラ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

、
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グ
ッ

ズ
デ

ザ
イ

ン
、

動
画

先
行

）
を

選
択

。
専

門
性

を
高

め
る

と
同

時
に

、
社

会
人

と
し

て
の

常
識

や
マ

ナ
ー

も
学

び
、「

自

ら
の

興
味

を
仕

事
に

す
る

」
こ

と
を

目
指

す
。

 

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

デ
ザ

イ
ン

コ
ー

ス
 

基
礎

か
ら

画
力

を
向

上
さ

せ
る

と
と

も
に

、
デ

ジ
タ

ル
イ

ラ

ス
ト

、
L
iv

e
2
D

、
C
G

な
ど

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
制

作
を

ま
な

ぶ
こ

と
で

、
デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
や

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
、

ゲ
ー

ム
な

ど
の

仕
事

を
目

指
す

コ
ー

ス
。

絵
を

描
く

だ
け

で

は
な

く
、

よ
り

具
体

的
に

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

コ
ン

テ
ン

ツ
を

様
々

な
業

界
、

媒
体

に
展

開
さ

せ
る

た
め

の
企

画
や

技
術

を

学
ぶ

2
年

制
学

科
。

 

国
際

ア
ー

ト
&

デ

ザ
イ

ン
大

学
校

大
学

校
 

 
 

 
 

 
 

 
 

h
tt

p
:/

/w
w

w
.a

rt
-d

e
si

g
n
.a

c
.j

p
/ 

 
 

 
 

 
 

 
 

福 島 県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

メ
デ

ィ
ア

デ
ザ

イ
ン

科
 

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
は

じ
め

と
す

る
平

面
の

メ
デ

ィ

ア
に

お
い

て
、

情
報

を
よ

り
効

果
的

に
、

そ
し

て
魅

力
的

に

伝
え

る
た

め
の

デ
ザ

イ
ン

技
法

を
幅

広
く

学
ぶ

。
近

年
で

は

モ
バ

イ
ル

ツ
ー

ル
の

普
及

に
と

り
、

情
報

を
伝

達
す

る
フ

ィ

ー
ル

ド
が

W
e
b

の
世

界
に

も
広

が
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

W
e
b

デ
ザ

イ
ナ

ー
を

育
成

す
る

為
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
強

化
、
従

来
の

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

フ
ィ

ー
ル

ド
だ

け
で

な
く

、
W

e
b

業
界

で
も

活
躍

で
き

る
デ

ザ
イ

ナ
ー

を
育

成
す

る
2

年
制

学

科
。
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ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
科

 
テ

レ
ビ

・
劇

場
版

ア
ニ

メ
や

C
M

、
ゲ

ー
ム

等
の

コ
ン

テ
ン

ツ

業
界

就
職

に
欠

か
せ

な
い

、
動

き
や

C
G

に
関

す
る

基
礎

的

な
知

識
と

技
術

を
習

得
で

き
る

2
年

制
学

科
。

授
業

は
初

心

者
で

も
安

心
し

て
学

べ
る

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
。

基
礎

か
ら

ス
タ

ー
ト

、
C
G

ク
リ

エ
イ

タ
ー

検
定

な
ど

の

専
門

資
格

取
得

と
併

せ
て

技
術

を
着

実
に

習
得

さ
せ

、
最

終

的
に

C
G

・
映

像
作

品
を

仕
上

げ
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
。

 

C
G

マ
ス

タ
ー

科
 

本
校

に
併

設
す

る
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

科
の

上
位

学
科

。
1

年

次
は

両
コ

ー
ス

の
専

門
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

と
別

れ
た

専
門

性

を
高

め
る

。
3

年
制

課
程

だ
か

ら
こ

そ
可

能
と

な
る

高
度

な

知
識

・
制

作
技

術
の

習
得

、
資

格
検

定
取

得
、

業
界

連
携

に
よ

る
実

践
実

習
が

魅
力

の
学

科
で

す
。

 

e
ス

ポ
ー

ツ
科

・
e

ス

ポ
ー

ツ
マ

ス
タ

ー
科

 

ゲ
ー

ム
で

勝
つ

為
に

必
要

な
論

理
的

思
考

を
身

に
付

け
、

e
-

sp
o
rt

s
業

界
で

働
く

た
め

の
基

礎
を

学
ぶ

。
 

E
ス

ポ
ー

ツ
科

は
２

年
制

、
e

ス
ポ

ー
ツ

マ
ス

タ
ー

科
は

3
年

制
。

 

Y
o
u
tu

b
e
r

ク
リ

エ
イ

ト
科

 

広
告

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・

キ
ャ

ッ
チ

コ
ピ

ー
・

情
報

リ
テ

ラ

シ
ー

を
学

び
、

市
場

の
ニ

ー
ズ

を
捉

え
た

企
画

が
作

れ
る

よ

う
に

な
り

、
Y
o
u
tu

b
e
r
に

必
要

な
機

材
の

使
い

方
、

編
集

方

法
、

ま
た

L
IV

E
配

信
な

ど
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
関

す
る

技
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術
や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

学
ぶ

2
年

制
学

科
。

 

名
古

屋
大

原
学

園
静

岡
校

 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.o
h
a
ra

.a
c
.j
p

/s
h
iz

u
o
k
a
/ 

静 岡 県
 

総
合

ビ
ジ

ネ
ス

科
 

「
パ

ソ
コ

ン
も

会
計

も
で

き
る

」
そ

ん
な

ビ
ジ

ネ
ス

総
合

力

の
あ

る
人

材
を

育
成

す
る

。
 

麻
生

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

 

 
 

 
 

h
tt

p
s:

//
a
so

ju
k
u
.a

c.
jp

/a
b
c
c
/ 

福 岡 県
 

 
 

 
 

A
I＆

Io
T

分
野

 
A
I
技

術
の

基
礎

固
め

を
は

じ
め

、
学

び
た

い
年

数
と

目
標

に

合
わ

せ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
設

定
。

A
I
利

用
技

術
、

A
I
実

装

技
術

、
制

御
技

術
、

Io
T

技
術

な
ど

の
最

先
端

技
術

と
知

識
を

習
得

。
2

年
次

に
、

専
攻

し
た

い
分

野
を

選
択

で
き

る
。

専
攻

は
、

3
年

、
4

年
制

ま
で

あ
る

。
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
セ

キ

ュ
リ

テ
ィ

分
野

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
分

野
で

は
、

世
界

基
準

の

技
術

を
学

び
、

第
一

線
で

活
躍

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

エ
ン

ジ

ニ
ア

を
育

成
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

設
定

。
国

内
ト

ッ
プ

レ

ベ
ル

の
充

実
し

た
学

習
環

境
で

高
資

格
を

取
得

し
、

即
戦

力

と
な

る
人

材
を

目
指

す
。

2
年

次
に

、
専

攻
し

た
い

分
野

を
選

択
で

き
る

。
専

攻
は

、
3

年
、

4
年

制
ま

で
あ

る
。

 

シ
ス

テ
ム

開
発

分
野

 
1

年
目

に
じ

っ
く

り
基

礎
知

識
を

定
着

。
2

年
次

以
降

は
目

標
や

目
的

に
応

じ
て

修
業

年
限

を
選

択
し

、
「

な
り

た
い

自

分
」

を
実

現
さ

せ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
学

習
で

豊
か

な
人

材

を
育

成
す

る
環

境
が

あ
る

。
2

年
次

に
、

専
攻

し
た

い
分

野
を
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選
択

で
き

る
。

専
攻

は
、

3
年

、
4

年
制

ま
で

あ
る

。
 

国
際

情
報

工
科

自
動

車
大

学
校

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

h
tt

p
:/

/w
iz

.a
c
.j
p

/ 
 

福 島 県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
度

情
報

工
学

科
 

県
内

唯
一

、
Ｉ

Ｔ
・

情
報

系
学

科
「

高
度

専
門

士
」

の
称

号
が

獲
得

で
き

、
就

職
後

は
大

卒
以

上
の

評
価

が
も

ら
え

即
戦

力

に
な

れ
る

人
材

育
成

を
行

う
。

ま
た

、
福

島
県

初
の

「
Io

T
」

「
A
R

」「
A
I」

「
H

o
lo

L
e
n
s
」

な
ど

の
最

新
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

企
業

様
か

ら
直

接
指

導
を

行
っ

て
お

り
、

最
高

峰
の

国
家

資

格
を

取
得

し
て

、
圧

倒
的

な
Ｉ

Ｔ
知

識
を

取
得

で
き

る
。

4
年

制
。

 

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

科
 

3
年

間
で

、
IT

業
界

で
多

く
使

わ
れ

て
い

る
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン

グ
言

語
を

複
数

学
び

、
ま

た
企

画
か

ら
リ

リ
ー

ス
ま

で
の

知

識
・

技
術

を
身

に
付

け
、

高
度

な
資

格
と

技
術

を
併

せ
持

っ

た
IT

エ
ン

ジ
ニ

ア
に

な
れ

る
 

情
報

シ
ス

テ
ム

科
 

2
年

制
で

、
文

書
作

成
（

W
o
rd

）、
集

計
処

理
（

E
x
c
e
l）

は

も
ち

ろ
ん

、
デ

ー
タ

分
析

（
A
c
ce

s
s

）
、

画
像

編
集

（
Il
lu

s
tr

a
to

r,
P
th

o
to

s
h
o
p

）
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

作
成

（
H

T
M

L
)ま

で
会

社
で

使
う

IT
操

作
技

術
を

漏
れ

な
く

習

得
す

る
。

 

A
I
シ

ス
テ

ム
科

 
2

年
制

で
、

A
I

資
格

と
技

術
を

併
せ

持
つ

A
I

エ
ン

ジ
ニ

ア

を
目

指
す

。
A
I
に

必
須

な
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

P
y
th

o
n
3
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エ
ン

ジ
ニ

ア
認

定
基

礎
試

験
の

取
得

を
目

指
す

。
 

情
報

電
気

科
 

2
年

制
で

、
機

械
設

備
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
L
D

言

語
が

学
べ

、
シ

ー
ケ

ン
ス

設
計

や
管

理
技

術
者

と
し

て
必

要

な
知

識
・

技
術

を
身

に
つ

け
る

。
 

ゲ
ー

ム
ソ

フ
ト

開
発

 
3

年
制

で
、

卒
業

ま
で

に
４

回
も

チ
ー

ム
で

の
ゲ

ー
ム

制
作

を
経

験
で

き
、

さ
ら

に
開

発
の

際
に

は
プ

ロ
の

ゲ
ー

ム
ク

リ

エ
イ

タ
ー

か
ら

直
接

指
導

し
て

も
ら

え
る

た
め

、
よ

り
質

の

高
い

作
品

制
作

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

ゲ
ー

ム
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
科

 

3
年

制
で

、「
描

く
」

た
め

の
専

門
技

術
を

企
業

様
連

携
で

徹

底
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

の
基

礎
か

ら

最
新

の
３

D
C
G

ソ
フ

ト
の

操
作

方
法

を
学

び
ゲ

ー
ム

メ
ー

カ
ー

に
就

職
が

出
来

る
。

 

明
生

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
e
is

e
i-

m
ic

.a
c
.j

p
/ 

 
千 葉 県

 

 
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

エ
キ

ス
パ

ー
ト

科
 

設
計

・
開

発
・

運
用

の
一

貫
し

た
ス

キ
ル

を
習

得
し

た
エ

キ

ス
パ

ー
ト

を
目

指
す

！
余

裕
の

あ
る

3
年

課
程

で
高

い
プ

ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
ス

キ
ル

を
習

得
し

ハ
イ

レ
ベ

ル
資

格
合

格
を

目

指
す

！
情

報
処

理
技

術
者

試
験

を
重

視
。

 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

科
 

2
年

間
に

集
中

し
て

ス
キ

ル
習

得
・

資
格

合
格

を
目

指
し

た

い
方

、
大

卒
・

社
会

人
の

方
に

適
し

て
い

ま
す

。
2

年
間

の
課

程
後

は
、

IT
シ

ス
テ

ム
専

攻
と

、
IT

ラ
イ

セ
ン

ス
専

攻
が

選
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べ
、

即
戦

力
の

IT
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

を
育

成
し

ま
す

 

学
校

法
人

岩
崎

学
園

 

 
 

神 奈 川 県
 

N
o
8

と
同

じ
 

 
 

専
門

学
校

名
古

屋
ス

ク
ー

ル
・

オ

ブ
・

ビ
ジ

ネ
ス

 

 
 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.n
sb

.a
c
.j
p

/ 

 
 

 
 

愛 知 県
 

 
 

 
 

IT
ビ

ジ
ネ

ス
学

科
 

情
報

技
術

者
コ

ー
ス

 

現
役

業
界

人
に

よ
る

実
践

的
な

授
業

で
、

理
論

を
確

か
め

な

が
ら

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
し

て
学

ぶ
。

シ
ス

テ
ム

エ
ン

ジ
ニ

ア

と
し

て
必

要
な

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

、
要

件
定

義
、

シ
ス

テ
ム

設
計

な
ど

の
ス

キ
ル

は
も

ち
ろ

ん
、

社
会

人
と

し
て

必
要

な

チ
ー

ム
で

成
果

を
出

す
力

や
顧

客
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
力

も
実

習
を

通
じ

て
身

に
つ

け
る

。
 

IT
ビ

ジ
ネ

ス
学

科
 

W
e
b

ク
リ

エ
イ

タ
ー

コ
ー

ス
 

業
界

出
身

の
講

師
の

個
別

指
導

に
よ

る
授

業
で

、
丁

寧
に

フ

ォ
ロ

ー
し

な
が

ら
授

業
を

進
め

、
実

習
で

は
学

内
イ

ベ
ン

ト

の
W

e
b

サ
イ

ト
制

作
や

、
 一

般
公

開
さ

れ
る

企
業

の
W

e
b

サ
イ

ト
を

制
作

。
実

際
の

仕
事

を
通

じ
て

、
ス

キ
ル

と
実

践

力
を

磨
く

。
 

IT
ビ

ジ
ネ

ス
学

科
 

オ
フ

ィ
ス

事
務

コ
ー

ス
 

オ
フ

ィ
ス

事
務

コ
ー

ス
は

、
IT

ス
キ

ル
を

兼
ね

備
え

た
事

務

職
を

め
ざ

す
コ

ー
ス

。
ワ

ー
ド

や
エ

ク
セ

ル
な

ど
オ

フ
ィ

ス

ソ
フ

ト
の

操
作

や
応

用
、

業
務

に
IT

を
活

用
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
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な
ど

を
学

び
、

ビ
ジ

ネ
ス

の
現

場
で

必
要

な
会

計
知

識
も

習

得
。

IT
と

ビ
ジ

ネ
ス

の
両

面
で

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す

る
。

 

浜
松

情
報

専
門

学
校

 

 
 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.h
a
m

a
se

n
.a

c
.j
p
/ 

 
 

 
 

静 岡 県
 

 
 

 
 

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

科
 

2
年

制
で

、
Io

T
時

代
の

到
来

を
見

据
え

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

専
門

職
の

需
要

が
急

激
に

高
ま

っ
て

い
ま

す
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
と

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
注

目
し

た
新

領
域

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
専

門
職

を
養

成
す

る
。

 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

科
 

2
年

制
で

、
進

化
を

続
け

る
IT

業
界

で
、

将
来

に
わ

た
っ

て

評
価

さ
れ

る
技

術
者

を
目

指
し

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

本
質

を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
本

物
の

知
識

・
技

術
・

資
格

を
取

得
す

る
。

 

ゲ
ー

ム
ク

リ
エ

イ
ト

科
 

3
年

間
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
中

で
、

ゲ
ー

ム
制

作
に

関
す

る

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
デ

ザ
イ

ン
、

サ
ウ

ン

ド
ま

で
、

様
々

な
知

識
を

学
び

、
ク

リ
エ

イ
タ

ー
を

目
指

す
。 

北
見

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

 

h
tt

p
:/

/w
w

w
.k

u
ri
h
a
ra

.a
c
.j
p

/z
y
o
u
/ 

北 海 道
 

情
報

通
信

科
 

2
年

制
で

、
国

家
資

格
【

基
本

情
報

技
術

者
試

験
】

合
格

の
た

め
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
細

か
い

し
く

み
や

経

営
・

経
済

の
流

れ
に

つ
い

て
を

学
び

な
が

ら
、

プ
ロ

が
現

場

で
使

っ
て

い
る

様
々

な
ソ

フ
ト

を
授

業
で

実
践

し
て

使
う

事

が
で

き
る

た
め

、
就

職
後

即
戦

力
に

な
る

人
材

を
育

成
す

る
。
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河
原

IT
ビ

ジ
ネ

ス
専

門
学

校

(2
0
2
1

年
度

に

河
原

医
療

大
学

校
へ

校
名

変
更

）
 

h
tt

p
s:

//
it
.k

a
w

a
h
a
ra

.a
c
.j

p
/ 

愛 媛 県
 

IT
・

W
e
b

シ
ス

テ
ム

化

（
募

集
終

了
）

 

IT
業

界
や

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

知
識

・
技

能
を

も
ち

、

実
践

的
な

能
力

を
身

に
付

け
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

が
で

き

る
人

材
を

目
指

す
。

地
元

か
ら

首
都

圏
ま

で
幅

広
い

地
域

と

業
界

で
活

躍
で

き
る

シ
ス

テ
ム

エ
ン

ジ
ニ

ア
や

プ
ロ

グ
ラ

マ

ー
を

育
成

す
る

。
 

専
門

学
校

札
幌

デ
ザ

イ
ナ

ー
学

院
 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.s
d
g
.a

c
.j
p

/ 

 
 

北 海 道
 

 
 

総
合

デ
ザ

イ
ン

学
科

 

ゲ
ー

ム
V

R
専

攻
 

、
最

新
最

高
峰

の
ゲ

ー
ミ

ン
グ

P
C

を
導

入
し

、
各

P
C

に
は

ゲ
ー

ム
エ

ン
ジ

ン
「

U
n
re

a
l 
E
n
g
in

e
」「

U
n
it
y
」

を
搭

載
。

V
R

も
各

P
C

に
一

台
設

置
。

P
C

不
要

の
最

新
V
R

ヘ
ッ

ド

セ
ッ

ト
も

導
入

！
整

っ
た

環
境

と
設

備
で

ゲ
ー

ム
制

作
ス

キ

ル
を

学
ん

で
い

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
最

新
技

術
の

研
究

と

導
入

を
常

に
行

い
、

目
ま

ぐ
る

し
い

ス
ピ

ー
ド

で
進

化
す

る

ゲ
ー

ム
業

界
の

未
来

を
予

測
し

た
最

新
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を

構
築

。
2

年
制

学
科

。
 

総
合

デ
ザ

イ
ン

学
科

 

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

W
e
b

専
攻

 

雑
誌

・
ポ

ス
タ

ー
・

W
E
B
・

C
G
・

広
告

の
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

を
目

指
す

。
パ

ソ
コ

ン
で

の
デ

ザ
イ

ン
技

術
を

マ
ス

タ

ー
し

、
C
G

と
ア

ナ
ロ

グ
素

材
を

用
い

て
様

々
な

課
題

作
品

を

制
。

ア
イ

デ
ア

の
整

理
の

仕
方

や
、

印
刷

知
識

、
ス

タ
ジ

オ
で

の
デ

ジ
タ

ル
撮

影
知

識
、

W
e
b

デ
ザ

イ
ン

、
動

画
な

ど
時

代

に
合

わ
せ

た
情

報
発

信
ツ

ー
ル

を
駆

使
し

、
広

告
や

商
品

の

企
画

立
案

か
ら

デ
ザ

イ
ン

ま
で

総
合

的
に

こ
な

す
マ

ル
チ

な
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ク
リ

エ
イ

タ
ー

を
目

指
す

。
2

年
制

学
科

。
 

学
校

法
人

 
桑

園
学

園
 

札
幌

情
報

未
来

専
門

学
校

 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.s
a
p
p
o
ro

-m
ir
a
i.
a
c
.j
p

/ 

 
 

北 海 道
 

 
 

IT
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

学
科

 

IT
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

と
な

る
た

め
、

3
年

か
け

て
 
"じ

っ
く

り
"、

"し
っ

か
り

" 
IT

業
界

で
働

く
た

め
の

ス
キ

ル
・

資
格

を
身

に
着

け
る

。
 

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
学

科
 

入
学

後
半

年
間

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
初

心
者

に
理

解
し

て
欲

し

い
情

報
処

理
基

礎
、

Ja
v
a

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
、

H
T
M

L
、

表

計
算

な
ど

の
共

通
基

本
ス

キ
ル

を
学

ん
だ

後
、

自
分

の
職

業

適
性

を
考

え
て

目
指

す
職

種
に

就
く

た
め

に
必

要
な

ス
キ

ル

を
集

中
的

に
学

ぶ
2

年
制

学
科

。
 

学
校

法
人

南
星

学
園

 
サ

イ
・

テ

ク
・

カ
レ

ッ
ジ

那

覇
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.s
tc

-n
a
h
a
.a

c
.j

p
/ 

沖 縄 県
 

情
報

シ
ス

テ
ム

科
 

2
年

制
で

、
留

学
生

向
け

IT
ス

キ
ル

と
日

本
語

能
力

を
上

達

さ
せ

、
W

e
b

ク
リ

エ
イ

タ
ー

、
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

、
一

般
事

務
な

ど
で

活
躍

で
き

る
よ

う
学

ぶ
。

 

金
沢

科
学

技
術

大
学

校
 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.k
is

t.
a
c
.j
p

/ 
石 川 県

 

 
 

情
報

工
学

科
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

コ
ー

ス
 

2
年

制
で

、
Ja

v
a
、

C
+

+
、

P
H

P
と

い
っ

た
数

多
く

の
プ

ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
を

マ
ス

タ
ー

し
な

が
ら

、
高

度
で

最
新

の

シ
ス

テ
ム

開
発

技
術

を
習

得
す

る
。

ま
た

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
活

用
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
向

け
の

ア
プ

リ
制

作
な

ど
、

時

代
に

応
じ

た
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
て

、
暮

ら
し

を
豊

か
に

す

119

https://www.sapporo-mirai.ac.jp/
https://www.stc-naha.ac.jp/
https://www.kist.ac.jp/


る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
エ

ン
ジ

ニ
ア

を
目

指
す

。
 

情
報

工
学

科
 

W
e
b

ク
リ

エ
イ

ト
コ

ー
ス

 

2
年

制
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

を
は

じ
め

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

活
用

、
Il
lu

st
ra

to
r
や

P
h
o
to

sh
o
p
、
3
d
s 

M
a
x

や
H

T
M

L
5

な
ど

を
使

用
し

た
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

制
作

な
ど

、
情

報

技
術

を
幅

広
く

学
ぶ

。
ま

た
、

資
格

取
得

も
サ

ポ
ー

ト
し

な

が
ら

、
多

業
種

で
活

躍
で

き
る

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

ゼ
ネ

ラ

リ
ス

ト
を

目
指

す
。

 

日
本

海
情

報
ビ

ジ
ネ

ス
専

門
学

校
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.n
ib

.a
c
.j
p
/ 

鳥 取 県
 

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
 

2
年

制
で

、
地

元
で

活
躍

す
る

た
め

に
、

IC
T

や
簿

記
な

ど
を

幅
非

陸
学

習
し

、
実

務
に

役
立

つ
様

々
な

資
格

を
取

得
し

、

社
会

で
必

要
と

さ
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に

着
け

る
。

 

東
京

デ
ザ

イ
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

専
門

学
校

 

 
 

 
 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.t
e
c
h
.a

c.
jp

/ 
 

東 京 都
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ゲ
ー

ム
分

野
 

業
界

の
一

線
で

活
躍

す
る

プ
ロ

が
工

程
や

技
術

を
指

導
。
5

つ

の
専

攻
が

あ
る

。
ス

ー
パ

ー
ゲ

ー
ム

ク
リ

エ
イ

タ
ー

専
攻

（
4

年
）、

ゲ
ー

ム
プ

ロ
グ

ラ
マ

ー
専

攻
（

3
年

）、
ゲ

ー
ム

企
画

・

シ
ナ

リ
オ

s
年

功
（

3
年

）、
ゲ

ー
ム

C
G

デ
ザ

イ
ン

専
攻

（
3

年
）、

ゲ
ー

ム
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
デ

ザ
イ

ン
専

攻
（

3
年

）
 

e
-S

p
o
rt

s
分

野
 

日
本

初
の

プ
ロ

ゲ
ー

マ
ー

育
成

専
門

学
校

。
ゲ

ー
ム

の
実

習

だ
け

で
は

な
く

、
メ

ン
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

は
じ

め
と

す
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る
心

身
を

磨
く

授
業

や
業

界
で

活
躍

す
る

た
め

の
チ

ー
ム

や

大
会

運
営

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
な

ど
、

業
界

で
活

躍
す

る
た

め

の
ス

キ
ル

を
育

て
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
あ

る
。

2
つ

の
専

攻

が
あ

る
。

e
sp

o
rt

s・
プ

ロ
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

専
攻

（
4

年
）、

e
s
p
o
rt

・
プ

ロ
ゲ

ー
マ

ー
専

攻
(3

年
）

 

A
I・

ロ
ボ

ッ
ト

分
野

 
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
必

要
と

さ
れ

る
A
I・

ロ
ボ

ッ
ト

エ
ン

ジ

ニ
ア

に
な

る
た

め
に

、
6

専
攻

が
選

べ
る

。
ス

ー
パ

ー
A
I

ク

リ
エ

イ
タ

ー
専

攻
（

4
年

）、
ロ

ボ
ッ

ト
・

A
I
エ

ン
ジ

ニ
ア

専

攻
（

4
年

）、
ス

ー
パ

ー
ホ

ワ
イ

ト
ハ

ッ
カ

ー
専

攻
（

4
年

）、

ロ
ボ

ッ
ト

専
攻
（

3
年

）、
宇

宙
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
専

攻
（

4
年

）、

ス
ー

パ
ー

メ
デ

ィ
カ

ル
IT

専
攻

（
4

年
）

 

W
e
b
・

IT
分

野
 

A
I
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

か
ら

ア
プ

リ
開

発
、
W

e
b

サ
イ

ト
制

作

ま
で

業
界

を
幅

広
く

深
く

学
ぶ

。
３

つ
の

専
攻

が
選

べ
る

。

ス
ー

パ
ー

IT
線

ジ
ニ

ア
（

4
年

）、
プ

ロ
グ

ラ
マ

ー
専

攻
（

3

年
）、

W
e
b

ク
リ

エ
イ

タ
ー

（
3

年
）

 

C
G

・
映

像
分

野
 

C
G

業
界

の
最

新
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
、
３

つ
の

専
攻

が
選

べ

る
。

ス
ー

パ
ー

C
G

ク
リ

エ
イ

タ
ー

（
4

年
）、

ス
ー

パ
ー

デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
（

4
年

）、
C
G

ク
リ

エ
イ

タ
ー

専
攻
（

3
年

） 

神
戸

電
子

専
門

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.k
o
b
e
d
e
n
s
h
i.
a
c
.j
p

/ 
 

兵
IT

エ
キ

ス
パ

ー
ト

学
4

年
制

で
、

シ
ス

テ
ム

開
発

か
ら

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

ま
で

、
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学
校

 

 
 

 
 

 
 

 
 

庫 県
 

 
 

 
 

 
 

 
 

科
 

経
済

産
業

省
の

定
め

る
IT

ス
キ

ル
標

準
を

満
た

す
高

度
IT

技
術

者
を

育
成

す
る

。
 

IT
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

学
科

 

3
年

制
で

、
シ

ス
テ

ム
の

管
理

、
設

計
、

開
発

等
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

が
行

え
る

総
合

的
な

IT
エ

ン
ジ

ニ
ア

を
育

成
す

る
。

 

情
報

処
理

学
科

 
IT

エ
ン

ジ
ニ

ア
コ

ー
ス

 

2
年

制
で

、
コ

ン
ビ

ニ
の

P
O

S
,銀

行
の

A
T
M

な
ど

、
身

の

回
り

で
稼

働
す

る
情

報
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

開
発

を
す

る
エ

ン

ジ
ニ

ア
を

目
指

す
。

 

情
報

処
理

学
科

 
A

I・

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

コ
ー

ス
 

2
年

制
で

、
A
I、

Io
T

な
ど

を
使

い
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

技
術

を

利
用

す
る

サ
ー

ビ
ス

を
自

ら
つ

く
る

こ
と

の
で

き
る

エ
ン

ジ

ニ
ア

を
目

指
す

。
 

情
報

工
学

科
 

2
年

制
で

、
最

適
な

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

シ
ス

テ
ム

を
設

計
・

開
発

で
き

る
マ

イ
コ

ン
応

用
技

術
者

を
育

成
。

 

専
門

学
校

静
岡

電
子

情
報

カ
レ

ッ
ジ

 

 
 

 
 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
a
n
.a

c
.j
p

/d
e
n
sh

i/
 

静 岡 県
 

 
 

 
 

IT
ゲ

ー
ム

＆
ロ

ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
科

 
ゲ

ー
ム

シ
ス

テ
ム

研
究

 

2
年

制
で

、
ゲ

ー
ム

開
発

を
軸

に
、

高
度

な
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
・

W
e
b

シ
ス

テ
ム

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
開

発
ま

で
実

践

的
に

学
習

し
、

ゲ
ー

ム
に

限
定

し
な

い
総

合
的

な
開

発
技

術

力
を

身
に

付
け

ま
す

。
少

人
数

制
で

教
員

と
の

距
離

が
近

く
、

ゲ
ー

ム
業

界
で

活
躍

中
の

プ
ロ

に
よ

る
熱

い
授

業
も

魅
力
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IT
ゲ

ー
ム

＆
ロ

ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
科

 
ロ

ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
研

究
 

2
年

制
で

、
教

室
に

は
最

新
の

機
械

設
計

に
不

可
欠

な
3
D

プ

リ
ン

タ
や

工
作

機
械

が
並

び
、

ま
さ

に
工

房
。

も
の

づ
く

り

を
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
と

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
両

面
か

ら
学

べ
る

学

科
は

他
校

に
も

ほ
と

ん
ど

な
い

上
、

プ
ロ

の
職

場
見

学
や

イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
も

充
実

し
、

求
人

数
も

抜
群

。
Io

T
時

代
を

担
う

エ
ン

ジ
ニ

ア
を

育
成

。
 

IT
ゲ

ー
ム

＆
ロ

ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
科

 
IT

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
研

究
 

2
年

制
で

、
少

人
数

制
で

確
か

な
基

礎
力

を
身

に
付

け
る

一

方
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

を
通

じ
て

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

力
や

自
分

だ
け

の
技

術
を

磨
く

。
 

学
校

法
人

誠
和

学
院

 
日

本
工

科
工

科
大

学
校

 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.s
e
ig

a
k
u
.a

c
.j

p
/ 

兵 庫 県
 

A
I・

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

科
 

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

（
A
I・

人
工

知
能

な
ど

の
最

先
端

技
術

を
用

い
た

ロ
ボ

ッ
ト

開
発

）
＆

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

（
W

e
b

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
や

近
年

需
要

の
高

ま
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

）

の
両

方
を

２
年

間
で

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。
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附録③【調査（2）】活⽤事例調査結果 
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1
2

L
X
P

L
X
P

ベ
ン

ダ
ー

V
iv

a
「

K
n

o
w

le
d

g
e
C

@
fe

」

シ
ス

テ
ム

名
M

ic
ro

s
o
ft

富
士

通

キ
ー

ワ
ー

ド
モ

バ
イ

ル
端

末
対

応
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
ラ

ー
ニ

ン
グ

，
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

内
製

化
，

多
言

語
対

応

概
要

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
が

「
E

X
P

（
E

m
p

lo
ye

e
 E

xp
e
ri

e
n

c
e
 P

la
tf

o
rm

：
従

業
員

体
験

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

）
」

と
呼

ぶ
新

し
い

「
M

ic
ro

s
o
ft

 V
iv

a
（

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
ヴ

ィ
ー

ヴ
ァ

）
」

を
作

成
。

E
X

P
で

は
、

従
業

員
（

E
m

p
lo

ye
e
）

の
満

足
度

を
上

げ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
V

iv
a
は

「
V

iv
a
 C

o
n

n
e
c
ti

o
n

s
」

（
H

R
と

社
内

S
N

S
）

、
「

V
iv

a
 I

n
s
ig

h
ts

」
（

自
己

分
析

）
、

「
V

iv
a
 L

e
a
rn

in
g
」

（
デ

ジ
タ

ル
研

修
）

、
「

V
iv

a
 T

o
p

ic
s
」

（
知

見
共

有
）

と
い

う
4
つ

の
サ

ー
ビ

ス
が

用
意

さ
れ

て
い

る
。

V
iv

a
は

「
M

ic
ro

s
o
ft

 3
6
5
」

の
オ

プ
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
さ

れ
る

。
従

業
員

は
T
e
a
m

s
や

O
u

tl
o
o
k
、

W
o
rd

な
ど

ク

ラ
イ

ア
ン

ト
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

利
用

し
て

V
iv

a
の

サ
ー

ビ
ス

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

。

人
材

育
成

企
業

と
し

て
の

豊
富

な
研

修
運

営
の

経
験

・
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
て

開
発

さ
れ

、
社

員
研

修
に

お
け

る
さ

ま
ざ

ま
な

課

題
を

解
決

す
る

多
機

能
L

M
S

で
あ

る
の

が
特

徴
。

1
6
0
0
社

以
上

の
導

入
社

数
、

5
2
万

名
以

上
の

利
用

者
数

の
実

績
。

外
出

の
多

い
従

業
員

の
学

習
に

も
便

利
な

モ
バ

イ
ル

デ
バ

イ
ス

対
応

。
ソ

ー
シ

ャ
ル

ラ
ー

ニ
ン

グ
機

能
を

搭
載

し
受

講
者

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ

ン
を

維
持

す
る

仕
組

み
も

搭
載

。
ブ

ラ
ウ

ザ
上

で
簡

単
に

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
ン

テ
ン

ツ
を

内
製

で
き

る
の

も
ポ

イ
ン

ト
。

受
講

者

ご
と

に
切

り
替

え
ら

れ
る

多
言

語
機

能
、

W
e
b

A
P

Iな
ど

柔
軟

性
・

拡
張

性
あ

り
。

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
機

能
を

絞
っ

た

「
K

n
o
w

le
d

g
e
C

@
fe

 f
o
r 

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
も

選
択

可
能

。

導
入

費
用

V
iv

a
 C

o
n

n
e
c
ti

o
n

s
、

V
iv

a
 I

n
s
ig

h
ts

、
V

iv
a
 L

e
a
rn

in
g
は

価
格

未
公

表
。

V
iv

a
 T

o
p

ic
s
は

一
月

5
ド

ル
。

無
料

期
間

あ
り

。

V
iv

a
は

te
a
m

s
を

起
点

と
し

た
ア

プ
リ

の
た

め
te

a
m

s
の

ど
の

法
人

向
け

プ
ラ

ン
を

買
う

か
に

応
じ

て
か

わ
る

。
T
e
a
m

s
で

生
産

性
向

上
ア

プ
リ

を
利

用
す

る
に

は
B

u
s
in

e
s
s
 S

ta
n

d
a
rd

 1
3
6
0
円

/ユ
ー

ザ
ー

月
相

当
か

ら

①
1
0
0
名

の
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
一

斉
研

修
年

間
 4

5
4
,0

0
0
円

②
1
0
0
名

の
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
一

斉
研

修
(①

＋
動

画
利

用
あ

り
)年

間
 1

,7
5
4
,0

0
0
円

③
5
0
0
名

の
人

材
育

成
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
て

フ
ル

活
用

（
②

＋
K

n
o
w

le
d

g
e
C

@
fe

導
入

運
用

支
援

）
年

間
 4

,0
5
4
,0

0
0
円

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

V
iv

a
は

2
0
2
1
年

後
半

に
出

そ
ろ

う
た

め
ユ

ー
ザ

ー
事

例
な

し
1
6
0
0
社

以
上

が
利

用
。

富
士

通
を

一
例

に
、

人
材

育
成

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

、
全

社
研

修
（

国
内

向
け

・
海

外
向

け
）

の
コ

ン
テ

ン
ツ

制
作

お
よ

び
受

付
関

連
作

業
、

受
講

者
向

け
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
業

務
な

ど
を

提
供

。

U
R

L
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.m

ic
ro

s
o
ft

.c
o
m

/j
a
-j

p
/m

ic
ro

s
o
ft

-v
iv

a
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.k

n
o
w

le
d

g
e
w

in
g
.c

o
m

/k
c
c
/c

a
fe

/

U
R

L
2

U
R

L
3
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

3
4

L
X
P

L
X
P

「
C

o
rn

e
rS

to
n

e
」

「
D

e
g
re

e
d

」

コ
ー

ナ
ー

ス
ト

ー
ン

オ
ン

デ
マ

ン
ド

ジ
ャ

パ
ン

D
is

c
e

パ
ー

ソ
ナ

ラ
イ

ズ
さ

れ
た

学
習

体
験

，
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
管

理
，

コ
ン

テ
ン

ツ
提

供
，

デ
ー

タ
活

用
，

パ
ー

ト
ナ

ー
（

顧
客

・
代

理

店
）

へ
の

展
開

，
セ

ー
ル

ス
フ

ォ
ー

ス
（

販
売

担
当

）
連

携

リ
ス

キ
ル

・
ア

ッ
プ

ス
キ

ル
，

業
務

と
学

び
の

融
合

，
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
，

ラ
ー

ニ
ン

グ
フ

ィ
ー

ド
で

習
慣

化
の

力
を

養
う

コ
ー

ナ
ー

ス
ト

ー
ン

は
、

メ
ン

バ
ー

同
士

が
情

報
共

有
や

会
話

を
通

じ
て

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
促

進
し

、
継

続
的

な
学

習
や

ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

役
立

て
る

こ
と

の
で

き
る

学
習

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

。
メ

ン
バ

ー
は

、
社

内
外

の
コ

ン
テ

ン
ツ

か
ら

個
人

の
関

心

の
あ

る
学

習
ト

ピ
ッ

ク
を

集
め

て
パ

ー
ソ

ナ
ラ

イ
ズ

し
た

プ
レ

イ
リ

ス
ト

を
作

成
で

き
る

。
パ

ー
ソ

ナ
ラ

イ
ズ

に
は

、
業

界
デ

ー

タ
、

機
械

学
習

に
よ

る
知

見
、

特
定

分
野

の
専

門
家

の
知

見
を

も
と

に
設

計
し

た
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
コ

ン
テ

ン

ツ
群

か
ら

も
関

連
性

の
高

い
も

の
を

特
定

し
統

合
す

る
。

モ
バ

イ
ル

で
、

時
間

や
場

所
を

問
わ

ず
に

学
習

で
き

る
。

学
習

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ

ン
ト

を
向

上
す

る
こ

と
で

、
直

感
的

か
つ

簡
単

に
学

習
を

進
め

ら
え

る
。

ま
た

、
対

象
と

な
る

従
業

員
向

け
ト

レ
ー

ニ

ン
.グ

の
進

捗
や

完
了

率
な

ど
を

一
括

管
理

で
き

る
。

人
財

デ
ー

タ
の

分
析

に
よ

り
、

組
織

へ
の

影
響

を
確

認
し

な
が

ら
人

材
に

関

す
る

重
要

な
意

思
決

定
を

行
え

る
。

D
e
g
re

e
d

は
L

M
S

よ
り

も
L

X
P

に
強

く
、

そ
の

特
徴

は
パ

ー
ソ

ナ
ラ

イ
ズ

・
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

・
ピ

ア
ツ

ー
ピ

ア
ラ

ー
ニ

ン
グ

・

専
門

家
か

ら
の

学
び

・
学

習
活

動
の

可
視

化
・

フ
リ

ー
デ

バ
イ

ス
に

あ
る

。
学

習
者

が
継

続
的

に
学

ん
で

い
く

習
慣

を
作

れ
る

よ

う
に

、
D

e
g
re

e
d

は
学

び
を

支
援

す
る

。
直

接
的

な
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
は

、
他

の
人

が
あ

な
た

に
推

薦
す

る
と

い
う

こ
と

で
す

。
パ

ー
ソ

ナ
ラ

イ
ズ

化
さ

れ
た

フ
ィ

ー
ド

内
に

合
わ

れ
る

コ
ン

テ
ン

ツ
は

、
他

者
の

直
接

的
な

推
薦

、
同

年
代

の
平

均

的
な

学
び

の
傾

向
か

ら
の

推
薦

に
よ

っ
て

も
か

え
ら

れ
る

。
毎

日
の

学
習

の
繰

り
返

し
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
、

A
Iに

よ
っ

て
そ

の

学
び

が
定

量
化

さ
れ

、
新

し
い

コ
ン

テ
ン

ツ
を

日
々

学
び

続
け

ら
れ

る
仕

組
み

と
な

っ
て

い
る

。
学

習
者

が
自

律
的

学
習

を
継

続

で
き

る
様

に
支

援
す

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

あ
る

。

・
無

料
ト

ラ
イ

ア
ル

な
し

・
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

プ
ラ

ン
6
ド

ル
/ユ

ー
ザ

ー
月

相
当

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

プ
ラ

ン

・
6
ド

ル
/ユ

ー
ザ

ー
月

と
う

と
う

・
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

＋
ラ

ー
ニ

ン
グ

プ
ラ

ン

1
1
ド

ル
/ユ

ー
ザ

ー
月

相
当

h
tt

p
s
:/

/r
e
vi

e
w

s
.f

in
a
n

c
e
s
o
n

li
n

e
.c

o
m

/p
/c

o
rn

e
rs

to
n

e
-o

n
d

e
m

a
n

d
-g

ro
w

th
-

e
d

it
io

n
/#

:~
:t

e
xt

=
C

o
rn

e
rs

to
n

e
%

2
0
O

n
D

e
m

a
n

d
%

2
0
P

ri
c
in

g
%

2
0
P

la
n

s
%

3
A

,-

F
re

e
%

2
0
T

ri
a
l&

te
xt

=
T

o
%

2
0
tw

e
a
k
%

2
0
th

e
%

2
0
s
o
lu

ti
o
n

%
2
0
a
c
c
o
rd

in
g
,t

h
e
%

2
0
s
iz

e
%

2
0
o
f%

2
0
th

e
%

2
0
o
rg

a
n

iz
a
ti

o

n
.

世
界

1
8
0
か

国
、

5
0
を

超
え

る
言

語
で

、
7
,0

0
0
社

、
7
,5

0
0
万

ユ
ー

ザ
ー

以
上

に
使

用
さ

れ
て

い
る

。
ラ

イ
オ

ン
を

一
例

に
、

オ

ン
ラ

イ
ン

メ
ニ

ュ
ー

か
ら

時
間

・
場

所
を

選
ば

ず
自

主
的

に
学

習
で

き
る

環
境

を
構

築
、

各
部

門
の

独
自

c
o
n

te
n

ts
を

自
由

に
受

講
可

能
に

す
る

こ
と

で
広

範
な

専
門

知
識

を
獲

得
す

る
こ

と
に

貢
献

、
緊

急
事

態
宣

言
で

在
宅

勤
務

と
な

っ
た

社
員

に
対

し
て

継

続
的

な
人

材
育

成
を

実
施

。

グ
ロ

ー
バ

ル
で

導
入

は
3
0
0
以

上
。

国
内

で
は

花
王

を
一

例
に

、
情

報
の

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
・

学
び

の
シ

ェ
ア

・
ス

キ
ル

開
発

・

リ
ソ

ー
ス

の
蓄

積
に

絞
っ

て
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

。
自

律
的

学
習

を
支

援
す

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

導
入

に
よ

り
社

内
の

教
育

シ

ス
テ

ム
を

刷
新

。

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.c

o
rn

e
rs

to
n

e
o
n

d
e
m

a
n

d
.j
p

/
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.d

is
c
e
.c

o
.j
p

/d
e
g
re

e
d
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

5
6

L
X
P

L
X
P

「
B

la
c
k
b

o
a
rd

L
e
a
rn

」
「

U
M

U
」

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ー

ド
U

M
U

学
生

に
応

じ
た

差
別

化
，

学
習

管
理

シ
ス

テ
ム

，
バ

ー
チ

ャ
ル

ク
ラ

ス
ル

ー
ム

，
学

習
分

析
，

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

，
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

型
双

方
向

ラ
ー

ニ
ン

グ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
，

ラ
イ

ブ
配

信
，

マ
イ

ク
ロ

ラ
ー

ニ
ン

グ
，

A
Iコ

ー
チ

ン
グ

，
音

声
ス

ラ
イ

ド
，

動
画

，
文

章
，

図
説

，
フ

ァ
イ

ル
，

課
題

，
試

験
，

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

，
ア

ン
ケ

ー
ト

，
出

席
確

認
，

画
像

共

有
，

質
問

，
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

，
抽

選
，

マ
ル

チ
ス

ク
リ

ー
ン

生
放

送
，

ビ
デ

オ
会

議
等

の
機

能
が

あ
る

．

教
育

と
学

習
の

た
め

の
次

世
代

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

B
la

c
k
b

o
a
rd

 L
e
a
rn

を
提

供
し

、
コ

ー
ス

デ
リ

バ
リ

ー
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ

ン
ト

、
コ

ン
テ

ン
ツ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
ア

ウ
ト

カ
ム

ズ
ま

で
を

こ
の

ひ
と

つ
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
行

え
る

。

教
育

、
学

習
、

キ
ャ

ン
パ

ス
ラ

イ
フ

を
モ

バ
イ

ル
へ

導
く

B
la

c
k
b

o
a
rd

 M
o
b

il
e
は

、
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

教
育

と
モ

バ
イ

ル

学
習

を
、

iP
a
d

/i
P

h
o
n

e
/i

P
o
d

 t
o
u

c
h

、
A

n
d

ro
id

と
い

っ
た

モ
バ

イ
ル

デ
バ

イ
ス

で
提

供
す

る
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

。
ま

た
、

遠

隔
講

義
・

指
導

ツ
ー

ル
B

la
c
k
b

o
a
rd

 C
o
ll
a
b

o
ra

te
は

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
な

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
（

遠
隔

授
業

）
、

モ
バ

イ
ル

対

応
、

L
M

S
製

品
と

の
豊

富
な

連
携

、
音

声
コ

ン
テ

ン
ツ

作
成

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

機
能

を
兼

ね
備

え
る

。
学

習
分

析
で

学
生

を
成

功
に

導
く

B
la

c
k
b

o
a
rd

 A
n

a
ly

ti
c
s
 f

o
r 

L
e
a
rn

は
、

バ
ー

チ
ャ

ル
学

習
環

境
と

学
生

情
報

シ
ス

テ
ム

の
両

方
か

ら
取

得
し

た
デ

ー

タ
を

統
合

し
、

困
っ

て
い

る
学

生
の

特
定

、
コ

ー
ス

を
完

了
す

る
上

で
の

障
害

の
検

出
、

異
な

る
学

習
者

層
に

対
す

る
指

導
実

習

の
影

響
の

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

を
継

続
し

て
行

う
。

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

で
は

上
記

製
品

を
つ

か
っ

た
効

果
的

な
導

入
・

運
用

方
法

を

レ
ク

チ
ャ

ー
す

る
。

企
業

の
学

び
「

7
0
：

2
0
：

1
0
の

法
則

」
を

応
用

し
た

学
習

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
提

供
し

て
い

る
こ

と
。

従
来

全
体

研
修

や
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
だ

け
で

終
わ

っ
て

い
た

1
0
％

の
学

び
に

、
上

司
・

同
僚

に
よ

る
薫

陶
や

相
談

か
ら

学
び

2
0
％

、
日

々
の

業
務

経
験

か

ら
得

ら
れ

る
学

び
7
0
％

を
加

え
た

1
0
0
%

を
カ

バ
ー

で
き

る
さ

ま
ざ

ま
な

ツ
ー

ル
群

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

完
備

。
A

Iに
よ

る

分
析

機
能

も
備

え
、

必
要

な
学

び
を

学
習

者
に

も
提

案
可

能
。

集
合

研
修

、
オ

ン
ラ

イ
ン

講
義

、
個

別
学

習
、

反
転

学
習

を
ま

ぜ

た
ブ

レ
ン

ド
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
特

徴
で

デ
ジ

タ
ル

化
率

1
0
0
%

。
ま

た
、

教
師

・
上

司
・

同
僚

や
U

M
U

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
双

方
向

に

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
相

談
や

支
援

を
受

け
ら

れ
る

コ
ン

テ
ン

ツ
も

備
え

る
。

ア
プ

リ
は

3
0
分

で
導

入
で

き
、

即
座

に
環

境
構

築

が
行

え
る

仕
組

み
も

特
徴

。
モ

バ
イ

ル
に

も
対

応
し

て
お

り
場

所
を

選
ば

ず
に

学
習

で
き

る
こ

と
も

魅
力

。
動

画
コ

ン
テ

ン
ツ

は

4
分

程
度

に
お

さ
め

る
こ

と
で

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

短
時

間
で

学
べ

る
マ

イ
ク

ロ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
推

奨
。

B
la

c
k
b

o
a
rd

 製
品

　
高

等
教

育
機

関
向

け
ラ

イ
セ

ン
ス

 価
格

（
最

小
構

成
/年

間
使

用
料

）

B
la

c
k
b

o
a

rd
 L

e
a

rn

3
,9

1
2
,3

0
0
円

～

B
la

c
k
b

o
a

rd
 M

o
b

il
e

2
,0

7
9
,0

0
0
円

～

B
la

c
k
b

o
a

rd
 C

o
ll
a

b
o

ra
te

9
6
6
,7

3
5
円

～

ベ
ー

シ
ッ

ク
版

（
個

人
ユ

ー
ザ

ー
向

け
）

：
無

料
登

録

学
習

コ
ン

テ
ン

ツ
作

成
，

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

表
示

（
双

方
向

学
習

）
，

オ
ン

ラ
イ

ン
質

問
・

ア
ン

ケ
ー

ト
，

試
験

・
合

否
判

定
の

自
動

化
，

オ
ン

ラ
イ

ン
課

題
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
版

U
M

U
 P

ro
（

ト
レ

ー
ナ

ー
向

け
）

8
,3

2
5
円

（
税

込
）

/
登

録
ア

カ
ウ

ン
ト

動
画

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

無
制

限
，

受
講

デ
ー

タ
の

閲
覧

は
無

制
限

，
ク

ラ
ス

作
成

無
制

限
，

超
大

規
模

の
オ

ン
ラ

イ
ン

講
義

，
H

D
動

画
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト

ビ
ジ

ネ
ス

版
U

M
U

 B
u

s
in

e
s
s
（

組
織

内
部

学
習

向
け

）
4
,0

0
0
円

（
税

込
）

/
登

録
ア

カ
ウ

ン
ト

）

月
額

か
ら

、
専

用
の

ラ
ー

ニ
ン

グ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

構
築

可
能

，
無

料
ト

ラ
イ

ア
ル

ま
た

 早
速

購
入

す
る

，
安

全
か

つ
専

用
ラ

ー
ニ

ン
グ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

：
組

織
と

ア

カ
ウ

ン
ト

管
理

，
企

業
内

専
用

の
ナ

レ
ッ

ジ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
，

階
層

別
の

ア
ク

セ
ス

権
限

制
御

可
能

，
学

習
コ

ン
テ

ン
ツ

の
管

理
と

審
査

，
エ

ン
タ

ー
プ

ラ
イ

ズ
版

学
習

レ

ポ
ー

ト
機

能
，

企
業

ロ
ゴ

と
専

用
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

作
成

可
能

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

版
U

M
U

 E
n

te
rp

ri
s
e

（
大

企
業

と
組

織
）

：
問

い
合

わ
せ

業
界

ト
ッ

プ
水

準
の

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
：

大
規

模
ア

カ
ウ

ン
ト

管
理

シ
ス

テ
ム

，
専

任
カ

ス
タ

マ
ー

サ
ク

セ
ス

学
習

運
営

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

＊
，

S
S

O
対

応
＊

，
学

習
デ

ー
タ

A
P

I連
携

対
応

＊
，

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

ク
ラ

ウ
ド

環
境

＊
，

オ
プ

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

問
い

合
わ

せ
必

要

世
界

7
5
カ

国
、

約
9
,3

0
0
以

上
の

高
等

教
育

機
関

・
K

1
2
（

小
中

高
）

等
に

導
入

さ
れ

、
1
,5

0
0
万

人
以

上
が

利
用

。
長

崎
大

学
を

一
例

と
し

て
説

明
。

長
崎

大
は

、
主

体
的

学
習

促
進

支
援

シ
ス

テ
ム

（
L

e
a
rn

in
g
 A

s
s
e
s
s
m

e
n

t 
&

 C
o
m

m
u

n
ic

a
ti

o
n

 

S
ys

te
m

）
』

略
し

て
『

L
A

C
S

（
ラ

ッ
ク

ス
）

』
を

導
入

。

長
崎

大
で

の
L

A
C

S
は

授
業

数
1
2
0
0
～

1
3
0
0
コ

マ
ほ

ど
を

効
率

化
。

実
際

の
授

業
と

の
併

用
で

利
用

さ
れ

て
お

り
、

資
料

の
提

示
、

課
題

の
提

示
・

回
収

、
オ

ン
ラ

イ
ン

テ
ス

ト
の

実
施

な
ど

に
活

用
。

ま
た

、
掲

示
板

な
ど

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
系

の
機

能

を
利

用
し

た
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
実

践
も

行
わ

れ
て

い
る

。
学

部
、

学
科

、
研

究
室

で
は

L
A

C
S

上
で

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
開

設
し

て
共

有
資

料
を

保
管

し
た

り
、

各
種

委
員

会
で

は
会

議
資

料
を

共
有

化
し

た
り

な
ど

、
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

も
進

ん
で

い

る
。

2
0
3
か

国
以

上
で

展
開

。
取

引
企

業
は

1
0
万

社
以

上
。

F
o
rt

u
n

5
0
0
企

業
の

う
ち

5
0
社

が
ユ

ー
ザ

。
2
0
1
5
～

2
0
1
8
の

4
年

連
続

で

世
界

最
大

の
人

材
育

成
研

究
機

関
A

T
D

の
プ

ラ
チ

ナ
パ

ー
ト

ナ
ー

。

U
M

U
は

、
経

済
産

業
省

に
よ

る
「

学
び

を
止

め
な

い
未

来
の

教
室

」
と

連
携

し
た

「
マ

ナ
ビ

を
止

め
る

な
！

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」

(一
般

社
団

法
人

教
育

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
協

議
会

)へ
の

参
画

を
決

め
、

学
習

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
提

供
し

た
。

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.b

la
c
k
b

o
a
rd

.c
o
m

/j
a
-j

p
/s

o
lu

ti
o
n

s
h

tt
p

:/
/w

w
w

.u
m

u
.c

o
/h

o
m

e
/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

7
8

L
X
P

L
X
P

「
K

n
o
w

le
d

g
e
D

e
li
ve

r」
「

P
a
n

o
p

to
」

株
式

会
社

デ
ジ

タ
ル

・
ナ

レ
ッ

ジ
P

a
n

o
p

to

L
M

S
，

ビ
デ

オ
教

材
作

成
・

配
信

，
教

育
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

活
用

，
学

習
コ

ン
テ

ン
ツ

提
供

，
業

界
別

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

サ
ー

ビ

ス
，

サ
ー

バ
ー

構
築

/運
営

サ
ポ

ー
ト

動
画

C
M

S
，

動
画

収
録

，
ラ

イ
ブ

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
，

動
画

検
索

，
統

合
（

学
習

管
理

シ
ス

テ
ム

[C
o
rn

a
e
rs

to
n

e
，

S
a
b

a
，

S
A

P
S

u
c
c
e
s
s
F
a
c
to

rs
，

B
ri

d
g
e
，

B
la

c
k
b

o
a
rd

，
M

o
d

le
]，

ビ
デ

オ
会

議
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
[Z

o
o
m

，
B

lu
e
Je

a
n

s
，

G
o
T
o
M

e
e
ti

n
g
，

S
k
yp

e
fo

rB
u

s
in

e
s
s
]，

H
iv

e
In

s
ig

h
ts

，
S

a
le

c
e
fo

rc
e
，

In
P

la
ye

r）

K
n

o
w

le
d

g
e
D

e
li
ve

rは
、

ス
マ

ホ
・

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

も
対

応
し

た
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

で
す

。
教

材
作

成
・

学
習

・
運

用
管

理
と

機
能

が
充

実
し

て
お

り
、

学
習

履
歴

の
解

析
も

可
能

。

特
徴

1
 柔

軟
な

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

で
企

業
内

研
修

か
ら

教
育

ビ
ジ

ネ
ス

ま
で

対
応

。
2
,0

0
0
社

以
上

に
導

入
し

て
き

た
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
、

教
育

ビ
ジ

ネ
ス

向
け

や
学

校
向

け
、

企
業

向
け

に
柔

軟
な

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

に
対

応
で

き
る

点
が

大
き

な
魅

力
。

オ
リ

ジ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
や

e
コ

マ
ー

ス
サ

イ
ト

と
の

連
携

、

人
事

シ
ス

テ
ム

と
の

連
携

、
認

証
機

能
な

ど
に

も
対

応
。

シ
ス

テ
ム

の
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
だ

け
で

な
く

、
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

制
作

や
V

R
コ

ン
テ

ン
ツ

制
作

、

レ
ン

タ
ル

ス
タ

ジ
オ

、
学

習
ア

プ
リ

開
発

、
な

ど
各

種
研

修
サ

ー
ビ

ス
が

揃
っ

て
い

る
の

も
心

強
い

。

特
徴

2
 A

I教
材

や
S

C
O

R
M

コ
ン

テ
ン

ツ
ま

で
多

彩
な

教
材

が
作

成
可

能
：

音
声

や
映

像
付

き
の

P
o
w

e
rP

o
in

t教
材

や
、

映
像

教
材

、
P

D
F

教
材

、
テ

キ
ス

ト
型

テ
ス

ト
の

ほ
か

、
オ

プ
シ

ョ
ン

で
A

Iト
レ

ー
ニ

ン
グ

型
教

材
や

世
界

基
準

の
S

C
O

R
M

コ
ン

テ
ン

ツ
に

も
対

応
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

ツ
ー

ル

C
li
c
a
と

の
連

携
も

可
能

。

特
徴

3
 数

十
万

人
ク

ラ
ス

の
大

規
模

運
用

も
可

能
：

受
講

者
・

教
材

の
C

S
V

一
括

登
録

や
細

か
な

ロ
ー

ル
設

定
な

ど
、

大
規

模
運

用
を

見
据

え
た

運
用

管
理

機
能

を
搭

載
。

オ
プ

シ
ョ

ン
で

教
育

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

統
合

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

へ
の

接
続

や
、

教
育

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
分

析
も

可
能

で
す

。
導

入
形

態
も

A
S

P
や

オ
ン

プ
レ

ミ
ス

、
パ

ブ
リ

ッ
ク

ク
ラ

ウ
ド

な
ど

多
岐

に
わ

た
り

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
や

多
言

語
対

応
に

も
死

角
な

し
。

数
十

万
人

の
大

規
模

運
用

で
も

安
心

し
て

利
用

可
能

。

講
義

や
研

修
の

録
画

・
パ

ソ
コ

ン
の

ス
ク

リ
ー

ン
キ

ャ
プ

チ
ャ

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

画
面

・
ビ

デ
オ

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
配

信
・

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

管
理

シ
ス

テ
ム

を
統

合

し
て

提
供

す
る

A
S

P
サ

ー
ビ

ス
。

M
o
o
ld

e
、

C
a
n

va
sL

M
S

等
の

L
M

S
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

も
シ

ス
テ

ム
（

L
T

I）
連

携
し

て
使

用
で

き
る

。
以

下
の

特
徴

が
あ

る
。

１
．

簡
単

に
収

録
・

編
集

・
配

信
で

き
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

 　
専

用
の

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

を
必

要
と

せ
ず

P
C

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
動

画
を

簡
単

に
収

録
し

編

集
・

配
信

で
き

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

す
。

　
ま

た
専

用
ア

プ
リ

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
こ

と
で

収
録

か
ら

リ
ッ

チ
メ

デ
ィ

ア
コ

ン
テ

ン
ツ

の
作

成
・

配
信

ま
で

安
価

に
運

用
。

 

２
．

動
画

・
S

N
S

世
代

の
学

生
に

合
わ

せ
た

扱
い

や
す

い
シ

ス
テ

ム
　

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
・

L
IN

E
な

ど
と

同
じ

感
覚

で
、

受
講

・
質

問
・

議
論

・
テ

ス
ト

な
ど

簡
単

に
操

作
で

き

ま
す

。
ま

た
動

画
内

に
オ

ン
ラ

イ
ン

テ
ス

ト
の

作
成

も
可

能
で

、
視

聴
の

流
れ

の
中

で
ス

ム
ー

ズ
に

テ
ス

ト
も

受
け

ら
れ

ま
す

。
 

３
．

コ
ン

テ
ン

ツ
の

管
理

や
学

外
へ

の
コ

ン
テ

ン
ツ

の
拡

散
を

抑
止

 　
コ

ン
テ

ン
ツ

を
ロ

ー
ル

ご
と

に
管

理
で

き
ま

す
。

ま
た

P
A

N
O

P
T

O
 A

S
P

の
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

配
信

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
学

外
へ

の
コ

ン
テ

ン
ツ

の
拡

散
を

抑
止

す
。

 

４
．

動
画

視
聴

ロ
グ

を
収

集
・

分
析

 　
動

画
ご

と
や

学
生

ご
と

の
動

画
視

聴
ロ

グ
を

収
集

・
分

析
で

き
ま

す
。

分
析

ダ
ッ

シ
ュ

ボ
ー

ド
を

使
用

し
て

動
画

ご
と

に
ど

の
時

間
帯

で

ど
の

く
ら

い
再

生
さ

れ
て

い
る

か
等

の
詳

細
な

分
析

を
グ

ラ
フ

で
表

示
。

 

５
．

主
要

な
L

M
S

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
対

応
　

M
o
o
d
le

、
C

a
n

va
s 

L
M

S
、

S
a
k
a
i等

主
要

な
L

M
S

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
対

応
し

て
い

ま
す

。
プ

ラ
グ

イ
ン

を
L

M
S

に
イ

ン

ス
ト

ー
ル

す
る

だ
け

で
シ

ス
テ

ム
（

LT
I）

連
携

が
で

き
ま

す
。

ま
た

L
M

S
の

利
用

者
は

S
S

O
（

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
）

で
シ

ス
テ

ム
を

使
用

。

K
n

o
w

le
d

g
e

D
e

li
v
e

r

K
D

5
E

1
-1

0
0
	1
0
0
ユ

ー
ザ

ラ
イ

セ
ン

ス
	5
0
0
,0

0
0
円

/1
0
0
ユ

ー
ザ

	-

K
D

5
E

1
-1

0
0
0
	1
,0

0
0
ユ

ー
ザ

ラ
イ

セ
ン

ス
	1
,0

0
0
,0

0
0
円

/1
0
0
0
ユ

ー
ザ

	-

K
D

5
E

1
-S

V
	サ

ー
バ

ラ
イ

セ
ン

ス
（

ユ
ー

ザ
数

無
制

限
）

	3
,0

0
0
,0

0
0
円

/サ
ー

バ

K
n

o
w

le
d

g
e

D
e

li
v
e

r　
A

M
S

オ
プ

シ
ョ

ン
　

（
A

u
to

m
a

ti
c
 M

e
n

to
ri

n
g

 S
c
e

n
a

ri
o

）

品
番

	項
目

	価
格

(税
別

)	要
件

K
D

5
A

M
S

1
-1

0
0
	1
0
0
ユ

ー
ザ

ラ
イ

セ
ン

ス
	2
5
0
,0

0
0
円

/1
0
0
ユ

ー
ザ

	-

K
D

5
A

M
S

1
-1

0
0
0
	1
,0

0
0
ユ

ー
ザ

ラ
イ

セ
ン

ス
	5
0
0
,0

0
0
円

/1
0
0
0
ユ

ー
ザ

	-

K
D

5
A

M
S

1
-S

V
	サ

ー
バ

ラ
イ

セ
ン

ス
（

ユ
ー

ザ
数

無
制

限
）

	1
,5

0
0
,0

0
0
円

/サ
ー

バ

K
n

o
w

le
d

g
e

D
e

li
v
e

r　
年

間
保

守

ラ
イ

セ
ン

ス
費

用
(K

D
5
E

x 
+

 K
D

5
T
x 

+
 K

D
5
A

M
S

x)
の

1
5
%

K
n

o
w

le
d

g
e

D
e

li
v
e

r　
操

作
研

修

受
講

者
5
名

様
ま

で
　

1
8
0
,0

0
0
円

(税
別

)/
1
回

「
P

a
n

o
p

to
」

は
、

A
m

a
zo

n
 W

e
b

 S
e
rv

ic
e
s
（

A
W

S
）

上
で

稼
働

す
る

S
a
a
S

と
し

て
、

年
間

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
形

式
で

提
供

さ
れ

、
価

格
例

は
、

ユ
ー

ザ
ー

数
（

利
用

者
数

）
1
0
0
0
名

ま
で

の
ス

タ
ー

ト
モ

デ
ル

で
年

間
4
7
0
万

円

企
業

・
官

公
庁

・
医

療
機

関
な

ど
を

含
め

、
1
5
0
0
超

の
導

入
実

績
を

持
つ

国
内

有
数

の
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

。
ベ

ネ
ッ

セ
を

慰
霊

と
し

て
、

以
下

の
ニ

ー
ズ

を
K

n
o
w

le
d

g
e
D

e
li
v
e
rに

よ
る

解
決

方
法

を
提

供
し

た
。

事
例

は
以

下
参

照

・
ニ

ー
ズ

～
行

政
と

学
校

と
家

庭
と

と
も

に
～

 “
子

供
達

に
学

習
意

欲
と

可
能

性
を

引
き

出
す

競
争

と
刺

激
の

あ
る

環
境

を
”福

島
県

南
会

津
地

域
の

６
中

学
校

の
生

徒
に

向
け

て
ベ

ネ
ッ

セ
進

研
ゼ

ミ
教

材
と

共
に

下

記
の

内
容

を
提

供
し

た
い

。

1
)多

様
な

学
習

環
境

（
遠

隔
授

業
+

ビ
デ

オ
学

習
教

材
+

オ
ン

ラ
イ

ン
テ

ス
ト

）

2
)生

徒
の

学
習

意
欲

の
向

上
（

競
争

と
刺

激
）

3
)習

熟
度

に
あ

わ
せ

た
き

め
細

や
か

な
学

習
指

導

・
解

決
方

法

1
)教

育
委

員
会

、
学

校
、

民
間

企
業

の
連

携
に

よ
る

多
様

な
学

習
環

境
の

組
み

合
わ

せ
の

仕
方

、
学

習
方

法
の

ア
レ

ン
ジ

を
提

供
。

2
)L

iv
e
授

業
で

、
ク

イ
ズ

や
チ

ャ
ッ

ト
の

や
り

取
り

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

活
用

し
ク

イ
ズ

の
正

解
数

や
返

答
順

位
を

競
わ

す
な

ど
、

競
争

と
刺

激
の

あ
る

授
業

を
展

開
。

3
)進

研
ゼ

ミ
の

単
元

毎
の

学
習

進
捗

状
況

を
L

M
S

上
に

反
映

し
、

習
熟

度
に

あ
わ

せ
た

個
別

指
導

を
展

開
。

北
米

の
カ

ー
ネ

ギ
ー

メ
ロ

ン
大

学
で

開
発

さ
れ

た
た

め
、

大
学

等
の

授
業

収
録

に
適

し
た

設
計

と
な

っ
て

お
り

、
世

界
中

の
大

学

に
導

入
さ

れ
て

い
ま

す
。

ラ
イ

ブ
動

画
配

信
や

、
ウ

ェ
ブ

会
議

ツ
ー

ル
と

の
連

携
、

L
M

S
連

携
な

ど
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

授
業

を
実

現
す

る
強

力
な

機
能

を
多

数
持

ち
合

わ
せ

て
い

る
。

国
内

で
は

立
命

館
大

学
を

一
例

に
、

ニ
ー

ズ
が

「
教

員
も

学
生

も
ス

ム
ー

ズ

に
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

を
配

信
・

視
聴

で
き

る
環

境
を

構
築

し
た

い
」

で
あ

る
と

き
、

解
決

策
と

し
て

「
講

義
動

画
の

収
録

か
ら

編

集
・

管
理

・
配

信
ま

で
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
に

必
要

な
機

能
が

凝
縮

さ
れ

た
動

画
収

録
・

配
信

シ
ス

テ
ム

を
使

っ
て

円
滑

な
授

業

を
実

現
」

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
生

か
ら

「
対

面
授

業
と

変
わ

ら
な

い
ク

オ
リ

テ
ィ

の
授

業
が

受
け

ら
れ

て
い

ま
す

」
と

い
う

コ

メ
ン

ト
が

得
ら

れ
た

。
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

9
1
0

L
X
P

L
X
P

「
L

a
u

n
c
h

fi
re

le
m

o
n

a
d

e
」

「
L

e
a
rn

A
m

p
」

L
a
u

n
c
h

fi
re

In
te

ra
c
ti

ve
In

c
.

L
e
a
rn

A
m

p
,R

is
e
T

o
L

td
.

L
M

S
に

追
加

し
て

学
生

の
参

加
を

促
す

タ
イ

プ
の

L
X

P.
ゲ

ー
ム

ベ
ー

ス
の

モ
ジ

ュ
ー

ル
，

製
品

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

，
ロ

ー
ル

プ

レ
イ

シ
ナ

リ
オ

，
ビ

デ
オ

な
ど

．

ク
ラ

ウ
ド

ベ
ー

ス
，

S
C

O
R

M
と

xA
P

Iに
対

応
．

2
0
,0

0
0
も

の
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

ア
イ

テ
ム

に
，

無
料

で
ア

ク
セ

ス
で

き
る

．

顧
客

で
な

く
従

業
員

に
注

目
し

た
カ

ナ
ダ

の
会

社
の

プ
ロ

ダ
ク

ト
。

G
D

P
R

等
の

新
た

な
規

制
や

新
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

な
ど

の
知

識
、

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
で

の
と

合
わ

せ
に

対
す

る
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
等

の
効

率
的

に
学

習
で

き
る

様
に

ゲ
ー

ム
性

を
取

り
入

れ
た

。

企
業

の
従

業
員

向
け

の
学

習
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
。

こ
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
よ

り
、

従
業

員
エ

ク
ス

ペ
リ

エ
ン

ス
の

向
上

は

も
と

よ
り

カ
ス

タ
マ

ー
サ

ー
ビ

ス
等

の
質

の
向

上
を

通
じ

て
間

接
的

に
か

つ
サ

マ
ー

エ
ク

ス
ペ

リ
エ

ン
ス

の
向

上
に

寄
与

。

ゲ
ー

ム
ベ

ー
ス

の
学

習
モ

ジ
ュ

ー
ル

は
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

コ
ン

テ
ン

ツ
を

ゲ
ー

ム
に

変
え

、
人

々
が

遊
び

な
が

ら
学

べ
る

よ
う

に

す
る

。
チ

ャ
レ

ン
ジ

ベ
ー

ス
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

は
、

学
習

者
に

製
品

や
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

使
い

方
を

考
え

さ
せ

る
こ

と
で

、

習
得

を
促

し
、

自
信

と
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
向

上
さ

せ
る

。
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
シ

ナ
リ

オ
で

は
、

話
を

聞
く

こ
と

、
一

流
の

顧
客

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
、

提
案

的
に

販
売

す
る

こ
と

な
ど

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

L
e
m

o
n

a
d

e
は

、
C

R
M

、
E

R
P

、

L
M

S
、

そ
の

他
の

重
要

な
シ

ス
テ

ム
と

柔
軟

に
統

合
で

き
る

よ
う

に
し

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

ビ
ジ

ネ
ス

に
与

え
る

影
響

を
追

跡
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

日
本

法
人

な
し

。

L
e
a
rn

 A
m

p
は

、
先

進
的

で
知

識
を

必
要

と
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
の

た
め

の
、

世
界

N
o
.1

の
人

材
開

発
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
。

大
規

模
な

中
小

企

業
か

ら
企

業
ま

で
、

2
5
0
人

か
ら

5
,0

0
0
人

の
ユ

ー
ザ

ー
を

対
象

と
し

て
い

る
。

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

L
M

S
/L

X
P

）
、

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ

ン
ト

（
パ

ル

ス
サ

ー
ベ

イ
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
サ

ー
ベ

イ
）

、
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

管
理

（
チ

ェ
ッ

ク
イ

ン
、

レ
ビ

ュ
ー

、
O

K
R

）
を

受
賞

歴
の

あ
る

1
つ

の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
統

合
す

る
こ

と
で

、
よ

り
良

い
体

験
と

R
O

Iの
証

明
を

提
供

し
て

い
る

。
シ

ン
プ

ル
な

も
の

か
ら

始
め

て
、

組
織

の
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
と

人
材

戦
略

の
進

化
に

合
わ

せ
て

ア
ッ

プ
グ

レ
ー

ド
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
既

存
の

シ
ス

テ

ム
を

、
将

来
的

に
学

習
や

人
材

開
発

の
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
移

行
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

ま
た

、
プ

レ
ミ

ア
ム

価
格

の

ブ
レ

ン
デ

ッ
ド

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
提

供
し

た
い

と
考

え
て

い
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
と

も
協

力
し

て
い

る
。

特
徴

は
、

非
同

期

学
習

、
ブ

レ
ン

デ
ッ

ド
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

内
蔵

型
コ

ー
ス

オ
ー

サ
リ

ン
グ

、
企

業
/ビ

ジ
ネ

ス
に

強
い

、
ゲ

ー
ミ

フ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

学
習

者

ポ
ー

タ
ル

、
モ

バ
イ

ル
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
S

C
O

R
M

準
拠

、
シ

ン
ク

ロ
ナ

ス
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

ビ
デ

オ
コ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

企

業
。

た
だ

し
、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

/エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
e
コ

マ
ー

ス
へ

の
適

用
に

は
不

向
き

。
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
は

Z
O

O
M

や
S

L
A

C
K

と

連
携

可
能

。

1
ユ

ー
ザ

ー
あ

た
り

年
間

4
ド

ル
か

ら
。

最
小

限
は

1
0
0
ユ

ー
ザ

ー
ラ

イ
セ

ン
ス

か
ら

。

こ
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

は
、

オ
ン

サ
イ

ト
と

リ
モ

ー
ト

の
両

方
の

ス
タ

ッ
フ

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
成

果
向

上
の

結
果

と
し

て
、

P
la

in
s
C

a
p

it
a
l 
B

a
n

k
で

は
3
0
％

、
G

re
a
t 

P
la

in
s
 B

a
n

k
で

は
2
4
％

、
従

業
員

の
知

識
が

向
上

し
ま

し
た

。
さ

ら
に

、

L
e
m

o
n

a
d

e
L

X
P

の
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
は

、
従

来
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

方
法

と
比

較
し

て
、

新
入

社
員

研
修

を
3
7
％

早
く

し
、

平
均

8
1
％

の
コ

ス
ト

削
減

を
実

現
。

9
2
%

の
学

習
者

が
他

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
よ

り
も

L
e
m

o
n

a
d

e
L

X
P

を
好

ん
で

お
り

、
9
7
%

が
デ

ジ

タ
ル

フ
ル

エ
ン

シ
ー

の
向

上
を

報
告

。

強
力

な
導

入
プ

ロ
セ

ス
を

経
た

組
織

は
、

新
入

社
員

の
定

着
率

を
8
2
％

向
上

さ
せ

、
生

産
性

を
7
0
％

以
上

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で

き
た
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

1
1

1
2

L
X
P

L
X
P

「
P

a
th

g
a
th

e
r」

「
S

k
il
ls

o
ft

P
e
rc

ip
io

」

P
a
th

g
a
th

e
r

S
k
il
ls

o
ft

D
e
g
re

e
d

が
2
0
1
8
年

に
買

収
し

た
．

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

モ
バ

イ
ル

学
習

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

．
リ

ソ
ー

ス
の

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

ゲ
ー

ミ
フ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
し

，
L

M
S

/L
X

P
に

統
合

さ
れ

る
と

う
ま

く
働

く
．

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
さ

れ
た

7
0
0
の

ラ
ー

ニ
ン

グ
パ

ス
を

提
供

す
る

．
A

Iに
よ

る
学

習
の

個
別

化
，

デ
ジ

タ
ル

バ
ッ

ジ
，

マ
イ

ク
ロ

ラ
ー

ニ
ン

グ
，

他
の

シ
ス

テ
ム

と
の

統
合

（
D

e
g
re

e
d

,s
u

m
a
to

ta
l,
s
u

c
c
e
s
s
fa

c
to

rs
,s

a
b

a
,c

o
e
n

e
rs

to
n

e
,w

o
rk

d
a
y）

．

P
a
th

g
a
th

e
rは

、
従

業
員

の
再

編
成

と
デ

ジ
タ

ル
世

界
で

の
競

争
力

の
維

持
を

目
指

す
先

進
的

な
企

業
向

け
の

人
材

開
発

プ
ラ

ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

す
。

既
存

の
す

べ
て

の
学

習
リ

ソ
ー

ス
お

よ
び

H
R

ツ
ー

ル
と

連
携

し
て

、
ビ

ジ
ネ

ス
内

で
タ

レ
ン

ト
の

俊
敏

性

を
生

み
出

し
、

タ
レ

ン
ト

/ 
L

＆
D

チ
ー

ム
、

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

、
お

よ
び

S
M

E
が

コ
ン

テ
ン

ツ
を

作
成

、
キ

ュ
レ

ー
ト

、
お

よ
び

共

有
す

る
こ

と
を

迅
速

か
つ

容
易

に
す

る
。

機
能

と
し

て
は

、
非

同
期

学
習

、
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

企
業

/ビ
ジ

ネ

ス
、

ゲ
ー

ミ
フ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
モ

バ
イ

ル
学

習
、

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

対
応

可
能

で
あ

る
。

D
e
g
re

e
d

が
買

収
し

た
影

響
か

、

P
a
th

g
a
th

e
r社

の
サ

イ
ト

リ
ン

ク
が

ダ
ウ

ン
（

消
失

？
）

S
k
il
ls

o
ft

は
P

e
rc

ip
io

と
提

携
し

て
、

没
入

型
の

学
習

体
験

を
提

供
す

る
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
な

オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
体

験
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

提
供

。
P

e
rc

ip
io

を
使

用
す

る
と

、
S

k
il
ls

o
ft

コ
ン

テ
ン

ツ
は

7
0
0
近

く
の

学
習

パ
ス

に
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

さ
れ

最

新
の

コ
ン

テ
ン

ツ
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

継
続

的
に

更
新

さ
れ

る
。

特
徴

と
し

て
は

、
学

習
者

中
心

の
デ

ザ
イ

ン
・

パ
ー

ソ

ナ
ラ

イ
ズ

さ
れ

た
エ

ク
ス

ペ
リ

エ
ン

ス
 （

パ
ー

ソ
ナ

ラ
イ

ズ
さ

れ
た

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
プ

レ
イ

リ
ス

ト
を

作
成

し
、

中
断

し
た

と

こ
ろ

か
ら

学
習

を
開

始
す

る
機

能
を

提
供

）
・

マ
イ

ク
ロ

ラ
ー

ニ
ン

グ
と

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
の

構
築

（
 

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
と

ス
キ

ル
の

構
築

を
支

援
す

る
7
0
0
の

学
習

パ
ス

を
備

え
た

短
い

ビ
デ

オ
（

3
～

5
分

）
で

、
対

象
を

絞
っ

た
学

習
ニ

ー
ズ

に
焦

点
を

当
て

ら
れ

る
）

・
強

化
さ

れ
た

コ
ン

テ
ン

ツ
検

出
（

F
a
c
e
b

o
o
k
、

N
e
tf

li
x、

e
B

a
yで

も
使

用
さ

れ
て

い
る

P
e
rc

ip
io

の
高

度
な

検
索

ツ
ー

ル
で

あ
る

E
la

s
ti

c
s
e
a
rc

h
を

使
用

し
て

、
学

習
コ

ン
テ

ン
ツ

を
す

ば
や

く
見

つ
け

る
）

・
自

己
選

択
プ

レ
イ

リ
ス

ト
（

プ
レ

イ
リ

ス
ト

に
任

意
の

種
類

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
追

加
し

て
、

パ
ー

ソ
ナ

ラ
イ

ズ
さ

れ
た

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で

別
の

と
き

に
ア

ク
セ

ス
可

能
）

1
ユ

ー
ザ

ー
あ

た
り

月
額

$
 5

.0
0
か

ら
。

1
4
日

の
体

験
版

あ
り

。
月

額
2
9
ド

ル
o
r年

額
2
9
9
ド

ル
。

導
入

ペ
ー

ジ
が

ダ
ウ

ン
し

て
調

査
不

能
ユ

ー
ザ

ー
の

利
用

例
を

以
下

に
記

す
。

S
k
il
ls

o
ft

 P
e
rc

ip
io

を
使

用
す

る
と

次
の

こ
と

が
で

き
る

。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
や

ア
ジ

ャ
イ

ル
か

ら
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
や

機
械

学
習

に
至

る
ま

で
、

新
し

い
ス

キ
ル

を
習

得
し

た
り

、
ス

キ
ル

を

微
調

整
し

た
り

で
き

る
。

・
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

、
コ

ー
ス

を
受

講
し

た
り

、
本

を
読

ん
だ

り
、

オ
ー

デ
ィ

オ
ブ

ッ
ク

を
聴

い
た

り
で

き
る

。

・
自

分
の

ス
キ

ル
開

発
と

能
力

を
加

速
す

る
た

め
に

あ
な

た
自

身
の

学
習

パ
ス

を
図

表
に

し
て

く
れ

る
。

・
人

工
知

能
、

ブ
ロ

ッ
ク

チ
ェ

ー
ン

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
な

ど
、

長
期

に
わ

た
る

需
要

の
高

い
ス

キ
ル

を
構

築
す

る

S
k
il
ls

o
ft

 P
e
rc

ip
io

だ
け

が
、

7
0
0
以

上
の

学
習

パ
ス

に
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

さ
れ

た
、

非
常

に
魅

力
的

な
学

習
体

験
を

提
供

。
常

に
最

新
の

ス

キ
ル

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

に
、

継
続

的
に

更
新

さ
れ

る
。

h
tt

p
:/

/p
a
th

g
a
th

e
r.

c
o
m

/
h

tt
p

:/
/w

w
w

.s
k
il
ls

o
ft

.c
o
m

/p
e
rc

ip
io

/

130



ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

1
3

1
4

L
X
P

L
X
P

「
T
o
o
lw

ir
e
T

IL
E

」
「

R
a
ll
yw

a
re

」

T
o
o
lw

ir
e
,I
n

c
.

R
a
ll
yw

a
re

,I
n

c
.

適
応

的
，

個
別

化
さ

れ
た

学
習

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
あ

り
，

ク
イ

ズ
，

協
同

ツ
ー

ル
，

ゲ
ー

ミ
フ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

，
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
，

バ
ー

チ
ャ

ル
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
ラ

ボ
を

提
供

す
る

．
他

の
L

M
S

と
の

連
携

で
最

も
よ

く
働

き
，

バ
ー

チ
ャ

ル
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
ラ

ボ
に

つ
い

て
は

，
高

等
教

育
向

け
に

セ
パ

レ
ー

ト
で

も
提

供
．

セ
ー

ル
ス

と
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

目
的

で
使

用
さ

れ
，

社
会

ゲ
ー

ム
体

験
，

協
同

，
同

僚
認

識
等

が
で

き
る

．
他

と
同

様
，

こ
ち

ら

も
L

M
S

等
と

連
携

さ
せ

る
こ

と
で

，
最

も
よ

く
働

く
．

T
o
o
lw

ir
e
 T

IL
E

は
、

コ
ン

テ
ン

ツ
+

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

+
体

験
学

習
を

統
合

す
る

A
Iを

活
用

し
た

学
習

体
験

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
す

。
T

IL
E

は
、

仮
想

ラ
ボ

、
ゲ

ー
ミ

フ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

お
よ

び
ビ

デ
オ

コ
ー

チ
ン

グ
に

よ
り

、
大

規
模

な
パ

ー
ソ

ナ
ラ

イ
ズ

さ
れ

た
ス

キ
ル

を
強

化
す

る
。

6
つ

の
特

徴
が

あ
あ

る
、

特
徴

１
）

ゲ
ー

ミ
フ

ィ
ケ

ー
シ

ョ

ン
の

仕
組

み
は

、
独

自
の

ス
コ

ア
リ

ン
グ

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

に
よ

り
、

T
IL

E
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用

し
て

い
る

従
業

員
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

追
跡

す
る

。
カ

ス
タ

ム
ス

コ
ア

リ
ン

グ
は

、
ワ

ー
カ

ー
が

報
酬

を
得

る
こ

と
で

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
を

高
め

る
。

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
リ

ー
ダ

ー
ボ

ー
ド

は
、

社
員

、
同

僚
、

機
能

グ
ル

ー

プ
間

の
競

争
を

促
進

す
る

。
特

徴
２

）
ハ

ン
ズ

オ
ン

仮
想

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

ラ
ボ

は
、

読
み

物
、

ビ
デ

オ
、

ス
テ

ッ
プ

バ
イ

ス
テ

ッ
プ

の
説

明
、

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
な

ど
で

構
成

さ

れ
る

ラ
ボ

ガ
イ

ド
を

含
む

H
T

M
L

5
フ

レ
ー

ム
セ

ッ
ト

で
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

ラ
イ

ブ
ア

ク
セ

ス
を

提
供

す
る

。
特

徴
３

）
ス

ト
ー

リ
ー

ベ
ー

ス
の

プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 "

ス
キ

ン
"。

オ
プ

シ
ョ

ン
の

ス
ト

ー
リ

ー
ベ

ー
ス

の
学

習
で

は
、

実
世

界
の

状
況

を
反

映
し

た
魅

力
的

な
シ

ナ
リ

オ
に

ユ
ー

ザ
ー

を
没

頭
さ

せ
る

こ
と

が
で

き

る
。

従
業

員
の

ス
キ

ル
と

組
織

の
目

標
を

一
致

さ
せ

る
た

め
に

は
、

"L
e
a
rn

in
g
 b

y 
d
o
in

g
 "

が
最

も
効

果
的

な
方

法
の

一
つ

で
あ

る
。

特
徴

４
）

ナ
ッ

ジ
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
。

自

動
化

さ
れ

た
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

あ
る

「
ナ

ッ
ジ

」
は

、
従

業
員

の
学

習
過

程
の

す
べ

て
の

段
階

で
、

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

高
め

、
指

導
的

な
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
提

供
す

る
。

ナ
ッ

ジ
は

、
学

習
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
に

関
連

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
計

画
の

効
果

的
な

ツ
ー

ル
と

な
る

。
特

徴
５

）
ソ

ー
シ

ャ
ル

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

に
よ

り
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
の

ピ
ア

ツ
ー

ピ
ア

、
ピ

ア
ツ

ー
メ

ン
タ

ー
、

グ
ル

ー
プ

で
の

交
流

が
可

能
で

あ
る

。
こ

れ
に

よ
り

イ
ン

ス
タ

ン

ト
メ

ッ
セ

ー
ジ

、
ボ

イ
ス

オ
ー

バ
ー

IP
通

話
、

電
子

メ
ー

ル
、

フ
ァ

イ
ル

転
送

な
ど

、
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

を
活

用
す

る
た

め
の

強
力

な
方

法
で

あ
る

。
特

徴
６

）
ラ

イ
ト

ボ
ー

ド
・

ビ
デ

オ

L
ig

h
tb

o
a
rd

ビ
デ

オ
は

、
従

来
の

教
室

で
の

学
習

経
験

と
魅

力
的

な
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
を

組
み

合
わ

せ
た

も
の

で
あ

る
。

ラ
リ

ー
ウ

ェ
ア

は
、

個
人

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

に
基

づ
い

て
パ

ー
ソ

ナ
ラ

イ
ズ

さ
れ

た
学

習
や

ビ
ジ

ネ
ス

活
動

を
、

適
切

な
人

材

に
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

提
供

す
る

。
独

自
の

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

、
機

械
学

習
、

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
ゲ

ー
ミ

フ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン

に
よ

り
、

企
業

固
有

の
K

P
Iに

基
づ

い
て

、
従

業
員

一
人

ひ
と

り
に

固
有

の
学

習
パ

ス
を

作
成

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

完
了

に
向

け

て
誘

導
し

ま
す

。
そ

の
結

果
、

ラ
リ

ー
ウ

ェ
ア

の
お

客
様

は
平

均
2
4
倍

の
R

O
Iを

達
成

す
る

。
ラ

リ
ー

ウ
ェ

ア
は

5
7
カ

国
で

採
用

さ
れ

て
お

り
、

2
0
以

上
の

言
語

を
サ

ポ
ー

ト
し

、
数

百
万

人
の

ユ
ー

ザ
ー

が
利

用
し

て
い

ま
す

。
適

応
型

学
習

、
モ

バ
イ

ル
学

習
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
学

習
、

リ
ッ

チ
メ

デ
ィ

ア
タ

ス
ク

や
ユ

ー
ザ

ー
生

成
コ

ン
テ

ン
ツ

、
ス

マ
ー

ト
ゲ

ー
ミ

フ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

デ

ジ
タ

ル
ラ

イ
ブ

ラ
リ

、
ラ

イ
ブ

ア
ナ

リ
テ

ィ
ク

ス
な

ど
、

L
X

P
の

幅
広

い
機

能
を

提
供

し
て

い
る

。

応
相

談
非

公
開

サ
イ

ト
に

導
入

事
例

な
し

サ
ム

ス
ン

を
一

例
と

し
て

、
課

題
と

解
決

策
の

実
例

を
示

す
。

課
題

）
消

費
者

向
け

電
子

機
器

の
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
カ

ン
パ

ニ
ー

で
あ

る
サ

ム
ス

ン
電

子
ア

メ
リ

カ
は

、
持

続
可

能
性

に
関

わ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

新
し

い
革

新

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

求
め

て
い

ま
し

た
。

サ
ム

ス
ン

電
子

は
、

全
米

の
青

少
年

ク
ラ

ブ
組

織
で

あ
る

B
o
ys

 a
n

d
 G

ir
ls

 C
lu

b
s 

o
f 

A
m

e
ri

c
a
（

B
G

C
A

）
お

よ
び

米
国

環
境

保
護

庁
（

E
P

A
）

の
E

N
E

R
G

Y
 S

T
A

R
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
提

携
し

、
1
1
歳

か
ら

1
3
歳

ま
で

の
少

年
少

女
に

気
候

変
動

に
つ

い
て

の
教

育
を

行
い

ま
し

た
。

解
決

策
）

ラ
リ

ー
ウ

ェ
ア

は
「

C
li
m

a
te

 S
u

p
e
rs

ta
rs

」
と

い
う

ブ
ラ

ン
ド

の
オ

ン
ラ

イ
ン

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
作

成
し

ま
し

た
。

こ
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
通

じ
て

、
国

内
外

の
2
0
0
以

上
の

ク
ラ

ブ
か

ら
1
0
0
0
人

以
上

の
参

加
者

を
集

め
7
週

間
に

わ
た

る
大

会
を

開
催

し
ま

し
た

。
ラ

リ
ー

ウ
ェ

ア

は
、

従
来

の
教

材
に

代
わ

り
ゲ

ー
ミ

フ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
機

能
を

用
い

た
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
な

コ
ン

テ
ン

ツ
で

学
習

を
可

能
に

し
ま

し
た

。
ラ

リ
ー

ウ
ェ

ア

の
シ

ス
テ

ム
を

通
じ

て
ク

ラ
ブ

同
士

が
つ

な
が

り
、

感
想

や
新

し
い

発
見

を
共

有
し

最
終

的
に

は
実

に
楽

し
く

、
知

的
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
ン

グ
な

体
験

を
す

る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

と
サ

ム
ス

ン
製

品
を

結
び

つ
け

る
こ

と
で

ブ
ラ

ン
ド

を
促

進
す

る
。
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

1
5

1
6

L
M
S
（
商
用
版
）

L
M
S
（商
用
版
）

「
2
U

」
「

3
0
h

a
n

d
s
 C

lo
u

d
」

2
U

3
0
h

a
n

d
s
 L

e
a
rn

in
g
, 
In

c
.

M
O

O
C

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

．
ク

ラ
ウ

ド
ベ

ー
ス

．
S

a
a
S

．
M

o
o
d

le
と

A
d

o
b

e
 C

o
n

n
e
c
t上

で
動

い
て

い
る

．
ク

ラ
ウ

ド
ベ

ー
ス

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
．

オ
ン

ラ
イ

ン
と

対
面

の
ブ

レ
ン

ド
．

個
人

的
な

学
習

と
構

造
化

さ
れ

た
学

習
が

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
に

併
合

す
る

．
現

在
，

サ
ー

ビ
ス

終
了

．

2
U

 社
は

、
米

国
の

ト
ッ

プ
大

学
と

提
携

し
、

主
に

修
士

課
程

の
学

位
ブ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

各
大

学
の

個
別

の
ニ

ー
ズ

を
考

慮

し
な

が
ら

、
オ

ン
ラ

イ
ン

上
で

の
コ

ー
ス

ワ
ー

ク
の

設
計

か
ら

コ
ー

ス
教

材
の

サ
ー

バ
ー

ホ
ス

テ
ィ

ン
グ

、
受

講
者

の
獲

得
の

た

め
の

宣
伝

活
動

ま
で

を
包

括
的

に
担

い
、

受
講

者
の

授
業

料
収

入
を

各
大

学
と

共
有

す
る

レ
ベ

ニ
ュ

ー
シ

ェ
ア

型
契

約
6
2
で

利
益

を
得

て
い

る
。

2
U

 社
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

従
来

の
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

比
べ

て
講

義
の

質

が
劣

る
と

い
う

一
般

的
な

イ
メ

ー
ジ

を
払

拭
す

る
た

め
、

質
の

高
い

講
義

設
計

に
注

力
し

て
お

り
、

同
社

の
提

供
す

る
プ

ロ
グ

ラ

ム
の

各
講

義
は

 1
0
～

1
5
 人

の
少

人
数

制
で

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

受
講

者
は

各
大

学
に

よ
る

入
学

審
査

プ
ロ

セ
ス

を
経

る
必

要
が

あ
る

ほ
か

、
毎

週
提

供
さ

れ
る

複
数

の
講

義
は

同
期

型
で

、
洗

練
さ

れ
た

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

通

じ
て

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

画
面

の
グ

リ
ッ

ド
上

に
映

し
出

さ
れ

る
全

て
の

受
講

者
及

び
講

義
者

が
積

極
的

に
意

見
を

交
換

で
き

る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

2
U

 社
の

提
供

し
て

い
る

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

大
部

分
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

講
義

だ
け

で
な

く
、

海

外
の

提
携

校
に

お
け

る
実

践
的

な
企

業
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

義
務

付
け

た
 M

B
A

 プ
ロ

グ
ラ

ム
や

、
教

員
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け

る
教

育
実

習
制

度
、

看
護

師
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

臨
床

研
修

な
ど

、
現

場
で

の
経

験
を

重
視

し
て

い
る

。

2
0
2
0
/1

2
/1

5
に

3
0
h

a
n

d
s
を

閉
鎖

す
る

こ
と

を
発

表
。

3
0
h

a
n

d
s
 P

ro
（

iO
S

用
）

、
3
0
h

a
n

d
s
 C

lo
u

d
（

L
M

S
）

、
3
0
h

a
n

d
s
 

W
e
b

（
C

h
ro

m
e
用

）
は

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

利
用

で
き

る
も

の
の

、
製

品
開

発
停

止
。

h
tt

p
s
:/

/3
0
h

a
n

d
s
.c

o
m

/

2
U

は
学

校
に

課
金

し
な

い
が

、
ユ

ー
ザ

ー
の

学
生

に
は

課
金

す
る

。
企

業
が

利
用

す
る

場
合

の
ケ

ー
ス

は
要

問
合

せ
。

廃
止

2
0
1
8
年

2
月

時
点

で
、

2
U

社
、

南
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

大
学

（
U

S
C

）
や

シ
ラ

キ
ュ

ー
ス

大
学

（
S

yr
a
c
u

s
e
 U

n
iv

e
rs

it
y）

、
カ

リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
大

学
バ

ー
ク

レ
ー

校
（

U
C

 B
e
rk

e
le

y）
、

ラ
イ

ス
大

学
（

R
ic

e
 U

n
iv

e
rs

it
y）

な
ど

 2
4
 大

学
と

提
携

し
、

ビ
ジ

ネ

ス
、

デ
ー

タ
分

析
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

、
教

育
、

法
律

等
の

分
野

に
お

け
る

 5
1
 の

オ
ン

ラ
イ

ン
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

て
い

る

廃
止

h
tt

p
:/

/2
u

.c
o
m

/
h

tt
p

:/
/3

0
h

a
n

d
s
.c

o
m

/3
0
h

a
n

d
s
-c

lo
u

d
/

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.3

6
0
q

u
a
d

ra
n

ts
.c

o
m

/s
o
ft

w
a
re

/l
e
a
rn

in
g
-m

a
n

a
g
e
m

e
n

t-
s
ys

te
m

/2
u
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

1
7

1
8

L
M
S
（
商
用
版
）

L
M
S
（商
用
版
）

「
S

c
h

o
o
lo

g
y
」

「
A

d
a
p

ti
ve

U
」

P
o
w

e
rS

c
h

o
o
l

A
d

a
p

ti
ve

U

ウ
ェ

ブ
ベ

ー
ス

の
L

M
S

.ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
．

S
IS

統
合

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

．
教

育
＆

ビ
ジ

ネ
ス

向
け

．
モ

バ
イ

ル
ア

ク
セ

ス
，

コ
ー

ス
作

成
ツ

ー
ル

，
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

，
評

価
，

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
，

フ
ォ

ー
ラ

ム
，

リ
ワ

ー
ド

．

利
用

者
が

学
術

コ
ン

テ
ン

ツ
を

作
成

、
管

理
、

共
有

で
き

る
よ

う
に

す
る

、
幼

稚
園

か
ら

高
等

教
育

機
関

向
け

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

お
よ

び
仮

想
学

習
環

境
で

あ
る

。
 学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
 （

L
M

S
）

ま
た

は
コ

ー
ス

管
理

シ
ス

テ

ム
 （

C
M

S
）

と
も

呼
ば

れ
る

ク
ラ

ウ
ド

ベ
ー

ス
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
あ

り
、

オ
ン

ラ
イ

ン
教

室
の

管
理

に
必

要
な

ツ
ー

ル

を
提

供
し

て
い

る
。

機
能

と
し

て
、

宿
題

や
用

件
の

連
絡

、
タ

ス
ク

管
理

等
が

あ
る

。
機

能
と

し
て

、
出

席
記

録
、

オ
ン

ラ
イ

ン

の
成

績
表

、
テ

ス
ト

と
ク

イ
ズ

、
宿

題
の

ド
ロ

ッ
プ

ボ
ッ

ク
ス

が
含

ま
れ

て
い

る
。

 ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
機

能
と

し
て

は
、

ク

ラ
ス

、
グ

ル
ー

プ
、

ま
た

は
学

校
間

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

促
進

が
あ

る
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
、

既
存

の
学

校
の

報
告

お
よ

び

情
報

シ
ス

テ
ム

と
統

合
で

き
、

学
区

が
必

要
と

す
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

、
フ

ィ
ル

タ
ー

、
お

よ
び

サ
ポ

ー
ト

も
提

供
し

て
い

る
。

製

品
は

基
本

的
に

、
個

人
、

学
校

、
地

区
に

無
料

で
提

供
さ

れ
て

い
る

。
 収

益
は

、
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
さ

れ
た

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
、

サ

ポ
ー

ト
パ

ッ
ケ

ー
ジ

、
ス

ト
レ

ー
ジ

の
増

加
、

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
、

既
存

の
学

生
情

報
シ

ス
テ

ム
 （

S
IS

）
と

の
デ

ー
タ

統

合
な

ど
の

プ
レ

ミ
ア

ム
ア

ド
オ

ン
か

ら
得

ら
れ

て
い

る
。

 S
c
h

o
o
lo

g
y
は

、
 M

c
G

ra
w

-H
il
l 
E

d
u

c
a
ti

o
n

や
ナ

シ
ョ

ナ
ル

ジ
オ

グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
協

会
の

セ
ン

ゲ
ー

ジ
ラ

ー
ニ

ン
グ

な
ど

の
他

の
学

習
サ

ー
ビ

ス
と

提
携

し
て

い
る

。

記
事

、
ビ

デ
オ

、
ポ

ッ
ド

キ
ャ

ス
ト

、
本

を
チ

ー
ム

と
共

有
で

き
、

成
長

マ
イ

ン
ド

セ
ッ

ト
を

育
成

し
、

集
合

的
な

知
識

を
育

む

こ
と

を
狙

っ
て

い
る

。
機

能
は

6
つ

。
詳

細
は

以
下

、

１
）

コ
ー

ス
を

作
成

す
る

：
シ

ン
プ

ル
な

ユ
ー

ザ
ー

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

で
、

数
秒

で
コ

ー
ス

を
作

成
で

き
る

。

２
）

ユ
ー

ザ
ー

を
招

待
す

る
：

ユ
ー

ザ
ー

を
シ

ス
テ

ム
に

一
括

招
待

し
、

リ
モ

ー
ト

チ
ー

ム
学

習
を

可
能

に
す

る
。

３
）

複
数

の
ト

ラ
ッ

ク
：

大
学

で
複

数
の

ト
ラ

ッ
ク

を
作

成
し

、
特

定
の

グ
ル

ー
プ

と
独

占
的

な
コ

ン
テ

ン
ツ

を
共

有
す

る
。

４
）

レ
ポ

ー
ト

を
印

刷
す

る
：

学
習

レ
ポ

ー
ト

を
生

成
し

て
進

捗
状

況
を

追
跡

し
、

印
刷

用
の

形
式

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

。

５
）

日
常

の
学

習
：

見
て

、
聞

い
て

、
読

む
べ

き
コ

ン
テ

ン
ツ

を
毎

日
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
で

き
る

。

６
）

リ
ン

ク
を

共
有

す
る

：
誰

も
が

学
習

で
き

る
よ

う
に

リ
ン

ク
を

推
奨

す
る

か
、

個
人

的
な

学
習

の
た

め
に

リ
ン

ク
を

キ
ュ

ー

に
固

定
で

き
る

。

開
始

：
無

料
。

ユ
ー

ザ
ー

数
：

5
人

ま
で

。
最

大
2
コ

ー
ス

。
1
G

B
ま

で
の

ス
ト

レ
ー

ジ

ス
タ

ー
タ

ー
:2

5
ド

ル
/月

。
最

大
5
0
ユ

ー
ザ

ー
。

最
大

1
0
コ

ー
ス

。
最

大
1
0
G

B
の

ス
ト

レ
ー

ジ
。

ロ
ー

ル
管

理
。

事
前

レ
ポ

ー

ト プ
レ

ミ
ア

ム
:応

相
談

。
5
0
ユ

ー
ザ

ー
。

1
0
コ

ー
ス

。
1
0
G

B
ス

ト
レ

ー
ジ

。
ロ

ー
ル

管
理

。
事

前
レ

ポ
ー

ト

産
業

別
の

利
用

例
は

以
下

。

・
銀

行
：

安
全

な
L

M
S

を
使

用
し

て
、

銀
行

や
金

融
の

規
制

、
お

よ
び

業
界

を
形

作
る

新
し

い
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
に

つ
い

て
チ

ー
ム

を
最

新
の

状
態

に
保

て
る

。

・
不

動
産

：
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
が

不
動

産
免

許
を

保
持

し
て

販
売

す
る

た
め

に
必

要
な

州
お

よ
び

国
の

規
制

を
研

究
で

き
る

オ
ン

ラ
イ

ン
教

室
を

作
成

す
る

。

・
健

康
管

理
：

L
M

S
は

、
リ

ス
ク

を
最

小
限

に
抑

え
、

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

最
大

化
し

、
リ

ス
ク

の
高

い
業

界
の

専
門

的
な

基
準

へ
の

準
拠

を
保

証
す

る
の

に
役

立
つ

。

・
レ

ス
ト

ラ
ン

＆
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

：
柔

軟
な

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
り

、
レ

ス
ト

ラ
ン

事
業

に
お

け
る

従
業

員
の

離
職

率
を

減
ら

し
、

ス
タ

ッ
フ

の
士

気
と

顧
客

サ
ー

ビ
ス

を
向

上
さ

せ

る
。

・
製

造
：

チ
ー

ム
の

作
成

に
役

立
つ

学
習

ト
ラ

ッ
ク

を
作

成
す

る
。

従
業

員
に

合
わ

せ
て

拡
張

で
き

る
L

M
S

を
使

用
し

て
、

新
し

い
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

活
用

し
、

生
産

性
を

向
上

さ
せ

る
。

・
倉

庫
保

管
：

倉
庫

ス
タ

ッ
フ

が
自

分
の

ペ
ー

ス
で

安
全

と
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
完

了
で

き
る

よ
う

に
す

る
ク

ラ
ウ

ド
ベ

ー
ス

の
L

M
S

。
こ

れ
に

よ
り

、
い

つ
で

も
作

業
の

準
備

が
整

う
。

・
小

売
：

国
際

的
な

ブ
ラ

ン
ド

と
し

て
ブ

テ
ィ

ッ
ク

ス
ト

ア
で

も
機

能
す

る
L

M
S

を
使

用
し

て
、

製
品

ラ
イ

ン
、

ビ
ジ

ュ
ア

ル
マ

ー
チ

ャ
ン

ダ
イ

ジ
ン

グ
、

カ
ス

タ
マ

ー
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
ス

タ
ッ

フ
を

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

す
る

。

・
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ズ

：
ど

こ
か

ら
で

も
ア

ク
セ

ス
で

き
る

ブ
ラ

ン
ド

化
さ

れ
た

一
元

化
さ

れ
た

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ジ

ー
を

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

す
る

こ
と

に
よ

り
、

フ
ラ

ン
チ

ャ
イ

ズ
の

す
べ

て
の

支
店

で
一

貫
性

を
維

持
す

る
。

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.s

c
h

o
o
lo

g
y
.c

o
m

/
h

tt
p

:/
/w

w
w

.a
d

a
p

ti
ve

u
.i
o
/

h
tt

p
s
:/

/e
le

a
rn

in
g
in

d
u

s
tr

y.
c
o
m

/d
ir

e
c
to

ry
/e

le
a
rn

in
g
-

s
o
ft

w
a
re

/s
c
h

o
o
lo

g
y
/p

ri
c
in

g
#

:~
:t

e
xt

=
T

h
e
re

's
%

2
0
th

e
%

2
0
fr

e
e
%

2
0
a
n

d
%

2
0
th

e
,s

c
h

o
o
ls

%
2
C

%
2
0
c
o
ll
e
g
e
s
%

2
0
a
n
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

1
9

2
0

L
M
S
（
商
用
版
）

L
M
S
（商
用
版
）

「
A

g
il
ix

 B
u

zz
」

「
A

k
u

te
r 

M
a
n

a
g
e
m

e
n

t 
S

ys
te

m
」

A
g
il
ix

 L
a
b

s
A

k
u

te
r,

 I
n

c

P
u

b
li
s
h

 A
n

y
w

h
e
re

を
使

用
し

て
，

ど
ん

な
L

M
S

に
も

投
稿

可
能

．
教

育
向

け
の

B
u

zz
は

，
ユ

ー
ザ

ー
に

よ
る

経
験

デ
ザ

イ

ン
，

デ
ー

タ
に

基
づ

い
た

個
別

化
．

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

，
コ

ー
ス

の
管

理
．

A
k
u

te
r 

M
a
n

a
g
e
m

e
n

t 
S

ys
te

m
は

、
配

布
、

追
跡

、
レ

ポ
ー

ト
、

お
よ

び
使

用
状

況
と

ラ
イ

セ
ン

ス
の

リ
モ

ー
ト

管
理

を
一

元
化

す
る

単

一
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
提

供
す

る
。

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

モ
ジ

ュ
ー

ル
は

、
社

内
で

開
発

す
る

こ
と

も
、

カ
タ

ロ
グ

か
ら

購
入

し
て

、
管

理

者
が

認
定

お
よ

び
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
含

め
る

こ
と

も
で

き
る

。
ユ

ー
ザ

ー
は

、
シ

ス
テ

ム
に

ア
ク

セ
ス

す
る

た
め

に
イ

ン
タ

ー

ネ
ッ

ト
ブ

ラ
ウ

ザ
の

み
を

必
要

と
す

る
。

認
証

は
、

A
k
u

te
r認

証
シ

ス
テ

ム
か

ら
、

ま
た

は
既

存
の

シ
ス

テ
ム

か
ら

R
a
d

iu
s
プ

ロ
ト

コ
ル

を

介
し

て
行

わ
れ

る
。

ユ
ー

ザ
ー

が
自

分
の

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

に
ロ

グ
イ

ン
す

る
と

、
提

供
さ

れ
た

自
分

の
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
の

権
利

に
従

っ
て

、

A
k
u

te
rシ

ス
テ

ム
と

画
面

に
よ

っ
て

認
識

さ
れ

る
。

コ
ネ

ク
タ

従
業

員
ま

た
は

顧
客

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

A
k
u

te
rの

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

で
自

動

的
に

更
新

し
て

、
複

式
簿

記
や

エ
ラ

ー
を

排
除

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
A

k
u

te
rの

サ
ポ

ー
ト

サ
ー

バ
ー

と
の

リ
ン

ク
に

よ
り

、
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
ラ

イ
セ

ン
ス

の
イ

ン
ス

ト
ー

ル
、

管
理

、
保

守
、

お
よ

び
ト

ラ
フ

ィ
ッ

ク
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

可
能

に
な

る
。

レ
ポ

ー
ト

サ
ー

ビ
ス

は
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
証

拠
を

文
書

化
す

る
だ

け
で

な
く

、
管

理
情

報
を

生
成

す
る

た
め

に
、

ユ
ー

ザ
ー

の
活

動
の

非
常

に
詳

細
な

レ

ポ
ー

ト
を

提
供

す
る

。
利

点
に

は
、

規
制

順
守

を
実

現
、

ナ
レ

ッ
ジ

コ
ス

ト
セ

ン
タ

ー
を

プ
ロ

フ
ィ

ッ
ト

セ
ン

タ
ー

に
変

え
ら

れ
る

、
R

O
Iを

正
確

に
計

算
、

知
識

・
満

足
度

・
忠

誠
心

を
高

め
る

、
変

化
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
ニ

ー
ズ

に
迅

速
に

対
応

、
ビ

ジ
ネ

ス
ユ

ニ
ッ

ト
の

調
整

で
き

る
、

競
争

上
の

優
位

性
を

構
築

す
る

。

応
相

談

各
パ

ブ
リ

ッ
シ

ャ
ー

パ
ー

ト
ナ

ー
は

、
ハ

イ
タ

ッ
チ

サ
ー

ビ
ス

を
活

用
し

て
バ

ズ
の

ブ
ラ

ン
​​ド

化
と

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

を
行

い
、

革
新

的
な

学
生

中
心

の
学

習

モ
デ

ル
の

独
自

の
実

装
を

可
能

に
す

る
。

膨
大

な
A

P
Iラ

イ
ブ

ラ
リ

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

た
め

、
各

実
装

が
さ

ら
に

強
力

に
な

る
。

・
A

c
c
e
le

ra
te

 E
d

u
c
a
ti

o
n

は
、

幼
稚

園
か

ら
1
2
年

生
ま

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
コ

ー
ス

を
提

供
し

、
従

来
の

教
室

で
成

功
す

る
の

に
苦

労
し

た
リ

ス
ク

の

あ
る

生
徒

か
ら

、
学

校
で

は
提

供
で

き
な

い
ク

ラ
ス

を
探

し
て

い
る

高
学

歴
の

生
徒

ま
で

、
す

べ
て

の
生

徒
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
。

・
A

rt
sA

n
yw

h
e
re

の
使

命
は

、
あ

ら
ゆ

る
タ

イ
プ

の
学

習
環

境
の

あ
ら

ゆ
る

学
生

に
、

芸
術

に
関

す
る

や
り

が
い

の
あ

る
教

育
的

な
体

験
を

提
供

す
る

。

A
rt

sA
n

yw
h

e
re

は
ど

の
教

室
で

も
機

能
す

る
。

A
rt

sA
n

yw
h

e
re

は
、

教
育

と
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

設
計

に
数

十
年

の
経

験
を

持
つ

チ
ー

ム
に

よ
っ

て
作

成
さ

れ
、

手
頃

な
価

格
の

芸
術

教
育

を
ど

こ
の

学
生

も
利

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
必

要
が

あ
る

と
い

う
信

念
に

基
づ

い
て

い
る

。

・
2
0
1
5
年

か
ら

、
B

ri
g
h

t 
T

h
in

k
e
r 

L
e
a
rn

in
g
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

、
3
年

生
か

ら
1
2
年

生
の

最
も

困
難

な
生

徒
に

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
に

、
紙

と
デ

ジ
タ

ル
の

両
方

の
形

式
で

開
発

さ
れ

ま
し

た
。

今
日

、
テ

キ
サ

ス
州

の
ト

ッ
プ

3
0
の

A
E

A
チ

ャ
ー

タ
ー

ス
ク

ー
ル

の
う

ち
2
4
校

を
擁

す
る

ブ
ラ

イ
ト

シ
ン

カ
ー

は
、

学
生

の
成

功
に

お
い

て
実

績
の

あ
る

リ
ー

ダ
ー

で
あ

る
。

私
た

ち
の

目
標

は
、

支
援

的
な

学
習

環
境

を
作

り
、

品
質

へ
の

取
り

組
み

を
示

す
こ

と
に

よ
り

、
変

化
す

る
社

会
へ

の
参

加
に

不
可

欠
な

知
識

、
ス

キ
ル

、

態
度

を
生

徒
に

身
に

付
け

さ
せ

る
こ

と
で

す
。

私
た

ち
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
計

画
は

、
フ

ォ
ー

ト
セ

ン
ト

ジ
ョ

ン
公

立
学

校
シ

ス
テ

ム
の

強
み

、
成

功
、

独
自

性
を

促
進

す
る

こ
と

で
す

。
こ

の
こ

と
を

念
頭

に
置

い
て

、
私

た
ち

は
ビ

ジ
ネ

ス
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
A

k
u

te
rを

選
択

し
ま

し
た

。
A

k
u

te
r 

E
n

te
rp

ri
se

は
、

知
識

と
ス

キ
ル

の
目

標
を

達
成

す
る

の
に

役
立

つ
革

新
的

な
製

品
で

す
。

A
k
u

te
rシ

ス
テ

ム
は

、
こ

れ
ら

の
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
不

可
欠

な
知

識
、

ス
キ

ル
、

お
よ

び
態

度
を

開
発

す
る

上
で

重
要

な
役

割
を

果
た

す
と

信
じ

て
い

ま
す

。

ア
ー

ニ
ー

・
イ

ン
グ

ル
ハ

ー
ト

、
書

記
-会

計
、

学
区

第
6
0
号

銀
行

、
保

険
、

不
動

産
教

育
を

専
門

と
す

る
こ

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
は

、
A

k
u

te
r 

T
e
c
h

n
o
lo

g
ie

sと
契

約
し

て
、

ス
タ

ン
ド

ア
ッ

プ
ク

ラ
ス

を
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

変
換

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

の
新

し
い

範
囲

を
構

築
し

ま
し

た
。

こ
の

セ
ク

タ
ー

は
非

常
に

規
制

さ
れ

て
お

り
、

専
門

家
を

認
定

す
る

た
め

の
オ

ン

デ
マ

ン
ド

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

コ
ー

ス
を

提
供

で
き

る
こ

と
は

、
信

じ
ら

れ
な

い
ほ

ど
の

機
会

を
提

供
し

て
い

ま
す

。

E
s
so

r 
C

o
n

se
il
F
o
rm

a
ti

o
n

 R
H

（
e
s
so

rc
o
n

se
il
.c

o
m

）
の

C
E

O
、

L
io

n
e
l 
G

e
n

ti
li

h
tt

p
:/

/a
g
il
ix

.c
o
m

/
h

tt
p

:/
/a

k
u

te
r.

fr
/

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.n

a
s
s
a
u

b
o
c
e
s
.o

rg
/s

it
e
/D

e
fa

u
lt

.a
s
p

x?
P

a
g
e
ID

=
1
1
0
9
9

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

て
の

B
u

zz
を

使
用

す
る

と
、

コ
ン

テ
ン

ツ
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
は

、
混

合
環

境
と

仮
想

環
境

で
コ

ー
ス

、
登

録
、

お
よ

び
レ

ポ
ー

ト
を

簡
単

に
配

布
、

更
新

、
お

よ
び

管
理

で
き

る
。

パ
ー

ト
ナ

ー
と

し
て

、
A

g
il
ix

は
広

大
な

A
P

Iと
当

社
の

ハ
イ

タ
ッ

チ
サ

ー
ビ

ス
を

活
用

し
て

、
必

要
に

応
じ

て
バ

ズ
を

ブ
ラ

ン
ド

化
お

よ
び

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

し
、

革
新

的
な

学
生

中
心

の
学

習
モ

デ
ル

の
効

果
的

な
実

装
を

可
能

に
す

る
。

バ
ズ

を
使

う
と

、

・
質

の
高

い
カ

ス
タ

ム
コ

ン
テ

ン
ツ

と
パ

ブ
リ

ッ
シ

ャ
ー

コ
ン

テ
ン

ツ
を

提
供

で
き

る
。

・
ま

た
、

教
師

と
ス

タ
ッ

フ
に

魅
力

的
な

専
門

能
力

開
発

を
提

供
す

る
。

・
混

合
環

境
と

仮
想

環
境

で
学

習
を

パ
ー

ソ
ナ

ラ
イ

ズ
す

る
。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ベ

ー
ス

お
よ

び
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

ベ
ー

ス
の

学
習

モ
デ

ル
を

有
効

に
す

る
。

・
学

習
活

動
を

目
的

に
合

わ
せ

る
。

・
生

徒
、

メ
ン

タ
ー

、
保

護
者

を
学

習
プ

ロ
セ

ス
に

参
加

さ
せ

る
。

・
重

要
な

デ
ー

タ
を

追
跡

し
て

配
信

す
る

。

A
g
il
ix

B
u

zz
 L

T
Iを

使
う

と
、

Z
o
o
m

と
A

g
il
ix

B
u

zz
L

M
S

の
間

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上

を
実

現
し

な
が

ら
、

仮
想

教
室

、
営

業
時

間
、

研
究

グ
ル

ー
プ

の

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

を
合

理
化

す
る

。
3
0
日

間
の

無
料

ト
ラ

イ
ア

ル
版

が
あ

る
。

C
o
S

o
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
で

統
合

を
さ

ら
に

拡
張

し
、

外
部

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
の

場
所

へ
の

カ
ス

タ
ム

記
録

ア
ー

カ
イ

ブ
や

業
界

規
制

に
合

わ
せ

た
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
お

よ
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

な
ど

、
ベ

ー
ス

L
T

Iに
含

ま
れ

る
機

能
を

超
え

る
カ

ス
タ

ム
機

能
を

追
加

す
る

。

・
C

o
S

o
 C

lo
u

d
 B

u
zz

（
A

g
il
ix

）
L
T

Iを
使

用
す

る
と

、
次

の
こ

と
が

可
能

に
な

る
。

・
バ

ズ
（

A
g
il
ix

）
環

境
内

か
ら

Z
o
o
m

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
安

全
に

作
成

、
管

理
、

起
動

す
る

。

・
シ

ン
グ

ル
サ

イ
ン

オ
ン

（
S

S
O

）
機

能
を

使
用

し
て

[参
加

]を
ク

リ
ッ

ク
す

る
だ

け
で

、
学

生
が

Z
o
o
m

会
議

に
参

加
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

・
学

生
が

独
自

の
仮

想
研

究
グ

ル
ー

プ
を

作
成

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

・
複

数
の

コ
ー

ス
に

わ
た

っ
て

定
期

的
な

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
を

簡
単

に
ホ

ス
ト

で
き

る
。

・
1
つ

の
コ

ー
ス

に
複

数
の

会
議

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

す
る

。

・
ズ

ー
ム

記
録

を
バ

ズ
（

A
g
il
ix

）
L

M
S

で
直

接
表

示
、

管
理

、
お

よ
び

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

。

・
会

議
を

作
成

す
る

と
き

に
ク

ラ
ス

名
簿

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
機

能
を

有
効

に
す

る

・
ズ

ー
ム

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

出
席

レ
ポ

ー
ト

を
バ

ズ
（

A
g
il
ix

）
内

で
直

接
分

析
す

る
。
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

2
1

2
2

L
M
S
（
商
用
版
）

L
M
S
（商
用
版
）

「
A

le
f 

E
d

u
c
a
ti

o
n

 D
ig

it
a
l 
L

e
a
rn

in
g
 E

n
vi

ro
n

m
e
n

t」
「

A
lm

a
」

A
le

f 
E

d
u

c
a
ti

o
n

A
lm

a

デ
ジ

タ
ル

ア
バ

タ
ー

，
A

I，
自

然
言

語
処

理
，

個
別

化
学

習
S

IS
/L

M
S

シ
ス

テ
ム

．
ブ

レ
ン

デ
ッ

ド
ラ

ー
ニ

ン
グ

，
評

価
ブ

ッ
ク

，
G

o
o
g
le

 C
la

s
s
ro

o
m

，
C

a
n

va
s
と

の
統

合
．

P
a
re

n
t 

P
o
rt

a
l＝

保
護

者
用

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
．

・
パ

ー
ソ

ナ
ラ

イ
ズ

さ
れ

た
学

習
：

A
le

fプ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

は
、

す
べ

て
の

学
生

に
パ

ー
ソ

ナ
ラ

イ
ズ

さ
れ

た
学

習
体

験
を

提
供

す
る

た

め
、

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

自
分

の
ペ

ー
ス

で
学

習
で

き
る

。
人

工
知

能
に

よ
り

、
生

徒
は

個
別

の
指

導
を

受
け

、
学

習
方

法
を

選
択

で
き

る
。

・
魅

力
的

な
コ

ン
テ

ン
ツ

：
A

le
f 

P
la

tf
o
rm

は
、

コ
ン

テ
ン

ツ
を

分
解

し
、

魅
力

的
な

ビ
デ

オ
、

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
、

ゲ
ー

ム
な

ど
の

効
果

的
な

学
習

手
法

を
使

用
す

る
こ

と
で

、
難

し
い

レ
ッ

ス
ン

を
理

解
す

る
革

新
的

な
方

法
を

学
生

に
提

供
す

る
。

・
即

時
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

：
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
は

、
生

徒
の

達
成

度
に

つ
い

て
教

師
に

即
座

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
提

供
す

る
。

教
師

は

デ
ー

タ
を

使
用

し
て

特
定

の
領

域
に

対
処

し
、

個
々

の
ニ

ー
ズ

を
持

つ
生

徒
を

支
援

す
る

。

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
デ

ー
タ

：
A

le
fプ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
は

、
最

も
高

度
な

学
校

の
監

視
お

よ
び

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
の

1
つ

を
提

供
す

る
。

デ
ー

タ
は

、
学

区
、

学
校

、
学

年
、

科
目

、
ク

ラ
ス

、
お

よ
び

学
生

レ
ベ

ル
で

の
進

捗
状

況
を

追
跡

す
る

。

・
関

連
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
：

す
べ

て
の

デ
ジ

タ
ル

レ
ッ

ス
ン

に
組

み
込

ま
れ

て
い

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

沿
っ

た
授

業
計

画
と

文
化

的
に

適

切
な

メ
デ

ィ
ア

は
、

授
業

の
計

画
と

準
備

に
か

か
る

教
師

の
時

間
を

節
約

す
る

の
に

役
立

て
ら

れ
る

。

・
人

工
知

能
：

学
生

が
評

価
に

失
敗

す
る

と
、

A
le

fレ
コ

メ
ン

デ
ー

シ
ョ

ン
エ

ン
ジ

ン
は

、
レ

ッ
ス

ン
に

必
要

な
ス

キ
ル

の
う

ち
、

学
生

が
練

習
す

る
の

に
最

も
重

要
な

も
の

を
計

算
し

て
提

案
す

る
。

A
lm

a
は

、
学

校
、

教
室

、
生

徒
の

情
報

と
ツ

ー
ル

を
1
つ

の
シ

ス
テ

ム
に

ま
と

め
た

幼
稚

園
か

ら
高

校
ま

で
の

学
校

管
理

シ
ス

テ

ム
で

あ
る

。
A

lm
a
は

、
学

生
、

保
護

者
、

ス
タ

ッ
フ

の
デ

ー
タ

の
大

量
イ

ン
ポ

ー
ト

、
コ

ー
ス

と
ク

ラ
ス

の
設

定
、

学
習

目
標

な
ど

、
製

品
を

最
初

に
実

装
す

る
と

き
に

管
理

者
向

け
の

ス
テ

ッ
プ

バ
イ

ス
テ

ッ
プ

の
ウ

ィ
ザ

ー
ド

を
提

供
す

る
。

 実
装

さ
れ

た

製
品

の
1
つ

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
ユ

ー
ザ

ー
グ

ル
ー

プ
向

け
に

多
数

の
機

能
を

提
供

す
る

。
管

理
者

を
対

象
と

し
た

機
能

に
は

、
学

生
情

報
シ

ス
テ

ム
、

状
態

レ
ポ

ー
ト

、
出

席
追

跡
、

親
-教

師
-管

理
者

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

、
お

よ
び

学
校

全
体

の
分

析
追

跡
が

含
ま

れ
る

。
教

師
向

け
の

機
能

に
は

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

作
成

、
課

題
の

管
理

、
成

績
表

の
管

理
、

親
-生

徒
-教

師
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

、
標

準
の

調
整

と
追

跡
、

お
よ

び
レ

ポ
ー

ト
カ

ー
ド

の
作

成
が

含
ま

れ
る

。
生

徒
は

独
自

の
ダ

ッ

シ
ュ

ボ
ー

ド
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
を

備
え

て
お

り
、

課
題

や
成

績
を

追
跡

し
た

り
、

学
校

の
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
カ

レ
ン

ダ
ー

や
デ

ィ

レ
ク

ト
リ

情
報

に
ア

ク
セ

ス
し

た
り

、
出

席
履

歴
を

表
示

し
た

り
で

き
る

。
 A

lm
a
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
必

要
と

す
る

ブ
ラ

ウ
ザ

ベ
ー

ス
の

ツ
ー

ル
で

あ
る

。

応
相

談
ア

ル
マ

の
コ

ア
サ

ー
ビ

ス
は

す
べ

て
無

料
で

利
用

で
き

る
。

年
間

5
0
0
ド

ル
の

ス
タ

ー
タ

ー
パ

ッ
ケ

ー
ジ

か
ら

年
間

3
0
,0

0
0
ド

ル

の
プ

ラ
チ

ナ
パ

ッ
ケ

ー
ジ

ま
で

、
さ

ま
ざ

ま
な

レ
ベ

ル
の

関
与

で
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

サ
ポ

ー
ト

を
含

む
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
提

供
し

て

い
る

。
さ

ら
に

、
カ

ス
タ

ム
レ

ポ
ー

ト
カ

ー
ド

メ
ー

カ
ー

な
ど

の
特

定
の

1
回

限
り

の
機

能
は

、
学

生
1
人

あ
た

り
年

間
2
ド

ル
の

有
料

ア
ド

オ
ン

と
し

て
利

用
で

き
る

。

A
Iを

活
用

し
た

A
le

fプ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

が
2
0
2
0
末

ま
で

に
U

A
E

の
1
9
6
の

公
立

学
校

に
導

入
さ

れ
た

。
す

べ
て

の
レ

ッ
ス

ン
は

形
成

的
か

つ
総

括
的

な
評

価
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
測

定
し

、
関

連
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
生

徒
、

教
師

、
保

護
者

に
提

供
さ

れ
、

通
常

は
定

期
的

な
評

価
ま

で
理

解
さ

れ
な

い
達

成
と

ス
キ

ル
の

習
得

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

埋
め

る
の

に
役

立
っ

た
。

こ
の

プ
ラ

ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
は

、
世

界
中

の
誰

も
が

利
用

で
き

る
ユ

ネ
ス

コ
の

教
育

リ
ソ

ー
ス

の
リ

ス
ト

に
含

ま
れ

て
い

る
。

2
0
1
9
年

か
ら

2
0
2
0
年

に
か

け
て

、
ア

ラ
ブ

首
長

国
連

邦
の

公
立

学
校

全
体

で
A

le
fP

la
tf

o
rm

を
実

装
し

た
卓

越
性

を
称

え
る

A
le

fE
d

u
c
a
ti

o
n

A
w

a
rd

が
発

足
し

た
。

4
4
の

国
と

4
5
の

州
に

ま
た

が
る

何
千

も
の

幼
稚

園
か

ら
高

校
ま

で
の

学
校

と
地

区
が

、
ア

ル
マ

の
画

期
的

な
S

IS
を

使
用

し
て

学

習
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

利
用

し
て

い
る

。
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

2
3

2
4

L
M
S
（
商
用
版
）

L
M
S
（商
用
版
）

「
A

m
p

le
T
ra

il
s
 A

c
a
d

e
m

e
 L

e
a
rn

in
g
 M

a
n

a
g
e
m

e
n

t 
S

ys
te

m
」

「
A

-V
IE

W
」

A
m

p
le

T
ra

il
s

A
m

ri
ta

 U
n

iv
e
rs

it
y

出
席

管
理

，
講

義
動

画
の

構
成

・
配

信
，

協
同

・
コ

ン
テ

ン
ツ

開
発

ツ
ー

ル
．

イ
ン

ド
教

育
省

採
用

．
バ

ー
チ

ャ
ル

教
室

，
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
，

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
，

オ
ン

ラ
イ

ン
試

験
．

A
c
a
d

e
m

e
®

は
、

最
新

の
E

ラ
ー

ニ
ン

グ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
/プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

あ
る

。

・
オ

ン
ラ

イ
ン

ビ
デ

オ
講

義
：

機
関

の
E

ラ
ー

ニ
ン

グ
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
の

重
要

な
部

分
を

形
成

し
ま

す
。

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
ビ

デ
オ

講
義

は
、

従
来

の
ク

ラ
ス

の
制

限
の

な
い

仮
想

ク
ラ

ス
講

義
で

あ
る

。
講

義
は

、
一

般
的

な
W

e
b

ブ
ラ

ウ
ザ

か
ら

直
接

、
追

加
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
イ

ン
ス

ト
ー

ル
す

る
こ

と
な

く
、

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

ア
ク

セ
ス

で
き

る
。

こ
れ

は
、

特
定

の
コ

ー
ス

に
関

連
す

る
す

べ
て

の
情

報
の

網
羅

的

な
リ

ポ
ジ

ト
リ

を
形

成
す

る
。

学
生

が
迅

速
な

修
正

を
行

っ
た

り
、

欠
席

し
た

講
義

を
補

っ
た

り
、

遠
隔

教
育

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

学
生

に

講
義

を
行

っ
た

り
す

る
の

に
役

立
つ

。

・
出

欠
管

理
シ

ス
テ

ム
：

コ
ー

ス
ご

と
の

学
生

の
出

席
を

記
録

す
る

。
こ

れ
は

、
機

関
が

環
境

に
配

慮
す

る
の

に
役

立
ち

、
出

席
記

録
の

記

録
に

伴
う

紙
の

コ
ス

ト
を

節
約

す
る

。
学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
使

用
さ

れ
る

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

で
あ

る
。

コ
ー

ス
の

資
料

は
オ

ン
ラ

イ

ン
で

管
理

さ
れ

て
お

り
、

編
集

の
た

め
に

簡
単

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

。

生
徒

は
自

分
の

ペ
ー

ス
と

快
適

さ
の

レ
ベ

ル
で

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。

・
学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
：

本
管

理
シ

ス
テ

ム
は

、
ビ

デ
オ

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
写

真
、

P
D

F
、

ス
プ

レ
ッ

ド
シ

ー
ト

、
お

よ
び

そ
の

他
の

使
用

可
能

な
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
の

形
式

で
簡

単
に

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

で
き

る
。

学
生

は
コ

ー
ス

に
割

り
当

て
る

こ
と

が
で

き
、

提
供

さ
れ

た

ロ
グ

イ
ン

資
格

情
報

を
使

用
し

て
、

コ
ー

ス
の

資
料

を
確

認
し

た
り

、
試

験
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

A
-V

IE
W

（
A

m
ri

ta
 V

ir
tu

a
l 
In

te
ra

c
ti

ve
 e

-L
e
a
rn

in
g
 W

o
rl

d
）

は
、

受
賞

歴
の

あ
る

独
自

に
構

築
さ

れ
た

マ
ル

チ
モ

ー
ダ

ル
マ

ル
チ

メ

デ
ィ

ア
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
あ

り
、

A
m

ri
ta

e
-に

よ
っ

て
開

発
さ

れ
た

実
際

の
教

室
体

験
と

ほ
ぼ

同
じ

く
ら

い
優

れ
た

没
入

型
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

体
験

を
提

供
し

て
い

る
。

A
-V

IE
W

は
、

II
T

ボ
ン

ベ
イ

が
調

整
す

る
T
a
lk

 t
o
 a

 T
e
a
c
h

e
rプ

ロ
グ

ラ
ム

の
一

部
で

あ
り

、
イ

ン
ド

政
府

の
情

報
通

信
技

術
を

使
用

し
た

教
育

の
た

め
の

国
家

ミ
ッ

シ
ョ

ン
（

N
M

E
-I

C
T

）
の

下
で

人
材

育
成

省
（

M
H

R
D

）
か

ら
資

金
提

供
を

受
け

て
い

る
。

A
-V

IE
W

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ベ

ー
ス

の
仮

想
知

識
共

有
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

あ
り

、
A

m
ri

ta
 E

-L
e
a
rn

in
g
 R

e
s
e
a
rc

h
 L

a
b

s
、

A
m

ri
ta

 V
is

h
w

a
 V

id
ya

p
e
e
th

a
m

、
K

o
ll
a
m

に
よ

っ
て

開
発

さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ

は
、

今
日

の
イ

ン
ド

の
高

等
教

育
シ

ス
テ

ム
の

最
も

重
要

な
問

題
の

1
つ

に
対

処
し

て
い

ま
す

。
A

-V
IE

W
を

使
用

す
る

と
、

1
人

の
優

れ
た

教
師

が
、

ま
る

で
直

接
会

う
か

の
よ

う
に

、
イ

ン
ド

全
土

の

さ
ま

ざ
ま

な
場

所
で

数
万

人
の

生
徒

に
同

時
に

教
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

A
-V

IE
W

は
、

オ
ー

デ
ィ

オ
/ビ

デ
オ

、
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
共

有
、

チ
ャ

ッ
ト

な
ど

の
さ

ま
ざ

ま
な

通

信
モ

ジ
ュ

ー
ル

を
使

用
し

た
遠

隔
教

育
を

可
能

に
す

る
。

こ
れ

ら
は

、
単

一
の

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

ま
た

は
複

数
の

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

に
表

示
さ

れ
、

さ
ま

ざ
ま

な
種

類
の

コ
ン

テ
ン

ツ
を

表
示

し
て

、
エ

ク
ス

ペ
リ

エ
ン

ス
を

向
上

さ
せ

る
。

多
く

の
学

生
と

参
加

ノ
ー

ド
で

大
規

模
な

ク

ラ
ス

ル
ー

ム
を

実
施

す
る

た
め

の
詳

細
な

知
識

共
有

を
可

能
に

す
る

高
度

な
モ

ジ
ュ

ー
ル

が
た

く
さ

ん
あ

る
。

月
額

4
9
ド

ル
か

ら
イ

ン
ド

の
教

育
機

関
の

利
用

は
無

料
。

海
外

で
は

記
載

な
し

。
要

問
合

せ

A
c
a
d

e
m

e
は

、
主

要
な

ク
ラ

ウ
ド

ベ
ー

ス
の

L
M

S
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
で

あ
り

、
中

小
規

模
の

ビ
ジ

ネ
ス

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
よ

う
に

設
計

さ
れ

て
い

ま
す

。
A

c
a
d

e
m

e
は

、
IT

Q
li
c
k
チ

ー
ム

か
ら

5
点

満
点

中
3
.3

の
評

価
を

受
け

た
。

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
コ

ス
ト

は

平
均

的
で

あ
る

。

A
-V

IE
W

は
、

す
べ

て
の

高
等

教
育

機
関

に
無

料
で

提
供

さ
れ

て
い

る
。

2
0
1
2
年

1
2
月

の
時

点
で

、
A

-V
IE

W
は

イ
ン

ド
全

土
の

2
0
0
0
を

超
え

る
大

学
に

導
入

さ
れ

て
い

る
。

時
間

の
経

過
と

と
も

に
、

イ
ン

ド
の

ほ
と

ん
ど

の
教

育
機

関
で

A
-V

IE
W

を
実

装
す

る
予

定
D

e
a
ru

。
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

2
5

2
6

L
M
S
（オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
）

L
M
S
（オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
）

「
A

p
e
re

o
 u

P
o
rt

a
l」

「
A

T
u

to
r 

」

A
p

e
re

o
U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

T
o
ro

n
to

高
等

教
育

向
け

ポ
ー

タ
ル

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
．

Ja
s
ig

が
S

a
k
a
iと

併
合

し
て

A
p

re
o
と

な
っ

た
．

ト
ロ

ン
ト

大
作

製
．

コ
ン

テ
ン

ツ
管

理
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

A
c
o
n

te
n

tや
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
成

す
る

A
T
u

to
r 

S
o
c
ia

lな
ど

が
ア

ド
オ

ン
と

し
て

追
加

で
き

る
．

u
P

o
rt

a
lは

、
高

等
教

育
機

関
、

幼
稚

園
か

ら
高

校
ま

で
の

学
校

、
研

究
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

よ
っ

て
構

築
さ

れ
た

、
主

要
な

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
の

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

ポ
ー

タ
ル

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
で

あ
る

。
u

P
o
rt

a
lは

、
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

か
ら

の
貢

献
を

通
じ

て
進

化
を

続
け

て
お

り
、

学
術

機
関

、

商
業

関
連

会
社

、
お

よ
び

非
営

利
団

体
か

ら
の

リ
ソ

ー
ス

、
助

成
金

、
寄

付
、

お
よ

び
会

費
に

よ
っ

て
サ

ポ
ー

ト
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

u
P

o
rt

a
l

は
、

競
合

他
社

と
は

異
な

り
、

A
p

e
re

o
が

管
理

す
る

1
0
0
％

無
料

の
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

で
あ

る
。

u
P

o
rt

a
lは

、
教

育
の

た
め

の
主

要
な

エ

ン
タ

ー
プ

ラ
イ

ズ
ポ

ー
タ

ル
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
し

て
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

際
立

た
せ

る
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

よ
っ

て
構

築
さ

れ
て

い
る

。
u

P
o
rt

a
lは

、

各
キ

ャ
ン

パ
ス

が
展

開
し

て
い

る
可

能
性

の
あ

る
多

様
で

多
様

な
シ

ス
テ

ム
の

セ
ッ

ト
を

考
慮

に
入

れ
て

お
り

、
シ

ス
テ

ム
で

動
作

す
る

よ
う

に
簡

単
に

構

成
で

き
る

、
す

ぐ
に

使
用

で
き

る
多

く
の

統
合

実
装

が
付

属
し

て
い

る
。

簡
単

に
プ

ラ
グ

イ
ン

で
き

る
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

に
よ

り
、

教
育

機
関

は
特

定
の

ビ

ジ
ネ

ス
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
さ

れ
た

実
装

を
作

成
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

堅
固

な
u

P
o
rt

a
lフ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

は
、

最
高

の
負

荷
の

下
で

も

十
分

に
機

能
し

ま
す

。
事

実
上

す
べ

て
の

タ
イ

プ
の

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

お
よ

び
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
上

の
ク

ラ
ス

タ
ー

環
境

に
展

開
で

き
ま

す
。

u
P

o
rt

a
lは

、
8
0
0

万
人

を
超

え
る

ユ
ー

ザ
ー

に
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

少
な

く
と

も
1
つ

の
イ

ン
ス

ト
ー

ル
で

、
数

万
の

ユ
ー

ザ
ー

ベ
ー

ス
を

簡
単

に
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。
堅

牢
な

機
能

と
高

度
な

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

に
加

え
て

、
エ

キ
ス

パ
ー

ト
ポ

ー
タ

ル
開

発
者

と
愛

好
家

の
A

p
e
re

o
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

通
じ

て
多

く
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

リ
ソ

ー
ス

を
無

料
で

利
用

で
き

る
。

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
の

た
め

以
下

で
公

開
さ

れ
て

い
る

。

A
T
u

to
rは

、
オ

ン
ラ

イ
ン

コ
ー

ス
管

理
、

教
師

向
け

の
継

続
的

な
専

門
能

力
開

発
、

キ
ャ

リ
ア

開
発

、
学

術
研

究
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
状

況

で
使

用
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
は

、
そ

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
機

能
が

ユ
ニ

ー
ク

で
あ

り
、

視
覚

障
害

者
や

障
害

者
の

学
習

者

に
も

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

米
国

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

開
発

協
会

（
A

S
T

D
）

に
よ

っ
て

確
立

さ
れ

た
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
評

価
基

準
に

従
っ

た
教

育
用

途
へ

の
適

合
性

が
あ

る
。

A
T
u

to
rは

国
際

的
に

使
用

さ
れ

て
お

り
、

A
T
u

to
rは

、
い

く
つ

か
の

教
育

お
よ

び
学

習
シ

ナ
リ

オ

の
い

ず
れ

に
も

適
応

で
き

る
よ

う
に

も
設

計
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
設

計
原

則
を

反
映

す
る

4
つ

の
主

要
な

領
域

、
テ

ー
マ

・
特

権
・

ツ
ー

ル
モ

ジ
ュ

ー
ル

・
グ

ル
ー

プ
が

あ
る

。
A

T
u

to
rテ

ー
マ

シ
ス

テ
ム

を
使

用
す

る
と

、
管

理
者

は
シ

ス
テ

ム
の

外
観

と
レ

イ
ア

ウ
ト

を
特

定
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

簡
単

に
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
で

き
る

。
テ

ー
マ

は
、

A
T
u

to
rに

新
し

い
外

観
を

与
え

る
た

め
、

コ
ー

ス
の

カ
テ

ゴ
リ

に
独

自
の

外

観
を

与
え

る
た

め
、

ま
た

は
単

一
の

シ
ス

テ
ム

で
A

T
u

to
rの

複
数

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

を
提

供
す

る
た

め
に

使
用

さ
れ

、
ユ

ー
ザ

ー
は

そ
こ

か
ら

1

つ
を

設
定

と
し

て
選

択
で

き
る

。
特

権
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

、
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
は

コ
ー

ス
の

特
定

の
メ

ン
バ

ー
に

ツ
ー

ル
管

理
特

権
を

割

り
当

て
る

こ
と

が
で

き
る

。
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
は

、
オ

ー
サ

リ
ン

グ
ツ

ー
ル

ま
た

は
管

理
ツ

ー
ル

の
制

御
が

制
限

さ
れ

て
い

る
ア

シ
ス

タ

ン
ト

ま
た

は
コ

ー
ス

チ
ュ

ー
タ

ー
を

作
成

で
き

る
。

完
全

無
料

の
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

完
全

無
料

の
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

S
A

K
A

Iは
、

メ
ン

バ
ー

で
あ

る
A

p
e
re

o
 F

o
u

n
d

a
ti

o
n

が
管

理
す

る
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
取

り
組

み
と

し
て

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
と

し
て

開
発

さ
れ

て
い

る
。

ベ
ー

ス
の

非
営

利
法

人
。

財
団

は
、

堺
が

創
設

さ
れ

た
の

と
同

じ
オ

ー
プ

ン
な

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
ベ

ー
ス

の
方

法
で

堺
の

使
用

と
開

発
を

促
進

し
て

い
る

。
S

A
K

A
Iを

全
学

的
に

利
用

し
て

い
る

大
学

に
は

、
京

都
大

学
・

名
古

屋
大

学
・

法
政

大
学

が
あ

る
。

h
tt

p
s
:/

/n
ip

p
o
n

k
a
ig

i.
n

e
t/

w
ik

i/
S

a
k
a
i_

(s
o
ft

w
a
re

)

ト
ロ

ン
ト

大
学

が
開

発
。

大
学

で
の

利
用

に
適

し
て

お
り

、
世

界
中

の
大

学
で

利
用

さ
れ

て
い

る
。

日
本

で
も

、
日

本
語

化
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

な
ど

が
存

在
す

る
。

現
在

開
発

中
の

4
0
を

超
え

る
追

加
の

言
語

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

1
​​5
を

超
え

る
言

語
に

翻

訳
さ

れ
て

い
る

。

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.a

p
e
re

o
.o

rg
/

h
tt

p
:/

/w
w

w
.a

tu
to

r.
c
a
/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

2
7

2
8

L
M
S
（オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
）

L
M
S
（オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
）

「
B

la
c
k
b

o
a
rd

 O
p

e
n

 L
M

S
」

「
B

u
d

d
yP

re
s
s
」

B
la

c
k
b

o
a
rd

, 
In

c
.

F
re

e
 S

o
ft

w
a
re

 F
o
u

n
d

a
ti

o
n

, 
In

c
.

B
la

c
k
B

o
a
rd

他
と

統
合

で
き

る
M

o
o
d

le
ベ

ー
ス

の
L

M
S

．
以

前
は

M
o
o
d

le
ro

o
m

s
で

あ
っ

た
も

の
を

B
la

c
k
B

o
a
rd

が
刈

り

取
っ

て
リ

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
．

ブ
ロ

グ
作

成
C

M
S

で
あ

る
W

o
rd

p
re

s
s
に

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

の
機

能
を

追
加

す
る

プ
ラ

グ
イ

ン
．

O
p

e
n

 L
M

S
（

オ
ー

プ
ン

エ
ル

エ
ム

エ
ス

）
は

、
世

界
中

で
広

く
利

用
さ

れ
て

い
る

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
の

学
習

管
理

シ
ス

テ
ム

（
L

M
S

）
「

M
o
o
d

le
（

ム
ー

ド
ル

）
」

を
ベ

ー
ス

に
作

ら
れ

た
、

A
W

S
上

で
う

ご
く

ク
ラ

ウ
ド

型
の

L
M

S
で

あ
る

。
O

p
e
n

 

L
M

S
を

使
用

す
る

と
、

教
育

機
関

は
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

の
で

は
な

く
、

教
育

と
学

習
に

集
中

で
き

る
。

ま
た

、
教

育
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
際

の
柔

軟
性

も
提

供
す

る
。

 排
他

的
な

サ
ー

ド
パ

ー
テ

ィ
の

統
合

に
よ

り
、

O
p

e
n

 L
M

S

の
す

べ
て

の
イ

ン
ス

タ
ン

ス
は

教
育

機
関

に
固

有
で

あ
り

、
学

習
技

術
を

他
の

教
育

機
関

と
の

競
争

上
の

違
い

に
し

て
い

る
。

Z
o
o
m

、
W

e
b

E
x、

そ
の

他
の

ビ
デ

オ
会

議
ツ

ー
ル

を
含

む
、

1
0
0
を

超
え

る
認

定
済

み
プ

ラ
グ

イ
ン

と
統

合
を

備
え

て
い

る
。

さ
ら

に
、

O
p

e
n

 L
M

S
を

使
用

す
る

と
、

独
自

の
カ

ス
タ

ム
プ

ラ
グ

イ
ン

を
認

定
し

て
追

加
す

る
機

能
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

創

造
性

を
発

揮
で

き
る

。

B
u

d
d

yP
re

s
s
は

、
2
0
0
8
年

か
ら

A
u

to
m

a
tt

ic
が

所
有

し
て

い
る

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
の

 ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
パ

ッ
ケ

ー
ジ

で
す

。
W

o
rd

P
re

s
s
に

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
て

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
変

換
で

き
る

プ
ラ

グ
イ

ン
で

す
。

B
u

d
d

yP
re

s
s
は

、
学

校
、

企
業

、
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

、
ま

た
は

そ
の

他
の

ニ
ッ

チ
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
独

自
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ま

た
は

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
開

始
で

き
る

よ
う

に
設

計
さ

れ
て

い
る

。

B
u

d
d

yP
re

s
s
は

、
テ

ー
マ

、
プ

ラ
グ

イ
ン

、
ウ

ィ
ジ

ェ
ッ

ト
な

ど
、

W
o
rd

P
re

s
s
エ

ン
ジ

ン
の

不
可

欠
な

機
能

要
素

を
継

承
お

よ
び

拡
張

し
た

。
W

o
rd

P
re

s
s
上

に
構

築
さ

れ
て

い
る

た
め

、
同

じ
主

要
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
で

あ
る

P
H

P
と

M
yS

Q
L

を
使

用
し

て

記
述

さ
れ

て
い

る
。

イ
ノ

ベ
ー

タ
、

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
、

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

の
3
ラ

イ
セ

ン
ス

が
あ

る
が

、
価

格
は

ど
れ

も
要

問
い

合
わ

せ
と

な
っ

て
い

る

B
u

d
d

yP
re

s
s
は

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

国
際

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
よ

っ
て

構
築

さ
れ

た
無

料
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

帝
京

大
学

を
一

例
と

し
て

紹
介

。
学

内
で

L
M

S
な

ど
の

ラ
ー

ニ
ン

グ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

活
用

し
た

教
員

の
授

業
改

善
と

、
学

生
の

学
習

支
援

を
担

う
ラ

ー
ニ

ン
グ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

室
で

は
、

教
員

が
持

つ
べ

き
技

術
と

し
て

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
を

普
及

さ
せ

る
と

共
に

、
学

生
の

自
律

的
な

学

習
力

を
育

成
し

て
い

く
こ

と
を

活
動

方
針

に
掲

げ
て

活
動

し
て

い
る

。
中

で
も

中
心

的
な

活
動

と
な

っ
て

い
る

の
が

、
教

育
・

学
習

の
基

盤
技

術
と

し
て

の

L
M

S
と

講
義

ビ
デ

オ
配

信
シ

ス
テ

ム
の

供
用

サ
ー

ビ
ス

と
活

用
支

援
で

あ
る

。
従

来
型

の
授

業
に

比
べ

、
L

M
S

を
活

用
す

る
こ

と
で

学
生

へ
の

個
別

対
応

が
可

能
と

な
っ

た
。

同
学

科
で

は
、

B
la

c
k
b

o
a
rd

 L
e
a
rn

を
活

用
し

た
セ

ル
フ

ラ
ー

ニ
ン

グ
型

の
授

業
を

導
入

し
、

学
生

が
自

分
の

ペ
ー

ス
で

学
習

で
き

る

仕
組

み
を

構
築

。
L

M
S

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
講

義
の

ビ
デ

オ
や

講
義

の
ビ

デ
オ

や
ス

ラ
イ

ド
な

ど
の

教
材

、
小

テ
ス

ト
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
コ

ン
テ

ン
ツ

を
用

意
し

て
自

由
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

し
た

り
、

課
題

の
提

出
や

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
な

ど
、

教
員

と
学

生
ま

た
は

学
生

同
士

が
オ

ン
ラ

イ
ン

上
で

個
々

に
や

り
取

り
す

る
環

境
を

用
意

す
れ

ば
、

そ
れ

ぞ
れ

の
学

生
が

確
実

に
力

を
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
 従

来
型

の
授

業
で

は
十

分
に

対
応

で
き

な

か
っ

た
「

個
別

対
応

」
の

授
業

が
可

能
に

な
り

、
学

生
を

対
象

に
実

施
す

る
授

業
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
も

高
い

満
足

度
を

得
た

。

・
R

id
e
 O

re
g
o
n

（
h

tt
p

s
:/

/t
ra

ve
lo

re
g
o
n

.c
o
m

/t
h

in
g
s
-t

o
-d

o
/o

u
td

o
o
r-

re
c
re

a
ti

o
n

/b
ic

y
c
li
n

g
/）

ア
メ

リ
カ

オ
レ

ゴ
ン

州
を

自
転

車
で

旅
し

た
い

人
た

ち
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

。

・
T
a
s
ty

 K
it

c
h

e
n

（
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.t

h
e
p

io
n

e
e
rw

o
m

a
n

.c
o
m

/f
o
o
d

-c
o
o
k
in

g
/r

e
c
ip

e
s
/）

レ
シ

ピ
共

有
S

N
S

。
つ

ま
り

ア
メ

リ
カ

の
ク

ッ
ク

パ
ッ

ド
！

・
U

K
G

o
vO

S
S

.o
rg

（
h

tt
p

s
:/

/u
k
g
o
vo

s
s
.o

rg
/）

・
U

K
(イ

ギ
リ

ス
)の

・
G

o
v(

政
府

)の

・
O

S
S

(オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
と

オ
ー

プ
ン

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

)が
ど

う
あ

る
べ

き
か

を
み

ん
な

で
考

え
る

政
策

議
論

サ
イ

ト

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.b

la
c
k
b

o
a
rd

o
p

e
n

lm
s
.c

o
m

/
h

tt
p

:/
/b

u
d

d
yp

re
s
s
.o

rg
/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

2
9

3
0

L
M
S
（オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
）

L
M
S
（オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
）

「
C

la
ro

li
n

e
 C

o
n

n
e
c
t」

「
C

ri
ti

c
a
l 
L

in
k
s
 C

3
™

 」
(C

la
s
s
ro

o
m

 C
o
n

te
n

t 
C

lo
u

d
)

C
la

ro
li
n

e
C

ri
ti

c
a
l 
L

in
k
s
 I

n
c
.

学
習

・
オ

ン
ラ

イ
ン

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

．
ブ

ロ
グ

投
稿

，
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

，
バ

ッ
ジ

，
タ

ス
ク

管
理

，

ス
キ

ル
管

理
，

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

管
理

，
グ

ル
ー

プ
管

理
，

評
価

，
ア

ン
ケ

ー
ト

，
ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

付
き

の
製

品
．

デ
ジ

タ
ル

教
材

を
学

校
提

供
す

る
目

的
で

作
成

さ
れ

た
．

F
o
u

n
d

a
ti

o
n

 L
M

S
と

い
う

基
本

的
な

L
M

S
を

内
蔵

し
て

い
る

．
授

業
計

画
，

コ
ン

テ
ン

ツ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
．

M
o
o
d

le
を

使
う

こ
と

も
で

き
る

．

C
la

ro
li
n

e
は

、
G

P
L

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
ラ

イ
セ

ン
ス

の
下

で
リ

リ
ー

ス
さ

れ
た

共
同

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

お
よ

び
e
W

o
rk

in
g
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

（
学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
）

で
あ

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

大
学

か
ら

学
校

、
企

業
か

ら
協

会
に

至
る

ま
で

、
世

界
中

の
何

百
も

の
組

織
が

W
e
b

上

で
コ

ー
ス

や
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
ス

ペ
ー

ス
を

作
成

お
よ

び
管

理
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

C
la

ro
li
n

e
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
は

、
コ

ー
ス

ま
た

は
教

育
活

動
に

関
連

す
る

ス
ペ

ー
ス

の
概

念
を

中
心

に
構

成
さ

れ
て

い
る

。
各

コ
ー

ス
ス

ペ
ー

ス
に

は
、

教
師

が
次

の
こ

と
が

で
き

る
よ

う

に
す

る
ツ

ー
ル

の
リ

ス
ト

が
用

意
さ

れ
て

い
る

。

・
コ

ー
ス

の
説

明
を

書
く

　
・

任
意

の
形

式
（

テ
キ

ス
ト

、
P

D
F

、
H

T
M

L
、

ビ
デ

オ
な

ど
）

で
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
を

公
開

し
ま

す

・
パ

ブ
リ

ッ
ク

ま
た

は
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
管

理
す

る
　

・
学

習
パ

ス
を

作
成

し
ま

す
（

S
C

O
R

M
と

互
換

性
が

あ
り

ま
す

）

・
ユ

ー
ザ

ー
の

グ
ル

ー
プ

を
作

成
す

る
　

・
演

習
の

作
成

（
IM

S
 /

 Q
T

I標
準

2
と

互
換

性
が

あ
り

ま
す

）

・
タ

ス
ク

と
期

限
を

使
用

し
て

議
題

を
構

成
す

る
　

・
通

知
を

投
稿

す
る

（
メ

ー
ル

で
も

）

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
作

る
宿

題
を

提
案

す
る

　
・

出
席

と
完

了
の

演
習

の
統

計
を

表
示

す
る

・
ウ

ィ
キ

を
使

用
し

て
共

同
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
を

作
成

す
る

今
日

の
世

界
で

必
要

と
さ

れ
る

学
習

体
験

を
提

供
す

る
に

は
、

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

ツ
ー

ル
と

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
へ

の
即

時
ア

ク

セ
ス

が
重

要
。

C
ri

ti
c
a
l 
L

in
k
s
C

3
™

（
C

la
s
s
ro

o
m

 C
o
n

te
n

t 
C

lo
u

d
）

は
、

イ
ン

フ
ラ

ス
ト

ラ
ク

チ
ャ

の
課

題
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
の

制
限

に
関

係
な

く
、

学
校

へ
の

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
と

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

機
能

の
配

信
を

劇
的

に
簡

素
化

お
よ

び

管
理

す
る

た
め

の
主

要
な

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
で

あ
る

。
C

3
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

は
、

ロ
ー

カ
ル

の
マ

イ
ク

ロ
ク

ラ
ウ

ド
（

教
室

お
よ

び
学

校
の
​​機

能
用

）
か

ら
中

央
の

ク
ラ

ウ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

（
コ

ン
テ

ン
ツ

の
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
配

布
、

お
よ

び
管

理
用

）
に

ま
た

が
る

完
全

な
エ

ン
ド

ツ
ー

エ
ン

ド
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
で

あ
る

。
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

リ
ポ

ジ
ト

リ
と

e

ラ
ー

ニ
ン

グ
ツ

ー
ル

を
使

用
し

て
安

全
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

を
作

成
す

る
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
が

利
用

可
能

な
場

合
、

C
3
は

接

続
を

管
理

、
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

、
お

よ
び

最
適

化
す

る
。

学
校

に
配

備
さ

れ
た

C
3
デ

バ
イ

ス
の

リ
モ

ー
ト

管
理

と
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ

ン
を

可
能

に
す

る
一

元
化

さ
れ

た
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
。

C
3
 C

lo
u

d
 C

o
n

tr
o
lは

、
コ

ン
テ

ン
ツ

と
ポ

リ
シ

ー
管

理
を

一
元

化
し

た
ポ

イ
ン

ト
で

、
世

界
中

の
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
可

能
に

す
る

。
承

認
さ

れ
た

C
3
C

lo
u

d
 C

o
n

tr
o
lイ

ン
ス

タ
ン

ス
は

、
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
（

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
）

ま
た

は
パ

ブ
リ

ッ
ク

ク
ラ

ウ
ド

環
境

の
い

ず
れ

か
に

常
駐

で
き

る
。

完
全

無
料

の
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

要
問

合
せ

C
la

ro
li
n

e
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

が
あ

り
創

設
メ

ン
バ

ー
は

、
U

C
L

o
u

va
in

、
ビ

ー
ゴ

大
学

、
ケ

ベ
ッ

ク
大

学
リ

ム
ス

キ
ー

校
、

カ
ト

リ
カ

デ
ル

ノ
ル

テ
大

学
、

H
a
u

te
É

c
o
le

L
é
o
n

a
rd

d
e
V

in
c
iで

あ
る

。
こ

れ
ら

の
大

学
を

中
心

に
さ

ま
ざ

ま
な

大
学

で
り

よ
う

さ

れ
て

い
る

。
こ

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
は

1
0
0
か

国
以

上
で

使
用

さ
れ

て
お

り
、

3
5
の

言
語

で
利

用
で

き
る

。

パ
ラ

グ
ア

イ
は

、
学

習
危

機
の

影
響

を
受

け
た

国
の

1
つ

で
あ

っ
た

。
こ

の
国

は
、

2
0
1
7
年

に
教

育
改

革
の

恩
恵

を
受

け
、

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の

使
用

を
統

合
し

て
す

べ
て

の
学

生
が

潜
在

能
力

を
最

大
限

に
発

揮
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
十

分
に

発
達

し
た

教
育

シ
ス

テ
ム

を
探

し

て
い

た
た

。
そ

の
年

、
9
6
2
の

パ
ラ

グ
ア

イ
の

学
校

が
C

3
 M

ic
ro

-C
lo

u
d

を
受

け
取

り
、

5
0
万

人
以

上
の

生
徒

の
生

活
を

一
変

さ
せ

た
。

C
3
 

M
ic

ro
-C

lo
u

d
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

へ
の

ア
ッ

プ
ス

ト
リ

ー
ム

接
続

が
常

に
あ

る
と

は
限

ら
な

い
場

合
で

も
、

コ
ン

テ
ン

ツ
、

ア
プ

リ
ケ

ー

シ
ョ

ン
、

リ
ソ

ー
ス

、
お

よ
び

管
理

を
ロ

ー
カ

ル
の

学
生

（
お

よ
び

教
師

）
に

プ
ロ

ビ
ジ

ョ
ニ

ン
グ

で
き

る
、

自
己

完
結

型
の

ク
ラ

ウ
ド

対

応
環

境
で

あ
る

。
そ

れ
は

知
識

が
教

室
で

伝
達

さ
れ

る
方

法
を

改
善

し
た

追
加

の
材

料
と

方
法

を
提

供
す

る
。

つ
ま

り
、

C
O

V
ID

-1
9
が

原
因

で
学

校
が

閉
鎖

さ
れ

た
と

き
、

2
0
2
0
年

3
月

に
は

、
ポ

ッ
ド

キ
ャ

ス
ト

、
電

子
書

籍
、

ク
イ

ズ
、

カ
ー

ン
ア

カ
デ

ミ
ー

、
ウ

ィ
キ

ペ
デ

ィ
ア

、
 

M
ic

ro
b

it
や

S
c
a
tc

h
な

ど
の

学
習

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

–
リ

モ
ー

ト
学

習
に

す
ば

や
く

適
応

す
る

た
め

の
準

備
を

整
え

る
。

。

h
tt

p
:/

/w
w

w
.c

la
ro

li
n

e
.n

e
t/

h
tt

p
:/

/c
3
.c

ri
ti

c
a
l-
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n

k
s
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o
m
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

3
1

3
2

L
M
S
（オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
）

L
M
S
（オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
）

「
C

W
IS

 (
C

o
ll
e
c
ti

o
n

 W
o
rk

fl
o
w

 I
n

te
g
ra

ti
o
n

 S
ys

te
m

) 
」

「
D

o
k
e
o
s
 e

L
e
a
rn

in
g
 S

u
it

e
 」

In
te

rn
e
t 

S
c
o
u

t 
R

e
s
e
a
rc

h
 G

ro
u

p
（

ウ
ィ

ス
コ

ン
シ

ン
大

学
）

D
o
k
e
o
s

学
習

コ
ン

テ
ン

ツ
管

理
，

学
習

目
標

リ
ポ

ジ
ト

リ
．

In
te

rn
e
t 

S
c
o
u

t 
P

ro
je

c
tの

一
環

で
作

成
さ

れ
た

．
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

，
コ

ー
ス

管
理

の
た

め
の

W
e
b

ア
プ

リ
．

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

統
合

シ
ス

テ
ム

（
C

W
IS

）
は

、
リ

ソ
ー

ス
に

関
す

る
デ

ー
タ

の
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

集
め

、
整

理

し
、

共
有

す
る

よ
う

に
設

計
さ

れ
た

無
料

の
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

で
あ

る
。

C
W

IS
は

、
メ

タ
デ

ー
タ

の
国

際
標

準

お
よ

び
学

術
標

準
に

準
拠

し
て

い
る

。
C

W
IS

 は
、

科
学

、
技

術
、

工
学

、
数

学
（

S
T

E
M

）
 リ

ソ
ー

ス
の

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
構

築
し

、
そ

れ
ら

を
N

S
F

の
 国

立
科

学
デ

ジ
タ

ル
ラ

イ
ブ

ラ
リ

 や
そ

の
他

の
S

T
E

M
教

育
チ

ャ
ネ

ル
に

接
続

す
る

た
め

に
作

成
さ

れ
た

。
た

だ
し

、
こ

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
は

、
他

の
教

育
用

途
で

現
在

使
用

さ
れ

て
い

る
。

C
W

IS
の

機
能

に
は

、
リ

ソ
ー

ス
の

注

釈
と

評
価

、
キ

ー
ワ

ー
ド

検
索

（
フ

レ
ー

ズ
と

除
外

の
サ

ポ
ー

ト
付

き
）

、
フ

ィ
ー

ル
ド

検
索

、
レ

コ
メ

ン
ダ

ー
シ

ス
テ

ム
、

O
A

Iエ
ク

ス
ポ

ー
ト

、
R

S
S

フ
ィ

ー
ド

の
サ

ポ
ー

ト
、

統
合

メ
タ

デ
ー

タ
編

集
ツ

ー
ル

、
ユ

ー
ザ

ー
定

義
可

能
な

ス
キ

ー
マ

（
完

全
修

飾
ダ

ブ
リ

ン
が

付
属

）
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
コ

ア
）

事
前

に
パ

ッ
ケ

ー
ジ

化
さ

れ
た

分
類

（
G

E
M

サ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

分
類

を
含

む
）

ユ
ー

ザ
ー

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

テ
ー

マ
、

タ
ー

ン
キ

ー
イ

ン
ス

ト
ー

ル
な

ど
。

C
W

IS
に

は
、

外
観

（
H

T
M

L
）

か
ら

分
離

さ
れ

た
機

能
（

P
H

P
）

も
あ

り
独

自
の

サ
イ

ト
に

合
わ

せ
て

比
較

的
簡

単
に

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

で
き

る
。

C
W

IS
機

能
は

さ
ま

ざ
ま

な
プ

ラ
グ

イ
ン

を
介

し
て

簡
単

に
拡

張
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

独
自

の
業

界
お

よ
び

規
制

の
ニ

ー
ズ

に
適

合
す

る
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

お
よ

び
評

価
ツ

ー
ル

を
必

要
と

す
る

高
成

長
の

製
薬

お
よ

び
ヘ

ル
ス

ケ
ア

組
織

向
け

の
強

力
な

L
M

S
。

D
o
k
e
o
s
 L

M
S

は
、

使
い

や
す

い
オ

ー
サ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
と

堅
牢

な
レ

ポ
ー

ト
機

能
を

備
え

た
完

全
な

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
イ

ー
ト

で
あ

り
、

効
果

的
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
ス

キ
ル

評
価

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

簡
単

に
作

成

お
よ

び
管

理
で

き
る

。
D

o
k
e
o
s
 L

M
S

は
、

世
界

中
の

2
,0

0
0
以

上
の

組
織

が
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

、
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
、

お
よ

び
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
活

動
を

管
理

す
る

の
に

役
立

つ
。

D
o
k
e
o
s
コ

ー
ド

は
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

バ
ッ

ク
エ

ン
ド

と
し

て
M

yS
Q

L

を
使

用
し

て
P

H
P

で
記

述
さ

れ
て

い
る

。
す

で
に

S
C

O
R

M
イ

ン
ポ

ー
ト

を
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

る
。

ユ
ー

ザ
ー

デ
ー

タ
は

、
C

S
V

ま
た

は
X

M
L

フ
ァ

イ
ル

を
使

用
し

て
シ

ス
テ

ム
に

イ
ン

ポ
ー

ト
で

き
る

。
D

o
k
e
o
s
は

、
ユ

ー
ザ

ー
情

報
を

追
加

し
、

L
D

A
P

を
介

し
て

認
証

で
き

る
。

1
.6

リ
リ

ー
ス

で
は

、
D

o
k
e
o
s
開

発
者

チ
ー

ム
は

W
3
C

xh
tm

lお
よ

び
C

S
S

標
準

へ
の

準
拠

に
力

を
注

い
で

い
る

。
た

だ
し

、
一

部
の

Ja
va

S
c
ri

p
tは

引
き

続
き

必
要

で
あ

り
、

S
C

O
R

M
を

使
用

す
る

に
は

、
学

習
パ

ス
モ

ジ
ュ

ー
ル

で
フ

レ
ー

ム
を

使
用

す
る

必
要

が
あ

る
。

C
W

IS
は

非
営

利
目

的
で

無
料

で
使

用
で

き
る

。
営

利
目

的
で

は
要

問
合

せ
。

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア

h
tt

p
:/

/s
c
o
u

t.
w

is
c
.e

d
u

/P
ro

je
c
ts

/C
W

IS
/

h
tt

p
:/

/w
w

w
.d

o
k
e
o
s
.c

o
m

/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

3
3

3
4

技
術
的
に
は
ク
ロ
ー
ズ
．
無
料

技
術
的
に
は
ク
ロ
ー
ズ
．
無
料

「
E

c
to

L
e
a
rn

in
g
」

「
E

d
u

F
o
li
o
」

E
c
to

, 
L

L
C

出
席

管
理

，
評

価
ブ

ッ
ク

，
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
ベ

ー
ス

の
評

価
エ

ン
ジ

ン
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
，

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

，
コ

ン
テ

ン
ツ

作
成

能
力

開
発

．

ウ
ェ

ブ
ベ

ー
ス

の
L

M
S

，
評

価
ツ

ー
ル

，
カ

レ
ン

ダ
ー

，
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

，
評

価
シ

ス
テ

ム
，

ア
ク

セ
ス

追

跡
，

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

．

E
c
to

L
e
a
rn

in
g
は

、
あ

ら
ゆ

る
種

類
の

学
習

、
教

育
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
使

用
さ

れ
る

W
e
b

 2
.0

オ
ン

ラ
イ

ン
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
（

S
a
a
S

）
環

境
で

あ
る

。
公

立
お

よ
び

私
立

の
学

校
、

K
-1

2
か

ら
高

等
教

育
お

よ
び

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

、

そ
の

他
の

学
習

組
織

は
、

E
c
to

L
e
a
rn

in
g
を

使
用

し
て

、
学

習
者

、
従

業
員

、
パ

ー
ト

ナ
ー

、
お

よ
び

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

に
共

同
学

習
環

境
を

提
供

し
て

い
る

。
E

c
to

L
e
a
rn

in
g
は

学
習

者
に

焦
点

を
合

わ
せ

て
お

り
、

環
境

は
完

全
に

協
調

的
で

あ
り

、
ユ

ー
ザ

ー

が
学

習
コ

ン
テ

ン
ツ

を
作

成
し

て
共

有
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
結

果
と

し
て

、
学

習
コ

ン
テ

ン
ツ

は
常

に
最

新
で

新
鮮

で
あ

る
。

E
c
to

L
e
a
rn

in
g
を

使
用

し
て

、
学

習
を

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

で
協

調
的

な
、

学
生

中
心

の
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

に
変

換
す

る
。

E
c
to

L
e
a
rn

in
g
ソ

ー
シ

ャ
ル

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
原

則
と

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
に

基
づ

い
て

ゼ
ロ

か
ら

構
築

さ
れ

た
唯

一
の

学
習

管
理

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
。

。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の

教
師

の
た

め
に

特
別

に
設

計
さ

れ
た

、
よ

り
ス

マ
ー

ト
な

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

。
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
な

し
、

1
ク

リ
ッ

ク
、

A
IT

S
L

対
応

、
登

録
ボ

ー
ド

互
換

。

無
料

。
・

3
0
日

の
無

料
ト

ラ
イ

ア
ル

期
間

あ
り

・
そ

の
後

は
学

生
4
ド

ル
/月

。
大

学
院

の
重

点
分

野
の

み
、

P
D

の
記

録
保

持
な

し

・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

は
9
ド

ル
/月

。
1
4
8
の

ジ
ュ

店
分

野
す

べ
て

。
P

D
時

間
の

記
録

と
レ

ポ
ー

ト

具
体

的
な

企
業

や
学

校
へ

の
導

入
事

例
が

み
あ

た
ら

な
い

た
め

活
用

イ
メ

ー
ジ

の
み

記
す

。

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

は
、

自
分

の
ア

カ
ウ

ン
ト

を
使

用
し

て
、

授
業

計
画

の
整

理
、

宿
題

の
割

り
当

て
、

リ
ソ

ー
ス

の
提

供
、

試

験
の

管
理

を
簡

単
に

行
う

こ
と

が
で

き
、

シ
ス

テ
ム

を
使

用
し

て
す

べ
て

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
採

点
で

き
ま

す
。

E
c
to

は
、

教
師

が

オ
ン

ラ
イ

ン
チ

ー
ム

を
簡

単
に

作
成

し
、

継
続

的
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

提
供

し
、

進
捗

状
況

を
監

視
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ベ
ー

ス
の

学
習

に
固

有
の

課
題

に
対

応
す

る
こ

と
に

優
れ

て
い

ま
す

。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の

学
校

に
て

利
用

さ
れ

て
い

る
実

績
あ

り
。

た
だ

し
そ

の
詳

細
に

つ
い

て
は

明
確

な
事

例
無

し

h
tt

p
:/

/w
w

w
.e

c
to

le
a
rn

in
g
.c

o
m

/
h

tt
p

:/
/e

d
u

fo
li
o
.s

o
u

rc
e
fo

rg
e
.n

e
t/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

3
5

3
6

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

S
la

c
k
T

e
c
h

n
o
lo

g
ie

s
G

o
o
g
le

「
S

la
c
k
」

「
C

la
s
s
ro

o
m

」

チ
ャ

ン
ネ

ル
で

の
会

話
，

フ
ァ

イ
ル

共
有

，
ツ

ー
ル

統
合

，
社

内
外

と
の

協
同

，
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

，
音

声
通

話
，

ビ
デ

オ
通

話
，

ア
プ

リ
の

統
合

，
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
ビ

ル
ダ

ー

講
義

毎
の

教
室

作
成

，
M

e
e
t（

オ
ン

ラ
イ

ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
）

と
の

連
携

，
課

題
作

成
・

提
出

・
集

計
・

採
点

・
評

価
・

返

却
，

他
の

G
o
o
g
le

ア
プ

リ
と

の
連

携

S
la

c
k
は

米
国

S
la

c
k
T
e
c
h

n
o
lo

g
ie

s
社

の
提

供
す

る
チ

ャ
ン

ネ
ル

ベ
ー

ス
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
．

講
義

毎
の

教
室

作
成

，
M

e
e
t（

オ
ン

ラ
イ

ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
）

と
の

連
携

，
課

題
作

成
・

提
出

・
集

計
・

採
点

・
評

価
・

返

却
，

他
の

G
o
o
g
le

ア
プ

リ
と

の
連

携

フ
リ

ー

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
毎

最
大

5
G

B
の

フ
ァ

イ
ル

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

，
1
0
0
0
0
件

ま
で

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

閲
覧

，
最

大
1
0
の

ア
プ

リ
統

合
．

音
声

通
話

ビ
デ

オ
通

話
1
対

1
の

み
．

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

（
￥

8
5
0
/人

）

メ
ン

バ
ー

毎
に

1
0
G

B
の

ス
ト

レ
ー

ジ
，

メ
ッ

セ
ー

ジ
，

ア
プ

リ
の

制
限

な
し

，
音

声
通

話
ビ

デ
オ

通
話

最
大

1
5
名

プ
ラ

ス
（

￥
1
6
0
0
/人

）

メ
ン

バ
ー

毎
に

2
0
G

B
の

ス
ト

レ
ー

ジ
，

メ
ッ

セ
ー

ジ
，

ア
プ

リ
の

制
限

な
し

，
音

声
通

話
ビ

デ
オ

通
話

最
大

1
5
名

G
 S

u
it

e
 B

a
s
ic

（
\
6
8
0
/人

/月
）

G
 s

u
it

e
 B

u
is

in
e
s
s
（

\
1
3
6
0
/人

/月
）

G
 s

u
it

e
 E

n
te

rp
ri

s
e
（

\
3
0
0
0
/人

/月
）

こ
れ

ら
は

旧
サ

ー
ビ

ス
で

G
o
o
g
le

 W
o
rk

s
p

a
c
e
 f

o
r 

E
d

u
c
a
ti

o
n

に
移

行
中

慶
應

義
塾

大
学

近
畿

大
学

京
都

大
学

N
高

等
学

校

ア
リ

ゾ
ナ

州
立

大
学

他
多

数

町
田

第
五

小
学

校

M
IT

メ
デ

ィ
ア

ラ
ボ

/東
京

大
学

大
学

院
/伊

那
市

立
伊

那
東

小
学

校

三
重

県
立

名
張

清
峰

高
等

学
校

佐
賀

県
有

田
町

他
多

数

h
tt

p
s
:/

/s
la

c
k
.c

o
m

/i
n

tl
/j

a
-j

p
/

h
tt

p
s
:/

/e
d

u
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/i
n

tl
/j

a
_A

L
L

/p
ro

d
u

c
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/c
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

3
7

3
8

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「
G

o
o
g
le

D
ri

ve
」

「
G

o
o
g
le

T
ra

n
s
la

te
」

ク
ラ

ウ
ド

デ
ー

タ
保

存
，

共
有

多
言

語
翻

訳

ク
ラ

ウ
ド

デ
ー

タ
保

存
，

共
有

多
言

語
翻

訳

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/d
ri

ve
/

h
tt

p
s
:/

/t
ra

n
s
la

te
.g

o
o
g
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

3
9

4
0

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

M
ic

ro
s
o
ft

「
T
e
a
m

s
」

「
S

h
a
re

P
o
in

t」

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
，

通
話

，
画

面
共

有
，

チ
ャ

ッ
ト

，
フ

ァ
イ

ル
共

有
，

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

，
ア

プ
リ

連
携

，
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

，

T
o
g
e
th

e
rモ

ー
ド

，
手

を
挙

げ
る

，
ブ

レ
ー

ク
ア

ウ
ト

ル
ー

ム
，

課
題

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
支

え
る

，
コ

ン
テ

ン
ツ

，
知

識
，

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
共

有
と

管
理

．
モ

バ
イ

ル
対

応
の

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
．

M
ic

ro
s
o
ft

社
が

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

M
ic

ro
s
o
ft

3
6
5
に

付
帯

す
る

リ
モ

ー
ト

ワ
ー

ク
の

た
め

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

．

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
，

通
話

，
画

面
共

有
，

チ
ャ

ッ
ト

，
フ

ァ
イ

ル
共

有
，

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

，
ア

プ
リ

連
携

，
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

，

T
o
g
e
th

e
rモ

ー
ド

，
手

を
挙

げ
る

，
ブ

レ
ー

ク
ア

ウ
ト

ル
ー

ム
，

課
題

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
支

え
る

，
コ

ン
テ

ン
ツ

，
知

識
，

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
共

有
と

管
理

．
モ

バ
イ

ル
対

応
の

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
．

M
ic

ro
s
o
ft

3
6
5

B
u

s
in

e
s
s
 B

a
s
ic

 \
5
4
0
/人

/月

～
3
0
0
人

，
1
T

B
O

n
e
D

ri
ve

，

B
u

s
in

e
s
s
 S

ta
n

d
a
rd

 \
1
3
6
0
/人

/月

～
3
0
0
人

，
1
T

B
O

n
e
D

ri
ve

，
D

e
s
k
T
o
p

版
O

ff
ic

e

E
3
 \

2
1
7
0
/人

/月

～
1
0
0
0
0
人

，
無

制
限

O
n

e
D

ri
ve

，
D

e
s
k
T
o
p

版
O

ff
ic

e

一
橋

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

滋
慶

学
園

グ
ル

ー
プ

北
九

州
市

立
大

学

追
手

町
学

院

岐
阜

高
専

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.m

ic
ro

s
o
ft

.c
o
m

/j
a
-j

p
/m

ic
ro

s
o
ft

-t
e
a
m

s
/g

ro
u

p
-c

h
a
t-

s
o
ft

w
a
re

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.m

ic
ro

s
o
ft

.c
o
m

/e
n

-u
s
/m

ic
ro

s
o
ft

-3
6
5
/s

h
a
re

p
o
in

t/
c
o
ll
a
b

o
ra

ti
o
n
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

4
1

4
2

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「
M

ic
ro

s
o
ft

T
ra

n
s
la

to
r」

「
S

k
yp

e
」

テ
キ

ス
ト

，
音

声
，

画
像

の
翻

訳
ビ

デ
オ

チ
ャ

ッ
ト

，
テ

ク
ス

ト
チ

ャ
ッ

ト

M
ic

ro
s
o
ft

 A
zu

re
上

で
動

作
す

る
，

講
義

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
翻

訳
，

言
語

背
景

の
異

な
る

保
護

者
と

の
会

議
翻

訳
，

英

語
学

習
者

や
聴

覚
障

害
の

あ
る

学
生

の
た

め
の

ス
タ

デ
ィ

グ
ル

ー
プ

，
生

徒
と

教
師

の
会

話
の

た
め

の
翻

訳
等

の
機

能
を

提
供

し

て
い

る
．

S
k
yp

e
は

、
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

が
提

供
す

る
ク

ロ
ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

対
応

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
。

ビ
ジ

ネ
ス

用

途
向

け
に

は
同

社
提

供
の

S
k
yp

e
 f

o
r 

B
u

s
in

e
s
s
が

存
在

す
る

。

無
料

以
前

は
S

ly
p

e
 f

o
r 

B
u

s
in

e
s
s
 O

n
li
n

e
が

存
在

し
た

が
，

T
e
a
m

s
に

統
合

さ
れ

た
．

「
M

ic
ro

s
o
ft

 T
e
c
h

 S
u

m
m

it
 2

0
1
7
」

の
全

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

翻
訳

（
富

士
通

の
「

F
U

JI
T

S
U

 S
o
ft

w
a
re

L
iv

e
T
a
lk

（
以

下
、

L
iv

e
T
a
lk

）
」

（
開

発
元

：
富

士
通

ソ
ー

シ
ア

ル
サ

イ
エ

ン
ス

ラ
ボ

ラ
ト

リ
、

以
下

、
富

士
通

S
S

L
）

と
の

組
み

合
わ

せ
）

同
上

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.m

ic
ro

s
o
ft

.c
o
m

/e
n

-u
s
/t

ra
n

s
la

to
r/

a
p

p
s
/

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.s

k
yp

e
.c

o
m

/j
a
/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

4
3

4
4

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

M
o
o
d

le
.o

rg

「
F

li
p

g
ri

d
」

「
M

o
o
d

le
」

ビ
デ

オ
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
．

ク
ラ

ス
内

に
ト

ピ
ッ

ク
を

作
成

し
，

意
見

交
換

で
き

る
．

コ
ー

ス
分

け
，

教
材

提
示

，
課

題
提

出
，

フ
ァ

イ
ル

共
有

，
カ

レ
ン

ダ
ー

，
通

知
，

メ
ッ

セ
ー

ジ
，

進
捗

追
跡

，
多

言
語

機
能

，

ユ
ー

ザ
ー

の
役

割
権

限
管

理
，

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

，
ピ

ア
評

価
，

自
己

評
価

，
バ

ッ
ジ

M
ic

ro
s
o
ft

社
が

買
収

し
た

ビ
デ

オ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

．
F

li
p

g
ri

d
（

フ
リ

ッ
プ

グ
リ

ッ
ド

）
は

、
シ

ン
プ

ル
か

つ
無

料

で
利

用
で

き
る

ビ
デ

オ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
で

、
世

界
中

の
幼

稚
園

児
か

ら
高

校
生

ま
で

の
学

習
者

、
教

育
者

、
家

族

に
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

F
li
p

g
ri

d
は

、
ビ

デ
オ

の
力

を
使

っ
て

生
徒

の
声

を
増

幅
し

、
あ

ら
ゆ

る
年

齢
層

の
学

習
者

が
参

加

し
、

共
有

す
る

こ
と

を
可

能
に

し
ま

す
。

教
育

者
は

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

ト
ピ

ッ
ク

を
作

成
し

、
学

習
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

共
有

す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

コ
ー

ス
分

け
，

教
材

提
示

，
課

題
提

出
，

フ
ァ

イ
ル

共
有

，
カ

レ
ン

ダ
ー

，
通

知
，

メ
ッ

セ
ー

ジ
，

進
捗

追
跡

，
多

言
語

機
能

，

ユ
ー

ザ
ー

の
役

割
権

限
管

理
，

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

，
ピ

ア
評

価
，

自
己

評
価

，
バ

ッ
ジ

無
料

つ
が

る
育

成
小

学
校

静
岡

県
立

沼
津

東
高

等
学

校
教

諭

h
tt

p
s
:/

/i
n

fo
.f

li
p

g
ri

d
.c

o
m

/
h

tt
p

s
:/

/m
o
o
d

le
.o

rg
/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

4
5

4
6

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

D
ii
g
o
,I
n

c
.

U
M

N

「
D

ii
g
o
」

「
V

id
e
o
A

n
t」

オ
ン

ラ
イ

ン
の

資
料

を
集

め
，

注
釈

を
つ

け
，

編
成

し
，

共
有

す
る

．
Y
o
u

tu
b

e
ビ

デ
オ

に
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
付

け
ら

れ
る

D
ii
g
o
社

が
提

供
す

る
，

ブ
ッ

ク
マ

ー
ク

，
タ

グ
，

ハ
イ

ラ
イ

ト
機

能
を

備
え

た
個

人
ラ

イ
ブ

ラ
リ

．
付

箋
，

ア
ウ

ト
ラ

イ

ナ
ー

，
W

e
b

ペ
ー

ジ
の

ア
ー

カ
イ

ブ
な

ど
を

整
理

で
き

，
グ

ル
ー

プ
共

有
可

能
．

9
百

万
以

上
の

ユ
ー

ザ
ー

が
使

用
し

て
い

る
．

米
国

ミ
ネ

ソ
タ

大
学

が
提

供
す

る
Y
o
u

T
u

b
e
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

・
コ

メ
ン

ト
機

能
．

指
定

し
た

U
R

L
の

動
画

の
任

意
の

位
置

に
，

注
釈

や
コ

メ
ン

ト
を

付
け

，
E

m
a
il
等

で
共

有
で

き
る

．

F
re

e
　

広
告

あ
り

S
ta

n
d

a
rd

　
$

4
0
/年

，
広

告
な

し
，

無
制

限
（

W
e
b

ペ
ー

ジ
と

P
D

F
の

ハ
イ

ラ
イ

ト
，

画
像

保
存

，
W

e
b

ペ
ー

ジ
キ

ャ
ッ

シ
ュ

，
K

in
d

le
の

ハ
イ

ラ
イ

ト
と

ノ
ー

ト
の

イ
ン

ポ
ー

ト
）

P
ro

fe
s
s
io

n
a

l　
$

5
9
/年

，
無

制
限

（
W

e
b

ペ
ー

ジ
と

P
D

F
の

ハ
イ

ラ
イ

ト
，

画
像

保
存

，
W

e
b

ペ
ー

ジ
キ

ャ
ッ

シ
ュ

，

K
in

d
le

の
ハ

イ
ラ

イ
ト

と
ノ

ー
ト

の
イ

ン
ポ

ー
ト

，
P

D
F

の
保

存
，

ア
ウ

ト
ラ

イ
ナ

ー
）

B
u

s
in

e
s
s
　

$
1
0
/月

/人
，

無
制

限
（

W
e
b

ペ
ー

ジ
と

P
D

F
の

ハ
イ

ラ
イ

ト
，

画
像

保
存

，
W

e
b

ペ
ー

ジ
キ

ャ
ッ

シ
ュ

，
K

in
d

le

の
ハ

イ
ラ

イ
ト

と
ノ

ー
ト

の
イ

ン
ポ

ー
ト

，
P

D
F

の
保

存
，

ア
ウ

ト
ラ

イ
ナ

ー
，

チ
ー

ム
ラ

イ
ブ

ラ
リ

，
P

D
F

注
釈

の
共

同
編

集
）

，
管

理
者

ダ
ッ

シ
ュ

ボ
ー

ド

無
料

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.d

ii
g
o
.c

o
m

/
h

tt
p

s
:/

/a
n

t.
u

m
n

.e
d

u
/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

4
7

4
8

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

C
lo

u
d

fl
a
re

,I
n

c
.

Z
o
o
m

 V
id

e
o
 C

o
m

m
u

n
ic

a
ti

o
n

s
, 
In

c
. 

「
P

a
d

le
t」

「
Z

o
o
m

」

ボ
ー

ド
，

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

，
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
の

作
成

ビ
デ

オ
会

議
，

チ
ャ

ッ
ト

，
フ

ァ
イ

ル
共

有
，

画
面

共
有

P
a
tl

e
t社

が
提

供
す

る
学

習
記

録
ア

プ
リ

．
iO

S
，

A
n

d
ro

id
，

K
in

d
le

，
他

ブ
ラ

ウ
ザ

拡
張

機
能

（
C

h
ro

m
e
，

S
a
fa

ri
，

F
ir

e
F
o
x）

，
W

o
rd

p
re

s
s
プ

ラ
グ

イ
ン

と
し

て
機

能
す

る
．

L
T

I 
L

M
S

と
は

互
換

．

米
国

Z
o
o
m

 V
id

e
o
 C

o
m

m
u

n
ic

a
ti

o
n

s
社

が
提

供
す

る
ビ

デ
オ

会
議

ツ
ー

ル
．

会
議

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

リ
ン

グ
，

文
字

チ
ャ

ッ

ト
，

挙
手

等
リ

ア
ク

シ
ョ

ン
機

能
，

投
票

機
能

，
ブ

レ
ー

ク
ア

ウ
ト

セ
ッ

シ
ョ

ン
な

ど
を

備
え

る
．

S
c
h

o
o
l 
P

la
n

$
2
0
0
0
/年

/学
校

5
0
0
ま

で
の

教
師

・
生

徒
ア

カ
ウ

ン
ト

そ
れ

以
上

は
，

応
相

談

パ
ー

ソ
ナ

ル
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（

無
料

）

1
0
0
人

ま
で

，
最

大
4
0
分

の
会

議
，

1
対

1
は

無
制

限

プ
ロ

（
\
2
0
1
0
0
/年

/ラ
イ

セ
ン

ス
）

最
大

1
0
0
人

（
ア

ド
オ

ン
追

加
に

よ
り

1
0
0
0
人

ま
で

対
応

）
，

時
間

無
制

限
，

S
N

S
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

，
1
G

B
ク

ラ
ウ

ド
録

画

ビ
ジ

ネ
ス

（
\
2
6
9
0
0
/年

/ラ
イ

セ
ン

ス
）

最
大

3
0
0
人

（
ア

ド
オ

ン
追

加
に

よ
り

1
0
0
0
人

ま
で

対
応

）
，

時
間

無
制

限
，

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
，

ク
ラ

ウ
ド

録
画

ト
ラ

ン

ス
ク

リ
プ

ト
，

管
理

対
象

ド
メ

イ
ン

，
会

社
の

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
，

C
a
s
ti

ll
e
ja

 S
c
h

o
o
l,
 C

a
li
fo

rn
ia

T
ri

n
it

y 
S

c
h

o
o
l,
 C

a
li
fo

rn
ia

T
h

e
 C

o
n

c
o
rd

 C
o
n

s
o
rt

iu
m

, 
M

a
s
s
a
c
h

u
s
e
tt

s

H
o
g
w

a
rt

s
 S

c
h

o
o
l 
o
f 

W
it

c
h

c
ra

ft
 a

n
d

 W
iz

a
rd

ry
, 
U

n
it

e
d

 K
in

g
d

o
m

w
it

h
N

E
C

札
幌

医
科

大
学

井
村

屋

C
a
n

o
n

T
IS

東
急

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー

ハ
ウ

ス
食

品

U
C

C

L
IX

IL

h
tt

p
s
:/

/p
a
d

le
t.

c
o
m

/
h

tt
p

s
:/

/z
o
o
m

.u
s
/j

p
-j

p
/m

e
e
ti

n
g
s
.h

tm
l
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

4
9

5
0

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

S
c
ri

b
b

la
r

A
m

a
zo

n
子

会
社

「
S

c
ri

b
b

la
r」

「
T
w

it
c
h

」

オ
ン

ラ
イ

ン
協

同
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

ゲ
ー

ム
，

e
ス

ポ
ー

ツ
，

雑
談

の
配

信
，

P
ri

m
e
 G

a
m

in
g
（

A
m

a
zo

n
）

英
国

S
c
ri

b
b

la
r社

が
提

供
す

る
オ

ン
ラ

イ
ン

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
．

チ
ャ

ッ
ト

，
音

声
，

バ
ー

チ
ャ

ル
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー

ド
，

A
m

a
zo

n
の

子
会

社
で

あ
る

T
w

it
c
h

が
提

供
す

る
動

画
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

サ
イ

ト
．

S
ta

te
r（

$
1
4
/月

）

1
ル

ー
ム

5
人

ま
で

，
1
ア

カ
ウ

ン
ト

5
ル

ー
ム

ま
で

S
ta

n
d

a
rd

（
$

2
4
/月

）

1
ル

ー
ム

1
0
人

ま
で

，
1
ア

カ
ウ

ン
ト

1
0
ル

ー
ム

ま
で

P
re

m
iu

m
（

$
3
9
/月

）

1
ル

ー
ム

2
5
人

ま
で

，
1
ア

カ
ウ

ン
ト

2
5
ル

ー
ム

ま
で

P
ro

（
$

6
9
~

/月
）

無
制

限
/操

作
可

能

月
額

5
0
0
円

（
プ

ラ
イ

ム
会

員
登

録
）

U
n

iv
e
rs

it
y 

o
f 

W
e
s
te

rn
 S

yd
n

y

U
n

iv
e
ri

s
ty

 o
f 

W
a
rw

ic
k

H
a
rv

e
rd

 U
n

iv
e
rs

it
y

U
n

iv
e
rs

it
y 

o
f 

C
a
li
fo

rn
ia

  
B

e
rk

le
y

A
m

a
zo

n
 W

e
b

 S
e
rv

ic
e
（

A
W

S
）

に
よ

る
ラ

イ
ブ

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
講

座

東
京

ｅ
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

タ
2
0
2
1

h
tt

p
s
:/

/s
c
ri

b
b

la
r.

c
o
m

/
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.t

w
it

c
h

.t
v/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

5
1

5
2

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

P
e
a
rD

e
c
k
,I
n

c
.

D
is

c
o
rd

「
P

e
a
rD

e
c
k
」

「
D

IS
C

O
R

D
」

a
to

o
lf

o
rG

o
o
g
le

S
li
d

e
p

re
s
e
n

ta
ti

o
n

s
a
n

d
te

m
p

la
te

s
th

a
ta

ll
o
w

s
yo

u
to

tr
a
n

s
fo

rm

“p
re

s
e
n

ta
ti

o
n

s
in

to
c
la

s
s
ro

o
m

c
o
n

ve
rs

a
ti

o
n

s
w

it
h

a
n

a
rr

a
yo

fi
n

te
ra

c
ti

ve
a
n

d
fo

rm
a
ti

ve
a
s
s
e
s
s
m

e
n

tq
u

e
s
ti

o
n

s
.”

ボ
イ

ス
チ

ャ
ッ

ト

米
国

P
e
e
rD

e
c
k
社

が
提

供
す

る
招

待
さ

れ
た

人
同

士
の

音
声

・
動

画
チ

ャ
ッ

ト
空

間
．

読
書

会
，

ダ
ン

ス
教

室
，

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
等

が
使

用
例

と
し

て
示

さ
れ

て
い

る
．

B
a
s
ic

（
無

料
）

In
d

iv
id

u
a
l 
P

re
m

iu
m

（
$

1
4
9
.9

9
/年

）

教
師

用
ダ

ッ
シ

ュ
ボ

ー
ド

，
S

tu
d

e
n

t 
P

a
c
e
d

モ
ー

ド

S
c
h

o
o
ls

 &
 D

is
tr

ic
ts

（
要

相
談

）

L
M

S
統

合
，

効
果

レ
ポ

ー
ト

等
の

追
加

$
9
.9

9
/月

詳
細

不
明

C
o
ll
a
g
e
 B

o
a
rd

（
A

P
 S

tu
d

e
n

ts
)

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.p

e
a
rd

e
c
k
.c

o
m

/
h

tt
p

s
:/

/d
is

c
o
rd

.c
o
m

/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

5
3

5
4

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

T
e
a
m

V
ie

w
e
rG

e
rm

a
n

yG
m

b
H

C
h

a
tw

o
rk

株
式

会
社

「
T
e
a
m

V
ie

w
e
r」

「
C

h
a
tw

o
rk

」

リ
モ

ー
ト

ア
ク

セ
ス

，
リ

モ
ー

ト
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
，

リ
モ

ー
ト

サ
ポ

ー
ト

の
た

め
の

包
括

的
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

グ
ル

ー
プ

チ
ャ

ッ
ト

，
タ

ス
ク

管
理

，
フ

ァ
イ

ル
管

理
，

ビ
デ

オ
/音

声
通

話

T
e
a
m

V
ie

w
e
rは

リ
モ

ー
ト

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

、
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
共

有
、

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
、

W
e
b

セ
ミ

ナ
ー

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
間

の
フ

ァ
イ

ル
転

送
用

の
独

自
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

パ
ッ

ケ
ー

ジ
で

あ
る

．

C
h

a
tw

o
rk

は
、

業
務

の
効

率
化

と
会

社
の

成
長

を
目

的
と

し
た

メ
ー

ル
・

電
話

・
会

議
に

代
わ

る
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

で
す

。

ビ
ジ

ネ
ス

（
\

5
0

0
0

/月
）

ア
カ

ウ
ン

ト
数

１
，

接
続

元
台

数
３

，
接

続
先

台
数

無
制

限
，

同
時

接
続

数
１

，
管

理
で

き
る

無
人

ア
ク

セ
ス

デ
バ

イ
ス

数
2
0
0
，

モ
バ

イ
ル

機
器

へ
の

接

続
：

ア
ド

オ
ン

可
能

プ
レ

ミ
ア

ム
（

\
1

0
0

0
0

/月
）

ア
カ

ウ
ン

ト
数

最
大

1
5
，

接
続

元
台

数
無

制
限

，
接

続
先

台
数

無
制

限
，

同
時

接
続

数
１

～
，

管
理

で
き

る
無

人
ア

ク
セ

ス
デ

バ
イ

ス
数

3
0
0
，

モ
バ

イ
ル

機
器

へ
の

接
続

：
ア

ド
オ

ン
可

能

コ
ー

ポ
レ

ー
ト

（
\

1
0

0
0

0
/月

）

ア
カ

ウ
ン

ト
数

最
大

3
0
，

接
続

元
台

数
無

制
限

，
接

続
先

台
数

無
制

限
，

同
時

接
続

数
３

～
，

管
理

で
き

る
無

人
ア

ク
セ

ス
デ

バ
イ

ス
数

5
0
0
，

モ
バ

イ
ル

機
器

へ
の

接
続

：
ア

ド
オ

ン
可

能

T
e

n
s
o

r（
価

格
：

問
い

合
わ

せ
）

ア
カ

ウ
ン

ト
数

無
制

限
，

接
続

元
台

数
無

制
限

，
接

続
先

台
数

無
制

限
，

同
時

接
続

数
無

制
限

，
管

理
で

き
る

無
人

ア
ク

セ
ス

デ
バ

イ
ス

数
無

制
限

，
モ

バ

イ
ル

機
器

へ
の

接
続

：
ア

ド
オ

ン
可

能
．

そ
の

他
，

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
，

C
o
n

d
it

io
n

a
l 
A

c
c
e
s
s，

Io
T

デ
バ

イ
ス

の
管

理
，

拡
張

現
実

（
A

R
）

サ

ポ
ー

ト
，

W
e
b

画
面

共
有

フ
リ

ー
（

無
料

）

コ
ン

タ
ク

ト
無

制
限

，
累

計
1
4
グ

ル
ー

プ
チ

ャ
ッ

ト
，

1
対

1
で

の
ビ

デ
オ

通
話

/音
声

通
話

，
2
段

階
認

証
，

5
G

B
ス

ト
レ

ー
ジ

ビ
ジ

ネ
ス

（
\

5
0
0
/月

/ユ
ー

ザ
ー

）

コ
ン

タ
ク

ト
無

制
限

，
グ

ル
ー

プ
チ

ャ
ッ

ト
無

制
限

，
複

数
人

で
の

ビ
デ

オ
通

話
/音

声
通

話
，

2
段

階
認

証
，

1
0
G

B
ス

ト
レ

ー

ジ
/ユ

ー
ザ

ー
，

広
告

の
非

表
示

，
ユ

ー
ザ

ー
管

理

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

（
\

8
0
0
/月

/ユ
ー

ザ
ー

）

コ
ン

タ
ク

ト
無

制
限

，
グ

ル
ー

プ
チ

ャ
ッ

ト
無

制
限

，
複

数
人

で
の

ビ
デ

オ
通

話
/音

声
通

話
，

2
段

階
認

証
，

1
0
G

B
ス

ト
レ

ー

ジ
/ユ

ー
ザ

ー
，

広
告

の
非

表
示

，
ユ

ー
ザ

ー
管

理
，

社
外

ユ
ー

ザ
ー

制
限

，
IP

・
モ

バ
イ

ル
端

末
制

限
，

専
用

U
R

L
機

能
，

フ
ァ

イ
ル

送
受

信
制

限
，

外
部

S
N

S
制

限
，

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
，

チ
ャ

ッ
ト

ロ
グ

・
エ

ク
ス

ポ
ー

ト
，

S
L

A

ア
オ

ウ
ル

株
式

会
社

株
式

会
社

ア
ス

カ
ク

リ
エ

イ
ト

株
式

会
社

ア
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト

株
式

会
社

A
T

IN
D

E

伊
予

鉄
総

合
企

画
株

式
会

社

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ウ

ェ
ア

株
式

会
社

イ
ン

ネ
ッ

ト
仙

台
合

同
会

社

株
式

会
社

エ
ヌ

・
エ

ス
・

エ
ム

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

中
国

他
多

数
（

U
R

L
2
）

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.t

e
a
m

vi
e
w

e
r.

c
o
m

/j
a
/

h
tt

p
s
:/

/c
o
rp

.c
h

a
tw

o
rk

.c
o
m

/j
a
/

h
tt

p
s
:/

/t
ry

-j
p

.t
e
a
m

vi
e
w

e
r.

c
o
m

/j
p

-p
a
rt

n
e
r-

to
p

/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

5
5

5
6

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

M
a
tt

e
rm

o
s
t,

In
c
.

E
ve

rn
o
te

「
M

a
tt

e
rm

o
s
t」

「
E

ve
rn

o
te

」

S
la

c
k
に

似
た

メ
ッ

セ
ー

ジ
ン

グ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
．

チ
ー

ム
，

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
る

グ
ル

ー
プ

編
成

，
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

，

グ
ル

ー
プ

チ
ャ

ッ
ト

，
音

声
・

ビ
デ

オ
・

画
面

共
有

，
フ

ァ
イ

ル
・

画
像

・
リ

ン
ク

共
有

，
絵

文
字

，
多

言
語

対
応

ノ
ー

ト
作

成
，

ノ
ー

ト
ブ

ッ
ク

の
作

成
，

ノ
ー

ト
の

共
有

，
グ

ル
ー

プ
チ

ャ
ッ

ト
，

他
の

ア
プ

リ
と

の
連

携
，

文
書

ス
キ

ャ
ン

，

W
e
b

ク
リ

ッ
プ

，
文

書
内

検
索

，

M
a
tt

e
rm

o
s
t 

は
、

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
の

セ
ル

フ
ホ

ス
テ

ィ
ン

グ
式

の
チ

ャ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

。
組

織
や

企
業

の
内

部

チ
ャ

ッ
ト

と
し

て
設

計
さ

れ
て

お
り

、
S

la
c
k
の

代
替

と
し

て
売

り
出

さ
れ

て
い

る
。

E
ve

rn
o
te

は
、

ノ
ー

ト
を

取
る

よ
う

に
情

報
を

蓄
積

す
る

サ
ー

ビ
ス

で
あ

る
。

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

向
け

の
個

人
用

ド

キ
ュ

メ
ン

ト
管

理
シ

ス
テ

ム
と

も
言

え
る

。
開

発
・

提
供

の
会

社
は

E
ve

rn
o
te

 C
o
rp

o
ra

ti
o
n

で
あ

る
。

競
合

サ
ー

ビ
ス

に

M
ic

ro
s
o
ft

 O
n

e
N

o
te

、
G

o
o
g
le

 K
e
e
p

、
S

im
p

le
n

o
te

な
ど

が
あ

る
．

E
n

te
rp

ri
s
e

 E
0
（

$
0
 /

u
s
e

r/
m

o
n

th
）

自
己

ホ
ス

ト
1
対

1
/グ

ル
ー

プ
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

，
フ

ァ
イ

ル
共

有
・

検
索

，
ネ

ー
テ

ィ
ブ

ア
プ

リ
fo

r 
iO

S
, 
A

n
d

ro
id

, 

W
in

d
o
w

s
, 
M

a
c
 a

n
d

 L
in

u
x，

無
制

限
の

統
合

，
カ

ス
タ

ム
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

ツ
ー

ル
，

無
制

限
の

検
索

履
歴

，
多

言
語

翻

訳
，

月
次

改
善

，
多

要
素

認
証

．

E
n

te
rp

ri
s
e

 E
1
0
（

$
3
.2

5
 /

u
s
e

r/
m

o
n

th
）

強
制

多
要

素
認

証
，

ゲ
ス

ト
ア

カ
ウ

ン
ト

，
ア

ク
テ

ィ
ブ

デ
ィ

レ
ク

ト
リ

/シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
，

暗
号

化
さ

れ
た

プ
ッ

シ
ュ

通
知

，
翌

日
サ

ポ
ー

ト
，

パ
ー

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
デ

フ
ォ

ル
ト

，
ア

ク
セ

ス
管

理
ポ

リ
シ

ー
の

拡
張

．

E
n

te
rp

ri
s
e

 E
2
0
（

$
8
.5

0
 /

u
s
e

r/
m

o
n

th
）

高
可

用
性

，
事

件
対

応
，

ア
ク

テ
ィ

ブ
デ

ィ
レ

ク
ト

リ
/グ

ル
ー

プ
同

期
，

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

拡
張

，
O

k
ta

 /
 O

n
e
L

o
g
in

 /
 

A
D

F
S

 S
A

M
L

 2
.0

　
O

ff
ic

e
3
6
5
 s

u
it

e
統

合
，

ロ
ー

ル
・

パ
ー

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

設
定

ア
ド

オ
ン

と
し

て
，

P
re

m
iu

m
 s

u
p

p
o
rt

 

w
it

h
 S

L
A

，
C

u
s
to

m
 s

e
rv

ic
e
s

ベ
ー

シ
ッ

ク
（

無
料

）

同
期

端
末

２
台

ま
で

，
検

索
機

能
，

タ
グ

，
ノ

ー
ト

上
限

サ
イ

ズ
2
5
M

B
，

6
0
M

B
の

月
間

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

容
量

，
ノ

ー
ト

の
オ

フ
ラ

イ
ン

使
用

：
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
の

み

プ
レ

ミ
ア

ム
（

\
6
0
0
/月

）

同
期

端
末

無
制

限
，

検
索

機
能

，
タ

グ
，

ノ
ー

ト
上

限
サ

イ
ズ

2
0
0
M

B
，

1
0
G

B
の

月
間

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

容
量

，
ノ

ー
ト

の
オ

フ

ラ
イ

ン
使

用
：

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

と
モ

バ
イ

ル
，

P
D

F
に

注
釈

を
追

加
，

O
ff

ic
e
 文

書
や

 P
D

F
 の

中
ま

で
文

字
検

索
，

カ
ス

タ
ム

テ
ン

プ
レ

ー
ト

の
作

成
，

ホ
ー

ム
画

面
の

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

 

B
u

s
in

e
s
s
（

\
1
1
0
0
/月

）

プ
レ

ミ
ア

ム
プ

ラ
ン

の
全

機
能

＋
共

有
ス

ペ
ー

ス
で

共
同

作
業

，
チ

ー
ム

の
作

業
履

歴
を

確
認

，
ア

カ
ウ

ン
ト

を
一

括
管

理
，

チ
ー

ム
の

デ
ー

タ
と

ア
ク

セ
ス

を
管

理
，

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
 (

S
S

O
) 

で
素

早
く

ロ
グ

イ
ン

，
会

社
・

組
織

に
よ

る
デ

ー
タ

の
所

有
，

2
0
G

B
 +

 2
G

B
/ユ

ー
ザ

 の
月

間
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
容

量

S
a
m

s
u

n
g

N
R

I

D
e
lo

it
te

N
a
s
d

a
q

M
iz

u
h

o

h
tt

p
s
:/

/m
a
tt

e
rm

o
s
t.

c
o
m

/
h

tt
p

s
:/

/e
ve

rn
o
te

.c
o
m

/i
n

tl
/j

p
/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

5
7

5
8

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

N
o
ti

o
n

L
a
b

s
,I
n

c
.

A
tl

a
s
s
ia

n

「
N

o
ti

o
n

」
「

C
o
n

fl
u

e
n

c
e
」

N
o
ti

o
n

は
、

タ
ス

ク
、

W
ik

i、
お

よ
び

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
統

合
す

る
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
サ

ポ
ー

ト
を

備
え

た
メ

モ
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
及

び
サ

ー
ビ

ス
。

同
社

は
こ

の
ア

プ
リ

を
、

メ
モ

作
成

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
、

タ
ス

ク
管

理
の

た
め

の
オ

ー
ル

イ
ン

ワ
ン

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
と

説
明

し
て

い
る

。

チ
ー

ム
で

の
共

同
作

業
の

た
め

の
ワ

ー
ク

ス
ペ

ー
ス

．
ビ

ジ
ネ

ス
向

け
で

は
あ

る
が

，
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
/課

題
管

理
，

そ
の

他
機

能
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
集

合
．

N
o
ti

o
n

は
、

タ
ス

ク
、

W
ik

i、
お

よ
び

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
統

合
す

る
マ

ー
ク

ダ
ウ

ン
サ

ポ
ー

ト
を

備
え

た
メ

モ
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
及

び
サ

ー
ビ

ス
。

同
社

は
こ

の
ア

プ
リ

を
、

メ
モ

作
成

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
、

タ
ス

ク
管

理
の

た
め

の
オ

ー
ル

イ
ン

ワ
ン

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
と

説
明

し
て

い
る

。

C
o
n

fl
u

e
n

c
e
は

Ja
va

で
作

成
さ

れ
、

主
に

ビ
ジ

ネ
ス

で
使

用
さ

れ
る

W
e
b

ベ
ー

ス
企

業
向

け
ウ

ィ
キ

で
あ

る
。

ア
ト

ラ
シ

ア
ン

が

開
発

・
販

売
を

行
っ

て
い

る
。

C
o
n

fl
u

e
n

c
e
は

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
と

し
て

も
ホ

ス
テ

ィ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

も

販
売

さ
れ

て
い

る
。

P
e

rs
o

n
a

l（
無

料
）

ペ
ー

ジ
・

ブ
ロ

ッ
ク

無
制

限
，

ゲ
ス

ト
5
人

，
デ

バ
イ

ス
間

共
有

P
e

rs
o

n
a

l 
P

ro
（

$
4
/
月

）

P
a
rs

o
n

a
lの

機
能

に
加

え
て

，
フ

ァ
イ

ル
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
無

制
限

，
ゲ

ス
ト

無
制

限
，

編
集

履
歴

T
e

a
m

（
$

8
/メ

ン
バ

ー
/
月

）

P
ro

の
機

能
に

加
え

て
，

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
無

制
限

，
協

同
ワ

ー
ク

ス
ペ

ー
ス

，
パ

ー
ミ

ッ
シ

ョ
ン

設
定

，
管

理
者

ツ
ー

ル

E
n

te
rp

ri
s
e

（
要

相
談

）

T
e
a
m

の
機

能
に

加
え

て
，

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
，

S
C

IM
 A

P
I，

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

拡
張

，
管

理
者

常
駐

，
カ

ス
タ

ム
契

約

F
re

e
（

無
料

）

1
0
ユ

ー
ザ

ー
ま

で
，

サ
イ

ト
数

１
，

ス
ペ

ー
ス

・
ペ

ー
ジ

数
無

制
限

，
マ

ク
ロ

，
ペ

ー
ジ

構
造

ツ
リ

ー
表

示
，

ペ
ー

ジ
履

歴
，

テ
ン

プ
レ

ー
ト

ラ
イ

ブ
ラ

リ
，

ア
プ

リ
統

合
・

2
G

B
ス

ト
レ

ー
ジ

．

S
ta

n
d

a
rd

（
￥

6
0
0
/人

/月
）

1
0
0
0
0
ユ

ー
ザ

ー
ま

で
，

サ
イ

ト
数

１
，

ス
ペ

ー
ス

・
ペ

ー
ジ

数
無

制
限

，
マ

ク
ロ

，
ペ

ー
ジ

構
造

ツ
リ

ー
表

示
，

ペ
ー

ジ
履

歴
，

テ
ン

プ
レ

ー
ト

ラ
イ

ブ
ラ

リ
，

ア
プ

リ
統

合
，

ペ
ー

ジ
パ

ー
ミ

ッ
シ

ョ
ン

，
ペ

ー
ジ

の
ア

ー
カ

イ
ブ

，
ベ

ー
ジ

イ
ン

サ
イ

ト
．

2
5
0
G

B
ス

ト
レ

ー
ジ

．

P
re

m
iu

m
（

￥
1
,1

9
0
/人

/月
）

1
0
0
0
0
ユ

ー
ザ

ー
ま

で
，

サ
イ

ト
数

１
，

ス
ペ

ー
ス

・
ペ

ー
ジ

数
無

制
限

，
マ

ク
ロ

，
ペ

ー
ジ

構
造

ツ
リ

ー
表

示
，

ペ
ー

ジ
履

歴
，

テ
ン

プ
レ

ー
ト

ラ
イ

ブ
ラ

リ
，

ア
プ

リ
統

合
，

ペ
ー

ジ
パ

ー
ミ

ッ
シ

ョ
ン

，
ペ

ー
ジ

の
ア

ー
カ

イ
ブ

，
ベ

ー
ジ

イ
ン

サ
イ

ト
，

分
析

，
監

査
パ

ー
ミ

ッ
シ

ョ
ン

，
空

白
ア

ー
カ

イ
ブ

ペ
ー

ジ
，

チ
ー

ム
カ

レ
ン

ダ
ー

，
外

部

協
同

，
オ

ー
ト

メ
ー

シ
ョ

ン
．

無
制

限
ス

ト
レ

ー
ジ

．

E
n

te
rp

ri
s
e

（
8

0
1
 -

 1
0
0
0
人

：
$

9
2
,6

2
5
，

1
8
0
1
 -

 2
0
0
0
人

：
$

1
7
5
,1

2
5
，

6
5
0
1
 -

 7
0
0
0
人

：
$

5
8
7
,6

2
5
，

9
5
0
1
 -

 1
0
0
0
0
人

：
$

8
3
5
,1

2
5
）

1
0
0
0
0
ユ

ー
ザ

ー
ま

で
，

サ
イ

ト
数

無
制

限
，

ス
ペ

ー
ス

・
ペ

ー
ジ

数
無

制
限

，
マ

ク
ロ

，
ペ

ー
ジ

構
造

ツ
リ

ー
表

示
，

ペ
ー

ジ
履

歴
，

テ
ン

プ
レ

ー
ト

ラ
イ

ブ
ラ

リ
，

ア
プ

リ

統
合

，
ペ

ー
ジ

パ
ー

ミ
ッ

シ
ョ

ン
，

ペ
ー

ジ
の

ア
ー

カ
イ

ブ
，

ベ
ー

ジ
イ

ン
サ

イ
ト

，
分

析
，

監
査

パ
ー

ミ
ッ

シ
ョ

ン
，

空
白

ア
ー

カ
イ

ブ
ペ

ー
ジ

，
チ

ー
ム

カ
レ

ン
ダ

ー
，

外

部
協

同
，

オ
ー

ト
メ

ー
シ

ョ
ン

．
無

制
限

ス
ト

レ
ー

ジ
．

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.n

o
ti

o
n

.s
o
/

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.a

tl
a
s
s
ia

n
.c

o
m

/j
a
/s

o
ft

w
a
re

/c
o
n

fl
u

e
n

c
e
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

5
9

6
0

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

K
a
h

o
o
t!

「
T
re

ll
o
」

「
K

a
h

o
o
t」

ボ
ー

ド
，

リ
ス

ト
，

カ
ー

ド
に

よ
っ

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
行

を
管

理
す

る
．

ゲ
ー

ム
ベ

ー
ス

の
学

習
，

競
争

と
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

コ
ン

テ
ン

ツ
の

強
化

T
re

ll
o
は

F
o
g
 C

re
e
k
 S

o
ft

w
a
re

が
2
0
1
1
年

に
開

発
し

た
ウ

ェ
ブ

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
。

2
0
1
4
年

に
分

社
化

し
、

2
0
1
7

年
1
月

に
ア

ト
ラ

シ
ア

ン
に

売
却

さ
れ

た
。

 他
の

事
業

部
利

益
の

助
成

を
受

け
フ

リ
ー

ミ
ア

ム
で

運
営

し
て

い
る

。
基

本
無

料
で

あ
り

2
0
1
3
年

に
商

用
有

料
サ

ー
ビ

ス
が

開
始

し
た

。

K
a
h

o
o
t！

は
ゲ

ー
ム

ベ
ー

ス
の

学
習

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
あ

り
、

学
校

や
そ

の
他

の
教

育
機

関
で

教
育

技
術

と
し

て
使

用
さ

れ

て
い

ま
す

。
そ

の
学

習
ゲ

ー
ム

「
k
a
h

o
o
ts

」
は

、
ユ

ー
ザ

ー
が

作
成

し
た

多
肢

選
択

式
の

ク
イ

ズ
で

あ
り

、
W

e
b

ブ
ラ

ウ
ザ

ー

ま
た

は
K

a
h

o
o
tア

プ
リ

か
ら

ア
ク

セ
ス

で
き

ま
す

。

F
re

e
（

無
料

）

無
制

限
の

カ
ー

ド
，

無
制

限
の

メ
ン

バ
ー

，
最

大
 1

0
 件

の
ボ

ー
ド

，
1
 ボ

ー
ド

に
つ

き
 1

 つ
の

 P
o
w

e
r-

U
p

，
無

制
限

の
ス

ト
レ

ー
ジ

 (
1
0
 M

B
/フ

ァ
イ

ル
)，

自
動

コ
マ

ン
ド

の
実

行
 5

0
 回

/月
，

無
制

限
の

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
 ロ

グ
，

担
当

者
と

期
限

，
iO

S
 お

よ
び

 A
n

d
ro

id
 モ

バ
イ

ル
 ア

プ
リ

，
2
 要

素
認

証 B
u

s
in

e
s
s
 C

la
s
s
（

$
1

0
/ユ

ー
ザ

ー
/月

）

F
re

e
 プ

ラ
ン

に
含

ま
れ

て
い

る
も

の
全

て
，

プ
ラ

ス
：

無
制

限
の

ボ
ー

ド
，

無
制

限
の

 P
o
w

e
r-

U
p

，
ダ

ッ
シ

ュ
ボ

ー
ド

 ビ
ュ

ー
  
(新

規
)，

タ
イ

ム
ラ

イ

ン
 ビ

ュ
ー

  
(新

規
)，

チ
ー

ム
 テ

ー
ブ

ル
 ビ

ュ
ー

  
(ベ

ー
タ

)，
カ

レ
ン

ダ
ー

 ビ
ュ

ー
  
(新

規
)，

高
度

な
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

，
マ

ッ
プ

 ビ
ュ

ー
，

自
動

化

コ
マ

ン
ド

の
実

行
 1

,0
0
0
 回

 /
 チ

ー
ム

 +
 2

0
0
 回

 /
 ユ

ー
ザ

ー
 (

最
大

 6
,0

0
0
 回

 /
 月

)，
無

制
限

の
ス

ト
レ

ー
ジ

 (
2
5
0
M

B
 /

 フ
ァ

イ
ル

)，
管

理
者

お
よ

び
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
機

能
，

チ
ー

ム
 ボ

ー
ド

 テ
ン

プ
レ

ー
ト

，
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
，

閲
覧

者
，

シ
ン

グ
ル

 ボ
ー

ド
 ゲ

ス
ト

，
カ

ス
タ

ム
背

景
と

ス
テ

ッ
カ

ー
，

検
索

条
件

の
保

存
，

P
ri

o
ri

ty
 サ

ポ
ー

ト
，

G
o
o
g
le

 A
p

p
s 

サ
イ

ン
オ

ン
，

単
体

デ
ー

タ
の

エ
ク

ス
ポ

ー
ト

E
n

te
rp

ri
s
e

（
要

相
談

）

B
u

si
n

e
ss

 C
la

s
s 

の
内

容
す

べ
て

に
加

え
：

組
織

全
体

の
許

可
，

公
開

範
囲

が
組

織
の

ボ
ー

ド
，

公
開

ボ
ー

ド
管

理
，

マ
ル

チ
 ボ

ー
ド

 ゲ
ス

ト
，

添
付

フ
ァ

イ
ル

の
許

可
，

P
o
w

e
r-

U
p

 の
管

理
，

自
動

コ
マ

ン
ド

の
実

行
が

無
制

限
．

S
ta

n
d

a
rd

（
$

1
0

/ホ
ス

ト
/月

）
※

ホ
ス

ト
と

は
，

ゲ
ー

ム
を

創
り

，
提

供
す

る
ユ

ー
ザ

ー
の

こ
と

．

2
0
名

ま
で

の
プ

レ
ー

ヤ
ー

，
セ

ル
フ

ペ
ー

ス
チ

ャ
レ

ン
ジ

，
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
ホ

ス
ト

，
M

ic
ro

so
ft

T
e
a
m

sと
の

統
合

，
質

問
バ

ン

ク
，

解
答

画
像

，
チ

ー
ム

ス
ペ

ー
ス

，
保

留
音

オ
プ

シ
ョ

ン
，

オ
ン

ラ
イ

ン
サ

ポ
ー

ト
．

P
ro

（
$

1
9

/ホ
ス

ト
/月

）

5
0
名

ま
で

の
プ

レ
ー

ヤ
ー

，
セ

ル
フ

ペ
ー

ス
チ

ャ
レ

ン
ジ

，
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
ホ

ス
ト

，
M

ic
ro

so
ft

T
e
a
m

sと
の

統
合

，
質

問
バ

ン

ク
，

解
答

画
像

，
テ

ン
プ

レ
ー

ト
，

パ
ズ

ル
，

複
数

選
択

ア
ン

ケ
ー

ト
，

画
像

ラ
イ

ブ
ラ

リ
，

ス
ラ

イ
ド

，
投

票
，

最
大

グ
ル

ー
プ

数
３

，
チ

ー
ム

ス
ペ

ー

ス
，

保
留

音
オ

プ
シ

ョ
ン

，
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

，
オ

ン
ラ

イ
ン

サ
ポ

ー
ト

．

K
a

h
o

o
t!

3
6

0
 P

lu
s
（

$
3

9
/ホ

ス
ト

/月
）

1
0
0
名

ま
で

の
プ

レ
ー

ヤ
ー

，
セ

ル
フ

ペ
ー

ス
チ

ャ
レ

ン
ジ

，
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
ホ

ス
ト

，
M

ic
ro

so
ft

T
e
a
m

sと
の

統
合

，
K

a
h

o
o
t!

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

，
質

問
バ

ン
ク

，
解

答
画

像
，

テ
ン

プ
レ

ー
ト

，
パ

ズ
ル

，
複

数
選

択
ア

ン
ケ

ー
ト

，
回

答
入

力
，

画
像

ラ
イ

ブ
ラ

リ
，

ス
ラ

イ
ド

，
投

票
，

ワ
ー

ド
ク

ラ
ウ

ド
，

自
由

記
述

ア
ン

ケ
ー

ト
，

ス
ラ

イ
ド

イ
ン

ポ
ー

ト
，

ブ
レ

イ
ン

ス
ト

ー
ム

，
ア

ド
バ

ン
ス

ト
レ

ポ
ー

ト
，

最
大

グ
ル

ー
プ

数
無

制

限
，

チ
ー

ム
ス

ペ
ー

ス
，

保
留

音
オ

プ
シ

ョ
ン

，
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

，
オ

ン
ラ

イ
ン

サ
ポ

ー
ト

，
柔

軟
な

支
払

い
オ

プ
シ

ョ
ン

，
シ

ン
グ

ル
サ

イ
ン

オ
ン

．

G
o
o
g
le

F
e
n

d
e
r

S
q

u
a
re

s
p

a
c
e

C
o
s
tc

o

A
m

a
zo

n

S
a
le

sf
o
rc

e

fa
c
e
b

o
o
k

h
p

D
E

L
L

E
xp

e
d
ia

3
M

W
h

ir
lp

o
o
l

M
o
n

d
e
le

z

in
te

l

W
a
lm

a
rt

h
tt

p
s
:/

/t
re

ll
o
.c

o
m

/h
o
m

e
h

tt
p

s
:/

/k
a
h

o
o
t.

c
o
m

/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

6
1

6
2

「
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

「協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル
」

M
o
ja

n
g
（

M
ic

ro
s
o
ft

が
買

収
）

「
D

ra
w

p
」

「
M

in
e
c
ra

ft
」

K
-1

2
学

年
の

た
め

の
創

造
，

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

，
コ

ン
テ

ン
ツ

，
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
．

低
学

年
図

工
・

美
術

向

け
？

M
in

e
c
ra

ft
の

世
界

は
す

べ
て

ブ
ロ

ッ
ク

で
出

来
て

い
て

、
ブ

ロ
ッ

ク
を

壊
し

て
素

材
を

手
に

入
れ

、
そ

の
素

材
を

も
と

に
建

物
や

家
具

な
ど

を
作

っ
た

り
、

ブ
ロ

ッ
ク

の
組

み
合

わ
せ

で
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
世

界
を

構
築

し
た

り
、

そ
の

世
界

の
な

か
を

冒
険

し
た

り
、

創
意

工
夫

し
て

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
し

な
が

ら

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
他

ユ
ー

ザ
ー

が
作

っ
た

世
界

へ
行

っ
た

り
、

多
く

の
ユ

ー
ザ

ー
と

一
緒

に
遊

ん
だ

り
す

る
こ

と
も

可
能

。
共

同
作

業
を

通
じ

て
，

協
調

性
，

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
的

思
考

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
．

K
-1

2
学

年
の

た
め

の
創

造
，

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

，
コ

ン
テ

ン
ツ

，
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
．

低
学

年
図

工
・

美
術

向

け
？

M
in

e
c
ra

ft
は

、
マ

ル
ク

ス
・

ペ
ル

ソ
ン

と
M

o
ja

n
g
 S

tu
d

io
s
の

社
員

が
Ja

va
を

用
い

て
開

発
し

た
サ

ン
ド

ボ
ッ

ク
ス

ビ
デ

オ

ゲ
ー

ム
で

あ
る

。
 日

本
国

内
で

は
「

マ
イ

ク
ラ

」
と

略
称

さ
れ

、
サ

バ
イ

バ
ル

生
活

を
楽

し
ん

だ
り

、
自

由
に

ブ
ロ

ッ
ク

を
配

置

し
建

築
等

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

。

家
庭

向
け

：
$

0
.9

9

fo
r 

S
c
h

o
o
lも

あ
る

が
，

非
公

開

使
用

す
る

デ
バ

イ
ス

に
よ

っ
て

異
な

る

W
in

d
o
w

s
で

は
3
1
5
0
円

N
in

te
n

d
o
 S

w
it

c
h

で
は

3
9
6
0
円

P
la

yS
ta

ti
o
n

4
で

は
2
6
4
0
円

E
d

u
c
a
ti

o
n

 E
d

it
io

n
は

無
料

N
S

F
予

算
で

作
成

，
M

ic
ro

s
o
ft

，
G

o
o
g
le

 f
o
r 

E
d

u
c
a
ti

o
n

パ
ー

ト
ナ

ー
．

い
く

つ
か

の
D

is
tr

ic
tが

使
っ

て
い

る
模

様
．

立
命

館
小

学
校

新
宿

山
吹

高
校

U
R

L
2

東
京

都
公

立
小

学
校

高
知

県
土

佐
市

教
育

委
員

会

徳
島

県
東

み
よ

し
町

教
育

委
員

会

U
R

L
3

h
tt

p
s
:/

/d
ra

w
p

.i
t/

h
tt

p
s
:/

/e
d

u
c
a
ti

o
n

.m
in

e
c
ra

ft
.n

e
t/

h
tt

p
s
:/

/c
o
e
te

c
o
.j
p

/a
rt

ic
le

s
/1

0
4
1
5

h
tt

p
s
:/

/t
h

e
w

o
n

d
e
r.

it
/a

rt
ic

le
/2

0
7
/d

e
s
c
ri

p
ti

o
n

/#
m

id
a
s
h

i2
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

6
3

6
4

「
セ
ン
シ
ン
グ
」

「セ
ン
シ
ン
グ
」

M
IT

H
IT

A
C

H
I

「
S

e
n

s
e
i」

（
靴

に
取

り
付

け
た

加
速

度
セ

ン
サ

ー
か

ら
，

幼
児

の
関

わ
り

を
見

出
し

，
教

師
の

支
援

に
洞

察
を

も
た

ら
す

研
究

）
「

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

セ
ン

サ
ー

を
用

い
た

教
育

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
」

幼
児

の
発

達
と

社
会

的
相

互
作

用
を

把
握

す
る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

を
含

む
学

習
環

境
．

1
分

間
に

1
5
回

，
セ

ン
サ

ー
が

場

所
を

把
握

す
る

．

慢
性

的
な

教
員

不
足

と
な

っ
て

い
る

教
育

現
場

で
は

、
若

手
教

師
の

早
期

育
成

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

セ
ン

サ
ー

を
活

用
し

て
、

授
業

中
の

教
師

と
生

徒
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

計
測

し
、

見
え

る
化

。
分

析
結

果

を
教

師
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

、
若

手
教

師
の

指
導

力
向

上
を

支
援

し
ま

す
。

幼
児

の
発

達
と

社
会

的
相

互
作

用
を

把
握

す
る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

を
含

む
学

習
環

境
．

1
分

間
に

1
5
回

，
セ

ン
サ

ー
が

場

所
を

把
握

す
る

．

慢
性

的
な

教
員

不
足

と
な

っ
て

い
る

教
育

現
場

で
は

、
若

手
教

師
の

早
期

育
成

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

セ
ン

サ
ー

を
活

用
し

て
、

授
業

中
の

教
師

と
生

徒
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

計
測

し
、

見
え

る
化

。
分

析
結

果

を
教

師
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

、
若

手
教

師
の

指
導

力
向

上
を

支
援

し
ま

す
。

個
別

見
積

米
国

中
の

モ
ン

テ
ッ

ソ
ー

リ
教

育
学

校
に

配
備

さ
れ

て
い

る
．

N
H

K
で

も
紹

介
さ

れ
た

．

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
 ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス

h
tt

p
s
:/

/y
o
u

tu
.b

e
/Q

Q
Z

l-
U

g
o
7
b

I
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.h

it
a
c
h

i.
c
o
.j
p

/p
ro

d
u

c
ts

/i
t/

lu
m

a
d

a
/u

s
e
c
a
s
e
/c

a
s
e
/l

u
m

a
d

a
_u

c
_0

1
2
1
5
.h

tm
l

h
tt

p
s
:/

/d
l.
a
c
m

.o
rg

/d
o
i/

a
b

s
/1

0
.1

1
4
5
/3

1
6
1
1
7
2
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

6
5

6
6

「
セ
ン
シ
ン
グ
」

「セ
ン
シ
ン
グ
」

M
IR

A
X

IA
JI

N
S

「
集

中
力

セ
ン

シ
ン

グ
」

JI
N

S
 M

E
M

E

カ
メ

ラ
で

学
習

者
の

顔
を

認
識

し
、

そ
の

表
情

や
顔

の
向

き
、

体
の

動
き

等
の

デ
ー

タ
を

基
に

A
Iに

よ
っ

て
解

析
す

る
こ

と
で

、

集
中

力
を

検
知

す
る

こ
と

が
可

能
な

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

ラ
イ

ブ
ラ

リ
．

カ
メ

ラ
で

学
習

者
の

顔
を

認
識

し
、

そ
の

表
情

や
顔

の
向

き
、

体
の

動
き

等
の

デ
ー

タ
を

基
に

A
Iに

よ
っ

て
解

析
す

る
こ

と
で

、

集
中

力
を

検
知

す
る

こ
と

が
可

能
な

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

ラ
イ

ブ
ラ

リ
．

通
常

の
ウ

ェ
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

と
異

な
り

、
カ

メ
ラ

の
み

を

使
用

す
る

た
め

学
習

者
へ

の
負

担
に

は
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

既
に

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
等

で
カ

メ
ラ

付
き

デ
バ

イ
ス

を
使

用
し

て

い
る

場
合

、
新

た
に

デ
バ

イ
ス

を
購

入
す

る
こ

と
な

く
、

導
入

が
可

能
で

す
。

集
中

力
が

見
え

る
こ

と
に

よ
り

、
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
の

声
掛

け
に

よ
る

高
い

集
中

力
の

維
持

、
集

中
が

で
き

る
学

習
環

境
の

最

適
化

や
、

集
中

力
の

続
く

学
習

コ
ン

テ
ン

ツ
の

作
成

、
集

中
力

の
測

定
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
個

別
の

最
適

化
を

行
う

こ
と

が
可

能

で
す

。

集
中

力
や

体
の

動
き

を
捉

え
，

生
活

に
活

か
す

メ
ガ

ネ
．

ア
プ

リ
と

連
携

し
て

「
脳

の
万

歩
計

」
「

覚
醒

度
の

変
化

か
ら

安
全

な

ド
ラ

イ
ブ

」
「

体
幹

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

」
「

ラ
ン

ニ
ン

グ
フ

ォ
ー

ム
と

ブ
レ

か
ら

，
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

効
率

化
」

な
ど

を
提

供
す

る
．

非
公

表
JI

N
S

 M
E

M
E

 E
S

（
\
2
7
3
0
0
＋

税
）

眼
電

位
セ

ン
サ

ー
と

6
軸

モ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
サ

ー
搭

載
．

眼
電

位
セ

ン
サ

ー
は

，
集

中
，

活
力

，
落

ち
着

き
な

ど
の

状
態

を
捉

え

る
．

JI
N

S
 M

E
M

E
 M

T
（

\
1
3
3
0
0
＋

税
）

6
軸

ジ
ャ

イ
ロ

セ
ン

サ
ー

で
運

動
を

捕
捉

．
ラ

ン
ニ

ン
グ

フ
ォ

ー
ム

と
ブ

レ
の

判
定

，
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

効
率

化
．

現
行

モ
デ

ル
は

サ
ポ

ー
ト

終
了

し
，

2
0
2
1
年

に
新

モ
デ

ル
発

売

非
公

表

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.m

ir
a
xi

a
.c

o
m

/b
u

s
in

e
s
s
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h
u

c
h

u
/

h
tt

p
s
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

6
7

6
8

「
セ
ン
シ
ン
グ
」

「セ
ン
シ
ン
グ
」

T
o
b

ii
A

I 
M

o
ti

o
n

 S
p

o
rt

s

T
o
b

ii
 P

ro
 グ

ラ
ス

 3
W

e
a
ra

b
le

M
o
ti

o
n

 S
e
n

s
o
rs

ア
イ

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

，
3
D

ア
イ

モ
デ

ル
，

熟
練

者
の

技
能

伝
承

A
I搭

載
の

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

端
末

で
リ

ア
ル

タ
イ

ム
分

析
　

青
少

年
の

運
動

能
力

に
適

切
な

評
価

・
指

導
へ

T
o
b

ii
 P

ro
 グ

ラ
ス

3
は

、
デ

ー
タ

の
品

質
や

信
頼

性
を

犠
牲

に
す

る
こ

と
な

く
、

実
世

界
の

多
く

の
研

究
環

境
を

処
理

で
き

る

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

ア
イ

ト
ラ

ッ
カ

ー
で

す
。

香
港

企
業

「
A

I 
M

o
ti

o
n

 S
p

o
rt

s
」

に
よ

る
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
．

加
速

度
セ

ン
サ

ー
を

付
け

た
，

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ

ス
を

用
い

て
，

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
運

動
測

定
を

行
い

，
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
の

指
導

水
準

を
高

め
る

．

非
公

表
非

公
表

D
e
n

s
o

JR
西

日
本

花
王

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス

東
京

海
上

日
動

火
災

保
険

H
&

H
 C

a
s
ti

n
g
s

ネ
ブ

ラ
ス

カ
大

学

N
A

S
C

A
R

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.t

o
b

ii
p

ro
.c

o
m

/j
a
/

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.a

im
o
ti

o
n

s
p

o
rt

s
.c

o
m

/e
n

/

h
tt

p
s
:/

/3
6
k
r.

jp
/5

4
4
9
8
/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

6
9

7
0

「
セ
ン
シ
ン
グ
」

「セ
ン
シ
ン
グ
」

D
a
rt

m
o
u

th
C

o
ll
e
g
e

T
h

e
U

n
iv

e
rs

it
yo

fT
e
xa

s
a
tA

u
s
ti

n
他

「
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

鬱
の

広
が

り
を

捉
え

る
ス

マ
ホ

・
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
」

「
ス

マ
ホ

の
加

速
度

セ
ン

サ
ー

と
音

声
マ

イ
ク

か
ら

活
動

時
間

と
社

会
性

を
調

査
す

る
研

究
」

キ
ャ

ン
パ

ス
ラ

イ
フ

，
鬱

，
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
デ

バ
イ

ス
加

速
度

セ
ン

サ
ー

，
音

声
，

健
康

，
行

動

本
研

究
で

は
、

学
期

の
初

め
と

終
わ

り
に

、
事

前
・

事
後

の
P

H
Q

8
を

用
い

て
学

生
の

う
つ

状
態

の
変

化
を

捉
え

、
週

ご
と

に
実

施
し

た
P

H
Q

-4
を

用
い

て
週

ご
と

の
変

化
を

捉
え

て
い

ま
す

。

重
要

な
の

は
、

携
帯

電
話

や
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
セ

ン
サ

ー
か

ら
得

ら
れ

た
症

状
の

特
徴

に
よ

り
、

学
生

が
週

単
位

で
う

つ
病

で
あ

る

か
ど

う
か

を
8
1
.5

%
の

再
現

率
と

6
9
.1

%
の

精
度

で
予

測
で

き
る

こ
と

を
示

し
て

い
る

こ
と

で
す

。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
を

使
っ

て
健

康
に

関
す

る
行

動
を

記
録

す
る

こ
と

の
有

効
性

を
評

価
す

る
研

究
。

4
8
人

の
学

生
が

、
加

速
度

計
と

マ
イ

ク
ロ

フ
ォ

ン
を

収
集

す
る

ア
プ

リ
を

1
0
週

間
使

用
し

た
。

週
間

の
活

動
量

と
体

調
の

安
定

性
の

推
定

値
は

、
以

下
の

よ
う

に
な

っ
た

。

週
単

位
の

活
動

量
と

社
会

性
の

安
定

性
の

推
定

値
は

、
高

レ
ベ

ル
に

な
っ

て
い

る
。

週
単

位
の

活
動

と
社

会
性

の
持

続
時

間
は

、
放

課
後

1
時

間
の

間
に

減
少

し
た

。

-エ
ス

ニ
シ

テ
ィ

と
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ク

ラ
ス

に
よ

っ
て

、
行

動
軌

道
の

変
化

が
予

測
さ

れ
た

。
"

商
用

ベ
ー

ス
で

な
い

商
用

ベ
ー

ス
で

な
い

h
tt

p
s
:/

/u
c
il
n

ic
a
.f

ri
.u

n
i-

lj
.s

i/
p

lu
g
in

fi
le

.p
h

p
/8

0
0
0
/m

o
d

_
p

a
g
e
/c

o
n

te
n

t/
1
3
/W

a
n

g
2
0
1
8
D

e
p

re
s
s
io

n
.p

d
f

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.s

c
ie

n
c
e
d

ir
e
c
t.

c
o
m

/s
c
ie

n
c
e
/a

rt
ic

le
/a

b
s
/p

ii
/S

0
7
4
7
5
6
3
2
1
6
3
0
7
2
8
2
?
c
a
s
a
_
to

k
e
n

=
4
6
Z

Y
r4

3
s
R

m
c
A

A
A

A
A

:d
e
g
A

4
S

8
s
X

V
F

u
w

A
rF

1
6
lf

5
0
xK

e
S

rt
5
fT

lw
O

7
H

P
-C

Y
E

3
JL

Y
N

s
e
9
Jf

H
5
Y

m
V

H
3
Z

ye
S

8
T

o
tO

P
I8

e
x7

w
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

7
1

7
2

「
セ
ン
シ
ン
グ
」

「セ
ン
シ
ン
グ
」

S
ta

n
fo

rd
U

n
iv

e
rs

it
y

東
京

農
工

大
，

早
稲

田
大

「
ア

イ
ト

ラ
ッ

キ
ン

グ
（

眼
球

運
動

の
測

定
）

か
ら

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
過

程
や

質
を

測
ろ

う
と

す
る

研
究

」
「

学
習

者
セ

ン
シ

ン
グ

の
た

め
の

筆
記

行
為

の
検

知
手

法
と

評
価

」

本
論

文
で

は
、

協
調

的
な

学
習

活
動

中
に

収
集

さ
れ

た
ア

イ
ト

ラ
ッ

キ
ン

グ
デ

ー
タ

に
対

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

分
析

技
術

の
予

備
的

な
適

用

に
つ

い
て

述
べ

る
。

第
一

に
、

協
調

的
ア

イ
ト

ラ
ッ

キ
ン

グ
デ

ー
タ

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

し
て

可
視

化
す

る
。

こ
の

よ
う

な
表

現
は

、
協

調

的
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
研

究
課

題
や

仮
説

を
立

て
る

た
め

の
出

発
点

と
し

て
役

立
つ

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

次
に

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
メ

ト
リ

ク
ス

を
計

算
す

る
こ

と
で

、
グ

ラ
フ

の
特

性
を

解
釈

し
、

学
生

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

質
を

表
す

指
標

を

見
つ

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

私
た

ち
は

、
グ

ラ
フ

の
さ

ま
ざ

ま
な

特
性

が
、

学
生

の
共

同
作

業
の

さ
ま

ざ
ま

な
側

面
と

相
関

し
て

い
る

こ

と
を

発
見

し
ま

し
た

（
例

え
ば

、
学

生
が

合
意

に
達

す
る

程
度

は
、

グ
ラ

フ
の

強
結

合
成

分
の

平
均

サ
イ

ズ
と

関
連

し
て

い
ま

し
た

）
。

 次
に

，
こ

れ
ら

の
特

徴
を

機
械

学
習

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

に
組

み
込

み
，

学
生

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

質
を

予
測

し
ま

し
た

．
そ

の
結

果
，

我
々

が
検

討
し

た
8
つ

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

次
元

の
う

ち
，

（
中

央
値

分
割

を
用

い
て

）
学

生
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
質

を
8
5
%

か
ら

1
0
0
%

の
間

の
精

度
で

大
ま

か
に

予
測

す
る

こ
と

が
で

き
た

．
最

後
に

、
「

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

・
セ

ン
シ

ン
グ

」
ツ

ー
ル

の
開

発
へ

の
示

唆

と
、

こ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

フ
ォ

ー
マ

ル
な

学
習

環
境

に
導

入
す

る
こ

と
へ

の
コ

メ
ン

ト
で

締
め

く
く

ら
れ

て
い

る
．

本
研

究
は

，
学

習
状

況
を

叮
視

化
す

る
学

習
者

セ
ン

シ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

実
現

を
目

的
と

し
て

い
る

．
そ

の
た

め
に

，
加

速
度

セ

ン
サ

を
用

い
て

学
習

者
の

筆
記

行
為

を
検

知
す

る
手

法
を

検
討

し
た

．
学

習
者

の
意

欲
や

興
味

の
多

様
化

に
よ

り
，

教
員

が
多

数

の
学

習
者

の
状

況
を

客
観

的
に

把
握

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
っ

て
い

る
．

そ
こ

で
，

行
動

識
別

の
技

術
を

用
い

る
こ

と
に

よ
り

，

書
く

に
至

っ
て

い
な

い
時

点
で

の
学

習
者

の
状

態
を

判
定

す
る

．

加
速

度
セ

ン
サ

を
組

み
込

ん
だ

筆
記

具
を

作
製

す
る

と
と

も
に

，
判

定
対

象
と

な
る

筆
記

行
為

中
の

4
種

類
の

状
態

を
設

定
し

た
．

筆
記

行
為

の
検

知
と

状
態

の
判

定
を

行
っ

た
結

果
，

こ
れ

ら
の

状
態

を
区

別
し

て
学

習
状

況
の

推
定

に
役

立
て

ら
れ

る
こ

と

が
示

唆
さ

れ
た

，

商
用

ベ
ー

ス
で

な
い

商
用

ベ
ー

ス
で

な
い

h
tt

p
s
:/

/s
ta

c
k
s
.s

ta
n

fo
rd

.e
d

u
/f

il
e
/d

ru
id

:z
k
7
9
7
n

t9
0
0
0
/v

1
2
%

2
0
C

S
C

L
-D

-1
4
-0

0
0
3
0
%

2
0
p

d
f.

p
d

f
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.j
s
ta

g
e
.j
s
t.

g
o
.j
p

/a
rt

ic
le

/j
je

t/
3
6
/S

u
p

p
l.
/3

6
_K

J0
0
0
0
8
6
0
9
8
0
7
/_

p
d

f/
-c

h
a
r/

ja
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

7
3

7
4

「
セ
ン
シ
ン
グ
」

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

豊
橋

技
術

科
学

大
学

大
学

院
Z

o
o
m

 I
n

c
.

「
モ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

サ
を

用
い

た
学

習
活

動
の

状
態

推
定

手
法

の
開

発
」

Z
o
o
m

本
研

究
は

，
客

観
的

な
セ

ン
サ

デ
ー

タ
を

用
い

て
，

学
習

活
動

状
態

を
推

定
す

る
こ

と
に

よ
り

，
効

果
的

な
教

育
評

価
手

段
の

開

発
を

目
的

と
す

る
．

主
に

パ
ソ

コ
ン

を
利

用
し

た
学

習
環

境
を

想
定

し
，

9
 軸

モ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
サ

を
用

い
て

，
五

つ
の

学
習

活

動
の

分
類

，
推

定
手

法
を

開
発

し
た

．

ビ
デ

オ
会

議
，

チ
ャ

ッ
ト

，
フ

ァ
イ

ル
共

有
，

画
面

共
有

本
研

究
は

，
客

観
的

な
セ

ン
サ

デ
ー

タ
を

用
い

て
，

学
習

活
動

状
態

を
推

定
す

る
こ

と
に

よ
り

，
効

果
的

な
教

育
評

価
手

段
の

開

発
を

目
的

と
す

る
．

主
に

パ
ソ

コ
ン

を
利

用
し

た
学

習
環

境
を

想
定

し
，

9
 軸

モ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
サ

を
用

い
て

，
五

つ
の

学
習

活

動
の

分
類

，
推

定
手

法
を

開
発

し
た

．

米
国

Z
o
o
m

 V
id

e
o
 C

o
m

m
u

n
ic

a
ti

o
n

s
社

が
提

供
す

る
ビ

デ
オ

会
議

ツ
ー

ル
．

会
議

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

リ
ン

グ
，

文
字

チ
ャ

ッ

ト
，

挙
手

等
リ

ア
ク

シ
ョ

ン
機

能
，

投
票

機
能

，
ブ

レ
ー

ク
ア

ウ
ト

セ
ッ

シ
ョ

ン
な

ど
を

備
え

る
．

商
用

ベ
ー

ス
で

な
い

パ
ー

ソ
ナ

ル
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（

無
料

）

1
0
0
人

ま
で

，
最

大
4
0
分

の
会

議
，

1
対

1
は

無
制

限

プ
ロ

（
\
2
0
1
0
0
/年

/ラ
イ

セ
ン

ス
）

最
大

1
0
0
人

（
ア

ド
オ

ン
追

加
に

よ
り

1
0
0
0
人

ま
で

対
応

）
，

時
間

無
制

限
，

S
N

S
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

，
1
G

B
ク

ラ
ウ

ド
録

画

ビ
ジ

ネ
ス

（
\
2
6
9
0
0
/年

/ラ
イ

セ
ン

ス
）

最
大

3
0
0
人

（
ア

ド
オ

ン
追

加
に

よ
り

1
0
0
0
人

ま
で

対
応

）
，

時
間

無
制

限
，

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
，

ク
ラ

ウ
ド

録
画

ト
ラ

ン

ス
ク

リ
プ

ト
，

管
理

対
象

ド
メ

イ
ン

，
会

社
の

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
，

w
it

h
N

E
C

札
幌

医
科

大
学

井
村

屋

C
a
n

o
n

T
IS

東
急

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー

ハ
ウ

ス
食

品

U
C

C

L
IX

IL

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.j
s
ta

g
e
.j
s
t.

g
o
.j
p

/a
rt

ic
le

/j
s
is

e
/3

3
/2

/3
3
_3

3
0
2
0
6
/_

p
d

f
h

tt
p

s
:/

/z
o
o
m

.u
s
/j

p
-j

p
/m

e
e
ti

n
g
s
.h

tm
l
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

7
5

7
6

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

S
la

c
k
T

e
c
h

n
o
lo

g
ie

s
M

ic
ro

s
o
ft

ビ
デ

オ
会

議
S

la
c
k

「
S

k
yp

e
」

チ
ャ

ン
ネ

ル
で

の
会

話
，

フ
ァ

イ
ル

共
有

，
ツ

ー
ル

統
合

，
社

内
外

と
の

協
同

，
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

，
音

声
通

話
，

ビ
デ

オ
通

話
，

ア
プ

リ
の

統
合

，
ワ

ー
ク

フ
ロ

ー
ビ

ル
ダ

ー

ビ
デ

オ
チ

ャ
ッ

ト
，

テ
ク

ス
ト

チ
ャ

ッ
ト

S
la

c
k
は

米
国

S
la

c
k
T
e
c
h

n
o
lo

g
ie

s
社

の
提

供
す

る
チ

ャ
ン

ネ
ル

ベ
ー

ス
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
．

S
k
yp

e
は

、
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

が
提

供
す

る
ク

ロ
ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

対
応

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
。

ビ
ジ

ネ
ス

用

途
向

け
に

は
同

社
提

供
の

S
k
yp

e
 f

o
r 

B
u

s
in

e
s
s
が

存
在

す
る

。

フ
リ

ー

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
毎

最
大

5
G

B
の

フ
ァ

イ
ル

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

，
1
0
0
0
0
件

ま
で

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

閲
覧

，
最

大
1
0
の

ア
プ

リ
統

合
．

音
声

通
話

ビ
デ

オ
通

話
1
対

1
の

み
．

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

（
￥

8
5
0
/人

）

メ
ン

バ
ー

毎
に

1
0
G

B
の

ス
ト

レ
ー

ジ
，

メ
ッ

セ
ー

ジ
，

ア
プ

リ
の

制
限

な
し

，
音

声
通

話
ビ

デ
オ

通
話

最
大

1
5
名

プ
ラ

ス
（

￥
1
6
0
0
/人

）

メ
ン

バ
ー

毎
に

2
0
G

B
の

ス
ト

レ
ー

ジ
，

メ
ッ

セ
ー

ジ
，

ア
プ

リ
の

制
限

な
し

，
音

声
通

話
ビ

デ
オ

通
話

最
大

1
5
名

以
前

は
S

ly
p

e
 f

o
r 

B
u

s
in

e
s
s
 O

n
li
n

e
が

存
在

し
た

が
，

T
e
a
m

s
に

統
合

さ
れ

た
．

慶
應

義
塾

大
学

近
畿

大
学

京
都

大
学

N
高

等
学

校

ア
リ

ゾ
ナ

州
立

大
学

他
多

数

同
上

h
tt

p
s
:/

/s
la

c
k
.c

o
m

/i
n

tl
/j

a
-j

p
/

h
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s
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w

w
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

7
7

7
8

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

V
o
n

a
g
e

「
F

li
p

g
ri

d
」

「
V

id
e
o
 A

P
I」

ビ
デ

オ
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
．

ク
ラ

ス
内

に
ト

ピ
ッ

ク
を

作
成

し
，

意
見

交
換

で
き

る
．

ラ
イ

ブ
ビ

デ
オ

通
話

，
画

面
共

有
，

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
，

ビ
デ

オ
チ

ャ
ッ

ト
埋

め
込

み
，

音
声

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

，
動

画
ス

ト
リ

ー

ミ
ン

グ
，

録
画

，
分

析

M
ic

ro
s
o
ft

社
が

買
収

し
た

ビ
デ

オ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

．
F

li
p

g
ri

d
（

フ
リ

ッ
プ

グ
リ

ッ
ド

）
は

、
シ

ン
プ

ル
か

つ
無

料

で
利

用
で

き
る

ビ
デ

オ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
で

、
世

界
中

の
幼

稚
園

児
か

ら
高

校
生

ま
で

の
学

習
者

、
教

育
者

、
家

族

に
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

F
li
p

g
ri

d
は

、
ビ

デ
オ

の
力

を
使

っ
て

生
徒

の
声

を
増

幅
し

、
あ

ら
ゆ

る
年

齢
層

の
学

習
者

が
参

加

し
、

共
有

す
る

こ
と

を
可

能
に

し
ま

す
。

教
育

者
は

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

ト
ピ

ッ
ク

を
作

成
し

、
学

習
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

共
有

す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

な
ラ

イ
ブ

ビ
デ

オ
通

話
を

通
じ

て
人

々
を

グ
ロ

ー
バ

ル
に

結
び

つ
け

る
こ

と
で

、
よ

り
豊

か
な

顧
客

体
験

を

生
み

出
し

ま
す

。
V

o
n

a
g
e
 V

id
e
o
 A

P
I（

旧
T
o
k
B

o
x 

O
p

e
n

T
o
k
）

は
、

あ
ら

ゆ
る

モ
バ

イ
ル

、
ウ

ェ
ブ

、
ま

た
は

デ
ス

ク
ト

ッ

プ
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
内

で
カ

ス
タ

ム
ビ

デ
オ

体
験

を
簡

単
に

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
、

何
十

億
も

の
デ

バ
イ

ス
で

利
用

可
能

な

W
e
b

R
T

C
業

界
標

準
に

基
づ

い
て

構
築

さ
れ

て
い

ま
す

。

無
料

$
9
.9

9
/月

～
（

最
初

の
2
0
0
0
分

[約
3
3
時

間
]の

ス
ト

リ
ー

ミ
ン

グ
と

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
分

）
以

降

1
0
0
,0

0
0
 m

in
u

te
s
　

$
0
.0

0
4
7
5
/s

u
b

s
c
ri

b
e
d

 m
in

u
te

5
0
0
,0

0
0
 m

in
u

te
s
　

$
0
.0

0
4
5
0
/s

u
b

s
c
ri

b
e
d

 m
in

u
te

1
.5

M
 m

in
u

te
s
　

$
0
.0

0
4
2
5
/s

u
b

s
c
ri

b
e
d

 m
in

u
te

U
p

 t
o
 5

M
 m

in
u

te
s
　

$
0
.0

0
4
0
0
/s

u
b

s
c
ri

b
e
d

 m
in

u
te

A
b

o
ve

 5
M

 m
in

u
te

s
　

C
o
n

ta
c
t 

s
a
le

s

他
に

，
エ

ン
タ

ー
プ

ラ
イ

ズ
プ

ラ
ン

と
し

て

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

（
問

い
合

わ
せ

サ
ポ

ー
ト

に
含

ま
れ

る
）

，
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

サ
ポ

ー
ト

（
$

1
5
0
0
/月

）
，

エ
ン

タ
ー

プ
ラ

イ
ズ

プ
ラ

ン
（

問
い

合
わ

せ
）

の
3
つ

が
あ

る
．

つ
が

る
育

成
小

学
校

静
岡

県
立

沼
津

東
高

等
学

校
教

諭

T
A

T
A

 C
o
n

s
u

lt
a
n

c
y

W
o
rk

p
la

c
e

k
p

n
 A

P
I 

S
to

re

W
h

is
p

ir

C
le

ve
r 

T
a
p

h
tt

p
s
:/

/i
n

fo
.f

li
p

g
ri

d
.c

o
m

/
h

tt
p

s
:/
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w

w
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

7
9

8
0

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

G
o
o
g
le

「
M

e
e
t」

（
旧

H
a
n

g
o
u

tM
e
e
t）

「
D

u
o
」

ビ
デ

オ
会

議
，

チ
ャ

ッ
ト

，
フ

ァ
イ

ル
共

有
，

画
面

共
有

ビ
デ

オ
通

話
，

A
R

エ
フ

ェ
ク

ト
，

ビ
デ

オ
キ

ャ
プ

チ
ャ

，
e
n

d
-t

o
-e

n
d

暗
号

化
，

G
o
o
g
le

 M
e
e
t（

グ
ー

グ
ル

・
ミ

ー
ト

）
は

G
o
o
g
le

が
開

発
し

た
ビ

デ
オ

会
議

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
あ

る
。

旧
称

は

H
a
n

g
o
u

ts
 M

e
e
tで

、
2
0
2
0
年

4
月

に
名

称
を

改
め

た
。

G
o
o
g
le

 D
u

o
（

グ
ー

グ
ル

・
デ

ュ
ー

オ
）

は
G

o
o
g
le

社
が

開
発

し
た

ビ
デ

オ
電

話
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

、
A

n
d

ro
id

、
iO

S
、

そ
の

他
O

S
の

G
o
o
g
le

 C
h

ro
m

e
で

利
用

で
き

る
。

3
2
人

ま
で

の
ビ

デ
オ

通
話

．

G
o
o
g
le

 ア
カ

ウ
ン

ト
さ

え
あ

れ
ば

、
無

料
で

ど
な

た
で

も
ビ

デ
オ

会
議

を
作

成
し

、
参

加
者

を
 1

0
0
 人

ま
で

招
待

し
て

最
長

 6
0
 

分
間

の
会

議
を

開
催

で
き

ま
す

。

個
人

ア
カ

ウ
ン

ト
（

無
料

）

1
 対

 1
 の

会
議

の
長

さ
（

最
長

）
2
4
時

間
，

参
加

者
が

 3
 人

以
上

の
会

議
の

長
さ

（
最

長
）

1
時

間
，

会
議

の
参

加
人

数
（

最

高
）

1
0
0
人

，
会

議
の

回
数

無
制

限
．

G
o

o
g

le
 W

o
rk

s
p

a
c
e

 E
s
s
e

n
ti

a
ls

（
ア

ク
テ

ィ
ブ

 ユ
ー

ザ
ー

あ
た

り
 8

 米
ド

ル
/月

）

1
 対

 1
 の

会
議

の
長

さ
（

最
長

）
2
4
時

間
，

参
加

者
が

 3
 人

以
上

の
会

議
の

長
さ

（
最

長
）

2
4
時

間
，

会
議

の
参

加
人

数
（

最

高
）

1
5
0
人

，
会

議
の

回
数

無
制

限
．

G
o

o
g

le
 W

o
rk

s
p

a
c
e

 E
n

te
rp

ri
s
e

（
問

い
合

わ
せ

）

1
 対

 1
 の

会
議

の
長

さ
（

最
長

）
2
4
時

間
，

参
加

者
が

 3
 人

以
上

の
会

議
の

長
さ

（
最

長
）

2
4
時

間
，

会
議

の
参

加
人

数
（

最

高
）

2
5
0
人

，
会

議
の

回
数

無
制

限
．

無
料

G
A

N
T

B
B

V
A

S
a
le

s
fo

rc
e

A
IR

B
U

S

T
w

it
te

r

W
h

ir
lp

o
o
l

p
w

c

h
tt

p
s
:/

/a
p
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s
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o
g
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

8
1

8
2

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

W
h

a
ts

A
p

p
 L

L
C

「
H

a
n

g
o
u

ts
」

「
W

h
a
ts

A
p

p
」

ビ
デ

オ
通

話
，

電
話

，
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

ビ
デ

オ
通

話
，

電
話

，
フ

ァ
イ

ル
共

有
，

ビ
ジ

ネ
ス

版
あ

り

G
o
o
g
le

 ハ
ン

グ
ア

ウ
ト

（
グ

ー
グ

ル
 ハ

ン
グ

ア
ウ

ト
、

英
: 
G

o
o
g
le

 H
a
n

g
o
u

ts
）

は
、

G
o
o
g
le

が
提

供
す

る
統

合
メ

ッ
セ

ー

ジ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

。
 P

C
用

に
は

G
o
o
g
le

 C
h

ro
m

e
の

拡
張

機
能

、
モ

バ
イ

ル
向

け
に

A
n

d
ro

id
、

iO
S

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア

が
提

供
さ

れ
て

い
る

。

W
h

a
ts

A
p

p
 M

e
s
s
e
n

g
e
r（

ワ
ッ

ツ
ア

ッ
プ

・
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

）
、

ま
た

は
単

に
W

h
a
ts

A
p

p
（

ワ
ッ

ツ
ア

ッ
プ

）
は

、

F
a
c
e
b

o
o
k
, 
In

c
.が

所
有

す
る

ア
メ

リ
カ

の
フ

リ
ー

ウ
ェ

ア
、

ク
ロ

ス
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

集
中

型
メ

ッ
セ

ー
ジ

ン
グ

お
よ

び

V
o
IP

（
V

o
IP

）
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

。
 ユ

ー
ザ

ー
は

テ
キ

ス
ト

メ
ッ

セ
ー

ジ
や

音
声

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

送
信

し
た

り
、

音
声

通
話

や

ビ
デ

オ
通

話
を

行
っ

た
り

、
画

像
、

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
ユ

ー
ザ

ー
の

場
所

、
そ

の
他

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
共

有
し

た
り

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

W
h

a
ts

A
p

p
の

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
モ

バ
イ

ル
デ

バ
イ

ス
上

で
動

作
す

る
が

、
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
ア

プ

リ
を

使
用

し
て

い
る

間
、

ユ
ー

ザ
ー

の
モ

バ
イ

ル
デ

バ
イ

ス
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

接
続

さ
れ

た
ま

ま
で

あ
れ

ば
、

デ
ス

ク
ト

ッ

プ
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
か

ら
も

ア
ク

セ
ス

で
き

る
。

 こ
の

サ
ー

ビ
ス

に
登

録
す

る
に

は
、

各
ユ

ー
ザ

ー
が

標
準

的
な

携
帯

電
話

番
号

を

提
供

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
0
1
8
年

1
月

、
W

h
a
ts

A
p

p
は

、
小

規
模

事
業

主
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

ス
タ

ン
ド

ア
ロ

ン
の

ビ
ジ

ネ

ス
ア

プ
リ

「
W

h
a
ts

A
p

p
 B

u
s
in

e
s
s
」

を
リ

リ
ー

ス
し

、
企

業
が

標
準

的
な

W
h

a
ts

A
p

p
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
を

使
用

す
る

顧
客

と
通

信
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

無
料

無
料

h
tt

p
s
:/
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w

w
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h
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p
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

8
3

8
4

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

L
o
g
M

e
In

, 
In

c
.

B
lu

e
 J

e
a
n

s
 N

e
tw

o
rk

, 
In

c
.

「
G

o
T
o
M

e
e
ti

n
g
」

「
B

lu
e
je

a
n

s
」

ビ
デ

オ
会

議
，

画
面

共
有

，
モ

バ
イ

ル
会

議
，

録
画

，
文

字
起

こ
し

，
会

議
室

準
備

ビ
デ

オ
会

議
，

画
面

共
有

，

G
o
T
o
M

e
e
ti

n
g
は

、
L

o
g
M

e
In

社
が

作
成

・
販

売
し

て
い

る
ウ

ェ
ブ

ホ
ス

テ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

で
す

。
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
共

有
、

ビ
デ

オ
会

議
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

パ
ッ

ケ
ー

ジ
で

あ
り

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
介

し
て

他
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
ユ

ー
ザ

ー
、

顧
客

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
、

同
僚

と
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
2
0
1
5

年
末

、
シ

ト
リ

ッ
ク

ス
は

、
G

o
T
o
M

e
e
ti

n
g
事

業
を

独
立

し
た

子
会

社
と

し
て

ス
ピ

ン
オ

フ
さ

せ
る

計
画

を
発

表
し

、
そ

の
市

場

価
値

は
約

4
0
億

ド
ル

に
達

し
ま

し
た

。
2
0
1
6
年

7
月

、
シ

ト
リ

ッ
ク

ス
と

L
o
g
M

e
In

は
、

G
o
T
o
フ

ァ
ミ

リ
ー

の
製

品
を

統
合

す

る
計

画
を

発
表

し
ま

し
た

。
他

に
-C

o
n

n
e
c
t，

-R
o
o
m

，
-W

e
b

in
a
r，

-T
ra

in
in

g
等

の
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

る
．

B
lu

e
Je

a
n

s
 b

y
 V

e
ri

zo
n

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
デ

バ
イ

ス
や

会
議

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
参

加
者

を
つ

な
ぐ

、
相

互
運

用
可

能
な

ク

ラ
ウ

ド
ベ

ー
ス

の
ビ

デ
オ

会
議

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
企

業
で

す
。

本
社

は
米

国
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

州
サ

ン
ノ

ゼ
に

あ
り

ま
す

。

2
0
2
0
年

5
月

に
ベ

ラ
イ

ゾ
ン

に
買

収
さ

れ
る

前
は

、
"B

lu
e
Je

a
n

s
 N

e
tw

o
rk

 "
と

し
て

知
ら

れ
て

い
ま

し
た

。
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
だ

け
で

な
く

，
ビ

デ
オ

会
議

に
必

要
な

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

も
提

供
す

る
．

P
ro

fe
s
s
io

n
a
l（

$
1
2
/オ

ー
ガ

ー
ナ

イ
ザ

ー
/月

）

参
加

人
数

1
5
0
人

ま
で

B
u

s
in

e
s
s
（

$
1
6
/オ

ー
ガ

ナ
イ

ザ
ー

/月
）

参
加

人
数

2
5
0
人

ま
で

B
L

U
E

JE
A

N
S

 S
T

A
N

D
A

R
D

（
$

9
.9

9
h

o
s
t/

月
）

5
0
人

ま
で

の
参

加
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ホ

ス
ト

，
1
対

1
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
無

制
限

，
グ

ル
ー

プ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
無

制
限

，
時

間
無

制
限

，

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

録
画

5
時

間
，

W
in

d
o
w

s
, 
M

a
c
, 
L

in
u

x,
 i
O

S
, 
&

 A
n

d
ro

id
，

C
h

ro
m

e
, 
F

ir
e
fo

x,
 E

d
g
e
, 
S

a
fa

ri
, 
&

 O
p

e
ra

で

の
動

作
，

ほ
か

B
L

U
E

JE
A

N
S

 P
R

O
（

$
1
3
.9

9
h

o
s
t/

月
）

S
T

A
N

D
A

R
D

の
機

能
に

加
え

て
，

7
5
人

ま
で

の
参

加
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ホ

ス
ト

，
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
録

画
2
5
時

間
，

S
la

c
k
,T

e
a
m

s

と
の

連
携

，
ほ

か

B
L

U
E

JE
A

N
S

 E
N

T
E

R
P

R
IS

E
（

問
い

合
わ

せ
）

P
R

O
の

機
能

に
加

え
て

，
2
0
0
人

ま
で

の
参

加
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ホ

ス
ト

，
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
録

画
無

制
限

，
対

応
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
，

成
功

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

，
技

術
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
，

ビ
ジ

ネ
ス

レ
ビ

ュ
ー

の
提

供
．

G
a
in

s
ig

h
t

M
a
k
e
 a

 w
is

h

M
a
rk

e
to

In
s
id

e
 S

a
le

s
.c

o
m

S
o
li
d

w
o
rk

s

P
e
n

g
u

in
R

a
n

d
o
m

H
o
u

s
e

a
vi

d
e
x

C
o
n

ve
rg

e
O

n
e

D
e
s
k
fl

ix

A
T

&
T

A
rk

a
d

in
|N

T
T

S
h

a
rp

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.g

o
to

m
e
e
ti

n
g
.c

o
m

/
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.b

lu
e
je

a
n

s
.c

o
m

/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

8
5

8
6

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
付
属
の
シ
ス
テ
ム

C
is

c
o

G
o
o
g
le

「
W

e
b

e
x」

「
C

la
s
s
ro

o
m

（
M

e
e
t）

」

ビ
デ

オ
通

話
，

電
話

，
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

，
画

面
共

有
講

義
毎

の
教

室
作

成
，

M
e
e
t（

オ
ン

ラ
イ

ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
）

と
の

連
携

，
課

題
作

成
・

提
出

・
集

計
・

採
点

・
評

価
・

返

却
，

他
の

G
o
o
g
le

ア
プ

リ
と

の
連

携

C
is

c
o
 W

e
b

e
x(

シ
ス

コ
ウ

ェ
ベ

ッ
ク

ス
)は

、
 W

e
b

会
議

お
よ

び
ビ

デ
オ

会
議

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
開

発
お

よ
び

販
売

す
る

ア

メ
リ

カ
の

企
業

で
あ

る
 。

シ
ス

コ
シ

ス
テ

ム
ズ

が
W

e
b

e
xを

買
収

し
た

2
0
0
7
年

に
設

立
さ

れ
た

。
 本

社
は

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
州

ミ
ル

ピ
タ

ス
。

 ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

製
品

と
し

て
、

W
e
b

e
x 

M
e
e
ti

n
g
s
、

W
e
b

e
x 

T
e
a
m

s
、

T
ra

in
in

g
 C

e
n

te
r、

E
ve

n
t 

C
e
n

te
r、

S
u

p
p

o
rt

 C
e
n

te
r、

S
a
le

s
 C

e
n

te
r、

M
e
e
tM

e
N

o
w

、
P

C
N

o
w

、
W

e
b

e
x 

A
IM

 P
ro

 B
u

s
in

e
s
s
 E

d
it

io
n

、

W
e
b

e
x 

W
e
b

O
ff

ic
e
、

お
よ

び
W

e
b

E
x 

C
o
n

n
e
c
tを

リ
リ

ー
ス

し
て

い
る

。

講
義

毎
の

教
室

作
成

，
M

e
e
t（

オ
ン

ラ
イ

ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
）

と
の

連
携

，
課

題
作

成
・

提
出

・
集

計
・

採
点

・
評

価
・

返

却
，

他
の

G
o
o
g
le

ア
プ

リ
と

の
連

携

無
料

主
催

者
数

１
，

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
長

さ
5
0
分

ま
で

，
参

加
で

き
る

人
数

最
大

1
0
0

S
ta

rt
e

r（
1
4
9
0
円

/主
催

者
/
月

）

主
催

者
数

1
-5

0
，

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
長

さ
2
4
時

間
，

参
加

で
き

る
人

数
1
5
0
，

録
画

用
ク

ラ
ウ

ド
ス

ト
レ

ー
ジ

5
G

B
，

M
P

4
で

の

録
画

，
録

画
の

議
事

録
，

代
理

主
催

者
を

追
加

ビ
ジ

ネ
ス

（
2
9
8
0
円

/
主

催
者

/
月

）

主
催

者
数

1
-1

0
0
，

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
長

さ
2
4
時

間
，

参
加

で
き

る
人

数
2
0
0
，

録
画

用
ク

ラ
ウ

ド
ス

ト
レ

ー
ジ

1
0
G

B
，

M
P

4
で

の
録

画
，

録
画

の
議

事
録

，
代

理
主

催
者

を
追

加

E
n

te
rp

ri
s
e

プ
ラ

ン
（

問
い

合
わ

せ
）

主
催

者
数

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

可
，

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
長

さ
2
4
時

間
，

参
加

で
き

る
人

数
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
可

，
録

画
用

ク
ラ

ウ
ド

ス
ト

レ
ー

ジ
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
可

，
M

P
4
で

の
録

画
，

録
画

の
議

事
録

，
代

理
主

催
者

を
追

加

G
 S

u
it

e
 B

a
s
ic

（
\
6
8
0
/人

/月
）

G
 s

u
it

e
 B

u
is

in
e
s
s
（

\
1
3
6
0
/人

/月
）

G
 s

u
it

e
 E

n
te

rp
ri

s
e
（

\
3
0
0
0
/人

/月
）

こ
れ

ら
は

旧
サ

ー
ビ

ス
で

G
o
o
g
le

 W
o
rk

s
p

a
c
e
 f

o
r 

E
d

u
c
a
ti

o
n

に
移

行
中

日
本

エ
イ

ジ
ェ

ン
ト

社
会

福
祉

法
人

輔
仁

会

町
田

第
五

小
学

校

M
IT

メ
デ

ィ
ア

ラ
ボ

/東
京

大
学

大
学

院
/伊

那
市

立
伊

那
東

小
学

校

三
重

県
立

名
張

清
峰

高
等

学
校

佐
賀

県
有

田
町

他
多

数

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.w

e
b

e
x.

c
o
m

/
h

tt
p

s
:/

/c
la

s
s
ro

o
m

.g
o
o
g
le

.c
o
m

/u
/0

/h
?
h

l=
ja
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

8
7

8
8

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
付
属
の
シ
ス
テ
ム

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
付
属
の
シ
ス
テ
ム

V
S

e
e
 L

a
b

, 
In

c
.

M
ic

ro
s
o
ft

「
V

s
e
e
」

「
T
e
a
m

s
」

ビ
デ

オ
チ

ャ
ッ

ト
，

画
面

共
有

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
，

通
話

，
画

面
共

有
，

チ
ャ

ッ
ト

，
フ

ァ
イ

ル
共

有
，

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

，
ア

プ
リ

連
携

，
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

，

T
o
g
e
th

e
rモ

ー
ド

，
手

を
挙

げ
る

，
ブ

レ
ー

ク
ア

ウ
ト

ル
ー

ム
，

課
題

V
S

e
e
は

、
独

自
に

開
発

し
た

低
帯

域
幅

の
グ

ル
ー

プ
ビ

デ
オ

チ
ャ

ッ
ト

お
よ

び
画

面
共

有
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
ツ

ー
ル

で
す

。
V

S
e
e

は
、

ス
タ

ン
フ

ォ
ー

ド
大

学
の

博
士

課
程

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
生

ま
れ

た
も

の
で

、
仮

想
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
を

容
易

に
し

、
ビ

デ

オ
で

信
頼

を
伝

え
る

と
い

う
問

題
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

M
ic

ro
s
o
ft

社
が

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

M
ic

ro
s
o
ft

3
6
5
に

付
帯

す
る

リ
モ

ー
ト

ワ
ー

ク
の

た
め

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

．

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
，

通
話

，
画

面
共

有
，

チ
ャ

ッ
ト

，
フ

ァ
イ

ル
共

有
，

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

，
ア

プ
リ

連
携

，
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

，

T
o
g
e
th

e
rモ

ー
ド

，
手

を
挙

げ
る

，
ブ

レ
ー

ク
ア

ウ
ト

ル
ー

ム
，

課
題

F
re

e

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

不
要

ワ
ン

ク
リ

ッ
ク

ビ
デ

オ
通

話
，

バ
ー

チ
ャ

ル
待

合
室

，
1
対

1
ビ

デ
オ

通
話

無
制

限
，

画
面

共
有

，
ラ

イ
ブ

ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

（
要

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

）
，

S
M

S
招

待
，

e
m

a
il
サ

ポ
ー

ト

B
a

s
ic

（
$

4
9
/
月

）

F
re

e
プ

ラ
ン

の
全

機
能

に
加

え
，

遠
隔

医
療

同
意

書
，

小
グ

ル
ー

プ
ビ

デ
オ

通
話

無
制

限
，

オ
ン

ラ
イ

ン
予

約
，

ク
レ

ジ
ッ

ト
支

払
い

，
ダ

イ
ヤ

ル
イ

ン
，

e
m

a
il
＆

ラ
イ

ブ
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト

E
n

te
rp

ri
s
e

（
問

い
合

わ
せ

）

ホ
ワ

イ
ト

ラ
ベ

ル
ク

リ
ニ

ッ
ク

，
モ

バ
イ

ル
ア

プ
リ

，
大

規
模

ビ
デ

オ
通

話
無

制
限

，
バ

ー
チ

ャ
ル

受
付

・
ト

リ
ア

ー
ジ

，
外

来

待
合

室
，

保
険

証
明

・
適

用
提

出
，

リ
モ

ー
ト

患
者

診
察

，
ほ

か

M
ic

ro
s
o
ft

3
6
5

B
u

s
in

e
s
s
 B

a
s
ic

 \
5
4
0
/人

/月

～
3
0
0
人

，
1
T

B
O

n
e
D

ri
ve

，

B
u

s
in

e
s
s
 S

ta
n

d
a
rd

 \
1
3
6
0
/人

/月

～
3
0
0
人

，
1
T

B
O

n
e
D

ri
ve

，
D

e
s
k
T
o
p

版
O

ff
ic

e

E
3
 \

2
1
7
0
/人

/月

～
1
0
0
0
0
人

，
無

制
限

O
n

e
D

ri
ve

，
D

e
s
k
T
o
p

版
O

ff
ic

e

A
rr

o
w

h
e
a
d

 R
e
g
io

n
a
l 
M

e
d

ic
a
l 
C

e
n

te
r

M
D

L
IV

E

H
e
a
lt

h
 P

a
rt

n
e
rs

一
橋

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

滋
慶

学
園

グ
ル

ー
プ

北
九

州
市

立
大

学

追
手

町
学

院

岐
阜

高
専

h
tt

p
:/

/v
s
e
e
.c

o
m

/
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.m

ic
ro

s
o
ft

.c
o
m

/j
a
-j

p
/m

ic
ro

s
o
ft

-t
e
a
m

s
/g

ro
u

p
-c

h
a
t-

s
o
ft

w
a
re
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

8
9

9
0

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
付
属
の
シ
ス
テ
ム

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
付
属
の
シ
ス
テ
ム

D
is

c
o
rd

A
p

p
le

 I
n

c
.

「
D

is
c
o
rd

」
「

F
a
c
e
T

im
e
」

ビ
デ

オ
通

話
，

音
声

通
話

，
招

待
制

，
チ

ャ
ン

ネ
ル

分
け

ビ
デ

オ
通

話
，

音
声

通
話

D
is

c
o
rd

（
デ

ィ
ス

コ
ー

ド
）

は
、

W
in

d
o
w

s
・

m
a
c
O

S
・

L
in

u
x・

A
n

d
ro

id
・

iO
S

・
W

e
b

ブ
ラ

ウ
ザ

で
動

作
す

る
、

ビ
デ

オ

通
話

・
音

声
通

話
・

V
o
IP

フ
リ

ー
ウ

ェ
ア

で
あ

る
。

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
で

開
発

さ
れ

て
お

り
、

2
0
1
9
年

5
月

時
点

で
ユ

ー
ザ

ー
数

が
2
億

5
0
0
0
万

人
に

達
し

て
い

る
。

F
a
c
e
T

im
e
（

フ
ェ

イ
ス

タ
イ

ム
）

は
、

ア
ッ

プ
ル

が
開

発
し

た
V

o
IP

、
ビ

デ
オ

通
話

（
ビ

デ
オ

電
話

）
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

お
よ

び
そ

れ
に

関
連

す
る

プ
ロ

ト
コ

ル
で

あ
る

。
 i
O

S
の

携
帯

情
報

端
末

や
M

a
c
 O

S
 X

 v
1
0
.6

.6
以

降
の

M
a
c
に

対
応

す
る

。
使

用
に

は
iO

S
デ

バ
イ

ス
で

は
前

面
搭

載
カ

メ
ラ

（
iP

h
o
n

e
 4

以
降

の
全

iO
S

デ
バ

イ
ス

に
搭

載
）

、
M

a
c
で

は

W
e
b

カ
メ

ラ
が

必
要

と
な

る
。

ビ
デ

オ
通

話
は

「
F
a
c
e
T

im
e
」

、
音

声
通

話
は

「
F
a
c
e
T

im
e
オ

ー
デ

ィ
オ

」
と

呼
ば

れ
る

。

無
料

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

9
9
人

ま
で

参
加

可
能

有
料

版
N

it
ro

年
額

$
9
9
.9

9
/ユ

ー
ザ

ー

月
額

$
9
.9

9
/ユ

ー
ザ

ー

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

9
9
人

ま
で

参
加

可
能

，
フ

ァ
イ

ル
サ

イ
ズ

の
上

限
5
0
M

B

無
料

T
h

e
 U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

T
e
xa

s
 a

t 
D

a
ll
a
s

H
u

m
b

o
ld

t 
S

ta
te

 U
n

iv
e
rs

it
y 

Z
o
o
lo

g
y
 C

lu
b

山
梨

英
和

中
学

校
（

U
R

L
2
）

h
tt

p
s
:/

/d
is

c
o
rd

a
p

p
.c

o
m

/d
o
w

n
lo

a
d

h
tt

p
s:

//
a
p

p
le

.s
jv

.i
o
/c

/2
2
1
1
0
9
/4

7
3
6
5
7
/7

6
1
3
?
su

b
Id

1
=

h
a
w

k
-c

u
st

o
m

-t
ra

c
k
in

g
&

u
=

h
tt

p
s%

3
A

%
2
F

%
2
F

a
p

p
s.

a
p

p
le

.c
o
m

%
2
F

u
s%

2
F

a
p

p
%

2
F

fa
c
e
ti

m
e
%

2
F

id
1
1
1
0
1
4
5
0
9
1

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.o

ts
u

k
a
-s

h
o
k
a
i.
c
o
.j
p

/p
ro

d
u

c
ts

/a
p

p
le

/e
d

u
c
a
ti

o
n

/i
p

a
d

-r
e
p

o
rt

/y
a
m

a
n

a
s
h

i-
e
iw

a
.h

tm
l
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

9
1

9
2

ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
付
属
の
シ
ス
テ
ム

ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

F
a
c
e
b

o
o
k

G
o
o
g
le

「
F
a
c
e
b

o
o
k
 M

e
s
s
e
n

g
e
r」

「
Y
o
u

T
u

b
e
 L

iv
e
」

ビ
デ

オ
通

話
，

音
声

通
話

，
フ

ァ
イ

ル
共

有
動

画
の

ラ
イ

ブ
配

信

F
a
c
e
b

o
o
k
 M

e
s
s
e
n

g
e
r（

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
 メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

）
は

、
F
a
c
e
b

o
o
k
, 
In

c
.が

開
発

し
た

ア
メ

リ
カ

の
メ

ッ
セ

ー

ジ
ン

グ
ア

プ
リ

お
よ

び
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

あ
る

。
当

初
は

2
0
0
8
年

に
F
a
c
e
b

o
o
k
 C

h
a
t（

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
 チ

ャ
ッ

ト
）

と
し

て
開

発
さ

れ
た

が
、

2
0
1
0
年

に
メ

ッ
セ

ー
ジ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

を
刷

新
し

、
そ

の
後

、
2
0
1
1
年

8
月

に
iO

S
と

A
n

d
ro

id
の

ス
タ

ン
ド

ア
ロ

ン
ア

プ
リ

を
、

2
0
1
8
年

第
4
四

半
期

に
は

M
e
s
s
e
n

g
e
rベ

ー
ス

の
通

話
が

可
能

な
ス

タ
ン

ド
ア

ロ
ン

の
F
a
c
e
b

o
o
k
 

P
o
rt

a
l（

英
語

版
）

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

を
リ

リ
ー

ス
し

た
。

そ
の

後
、

F
a
c
e
b

o
o
k
は

専
用

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス

（
M

e
s
s
e
n

g
e
r.
c
o
m

）
を

立
ち

上
げ

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

ン
グ

機
能

を
F
a
c
e
b

o
o
k
の

メ
イ

ン
ア

プ
リ

か
ら

分
離

し
、

ユ
ー

ザ
ー

は

ウ
ェ

ブ
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
を

利
用

す
る

か
、

ス
タ

ン
ド

ア
ロ

ン
ア

プ
リ

の
い

ず
れ

か
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

利
用

で
き

る
よ

う

に
し

て
い

る
。

2
0
2
0
年

4
月

、
F
a
c
e
b

o
o
k
は

M
e
s
s
e
n

g
e
r 

fo
r 

D
e
s
k
to

p
を

正
式

に
リ

リ
ー

ス
し

、
W

in
d

o
w

s
 1

0
と

m
a
c
O

S
で

サ
ポ

ー
ト

さ
れ

、
そ

れ
ぞ

れ
M

ic
ro

s
o
ft

ス
ト

ア
と

A
p

p
 S

to
re

で
配

信
さ

れ
て

い
る

。

Y
o
u

T
u

b
e
 L

iv
e
は

，
ラ

イ
ブ

ゲ
ー

ム
，

音
楽

，
ス

ポ
ー

ツ
，

ニ
ュ

ー
ス

な
ど

を
動

画
配

信
す

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
．

無
料

fo
r 

B
u

s
in

e
s
s
は

，
個

別

無
料

各
局

ニ
ュ

ー
ス

番
組

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

音
楽

イ
ベ

ン
ト

等

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.m

e
s
s
e
n

g
e
r.

c
o
m

/
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.y

o
u

tu
b

e
.c

o
m

/c
h

a
n

n
e
l/

U
C

4
R

8
D

W
o
M

o
I7

C
A

w
X

8
_L

jQ
H

ig
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

9
3

9
4

ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

L
if

e
s
iz

e
, 
In

c
. 

io
tu

m

「
L

if
e
s
iz

e
 G

o
」

「
F
re

e
 C

o
n

fe
re

n
c
e
.c

o
m

」

ビ
デ

オ
会

議
，

音
声

会
議

，
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

，
録

画
，

画
面

共
有

ビ
デ

オ
会

議
，

画
面

共
有

，
音

声
通

話
，

ダ
イ

ヤ
ル

イ
ン

，
会

議
録

画

会
議

室
や

ソ
フ

ァ
ー

な
ど

、
ど

こ
に

い
る

か
に

か
か

わ
ら

ず
、

L
if

e
s
iz

e
 は

有
意

義
な

会
議

の
た

め
の

強
力

な
ビ

デ
オ

会
議

プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

す
。

簡
単

に
使

用
で

き
る

革
新

的
な

 H
D

 カ
メ

ラ
と

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

電
話

を
受

賞
歴

の
あ

る
ク

ラ
ウ

ド
ベ

ー

ス
の

ビ
デ

オ
会

議
サ

ー
ビ

ス
に

接
続

す
る

こ
と

で
、

他
に

な
い

会
議

を
体

験
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

カ
ナ

ダ
の

ト
ロ

ン
ト

と
，

米
国

L
A

に
拠

点
を

持
つ

，
io

tu
m

に
よ

る
ビ

デ
オ

会
議

シ
ス

テ
ム

．
音

声
通

話
の

国
際

通
話

を
無

料
に

す
る

と
い

う
プ

ラ
ン

が
あ

る
珍

し
い

事
例

．

最
大

1
0
名

ま
で

無
料

F
re

e
（

無
料

）

1
0
0
名

ま
で

の
通

話
，

5
名

ま
で

の
W

e
b

参
加

者
，

地
域

番
号

か
ら

の
通

話
無

制
限

，
ビ

デ
オ

会
議

，
画

面
共

有
，

オ
ン

ラ
イ

ン
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

，
S

M
S

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
，

モ
バ

イ
ル

＆
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
ア

プ
リ

，
チ

ャ
ッ

ト
，

文
書

共
有

，
E

メ
ー

ル
サ

ポ
ー

ト
．

S
ta

rt
e

r（
$

9
.9

9
/月

）

F
re

e
プ

ラ
ン

の
機

能
に

追
加

し
て

，
1
5
名

ま
で

の
W

e
b

参
加

者
，

国
際

番
号

通
話

無
料

（
1
0
0
分

/月
）

，
音

声
録

音
，

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

概
要

，
高

度
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

，
電

話
サ

ポ
ー

ト

P
ro

（
$

3
4
.9

9
/月

）

F
re

e
プ

ラ
ン

の
機

能
に

追
加

し
て

，
1
0
0
名

ま
で

の
W

e
b

参
加

者
，

国
際

番
号

通
話

無
料

（
7
5
0
分

/月
）

，
音

声
録

音
，

音
声

・

動
画

の
文

字
起

こ
し

，
高

度
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

，
電

話
サ

ポ
ー

ト
，

カ
ス

タ
ム

保
留

音
，

Y
o
u

T
u

b
e
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

，
S

M
S

招
待

D
is

n
e
y　

Y
a
le

　
T

O
Y

O
T

A
　

M
e
tr

o
　

T
w

it
te

r

A
T

L
A

S
S

IA
N

　
N

A
S

A
　

国
内

で
は

（
U

R
L

2
）

株
式

会
社

ク
リ

ヤ
マ

　
日

本
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

大
阪

府
立

大
学

T
h

e
 M

e
n

ta
l 
W

il
ln

e
s
s
 A

w
a
re

n
e
s
s
 A

s
s
o
c
ia

ti
o
n

A
n

im
a
l-

K
in

d
 I

n
te

rn
a
ti

o
n

a
l

d
a
ta

B
ri

g
e

h
tt

p
s
:/

/l
e
g
a
c
y
.l
if

e
s
iz

e
.c

o
m

/j
a
/h

e
lp

/l
if

e
s
iz

e
-g

o
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.f

re
e
c
o
n

fe
re

n
c
e
.c

o
m

/

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.v

c
-c

lo
u

d
.j
p

/c
a
s
e
s
tu

d
y/
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ベ
ン

ダ
ー

シ
ス

テ
ム

名

キ
ー

ワ
ー

ド

概
要

導
入

費
用

活
用

事
例

ユ
ー

ザ
事

例

U
R

L

U
R

L
2

U
R

L
3

9
5

9
6

ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

T
ru

e
C

o
n

f 
L

L
C

. 
D

ia
lp

a
d

,I
n

c
.

「
T
ru

re
 C

o
n

f」
「

U
b

e
rC

o
n

fe
re

n
c
e
」

ビ
デ

オ
会

議
，

ビ
デ

オ
会

議
，

画
面

共
有

，
文

字
起

こ
し

T
ru

e
C

o
n

f 
S

e
rv

e
r 

は
、

パ
ワ

フ
ル

で
高

品
質

、
そ

し
て

高
い

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
備

え
た

ビ
デ

オ
会

議
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
サ

ー
バ

ー

で
す

。
L

A
N

 や
 V

P
N

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

最
大

 1
6
0
0
 人

の
参

加
者

と
多

地
点

会
議

を
行

う
た

め
に

特
別

に
設

計
さ

れ
て

い
ま

す
。

T
ru

e
C

o
n

f 
S

e
rv

e
r 

は
、

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

を
必

要
と

せ
ず

、
一

般
的

な
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
用

の
ク

ラ
イ

 ア
ン

ト
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

含
ま

れ
て

い
る

た
め

、
簡

単
に

セ
ッ

ト
ア

ッ
プ

が
で

き
る

ユ
ニ

フ
ァ

イ
ド

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ソ

リ
ュ

ー
 シ

ョ

ン
で

す
。

U
b

e
rC

o
n

fe
re

n
c
e
は

、
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

州
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
の

企
業

で
あ

る
D

ia
lp

a
d

社
の

ク
ラ

ウ
ド

ベ
ー

ス
の

ビ
デ

オ
会

議
シ

ス
テ

ム
で

す
。

以
前

は
F

ir
e
s
p

o
tt

e
r 

L
a
b

s
と

し
て

知
ら

れ
て

い
た

こ
の

会
社

は
、

C
ra

ig
 W

a
lk

e
rが

G
o
o
g
le

 V
e
n

tu
re

s
の

最
初

の
E

n
tr

e
p

re
n

e
u

r-
in

-R
e
s
id

e
n

c
e
に

な
っ

た
1
年

後
に

共
同

設
立

さ
れ

ま
し

た
。

U
b

e
rC

o
n

fe
re

n
c
e
の

立
ち

上
げ

に
先

立

ち
、

F
ir

e
s
p

o
tt

e
r社

は
N

o
s
h

L
is

tと
い

う
レ

ス
ト

ラ
ン

の
座

席
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

立
ち

上
げ

ま
し

た
。

T
ru

e
C

o
n

f 
S

e
rv

e
r 

F
re

e

ビ
デ

オ
会

議
無

制
限

，
暗

号
化

さ
れ

た
安

全
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
，

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

，
録

画
，

ユ
ー

ザ
ー

グ
ル

ー
プ

へ
の

ア
ク

セ
ス

，
す

べ
て

の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
へ

の
ア

ク
セ

ス
，

B
Y

O
D

を
支

え
る

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

W
in

d
o
w

s,
 m

a
c
O

S
, 
L

in
u

x,
 A

n
d

ro
id

, 
iO

S
, 
a
n

d
 

W
e
b

R
T

C

T
ru

e
C

o
n

f 
S

e
rv

e
r 

S
ta

n
d

a
rd

（
$

1
5

0
0

/年
）

O
n

-s
it

e
: 
n

o
 I

n
te

rn
e
t 

c
o
n

n
e
c
ti

o
n

 r
e
q

u
ir

e
d

，
ビ

デ
オ

会
議

無
制

限
，

暗
号

化
さ

れ
た

安
全

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

，
ス

ケ
ジ

ュ
ー

リ
ン

グ
，

録

画
，

ユ
ー

ザ
ー

グ
ル

ー
プ

へ
の

ア
ク

セ
ス

，
す

べ
て

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

へ
の

ア
ク

セ
ス

，
B

Y
O

D
を

支
え

る
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
W

in
d

o
w

s,
 m

a
c
O

S
, 
L

in
u

x,
 A

n
d

ro
id

, 
iO

S
, 
a
n

d
 W

e
b

R
T

C

T
ru

e
C

o
n

f 
S

e
rv

e
r 

A
c
a

d
e

m
ic

（
$

8
0

0
/年

）

O
n

-s
it

e
: 
n

o
 I

n
te

rn
e
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附録④【調査（2）】協働学習⽀援ツール調査 
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「協働学習支援ツール」 

機器・ツールの事例集 
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0.導入 

 コンピュータが作り出す仮想空間を現実の様に体験できるバーチャルリアリ

ティ（以下、VR）技術の進化が目覚ましい。国内では 2016 年頃に IoT 化推進

が政府により打ち出されたこと、COVID-19 の蔓延による外出自粛で人同士の

関わりを代替すること、を目的として VR によるソーシャルネットワーキングサ

ービス（以下、VR-SNS)が無数に生み出されている。 

 この VR-SNS が、近年、教育現場を改革するものとして期待されている。理

由には、教育現場・VR・SNS のそれぞれに理由がある。これまでの教育は 1)従

来教育が紙媒体の教材の文字中心のアプローチでは情報伝達に限界があった、

2)体験授業は文字中心の学習より効果があるがコストがかかる、という課題が

あった。VR は、3)映像・音声・テキストを対象者に応じて最適なバランスで提

供でき、4)デジタルコンテンツの再利用のコストはゼロである、ため教育の課題

を解決できる。さらに、SNS を組み合わせると、5)海外の異なる言語・思考プ

ロセスの人と VR 上で交流することによってコミュニケーション能力とプレゼ

ンテーション能力を高められる相乗効果を得ることができる。 

などである。 

 VR-SNS はまだ成長途上にあり、複数のサービスが提供されているが、大別

するとエンターテイメント系とビジネス系の2つにわけることができる。なお、

アバターに手足のないものは教育現場でのリアルなコミュニケーションには不

向きなため調査から省いた。エンターテイメント系では日本で成長している

Cluster があり、海外では VR-SNS のユーザー数最大の VRChat がある。ビジ

ネス面では、会議・研修を VR で効率化することに特化した Engage や VIVE 

Sync などがある。他にも色々な VR-SNS があるものの、教育への利用を検討す

る際に参考情報が多い上記 4 つの VR-SNS について、それぞれの特徴と教育の

観点からの利用事例について情報収集/比較作業を行ったので以下に順番に説
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明する。 

 

参考サイト 

[1]https://xd.adobe.com/ideas/principles/emerging-technology/virtual-

reality-will-change-learn-teach/ 

[2] https://www.meijitosho.co.jp/sp/eduzine/news/?id=20180436 

[3] 

https://www.forskningsradet.no/siteassets/publikasjoner/12540355323

34.pdf 
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1.Cluster 

1-1.特徴 

 Cluster は、2016 年に東京でクラスター株式会社がプロトタイプのサービス

を開始、2017 年に日本語にて本格的な運用開始。英語版は説明がほぼないた

め海外ユーザーは少ない。ルームと呼ばれるユーザー同士がコミュニケーショ

ンを取り合える場を基礎として、さまざまな動画視聴やイベント企画やライブ

体験を行える。同時接続人数は 5000 人であるが、実際にアクセスしているユ

ーザー総数は（国内からのアクセスがメインのため）VR 最大規模の VRChat

より少ない。Cluster は基本サービスを無料で利用できるが、法人が利用する

には価格は応相談となっている。 

 対象 OS は Windows と MAC。Cluster へのアクセス方法はデスクトップ PC

からの場合（VR デバイスあり）・デスクトップ PC からの場合（VR デバイス

なし）・スマートフォンからの場合の 3 タイプがある。スマートフォンとの連

携は他社より先行しており、画面上の表示ボタンをおしてアバターを移動させ

ることができる。ただし手足を細かに制御することはできない。アバターの全

身を動かすためには、操作者はヘットセットとハンドコントローラだけでなく

腰と足に Vive トラッカーを付ける必要がある。 

 

 

 

 

 

 

図.スマートフォンからのアクセルイメージ 
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Cluster ではスマートフォン向けにバーチャル映像をライブ配信できるサー

ビスアプリ Reality がある。ライブ配信を通して配信者は視聴者からイイねや

ギフトを受け取り収益化することもできる。 

 

 

 

 

 

 

 

図.リアリティーのイメージ 

 

 アバターは Cluster が用意したものを利用できるが、デフォルトで用意され

ているアバターの数は 5 つ。他のアバターを使いたい場合は自分で準備したモ

デルを Cluster にデータをアップロードする作業が必要になる。自分の顔画像

から自分に似たアバターを作成するアプリはまだない。表情の変更は、アバタ

ーの動きに連動させる機能（Ex.手を上げたらスマイル）を予め設定すること

で行える。Cluster にはエモーション設定機能があり、特定の対象ユーザーに

「イイね」を送信できる。 

 

 

 

 

 

 

図.エモーション機能のイメージ 

179



ルーム内で他ユーザーが迷惑行為を繰り返す場合、ルーム権限者からアクセ

スを禁止される場合がある。VRChat とは異なりトラストランク（信頼度）の

機能がないため、初見のユーザーでは迷惑行為の常習者であるか否かはわかり

にくい課題がある。 

 Cluster 内には自分で作ったルームを登録することができる。ルーム内で 1

人だけ VR 体験することからイベントを通じて最大 5000 人まで参加できる

（ただし、画面に一度に表示される数は 50 人まで）。ルーム内ではイベントを

設定することができ、単発のイベントから定期イベントまで設定できる、イベ

ント内容は外部サイトと連携して公開できる。イベントではチケットが実際に

発売され、キャッシュを Cluster 専用のコインにかえてイベントページから購

入する。 

  

 

 

 

 

 

図．一人でゲームをする様子（左図）。イベントを複数で閲覧する様子（右図） 

 

開催されるイベントにはさまざまなものがあり、約 40 万人が参加した「バ

ーチャル渋谷 au 5G ハロウィーンフェス」や、ポケモンのバーチャル遊園地

「ポケモンバーチャルフェスト」など多数の大型バーチャルイベントや、環境

省とコラボしたオンライン環境展示会などがある。ルームの作成にはユーザー

が自由に設計可能な「Cluster Creator Kit」がある。他の VRSNS と共通であ

り、Unity で作成した環境を読み込むこともできる。トリガーでイベント動作

を設定できるが、C#でラインタイムの細かい制御を行うことはできない。イ
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ベント政策運営向けに、企業向けのオリジナル会場・・アバター・演出等の制

作、高精度のモーション収録、企画制作〜配信スタジオ運営等のオペレーショ

ンに至るまで、ワンストップで Cluster 社がサービスを提供している。 

 以下に Cluster を利用するための環境条件を記す。 

OS：Windows10 

CPU：Intel Core i5-4590 以上、AMD FX 8350 以上 

メモリ：8GB 以上 

グラフィック：NVIDIA GTX 970 以上、AMD Redeon R9 290 以上 

ストレージ空き容量：最低 2GB 以上 

通信速度：6Mbps 以上 

その他：SteamVR がインストールされていること 

 

1-2.教える観点からの利用例 

 Cluster はバーチャルイベントの開催に特化している。英語機能より日本語

機能が充実している。ユーザー間のコミュニケーションはボイスチャットだけ

でなくでき声を出すのが恥ずかしい日本人向けにテキストトチャットも行える

ところが他の VRSNS とは異なる。  

図.講義向けに用意されているルーム（左）とプログラミングプレゼン風景（右） 
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 情報処理学会全国大会は 2020/3 月に金沢工業大学での開催を中止したもの

の、学会会誌の一部企画『先生，質問です！』を Cluster で決行した。聴講者

は、拍手やリアクションなどができる。 

 

 

 

 

 

 

 

図.「先生、質問です！」の様子 

 

 他にも学会については、バーチャル学会 2020 が基調講演と口頭発表を

cluster、ポスター発表を VRChat で実施した事例もある。バーチャル学会と

は、VR 空間での学術発表や交流を通じて VR 空間での価値創造をアカデミッ

クな側面から促進する取り組みである。 

 Cluster はエンターテイメント向けのイベント企画に特化した VRSNS であ

るため、アカデミックな教育分野での利用事例はインターネット上では情報が

少ない。海外のユーザーが少ないために Cluster を利用した新しいサービスが

開発されにくい傾向にあり、サーとパーティーの外部アプリが VRChat に比べ

て極めて少ないのが現状である。 

 

参考サイト 

[1] https://www.youtube.com/watch?v=XnQCI3de_h0 

[2] https://bit.ly/3kL0EjQ 

182

https://www.youtube.com/watch?v=XnQCI3de_h0
https://bit.ly/3kL0EjQ


[3] https://cluster.mu/w/79347fb9-05f5-429e-ab5f-8951ee8cd966 

[4] https://cluster.mu/e/5a7fbe41-2bf2-4495-9f7e-30aae59796c4 

[5] https://news.yahoo.co.jp/byline/yukiigarashi/20200306-00166363/ 

[6] https://cluster.mu/e/44d18789-8b92-4c30-b72e-1a1d5ac96dfc 

[7] https://www.moguravr.com/virtual-conference-2020/ 

[8] https://sites.google.com/view/virtualconference2020 

[9] https://edtechzine.jp/article/detail/5121 

[10] https://ict-enews.net/2021/02/19cluster/ 

[11] https://blog.cluster.mu/2020/05/26/avatar-tutorial/ 

[12] https://note.com/cluster_official/n/nc649454388db 

[13] https://cluster.mu/en/ 

[14] https://bit.ly/30eY3pa 

[15] https://bit.ly/3kL0EjQ 
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2.VRChat 

2-1.特徴 

 VRChat は、2014 年にアメリカでうまれた VRChat 社のプロダクトであ

る。同時に複数のユーザー（最大 8000 人）がログインして仮想空間でコミュ

ニケーションを楽しむことができる。VRChat 内には 2021/3 月現在で 25000

を超えるコミュニティーが登録されている。2018/2 月時点では累計ダウンロ

ード数が 300 万回を超えていた。現在、世界最大のユーザー数を抱えている。

ただし、日本からの 1 日のアクセス総数は数千回にとどまる。VRChat は基本

サービスを無料で利用できる。 

 対象 VR デバイスは Oculus と Vive の両方で利用可能である。VR デバイス

を利用しないデスクトップ PC 版も提供されているが手足を自由に操作できな

い利用制限がある。OS は Windows と Linux の環境で動く。アバターの全身

を動かすために、操作者はヘッドセットとハンドコントローラだけでなく腰と

足に Vive トラッカーを付ける必要がある。スマートフォンで VRChat を利用

するためには外部アプリ Ivry をインストールする必要である。 

 

 

 

 

 

 アバターは、VRChat が用意したものから選ぶか、自分で用意したものを使

うことができる。自分で用意する場合には、ユニティーテクノロジー社が作成

したゲームエンジンである Unity の SDK を利用して作成するか、個別に作成

した 3D モデルを VRChat に登録する。ただし、既存のアニメやゲームキャラ
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クターなど著作権侵害になりえるアバターは利用を禁止されている。外部アプ

リを使うことで自分の顔画像からアバターを作ることができる。 

 

 

 

 

 

図.顔画像からアバターを作成する例 

  

ワールドと呼ばれるユーザー同士の交流の場を自分で作成することができ

る。ワールド内には自分で作成したゲームを公開することができ、ユーザー同

士で対戦プレイを楽しむことができる。ワールドを作成するとイベントを開催

することができる様になる。イベントは SNS のイベントカレンダーにて公開

することができ、1 回だけのイベントから定期開催まで任意に設定することが

できる。ワールドに一度にアクセスできる人数は無制限であるが一度に表示さ

れる人数は 40~80 人程度とされている。ワールドは Unity にて作成可能であ

り、イベントの動作の設定から、C#を用いた細かいランタイムの制御まで行

える。 

 VRChat のワールドにはさまざまなタイプのものがあり、ワールド内のルー

ルは運営者が決める。そのためルールを違反し他のユーザーに迷惑行為を繰り

返した時には VRChat へのアクセスを制限される場合があり、これはユーザー

同士の信頼度に応じてかわるトラストランクで管理されている。このランクは

ユーザーのプレイ時間、訪問したワールドの数、フレンドの数、インスタンス

からアクセス禁止された回数などの情報を用いて総合的に評価され、ランクア

ップ/ランクダウンする。 
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 ユーザー同士が集まる場所をインスタンスという。インスタンスとはワール

ド内に設けられる空間のことを意味する。ユーザーは他のユーザーをフレンド

として登録することができ、インスタンスに集まるための招待通知を送信する

ことができる。インスタンスへのアクセスは誰でもはいれるパブリックか特定

のフレンドだけかを選べる。第三者でも、気になるイベントがあればインスタ

ンスに入場するための招待依頼をイベント開催者に送信できる。 

 VRChat 内ではさまざまなワールドやイベントが存在する。最大級のイベン

トのひとつに「バーチャルマーケット」がある。バーチャルマーケットとは、

バーチャル空間上で出展者と来場者が 3D アバターや実際の商品（洋服、PC な

ど）を売り買いする場である。規模は大きく売り上げが 1 千万円を超えるユー

ザーがいる。ユーザーにとって VRChat は単なる遊び場としての利用用途でな

く、収益化としての場として利用するケースもある。 

 

 以下に VRChat を利用するための環境条件を記す。 

・最低スペック 

OS：Windows 8.1、Windows 10 

CPU：Intel i5-4590 以上、AMD FX-8350 以上 

メモリ：4GB 以上 

グラフィック：NVIDIA GTX 970 以上、AMD Radeon R9 290 以上 

通信速度：6Mbps 

・推奨スペック 

OS：Windows 10 

CPU：Intel i5-6500 以上、AMD Ryzen 5 1600 equivalent 相当以上 

メモリ：8GB 以上 

グラフィック：NVIDIA GTX 1060 以上、AMD Radeon RX 580 以上 

通信速度：50Mbps 以上  
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2-2.教える観点からの利用例 

 VRChat はチャットに特化した仮想空間であるが、新型コロナの影響から授

業を生徒が自宅からリモートで参加することができるツールとして利用する大

学（東京大学、ブリティッシュコロンビア大学など）がでてきている。東京大

学のバーチャルリアリティ教育研究センターでは VR 教育や VR 会議を目的と

して利用する場合には、モデルやワールドの設計の自由度の高さ、初期登録済

みデータの数、ユーザー数の多さと多様性、デスクトップ PC さえあれば無料

で始められる手軽さなどを理由として、VRChat の利用を薦めている。ブリテ

ィッシュコロンビア大学の VR 授業の様子は

https://www.youtube.com/watch?v=egZ4GFftsU4 で視聴できる。 

  

 

 

 

 

 

図．ブリティッシュコロンビア大学での VR 授業風景（左：現実空間、右：VR

空間） 

 

 VRChat には様々な国からアクセス可能であるが特にアメリカと韓国からの

アクセスが多い。VRChat 内ではユーザー同士が通りすがりに話しかけること

よくある。このときボイスチャット機能を介してコミュニケーションすること

になり、相手ユーザーが外国人である場合には、相手の言語に合わせることに

なる。VRChat に同時通訳機能は未実装、外部アプリとして GoogleTranslator

を利用する必要があるが翻訳精度は完全ではない。この様な事情から、

VRChat を外国語習得のツールとしての利用が期待される。コミュニケーショ
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ンの様子は以下 https://www.youtube.com/watch?v=c8IrEVhDVsk で見る

ことができる。 

 

 VRChat では、ユーザーは全身の動きを

アバターに反映させることができることか

ら、ダンスの学習に利用することができ

る。仮想空間ではダンス動画をクリップと

してワールド内にはることができる。ミラ

ーリングで同じ動作を（VR の売りであ

る）ゲーム感覚で繰り返すうちにダンスを

上達させることができる。様々な国のユー

ザーがいるため、外国のワールドに行くと

民族ダンスなど 

も習うことができる。ダンスの学習の様子は以下のリンク、

https://www.youtube.com/watch?v=COaEqnwCopw で見ることができ

る。 

 

 VRChat のモデルクリエーターの一部が慈善的に美術館のワールドを作成。ク

リエーター同士が相互に作品を共有・展示することを通してモデルの作成や技

法を学ぶことができる。 

 

図.ダンス練習風景 
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図. VRChat 内のミュージアムのイメージ 

 

 VRChat では中朝的なアートについて解釈の仕方を学べるムービークリップ

が公開されている。様子は以下のリンクで

https://www.youtube.com/watch?v=nY0sbU1kN98 でみることができる。 

 

図.抽象的なアートの理解方法についての動画 

 

 VRChat 内にはさまざまなスクールのワールドが設定されている。実在する

高校が VR 内で後者見学を可能にする事例から、実際に生徒を募集して通える

私立学校（VRC 学園）まで多岐にわたる。ＶＲＣ学園では、ダンス、英会話、

コミュニケーション、モデリング、ボイスチェンジャーの講座などが提供され

ている。 
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参考サイト 

[1] https://keiki002.com/vr/vrc-steamlink/#Steam_Link 

[2] https://ja.wikipedia.org/wiki/VRChat 

[3] https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000063980.html 

[4] http://blog.livedoor.jp/dan_san01/archives/9494072.html 

[5] https://www.moguravr.com/vrchat-6/ 

[6] https://www.gamespark.jp/article/2018/01/21/77951.html 

[7] https://astoness.com/blogs/times/vrchat-introduction 

[8] https://www.holynight.net/archives/563 

[9] https://note.com/pictoria/n/nd5e9e7e11b38 

[10] https://kai-you.net/article/74520 

[11] https://vr.u-tokyo.ac.jp/instructionvrchat/ 

[12] https://www.roadtovr.com/vr-chat-helps-deliver-first-virtual-

university-lecture/ 

[13] https://veer.tv/blog/godfrey-meyer/ 

[14] https://ryanschultz.com/category/vrchat/ 

[15] https://www.youtube.com/watch?v=hu2VZ1w8J2E 

[16] https://note.com/tishow/n/nc19f69df40a4 

[17] https://www.vrcw.net/category/detail/school 
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3.Engage 

3-1.特徴 

 Engage は、2015 年にアイルランドで生まれた Immersive VR Education

社のプロダクトである。プロダクトは 2016 年にリリースされた。Engage は

バーチャルリアリティ技術を活用して世界中の人々がアイデアを共有し、レッ

スンを教えたりする方法を変革しようとする無料で使える新しい教育・プレゼ

ンテーションプラットフォームである。HTC 社が戦略的パートナーかつ出資元

である HTC 社製品の Vive Sync とも一部データの互換性がある。Engage は

基本サービスを無料で利用できるが 3 ユーザーの利用に限定される。有料版は

プラスで月 5 ユーロで 20 ユーザーまで利用可能、1000 以上あるモデルの利

用やモデルのカスタマイズをしたい場合は法人契約が必要で価格は応相談であ

る。 

 

 

 

 

図.Engage で授業を受けている様子 

 

 対象デバイスは Oculus Rift や HTC Vive などの VR デバイスを Windows

に接続して利用する。アンドロイドのスマートフォンにも対応している。Mac

には対応していない。アバターは手足のある古ボディーのため Vive トラッカ

ーで全身を制御できるが、レッスンでは基本的に聞く・見る・触れて動かすこ
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とに特化しているので必須ではない。自分の写真を Engage にアップロードす

ることで自分だけのアバターを数分で作成できる。 

 Engage は高い没入感にこだわって作られており他の VRSNS と比べてユー

ザーは教室や会議室にいる感覚を作り出す。また、インタラクティブなホワイ

トボードシステムなどのツールを使ってユーザー同士が共同作業を行える。

Engage は Dropbox と OneDrive と Onvedirve と Youtube にも対応してお

り、パワーポイント、ビデオファイル、オーディオファイル、スプレッドシー

トなどを仮想環境内に読み込むことができ、またファイルやメディアを外部ア

プリと簡単に共有することもできまる。 

 Engage はマルチユーザーシステムで、最大 50 人のユーザーがどこからで

も 1 つのプライベートレッスンやミーティングに参加できる。Engage では、

教育者やプレゼンターが授業を録画して、後で編集することや外部プラットフ

ォーム上で容易に公開できる Projected Presence がある。Projected 

Presence では、プレゼンターや教育者が講義やプレゼンテーションを行う際

に、自分や他のアバターの声、自分や他のアバターの動き、投影されたメディ

アやクイズおよびその成績などを記録する。アバターは一度に複数の場所に投

影することができ、複数の部屋で同時にライブトークを提供している様に見せ

ることができる。 

 Engage 内部のアバターは会議、イベント、トレーニングに適した様々な制服

や服装から選択できる。ビジネス用、スマートカジュアル、開業医、警察官、

民間航空会社のスタッフなど、1000 以上のモデルが予め登録されている。 

 Engage ではテスト、フィードバックフォーム、クイズを作成できるインタ

ーフェースが備わっており、ライブセッション、トレーニング、イベント中に

VR で配信できる。これにより学習の成功度を可視化できる。また、医学、科

学などのトピックや、オックスフォード大学やニール・デ・グラッセ・タイソ

ンなどのコンテンツクリエーターによる、インタラクティブな医療トレーニン
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グ、教室でのアクティビティ、講義、世界中の 360 ビデオなど、多種多様な

VR コンテンツを用意されている。 

 以下に Engage を利用するための環境条件を記す。 

・推奨スペック 

OS：Windows10、 

CPU：Corei5 以上 

メモリ：8GB 以上 

グラフィック：NVIDIA GeForce GTX 970 以上、 

容量：9GB 以上の空き容量 

 

Android 端末（スマートフォン、タブレット） 

OS: Android 7.1.1 以上 

CPU: Qualcomm Snapdragon 835 以上 

メモリ: 4GB 以上 

容量： 5GB 以上の空き容量 

 

通信速度：アップロード 4Mbps／ダウンロード 8Mbps 以上 

 

3-2.教える観点からの利用例紹介 

 Engage は教育や研修に特化したプラットフォームであるため学習に関わる記

事が多い。一例を以下に紹介する。 

 

・英語学習 

他の VRSNS にもあるが、Engage での英語学習の利用例。テキストとボイス

チャット機能を使って英語を学習する。臨場感のあるオブジェクトに物体名が
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書かれたポストイットを張り付けて単語を覚えるなどの事例が紹介されてい

る。 

https://www.youtube.com/watch?v=9HiSewevhZM 

 

 

・オックスフォー大での VR 講義#1 新生児医療 

オックスフォードの医学部では南アフリカの新生児の生存率を高めるための治

療訓練を VR で行っている。Engage が訓練用のプラットフォームを提供。 

https://www.youtube.com/watch?v=l5Szr9A6ZQY 

 

・オックスフォー大での VR 講義#2 放射線治療 

放射線治療についての 24 分間の講義。講義の途中に大砲のエピソードが出て

くるが、実際に大砲のオブジェクトを使ったプレゼンテーションが行えるのは

VR ならでは。 

https://engagevr.io/2019/10/oxford-lecture-series-on-engage-platform-

radiotherapy-101-martin-christlieb/ 

 

・オックスフォー大での VR 講義#3 地震学 

地質を空から計測して地震が起こるメカニズムを探る事例の一例を紹介。リア

リティのある地質やドローンをアバターの目の前に表示しながらの講義は現実

では簡単にできない。 

https://www.youtube.com/watch?v=LK9L9NRk6N8 

 

・マインドフルネス体験 

194

https://www.youtube.com/watch?v=9HiSewevhZM
https://www.youtube.com/watch?v=l5Szr9A6ZQY
https://engagevr.io/2019/10/oxford-lecture-series-on-engage-platform-radiotherapy-101-martin-christlieb/
https://engagevr.io/2019/10/oxford-lecture-series-on-engage-platform-radiotherapy-101-martin-christlieb/
https://www.youtube.com/watch?v=LK9L9NRk6N8


心をやわらげストレスから解放し集中力を高めるためのマインドフルネスアプ

リと連携した事例の紹介。Engage のハイクオリティで没入感のある環境を利

用。 

https://engagevr.io/2019/10/the-mindfulness-experience-with-caitlin-

krause-engage-virtual-reality-series/ 

 

・学習系の企業との連携事例#1 

企業や大学に学習ソリューションを提供しているイギリスの Virtual Colleget

との提携ニュース。没入型のデジタル学習コースを開発するにあたって

Engage プラットフォームを利用。 

https://engagevr.io/2020/07/virtual-college-and-engage-to-collaborate-

on-digital-training-projects/ 

 

・学習系の企業との連携事例#2 

国内教育資料作成会社が体験型英語学習サービスとして Engage プラットフォ

ームを採用した事例。 

https://edtech-media.com/archives/40681 

 

・学習系の大学コースとの連携事例 

シェナンドア大学の AR/VR デザイン科学向けの教育コンテンツ制作で協力。 

https://www.moguravr.com/immersive-vr-education-3/ 

 

・その他 

油田＆ガスプラントの研修用教材作成事例 

https://www.youtube.com/watch?v=tETTt8PKQpc 
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アポロ 11 号の月面着陸の体験事例。 

https://www.youtube.com/watch?v=bLYjn8HiP1U 

 

タイタニック号沈没を体験事例 

https://www.youtube.com/watch?v=8ejn5TWESkk 

 

上記のさまざまな事例からわかることは、 

・大学や企業などの教育を提供する側は、没入感が高く細部が作りこまれてい

る環境や物体のモデルを必要としていること 

・テキストやボイスチャット機能だけでなく、それらを使って評価したり話し

合えるキーボードやホワイドボードなどのツールがそろっていること 

・音声や動作などを記録でき編集し繰り返し利用できる機能が備わったプラッ

トフォームであること、 

などである。複数ユーザーの同時接続を高めることやエンターテイメント色の

濃い VRSNS（Cluster）ではデータ通信と仮想空間の動きのリアルタイム性を

最優先にしているため、環境やオブジェクトの細部の作りこみがおろそかにな

りがちであることから、教育や研修に特化した Engage との差異が明らかであ

る。 

 

参考サイト 

[1] https://engagevr.io/ 

[2] https://xinreality.com/wiki/Engage 

[3] https://note.com/zenschool/n/nb9614f6362b4 

[4] https://www.moguravr.com/engage-virtual-classroom/ 

[5] https://edtech-media.com/archives/40681 

[6] https://www.moguravr.com/immersive-vr-education-3/ 
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[7] https://www.facebook.com/watch/immersivevreducation/ 

[8] https://note.com/zenschool/n/n455cbc91bf06#pnGhf 
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4. VIVE Sync 

4-1.特徴 

 台湾 HTC 社が 2018 に法人向け会議アプリ VIVE Sync を販売開始。HTC 社

は VR デバイス VIVE シリーズの製造メーカであり、FaceBook の Oculus（シ

ェア 53% in 2020/11 月）に次ぐ 22%の占有率を持つ。VIVE Sync は VIVE

シリーズ（VIVE Focus、VIVE、VIVE Pro）上で動くアプリである。閲覧機能

だけであれば IOS とアンドロイドで VIVE Sync にアクセスするアプリがあ

る。現在ベータ版をリリースしており単体の価格は未定。 

 

 

 

 

 

 

図.VR デバイスのシェア 

 

 VIVE Sync は 1 つの会議室にアバターが 20 人まで参加可能。基本的な画

像・動画・プレゼンテーションファイルを共有可能。OneDrive や他の外部デ

ータサーバとの連携も可能。3D 空間に文字や絵を書く機能で参加者がメモを

書き加えていくといった使い方もできる。会議中の様子はスクリーンショット

や動画で記録として残せる。これらは Engage の出資元であることから機能は

Engage と同一である。また、VIVE Sync は会議への招待やログインを QR コ

ードで行える様な工夫もしている。 
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図. VIVE Sync の会議イメージ 

 

 VIVE Sync は 2020/6 月にメージャーアップデートされ、VR デバイスなし

でも PC から会議に参加可能となった。ただし、VR デバイスがない場合にはア

バターがないため、ディスプレイボード上に名前が一覧表示されるだけであ

る。VR デバイスなしでも会議中にボイスチャットやスクリーンショットの撮

影、会議の録画などの最低限の機能を使うことができる。ただし、VR デバイ

スがなくても VIVE Sync の会議システムとつなぐためには VR デバイス対応相

当の PC スペックが必要になる。VIVE Sync は顔写真を VIVE Sync に送信す

ることで自分だけのアバターを作成することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

図.自分とそっくりなアバターの作成事例 
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 HTC 社は 2020 年末までに VIVE Sync の上位版として VIVE XR Suite を発

売した。VIVE XR Suite も VIVE Sync と同様に法人向けの製品である。VIVE 

XR Suite には、5 つのアプリが束ねられ（バンドルされ）ている。 

バンドル

名 

VIVE 

Sync 

VIVE 

Campus 

VIVE 

Sessions 

VIVE 

Social 

VIVE 

Museum 

利用する

アプリ 

VIVE 

Sync 

VirBELA ENGAGE VRChat Museum 

of Other 

Realities 

用途 ミーティ

ング 

バーチャル

オフィス 

講義 

 

SNS 展示 

 

 VIVE XR Suite には機能限定絃の無料バージョンと 1 アカウント当たり 30

ドル/月（年払いの場合は 250 ドル/年）の定額利用バージョンがある。法人に

は複数アカウント保有できるエンタープライズライセンスもある。VIVE XR 

Suite のサイトに日本からアクセスすると中国語ホームページが開くことから

アジアのメインマーケットは中国が対象となっている模様。 

 HTC 社が VR デバイスのベンダーでありながらソフトウェアの VIVE Sync

を同時に開発していることのメリットは、VIVE XR Suite を販売していること

が示すように、ハードとソフトの両方を開発しているので実現できるスケール

が他の VRSNS アプリと違うこと、戦略的パートナー兼出資先である Engage

に見られる様に HTC 自ら会議ツールとして活用しながら開発をしているので

機能が実用的であること、など。ハードとソフトを両方作っていることの強み

としては、VIVE Pro Eye を使うことでアイトラッキング機能による目の動き

の再現ができること、リップトラッキング機能による口の動きの再現が可能に

なっている。これら一連の機能を使うことで、VR 空間内でのアバター同士の

コミュニケーションや教育や研修がより現実に近いコミュニケーションに近づ
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く。これは教育現場では先生と生徒の距離を縮める上で必要である。HTC 社は

アバターの全身の動きにこだわりがあり、他の VRSNS では足が簡素な形状 or

足無しであるところを全身表示とその動作生成にも力をいれてアバターの自然

な動きを再現するところに注力している。現在新しい機能として、AR モード

対応を行っている。AR モードではオブジェクトを実環境に投影するためミニ

チュアであったとしても、VR モードではオブジェクトの詳細を確認するため

にミニチュアの世界にサイズが合う様にアバターを調節できる様な機能を開発

している。 

図.実世界スケールでのオブジェクト表示（左図）と物体スケールでのオブジェ

クト表示（右図）の事例 

 

 VIVE Sync ではセキュリティーの安定性にも力を入れている。法人が会議真

中に機密事項が含まれる様な新製品発表の会議も行っていたとしても第三者に

よるハッキングやその後の情報漏えいがされない構造を採用している。これま

で、アマゾンやグーグルの AI スピーカーなどでも問題になった盗聴などの情

報漏洩について、社内の監視体制も含めて対策を検討している。 

 

 以下に VIVE Sync を利用するための環境条件を記す。 

OS：Windows10 

CPU：Intel Core i5-4590 以上、AMD FX 8350 以上 

メモリ：8GB 以上 
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グラフィック：NVIDIA GTX 1070、AMD Radeon RX 580 以上 

ストレージ空き容量：最低 2GB 以上 

通信速度：会議・授業仕様では 5Mbps 以上、3D の高精細は 50Mbps 以上 

 

4-2. 教える観点からの利用例 

コロナ禍において教育者と生徒の関わりを維持する手段として VR 教育が期待

される。VIVE Sync を用いた教育のリモート学習の事例を以下に説明する。以

下にルイビル大学、デポール大学、アリゾナ大学におけるリモート授業の一例

を示す。 

 

・ルイビル大学における VR 利用例 

ルイビル大では、学生が教員になる専門前教育コースの一環として VR 授業を

提供。教員候補者の学生同士で指導補法を議論することや指導の経験を積むた

めに、対面式の小学校の授業の様な体験授業を行える様にした。VR における

授業の提供と没入感のある体験は生徒が教えられているテーマについて学ぶだ

けでなく、実体験を通してテクノロジーについても学ぶことができる大きな成

功事例となった。 

 

 

 

 

   

図.VR 教育事例。指導方法の授業（左図）。授業にライオンを持ち込んだ事例

（右図） 
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・デボール大学の VR 利用例 

デポール大学のキャンパスに VR を中心としたイノベーションラボを建設。コ

ロナ禍でも教員と生徒の関係、生徒同士の関係が保たれる様に VIVE デバイス

と導入。最新のテクノロジーを用いることで、教員と生徒との間のコミュニケ

ーション改善から現実とかわらない授業をバーチャルに持ち込んで生徒が専門

知識を会得する過程の効率改善まで広いテーマにおいて VR を利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

図.DePaul 大学の VR 教育事例 

 

・アリゾナ大学での VR 利用例 

医療現場での長時間労働が問題視されている昨今、VR は専門医資格をとる

医者や卒業したての研修医にとっては確固たる役割を持つ様になっている。 

ボストンを拠点とする「内視鏡・内視鏡下耳手術国際ブートキャンプ」が耳

鼻咽喉科医（耳、鼻、喉の医師）に VIVE Sync を導入。アリゾナ大学医学部

耳鼻咽喉科の研修医による内視鏡手術解剖セッションをライブストリーミング

で行う VR 教育付きの特別コースを開発。参加者は、巨大なバーチャルディス

プレイで手術指導のライブ映像を見ながら交流できる没入型の環境に参加。 
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図．内視鏡手術解剖セッションの様子 

参考サイト 

[1] https://www.moguravr.com/steam-monthly-hardware-survey-9/ 

[2] https://engt.co/3rheQn8 

[3] https://stdvisual.com/vrblog/2020/06/05/vivesync/ 

[4] https://enterprise.vive.com/jp/solutions/vive-sync/ 

[5] https://vive-sync-avatar-creator.en.aptoide.com/app 

[6] https://enterprise.vive.com/eu/solutions/xr-suite/ 

[7] https://blog.vive.com/us/2020/12/10/enhance-remote-learning-vr-

education/ 
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5.VR-SNS 調査まとめ 

 これまでにエンターテイメント系に特化した Cluster と VRChat、教育・研

修に特化したビジネス系の Engage と VIVE Sync の計 4 つを比較してきた。

VIVE Sync の節でも触れたが、VRChat と Engage と VIVE Sync はバンドル

化されており性能・機能が非常に似ていることが分かった。以下に、Cluster

と VRChat/Engage/VIVE Sync の二つにわけて教育・研修に向いているかど

うかをまとめる。 

 

・Cluster 

 教育で提供したいコンテンツ（映像・画像・写真・テキスト）をルーム内で

集まった生徒に配布し、教育者から生徒へと一方通行の講義をするのであれば

利用可能と思われる。ただし、VR-SNS の教育利用で最も成功しているのは語

学分野であることから、海外アクセスがない上に海外の環境モデルが皆無であ

ることから、Cluster は語学教育には不向きである。製作元が日本、VR-SNS

の運営も日本語、ユーザーもほぼ日本人であり安全＆安心して利用できるメリ

ットがある反面、エンターテイメント色が濃いために授業の裏側で生徒が意図

しない使い方（他のルームでゲームや映画をみるなど）を簡単に行えてしまい

防止策が容易されていないデメリットもある。また、サービス提供時期は他の

VR-SNS と同時期であるが海外での VR-SNS のブラント確立に失敗しているこ

とと、サービス提供が日本国内に極端に依存しているため、長期視点でみたと

きに教育現場で安定して利用し続けられるかは不透明である。 

 

・VRChat/Engage/VIVE Sync 

 VRchat は Cluster と同じエンターテイメントに特化した VR-SNS である。

Cluster と同様に教育者から生徒への一方通行の講義をすることに利用でき
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る。海外アクセスの方が日本よりも多くさまざまな国や地域のユーザーと交流

を深められることができ、語学教育に向いている。歴史的な建造物や遺跡の環

境モデルも一部にあるため歴史の授業にも活用が期待できる。ユーザーの多さ

はメリットである反面、迷惑行為を行うユーザーがいることや子供には不適当

なコンテンツもあるため教育現場での運用には注意する部分がある。なお、東

京大学のバーチャルリアリティ教育研究センターでは Cluster よりも VRChat

を薦めている。 

 Engage/VIVE Sync は教育・研修に特化していることから、講義スタイルの

従業だけでなく、精細な物体や環境のモデルを利用して体験・実習のスタイル

の授業を行うこともできる。既にさまざまな国でオンライン学習向けサービス

に採用されていることから実績もある。VIVE Sync よりも Engage の方が会議

システムの開発は先行しており登録済みモデル数も多いことから Engage（法

人契約）の方が利便性は高い。 

 VIVE Sync がバンドル化の製品の流れで VRChat と Engage の利点を取り

込みメジャーアップデートを行っていくことから、長期的な視点でみると、VR

デバイスと合わせて使いやすくブランドが確立されて無くなりにくい VR-SNS

は VIVE Sync かと思われる。 

 

参考サイト 

[1] https://tips.spacely.co.jp/socialvr/ 

[2] http://www.s-kenpo.jp/archives/3224 

[3] https://narazaka.hatenablog.jp/entry/2020/07/19/2020 年の VRSNS

を比較してみた 

[4] https://lipronext.com/blog/vr-sns/ 
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附録⑤【調査（2）】センシング調査 
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「センシング」 

機器・ツールの事例集 
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第1章  はじめに 

 

第1節 本書の目的 

 

専門学校を中心とした教育現場において、次世代学習を実現するために「センシ

ング」により取得した「情報」の利活用方法を検討する。生徒一人一人の状態を「数

値」によって可視化し、定量的に把握することにより、指導者・学習者双方にとっ

て、より良い学びの環境を構築することが目的である。具体的には、個々人に最適

な個別指導、学習者同士の共同作業の改善、学習効率の向上などである。 

 

第 2 節 センシングとは 

 

センシングとは、センサー(感知器)を使用して情報を計測して数値化すること。

従来の「リーディング」が人工的な記録情報を読み取るのに対して、センシングは

自然の情報を感知するという違いがある。 

センシング技術は、「スマートセンシング」「リモートセンシング」に分けられる。

スマートセンシングは、一般的にセンシングと同義で使われることが多く、人間の

データ（例：表情、脈拍、体温）を計測する技術で、人間に直接関わる分野・生活

に密着した分野（例：健康管理）で利用される。一方、リモートセンシングは、離

れた場所にある物を遠隔操作したりデータを計測したりする技術で、人間・生活と

は直接的には関わらない分野（例：宇宙・航空）で利用される。 

 

 リーディング センシング 

 スマートセンシング リモートセンシング 
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計 測 対 象

の 

情報 

人工的な記録

情報 

人間に関する自然の情報 

(光・音・味・温度・湿度等) 

人間とは直接関係 

しない自然の情報 

活用例 

活用分野 

バーコードに

よる決済 

SD カードに

よる読取 

教育・医療・自動車など       

生活・社会に密着した分野 

宇宙・航空 

 

 

パソコンやスマホに人間が文字を「入力

して」やりとりするのではなく、センシン

グ技術により音声・動作・人間の思考等を

読み取り「入力せずに」やりとりするよう

になると、人間の生活・社会全体が大きく

変化する、イノベーションが起きることが

期待されている。 

(例：教育現場で生徒一人一人の理解度に合わせて出題することにより解ける喜び

を感じ能動的・意欲的に学習に取り組むようになる) 

 

 

第 3 節 調査対象 

 

■調査対象情報 

学習者の集中力向上を直接的な目的とするセンシングに限らず、人間のあらゆる

意識的および無意識的な状態、人間を取り巻く環境をデータ化するスマートセンシ

ング全てを対象とする(下記分類例参照) 

Level1 Level2 Level3 Level4 

1 人体(内的要素) 1 無意識 1 血流  

https://project.nikkeibp.co.jp/mirakoto/atcl/design/2/t_vol18/?P=2 
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    2 心拍 

 

  3 脈拍  

    4 体温 

 

    5 脳波 

 

    6 筋肉 

 

    7 眼球・瞳孔 

 

  8 皮膚・汗  

  2 意識 1 顔 1 目 

      2 眉 

      3 耳 

      4 鼻 

   5 口 

   6 角度・向き 

   7 頬・顎 

    2 体 1 頭 

      2 手 

      3 足 

      4 骨格・姿勢 

   5 移動速度 

   6 角度・向き 

2 人体以外(外的要素) 1 温度  

 

  2 湿度  

 

  3 面積  

 

  4 体積  

 

  5 人の数  

 

 6 人の位置   

  7 天候の状態  

 

  8 空気の状態   

 9 映像・音   
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【参考】センサーの分類例 

 

■調査対象企業 

センシング技術を開発、または、センシング技術を活用した製品・サービスを提

供する企業 4 社（国内 2 社、海外 2 社）を対象とする。 

 

Level1 Level2 Level3 備考 

1 接触式 

(人体と接触

する) 

1 装着型 

(ウエアラブル) 

1 腕時計・リスト

型 

手首につけるもの全般＋ 

足首につけるものも含む 

   2 眼鏡・コンタク

トレンズ 

 

  3 マウスガード  

  4 衣服  

   5 靴  

   6 貼付シート  

 2 埋込型 1 体内埋込型 https://neuralink.com

/ 

  (インプランタブ

ル) 

2 皮下埋込型  

   3 体内飲込型 カプセル 

 3 機器類 1 脳波計・ヘッド

セット 

頭に電極をつけて、脳か

ら出る微弱な電気信号を

記録 

  2 パルスオキシメ

ータ 

指に挟み皮膚を通して 

脈拍数を測定する装置 

2  非 接 触

式 

(人体と接触

しない) 

1 カメラ  センシングカメラ、Web

カメラなど汎用的なカメ

ラ 

 2 マイク   

 3 ヒートセンサー   
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  本社：京都府長岡京市 

ミラクシア  エッジテクノロジー株式会社（以下、MIRAXIA） 

https://www.miraxia.com/ 

  

 

本社：大阪府吹田市        

株式会社プロシーズ（以下、ProSeeds）https://www.pro-seeds.com/ 

 

 

アフェクティバ（以下、Affectiva）HQ：Massachusetts, United States 

https://www.affectiva.com/ https://www.affectiva.jp/ 

 

 HQ：Copenhagen, Denmark         

アイモーションズ（以下、iMotions）https://imotions.com/ 

 

第２章  機能概要・事例 

 

第１節 MIRAXIA 

 

MIRAXIA は、1997 年にパナソニックグループ会社としてスタートした企業で

あるが、2012年からは、パナソニックグループ外案件の受託も開始。2013、2016、

2019 年 CMMI(※)レベル 3 を達成。 

 

(※)Capability Maturity Model Integration の略。米国カーネギーメロン大学

の CMMI Institute で管理されている、ソフトウェア開発のプロセスの成熟度を評

価するための指標。レベル 3 は、組織全体でのソフトウェアの開発・保守の方針、

ガイドライン、手順が確立されており、安定的に一定水準の品質のソフトウェアが

開発できる状態。 
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■ソリューション 

センシング関連の主なソリューションは①感情 ②眠気 ③集中力 ④行動検知

の 4 種類。 

 https://www.miraxia.com/business/ 

 

※基本的な仕組み 

Step1：カメラで人の顔を認識 

Step2：顔のパーツ・目線・顔の向き等を独自のアルゴリズムで解析 

Step3：感情×快適度×興奮度×集中度×眠気×年齢×性別から人の状態を可視化 

 

①感情センシング https://www.miraxia.com/business/emotion/ 

 

■特徴 

・７つに分類した感情（幸福、怒り、驚き、嫌悪、恐怖、悲しみ、平常）をリア

ルタイムで推定 

 

■用途・効果 

【顧客分析】 

お客様の反応を数値化することにより、店頭における商品・サービスに対する顧
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客の嗜好を分析する 

【人事・労務管理】 

社員の日々の変化をモニタリングすることにより、勤務状態・健康状態などを把

握する 

【集中力管理】 

目線・表情・顔の向き等から集中度合いを測定することにより、勉強の集中度合

いが分かる 

②眠気センシング https://www.miraxia.com/business/nemuke/ 

 

■特徴 

・カメラ映像のドライバーの瞬きや表情から、眠気を 5 段階で推定 

・無自覚な浅い眠りを検知、眠くなる前に覚醒を促す 

 

■用途・効果 

【居眠り運転防止】 

ドライバーの眠気を感知してアラートで知らせることにより、眠気を抑制して事

故を未然に防ぐ 

【危険ルート回避】  

危険ルートをドライバーに予告することにより、事故発生確率を下げる 
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■検証結果       

    眠気検知精度が高い        外光影響を受けず精度安定 

眠気レベルの検知精度の高さを 

表現するグラフ             

→真値との高い相関、浅い眠気から 

検知可能       

                                    

 

「独特の挙動」による眠りの深さの検知 

 

 

 

 

 

 

 

 

他社 

目・瞬きが見えない

→眠気検知不可  

MIRAXIA  

眼鏡の奥の目も捉える

→眠気検知可能 
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ルートによる眠気の差 

 

③集中力センシング  https://www.miraxia.com/business/shuchu/ 

 

■特徴 

・カメラで顔認識→表情、顔の向き、体の動き等のデータから AI 解析→集中力を

検知 

・接触型デバイス（例：呼吸計測型、脳波形型）と異なり、非接触型カメラのみ＝

学習者負荷軽減 

・オンライン授業等でカメラ付きデバイスを使用している場合、デバイス購入不要

＝導入コスト低減 

 

■用途・効果 

【個別サポート】  

測定値に基づいて適切なタイミングで生徒に声をかけることにより、高い集中力

を維持する 

【学習環境の最適化】  

時間帯に応じて室内環境（レイアウト・温度・湿度など）を改善・調整すること

により、集中力を上げる 

【学習コンテンツの改善】  

コンテンツの評価・フィードバックを受けることにより、集中力を UP するコン

テンツの作成につなげる 
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■検証結果  

 

講義の質による差            時間帯による差 

プロ(青)のほうが素人(赤)より約 7％高い ９時(青)は 14 時(赤)より約 9％高い 

 

④行動検知 https://www.miraxia.com/business/kokkaku/ 

 

■特徴 

・画像解析により人の状態（姿勢・行動）を検知 

・3 次元カメラで取得した画像から人体を認識→骨格から姿勢・行動の推定 

・3 次元情報を用いて解析→ どのアングルからの撮影も可能→カメラの設置自由

度が高い 

・非接触センサー→人体への負担がない 

・解析画像には顔など個人を特定する要素は表示されない→プライバシーに配慮 

 

■用途・効果  

【安全な作業】 

ロボットとの協働する製造現場において危険行動を監視することにより、接触

等の事故を未然に防ぐ 

【危険運転防止】 

ドライバーの姿勢・行動を予測することにより、危険運転を未然に防ぐ 

【介護業務効率化】 
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カメラでリアルタイムに要介護者を見守ることにより、徘徊を防止し、介護者の

負担を減らす 

【健康管理】 

姿勢を検出・分析することにより、健康状態を把握・評価する 

 

■事例 

MIRAXIA 単独の事例は検索できなかったが、パートナー企業として

VieurekaPF に参画している。VieurekaPF とは、IoT 機器を AI を掛け合わせた

サービスを実現するために必要な機能・アプリ開発のため提供されるソフトウェ

ア開発キットと運用基盤のことである。サービスは、エッジ側の「IoT カメラ」

「画像解析 App」、クラウド側の「Vieureka Manager」「App サービス」の 4 つ

のブロックから成る。 

 

 

 

 https://tech.panasonic.com/jp/bi/vieureka/about.html 

https://tech.panasonic.com/jp/bi/vieureka/partners.html 
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例えば、小売店舗では、EC では当たり前のことをリアル店舗で実現している。

IoT カメラ内の画像解析アプリにより、「来店客の人数」「属性情報（性別、年齢、

滞在時間）」をデータ化し「商品棚の陳列状況の変化」を確認できる。購買に至る

までの来店客の行動を定量化する。 

 

 

https://tech.panasonic.com/jp/bi/vieureka/service/customer.html 

    https://tech.panasonic.com/jp/bi/vieureka/about_partners.html 

        

第 2 節 ProSeeds 

 

ProSeeds は、2000 年に e ラーニング事業（コンテンツ制作・販売・ASP 配信）

で創業、2003 年には自社開発のオリジナル LMS（LearningWare）をリリース、

2005 年経済産業省の委託事業「草の根 e ラーニング・システム整備事業」サービ

スを提供。集中度を計測できる e ラーニングシステムとしては日本初。日本 HR チ

ャレンジ大賞「イノベーション賞」日本 e ラーニング大賞「アダプティブラーニン

グ特別部門賞」を受賞。 

 

下記３つを実現することを目指している。 

①学ばせやすい：教育者が、素早く簡単に学びやすい教育を提供できる 

②学びやすい：学習者が心地よく学べる、取り組みやすい、わかりやすい、成長を
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実感しやすい 

③学び合いやすい：学習者同士が、効率よく情報共有し、すべての人が教育者・学

習者になりうる 

 

■ソリューション 

集中度機能「ConcentrateLMS」は、70 万ユーザーの運用実績のある、e ラーニン

グから集合研修 まで学習・研修を一括管理するシステム「LearningWare」のオ

プション機能である。 

https://www.pro-seeds.com/lms/feature/concentrate.html 

https://www.pro-seeds.com/lms/ 

 

 

■特徴 

・受講者の顔を Web カメラを通じて撮影し、「集中度」という「態度」を示すデー

タを計測 

・顔の 20 個以上の特徴点を検出し、顔の角度や動き、視線などを数値化 

・一人一人の集中度変遷の比較、講座別の平均集中度を比較 

・個人が特定できるような画像情報は撮影・録画せず、個人情報保護の観点でも安

心 

・データミックス社の集中度計測ソフト「Sension」を使用・・・e ラーニング受

講者のパソコンについているカメラで学習中の顔を撮影し、目や眉毛、鼻、口とい

った特徴点の動きや顔の角度を抽出。独自のアルゴリズムで分析し、学習中の集中
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度を時系列的に測定。例えば、目を閉じていたり、下を向いたりといった時間が閾

値を超えると、その時間は「集中していない」と判断する。 

・集中度の標準偏差および平均値の 2 軸：標準偏差も平均値も低い講座は「悪い」、

標準偏差が低く平均値が高い講座は「良い」、標準偏差も平均値も高い講座は「全

体的には良いが個人差あり」 

 

■用途・効果 

【講義コンテンツの改善】 

質のよい学習を行っているかを測定することにより、文字を詰め込みすぎて理解が

追いついていない状態ではないか等、わかりやすい教材作成をサポートする。 

【講義方法の改善】 

説明不足はないか、学ぶ意義を伝えられているかを分析することにより、説明時間・

順序を工夫する。 

例えば「講座開始直後に受講者の関心を掴む話をしたほうが集中度が続く」「10 分

ごとに休憩を入れたほうが集中できる」などの改善施策をとれる。また、講師間の

比較・評価に活用できる可能性もある。 

【受講態度の改善】 

受講者自身の興味分野を把握したり、他者の集中度と比較したりすることにより、

自分の特性として 伸ばすべき能力を認識することにより、学習意欲が上がり能動

的な自己努力を促進する。 

【人材育成・人材配置の最適化】 

個人の「興味・関心」を数値化することにより個人の「適性・傾向」を把握する。 

人に依存したアサインに比べ、客観的根拠に基づいたアサインのほうが、より適材

適所の配置ができる。 

【ハイパフォーマーの行動分析】 

ハイパフォーマー（生産性の高い人材）はどのような集中度の特性をもった人物な

のか分析する。 
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(画面例)講座別集中度一覧照会       (画面例) 受講者別集中度一覧照会 

  

 

 

 

 

 

   

講座単位での学習意欲・研修効果の把握      他者と比較して自身を客観的

に評価 

 

 

■事例 

 

 

 

 

 

 

【学校】環境に関わらず一人一人ののペースに合わせた学習形態を実現できた 

【教師】生徒の学習状況をいつでも確認し、的確に指導することができた 

【生徒】家から出られなかったり覚えることが苦手だったりしても、自分のペース

や進路に合わせて学べた 

 https://www.pro-seeds.com/result/aioigakuin/ 
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■コスト 

LearningWare の導入を前提として、集中度機能には下記 2 つのプランがある。 

 

【ユーザー数プラン】 

初期費用￥50,000、月額費用は下記の通りユーザ数により異なる(税別価格) 

0～500＝￥20,000、501～750＝￥26,200、751～1500＝￥32,200、 

1501～2500＝￥48,400、2501～3500＝￥67,600、3501～4500＝￥84,400、 

4501～5500=￥98,800、5501～7500=￥110,800、7501～10000=￥130,000 

 

【同時アクセス数プラン】 

初期費用￥50,000 月額費用は下記の通りユーザ数により異なる(税別価格) 

25＝￥20,000、50 ＝￥26,800、75＝￥34,000、100＝￥41,200、150＝

￥54,400、 

200＝￥67,600、300＝￥89,200、400＝￥110,800、500＝￥132,400、 

750￥180,400 

 

第 3 節 Affectiva 

 

Affectiva は、2009 年に MIT メディアラボからスピンアウトした、感情認識 AI の

リーディングカンパニー。Kleiner Perkins Caufield Byers、Horizon Ventures、

Fenox Venture Capital などの大手投資家の支援を受けている。世界 87 カ国以上

800 万人の表情データを蓄積。 

 

表情データという感情的な反応だけでなく、生理学的・認知的反応（脳活動、視線

(アイトラッキング)など)の測定値と組み合わせて分析。データベースは、FACS（顔

面動作符号化システム）理論に基づき、FACS の認定資格者である FACS コーダー 

が表情を解析、教師データ化したものをディープラーニングに用いることで整備。 
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感情認識 AI「Affdex」の感情認識技術は、アプリやゲーム、教育や医療の現場、

自動車、マーケティング・リサーチなど様々な業界で活用され、効果が実証され始

めている。教育の分野では、教材に対する反応を分析、学習者のつまずきや集中力

の途切れをリアルタイムで分析できる。 

https://www.affectiva.jp/aboutus 

 

 

 

■ソリューション 

 

①Affectiva Automotive AI https://www.affectiva.jp/automotiveaisdk 

 

■特徴 

・車内に設置したカメラを利用して感情データや属性情報などを収集、リアルタイ

ムで感情を分析 

・ディープラーニングにより精度を向上させた独自のアルゴリズムにより、ローカ

ル環境で分析可能 

・表情分析：カメラの映像（RGB/近赤外線）からの顔の位置を検出・追跡、顔画

像をピクセルレベルに分割し、表情及び感情を分析 

・KSS（Karolinska Sleepiness Scale）：4 段階で眠気レベルを検出 

・DMS(Driver Monitioring System)：ドライバーの感情(注意散漫などの複雑で

微妙な感情)、 

眠気のレベルを検出、頭部の角度からよそ見運転を計測、カメラの映像からの顔の

位置を検出・追跡 

・ICS(In-Cabin Sensing)：複数の乗員の感情や年齢層や個人識別等 

・顔検知後は上下左右 40 度までトラッキング 

・屋外利用の際の逆光や暗闇でも運転者の表情を正しく検知 
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■用途・効果 

【快適なドライビング】 

ドライバーモニタリングシステムを構築することにより、安全性を向上するだけで

なく、音楽、照明、温度を調整(パーソナライズされたレコメンデーション)また、

どのような運転モード、ルート、時間帯であれば、最高の感情の状態で目的地にた

どり着けるのかについての情報を提供 

【快適な乗車環境】 

乗客の眠気・居眠り、車内の状態（人の数、誰がいるのか、どこに座っているのか、

乳幼児、チャイルドシート）を把握することに より、安全機能（シートベルト、

エアバッグ）、コンテンツ（ビデオ、音楽、広告）、車内環境（暖房、照明）をパー

ソナライズ、子供や物が置き去りにされていないかどうかも検出 

 

 

■事例 

http://go.affectiva.com/auto 
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②Affdex for Market Research（動画視聴分析ソリューション） 

https://www.affectiva.jp/affdexformarketresearch 

https://go.affectiva.com/affdex-for-market-research 

 

■特徴 

・広告や動画などのメディアコンテンツに対する視聴者の感情の推移を計測・分析 

・ウェブカメラなどを通じて、動画視聴時の視聴者の表情＝顔のランドマーク（鼻

の頭、目尻、口など）の動きを測定し、感情の動きを解析 

・感情分析とアンケート調査(属性や回答内容別の集計など)からクロスで集計 

・34 のフェイスポイントの動きから、21 の表情、7 つの感情、2 つの表情指標を

解析 

・分析結果は、表情・感情の起伏を示すダッシュボードで確認 

・ランキング形式やスコア一覧で、今までに分析された他の動画との比較 
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■用途・効果 

【飽きさせない動画制作】 

視聴者の感情の推移を正確に把握することにより、飽きさせない動画コンテンツの

制作 

【CM タイミングの決定】 

効果の高いタイミングで CM 放映(米国の大手テレビ局は、広告の最適化のために

利用) 

【メディア支出の決定】 

感情的に最高のインパクトを与える広告に広告費を割当 

【ブランドのインパクト確認】 

広告でブランドが明らかになる瞬間に感情的にエンゲージメントされているかど

うかを確認 

【オンライン広告の作成】 

長いテレビ広告の中で最も感情的に惹きつけられる瞬間を特定することにより、短
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いオンライン広告に 

切り捨てる際に最もインパクトのある部分を使用 

【真実の追求】 

感情的に肯定的・否定的になる瞬間を素早くピンポイントで指摘することにより、

「感じている」ことと 

「言っている」ことが異なる可能性がある瞬間を把握 

 

■分析指標 

【感情値】喜び、怒り、驚き、恐怖、嫌悪、軽蔑、悲しみ、Valence(肯定的表情 / 

否定的表情)、Expressiveness（表情の豊かさ） 

【表情値】眉を下げる、眉の外側を上げる、頬を上げる、顎を上げる、えくぼを作

る、目を閉じる、目を見開く、眉の内側を上げる、顎を下げ唇を開く、瞼を緊張さ

せる、唇両端を下げる、唇を押さえつける、唇をすぼめる、唇両端を横に引っ張る、

唇を吸い込む、口を開ける、鼻に皺をよせる、笑顔、作り笑い、 

上唇を上げる 

 

③Media Analistics 

 

■特徴 

・視聴者の同意を得て、フィルタリングされていない偏りのない感情的・認知的反

応を測定 

・使いやすい SaaS ソリューション（標準的なウェブカメラとインターネット接続

のみ必要） 
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・地域別、製品カテゴリ別、メディアの長さ別など、コンテンツの効果を測る基準

を提供 

 

【Ad Testing】 

https://www.affectiva.com/product/affectiva-media-analytics-for-ad-

testing/ 

【Entertainment】 

https://www.affectiva.com/product/affectiva-media-analytics-for-

entertainment-content-testing/ 

【Qualitative Research】 

https://www.affectiva.com/product/affectiva-media-analytics-for-

qualitative-research/ 

 

■用途・効果 

【コンテンツの強化】 

映画、ストリーミング、テレビ番組の中で、感情的な瞬間を特定することにより、

コンテンツ編集を強化 

映画の予告編の異なるバージョンをテスト、最も魅力的な瞬間を使用して最終的な

カットを作成 

【ストーリーの改善】 

瞬間ごとの感情データが視聴者の混乱・困惑や表情の豊かさの欠如をピンポイント

で特定することにより、コンテンツのストーリー展開・順番を改善 

【キャラクターの開発】 
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番組や映画のキャラクターに対する観客の反応を可視化することにより、キャラク

ターの開発に活かしたり、キャラクターの相互作用を評価したりする 

■事例 

・大手コンテンツ開発会社(例：CBS、ABC、ディズニー) 

・大手マーケティングインサイト企業（例：Kantar、MediaCom、Unruly） 

・Fortune Global 500 の 1/4 の企業(例：Mars、Kellogg's) 

 

①LittleDragon（Affectiva の SDK を使用した学習アプリ） 

 

https://www.affectiva.jp/affectiva-topics/little-dragon 

 

②学校法人鶏鳴学園 青翔開智中学校・高等学校（鳥取県） 

 

一般社団法人情報サービス産業協会（JISA）による特別プロジェクト１つである

「中学校デジタル化プロジェクト」のモデル校。笑顔を意識しながらプレゼンテー

ションを行なう訓練に利用。生徒のプレゼンテーション能力を向上させることがで

きるのではないか、という仮説を立てて実証した。 

 

プレゼンテーション動画から読み取った生徒の表情を Affdex でデータ化し、グラ

フを解釈することでプレゼンテーションを評価・分析。分析結果を、普段から生徒
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を見ている先生方にフィードバックした結果、分析に対して納得感があるという評

価を得た。 

 

https://www.cac.co.jp/trends/trend05.html?__hstc=215496008.8c0581f7

2a6d64218c74ff37738a2ba0.1615103586648.1615103586648.16151098

22080.2&__hssc=215496008.13.1615109822080&__hsfp=3653643479 

 

③心 sensor  https://www.affectiva.jp/kokorosensor 

（Affectiva が開発した感情認識 AI「Affdex」を使用した表情・感情分析アプリ） 

 

第 4 節 iMotions 

 

あらゆるタイプのセンサー＝表情、視線(アイトラッキング)、ガルバニック皮膚反

応(GSR)、 心電図(ECG)、筋電図(EMG)、脳波計測などを統合して、１つのプラッ

トフォームで解析・表示する。特に、アイトラッキングに強みがあり、パートナー

企業も多く、Screen-based、Glasses、VR の 3 つに対応している。 

http://www.physio-tech.co.jp/products/iMotions/index.html 

http://www.physio-tech.co.jp/pdf/iMotions/iMotions.pdf 
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■ソリューション 

 

①表情解析 https://imotions.com/blog/facial-action-coding-system/ 

 

ウェブカメラから取得した顔データより、9 つの感情指標（喜び、怒り、驚き、恐

れ、悲しみ、嫌悪、軽蔑、激励、Valense(肯定的表情 / 否定的表情)）をリアルタ

イムに表示する。 

感情認識は Affectiva を使用しているため、FACS で分析される。顔の表情を測定

する場合、自動的に FACS 分析にペアリングされ、特定の感情を誘発した正確な

瞬間をピンポイントで特定。また、感情がどれだけ強く表示されているか等級づ

けされる。例えば、幸福度は「頬を上げる」と「唇の角を引っ張る」の組合わせ

から計算される。 

 

 

 

 

 

 

 

②視線解析 https://imotions.com/blog/10-terms-metrics-eye-tracking/ 

 

脳波ヘッドセット、表情分析ソフトウェア、バイオセンサー等あらゆるセンサーを

利用する。誰かがどこを見ているか、どのように視覚的に環境をスキャンしている

かを測定したい場合は、アイトラッキングが最適である。バイアスや嗜好に支配さ

れている無意識のプロセスを知ることができる。心理学や知覚研究、ウェブデザイ

ン、商品の嗜好など、幅広い研究に有益な情報を提供する。最も一般的なアイトラ

ッキングの指標 10 個は下記の通り。 
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1. Fixations and gaze points 注視点(何を見ているか) 

2. Heatmaps  注視点の分布図 

3. Areas of Interest (AOI) 視線を向けている領域 

4. Time to First Fixation AOI を見るまでの時間 

5. Time spent (Dwell time)  AOI に視線をとどめている時間 

6. Ratio 回答者のうち何人が AOI に視線を向けたか 

7. Fixation sequences いつ(時間)どこ(空間)を見たかという優先度 

8. Revisits AOI に何回視線を戻したか 

9. First Fixation Duration 初回持続時間 

10. Average Fixation Duration 平均持続時間 

                

③ガルバニック皮膚反応 https://imotions.com/biosensor/gsr-galvanic-skin-

response-eda-electrodermal-activity/ 

 

怖い、楽しい、その他感情的な反応の変化により増加するエクリン汗腺の活動を手

や足の上に装着された GSR デバイスが検知。皮膚の導電性は、認知や感情的な行

動に影響を与える身体のプロセスの数を制御する自律神経系によって制御されて

いる。  
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Communication and Education 

https://imotions.com/education-communication/#communication-media 

 

■用途・効果 

【複雑な課題へのアプローチ】 

人間の反応を定量化することにより、様々な文脈でコミュニケーションがどのよう

に受け取られ、どのように行動に反映されるかがわかる。生理的・感情的なレベル

で人間の行動を追跡、人間がメッセージをどのように受け取り、どのように反応す

るかを把握できる 

【ｅラーニング授業への科学的アプローチ】 

どのような学習環境でも教育を実施できる。オンラインと一般的な教室とでは注意

力が異なるか、定量/定性分析ツールを用いて比較。但し、バーチャルリアリティ

（VR）、拡張現実（AR）、モバイル技術、その他の新しい技術を用いたオンライン

と対面との違いについては、まだほとんど解明されていない 

 

■事例 

マサチューセッツ工科大学、ハーバード大学、オックスフォード大学など 800 を

超える大学で使用 

Performance & Training Research 

https://imotions.com/performance-training/ 

 

■用途・効果 

【パフォーマンスの最適化】 

様々な条件下で人間がどのようにパフォーマンスを発揮するかを判断することに

より、より安全で 
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エラーが発生しにくくする 

【即時フィードバック】 

トレーニングプログラムは、VR と実世界のトレーニングシナリオの両方で、バイ

オセンサーを使用して即時フィードバック 

 

■事例 

 

【参考】海外事例 1 WeSee AI Ltd. https://www.wesee.com/ 

・最新のコンピュータ・ビジョン技術を使用して、モバイル主導のソリューション

をカスタムメイドで開発 

・顔の微表情、目の動き、顔の手掛かりから人間の 7 つの重要な感情を認識（目で

は感知できない顔の合図を読み取る）することで、実際に不審な行動を見抜くこと

ができる。疑念や怒りなどの感情は、人が使っている言葉とは対照的に、表面の下

に隠されている可能性がある。低品質のビデオ映像のみを使用して、表情、姿勢、

ジェスチャー、動きから心の状態や意図を判断。顔の感情を約 60%～70% の精

度で検出。 

 

【参考】海外事例 2 コロンビア大学 の SPIDERS+  

 http://icsl.ee.columbia.edu/projects/spiders-wearable-emotion-sensing/ 

・SPIDERS+（System for Processing In-situ Bio-signal Data for Emotion 

Recognition and Sensing）とは、ユーザの表情（見かけの感情）と実際の感情を

その場で連続的にモニタリングするための低コスト・無線・眼鏡ベースのプラット

フォーム 

・3 つの非接触センサ（IR カメラ、近接センサ、IMU）から取得した生体信号か
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ら、目の形や眉毛の 

動き、瞳孔計測、頬骨筋の動き、頭部の動きを検出 

・4 つの生体信号をもとに、見かけの感情状態と実際の感情状態を区別 

・眉毛や目の形の変化を利用したランドマークと光の流れに基づく表情検出器に

よる表情検出 

・皮膚との接触を必要とするセンサーを用いた既存の低コストウェアラブルプラ

ットフォームよりも高精度 

・光電図法（PPG）やマルチチャンネル脳波（EEG）などの接触ベースのセンサー

もオプションで用意 

・20 ドル以下で組み立てられ、最大 9 時間連続動作 

 

 

https://www.dsiposters.com/posters/smart-cities-team-4 

 

【参考】海外事例 3 元 Google 社員がつくった学校

https://www.altitudelearning.com/ 

・教室内の活動の映像・音声はすべて記録 

・将来的には、生体計測データを組み合わせて、生徒・教員の細かい行動・感情ま
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でを可視化 

・教室に設置されてあるカメラ・ヒートセンサーにより、教室内の行動を可視化す

るヒートマップを作成 

 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000430502.pdf 

 

 

第3章 比較結果・考察 

各社の定量的な情報を完全には検索できていないため（すべての情報がネット上

に開示されていないと想定されるため）また、精度は比較不可のため、重み付け

はせずに項目数および定性的な比較・考察となることを前提とする。 

 

第 1 節 インプット 

 

本書では、インプットとは、センサーが検知して計測する情報およびそれ以外でア

ウトプットを導出するために使用する情報と定義する。Affectiva は、項目数が一

番多く、かつ、人体と人体以外の項目がほぼ半分ずつとバランスがとれている。

MIRAXIA は、項目数が二番目に多く、人体以外の項目もバランスよく含まれてい
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る（残りの 2 社は人体以外の項目はゼロ）海外 2 社は同じ FACS 理論に基づいて

いるため、頭など顔以外の人体の動きを組み合わせている。国内 2 社は、海外 2 社

に比べ、無意識の生理的反応に該当する項目（脳、心臓など）が少ない。生理的反

応は非接触式センサーで感知することが難しいと想定されるが、感情的反応だけで

はカバーできない領域が分析結果に影響すると仮定した場合には、計測が必要と考

えられる。生理的反応の領域は iMotions が比較的強い。 

 

Level1 Level2 Level3 MIRAXI

A 

ProSeed

s 

Affectiv

a 

iMotion

s 

人体 顔 パーツ 〇 〇 〇 〇 

(意識・  角度・向

き 

〇 〇 〇 〇 

感情的・  位置   〇 〇 

見える) 表情 笑顔・ 

作り笑い 

  〇 

 

〇 

 頭 角度    〇 〇 

  回転   〇 〇 

 視線 向き 〇 〇 〇 〇 

  瞬き 〇    

 体 動き・姿

勢 

〇 〇 〇 〇 

人体 骨格  〇    

( 無 意

識・ 

脳    〇 〇 

生理的・ 心臓     〇 

見 え な

い) 

筋肉     〇 
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 皮膚・汗腺     〇 

 上記以外の生理的反応 〇  〇  

人 の 属

性 

年齢  〇  〇  

 性別  〇    

 職業 講義の質 〇    

 個人    〇  

 アンケート

回答 

   〇  

人以外 車内環境 走行ルー

ト 

〇  〇  

(環境)  時間帯 〇  〇  

  運転モー

ド 

  〇  

  座席シー

ト 

  〇  

  人の位置   〇  

  人の数   〇  

  スマホ   〇  

 店舗環境 客の数 〇    

  滞在時間 〇    

 室内環境 温度 〇  〇  

  湿度 〇    

  レイアウ

ト 

〇    

  映像・音

楽 

  〇  
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第 2 節 アプトプット 

 

本書では、アウトプットとは、インプットのデータから IT のロジック・AI のアル

ゴリズム等により 

推定される情報・分析指標と定義する。心と体はつながっている・相互に関係して

いるといわれるが、 

ここではあえて心の状態と体の状態に分類した。ProSeeds は、顔から直接集中度

を導出しており、 

また、e-ラーニングシステムのオプション機能の 1 つであるため項目数が少ない

(残りの 3 社は横並び) 

教育現場での活用を考えた場合の指標としては、集中度だけでなく、学習者の持続

しやすさ・取り組みやすさ・熱中しやすさなどを考慮して、快適度・興奮度なども

含めると良いと思われた。 

 

  照明   〇  

各社〇合計数 17 4 23 12 

国内/海外別〇合計数 21 35 

Level1 Level2 Level3 MIRAXIA ProSeeds Affectiva iMotions 

心 の 状

態 

感情 幸福・喜

び 

〇  〇 〇 

  怒り 〇  〇 〇 

  驚き 〇  〇 〇 

  嫌悪 〇  〇 〇 

  恐怖 〇  〇 〇 

  悲しみ 〇  〇 〇 
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第 3 節 適用領域 

 

適用領域とは、センシングにより得られたアプトプット項目の利活用が考えられる

領域とする。教育・研修の分野は、4 社とも適用可能な領域として謳っている。海

外 2 社のほうが適用領域が広い。ProSeeds はデータミックス社の集中度計測ソフ

トを使用している(自社で開発したセンシング技術ではない)ためビジネスの広が

りはないと思われるが、残り 3 社は自社の技術を他の企業と連携・協業することに

よりビジネスを展開しており、多種多様な活用方法を期待できる。 

 

  軽蔑   〇 〇 

  平常 〇    

  激励    〇 

 集中度  〇 〇 〇  

 快適度  〇  〇  

 興奮度  〇    

 注意力    〇  

 興味関心   〇   

体 の 状

態 

表情 肯定的   〇 〇 

  否定的   〇 〇 

  豊かさ   〇  

 行動  〇    

 眠気  〇  〇  

各社〇合計数 12 2 14 10 

国内/海外別〇合計数 14 24 
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【参考】 

分析結果を見るシステムとしては、レポーティング機能のユーザーインターフェー

スも重要である。分析結果を確認するレポーティング画面は、各社ユーザーの見や

すさ・わかりやすさを考慮したグラフィカルな画面になっていると見受けられた。

実際の使い勝手は開発・導入前の検証段階で評価する必要がある。 

 

第4章 おわりに 

 

第１節 課題 

 

■感情認識テクノロジーの課題  

 

相手の感情を推測する感情認識テクノロジーには、200 億ドル規模の市場がある

と試算されている。しかし、その手法には重大な欠陥があるという意見もある。人

間は、相手の感情を読み取ろうとするとき、顔の表情や身振り、相手の置かれた状

領域 MIRAXIA ProSeeds Affectiva iMotions 

教育・研修 〇 〇 〇 〇 

医療・介護・ヘルスケア 〇  〇 〇 

小売 〇  〇 〇 

モビリティ・ロボティク

ス・製造 

〇  〇 〇 

アプリ・ゲーム   〇 〇 

メディア・エンターテイ

メント 

  〇  

広告・マーケティング   〇 〇 

スポーツ・トレーニング    〇 
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況など非常に多くの情報を使う。一方、コンピューターは、人間の感情を読み取ろ

うとするときに顔だけに注目する傾向があるためである（今回調査した 4 社は、顔

以外の要素も考慮して分析していた） 

 

米国科学的心理学会（旧・米国心理学協会）によって集められた科学者のグループ

は、感情検出についての 1000 本以上の論文を 2 年間かけて調査した。人々が特

定の感情を抱いているときに顔をどう動かすか、他者の顔の表情から感情の状態を

どう推測するかを調べた研究に着目した同調査の結論は、顔の表情だけを使って人

の感情を正確に見分けるのは非常に難しいというものだった。 

 

人は嬉しいときには確かに笑い、悲しいときには眉間にしわを寄せる。ただ、その

相関は弱い。人が嬉しいときや悲しいときにすることは他にもたくさんあるし、笑

っていたとしても、苦笑いや皮肉笑いかもしれない。人の行動は文化や状況によっ

て大きく異なるし、表情をどう解釈するかにはコンテキストが大きく関わってくる

（今回調査した Affectiva は、笑顔と作り笑いを区別できるとしていた） 

 

例えば、悪い状況に置かれた人の体の上に、良い表情の顔の写真を置いた実験では、

人々はその顔をより暗いものに感じたという。要するに、私たちが習慣的に感情と

結びつけてきた表情はステレオタイプであり、そうしたステレオタイプに基づいた

テクノロジーからはあまり良い情報が得られないということである。 

 

■非接触式センサーの課題 

 

代表的な非接触式のセンサーであるカメラ（スマホや PC 内蔵のカメラ、汎用的な

カメラ含む）の場合、下記条件を満たさない場合は、感情の検出精度が下がるとい

う。教育現場において、被写体がカメラを意識せずに学習できること、COVID-19

感染防止のためマスク着用がニューノーマルとなったこと、屋内・屋外による光量

の差、屋内における窓際か否かによる光量の差などを考慮した場合、求める精度の
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分析結果が得られない可能性もある。 

 

・画面解像度：縦ピクセルの 10％以上、かつ、顔のサイズが 30×30 ピクセル  

・頭部位置：正面から±25 度までの回転（ピッチ、ヨー、ロール）  

・顔が部分的に隠されていないこと 

（例えば、帽子、マスク、サングラス、髪の毛で顔が隠れている状態）  

・光が明るすぎない、暗すぎないこと 

 

■接触式センサーの課題 

 

接触式センサーの場合、人体に負担をかけずにセンシングできるかがポイントであ

る。装着型（ウエアラブル）の場合、小型・軽量かつ身に付けていることを意識さ

せないことが求められる。機器類の場合、計測したデータを蓄積・利用するシステ

ムに安定的にデータを転送する仕組みも含め、特定の場所に出向いて計測するので

はなく、どこでも使える・携帯できるサイズ・重さ・形である必要がある。 

 

■センシング全体の課題 

 

センシング技術を活用したデータ分析は、まだ研究開発段階であり、十分に実地検

証されていない部分があることが否めない。そのため、評価指標が共通化されてい

なかったり、効果認定のスキームが構築されていなかったりする。業界横断的な取

組みや法規制の観点からの対応・整備が求められる。 

第 2 節 総括 

 

今までの授業では、教師が一方的に説明するという講義形式をとることが一般的で

あり、一人一人の生徒が「本当に理解しているか」教師は生徒の顔色を見て「経験

と勘」で判断していたと想定される。 
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今回の調査の結果、教育の現場でセンシング技術を搭載したシステムを利用するこ

とにより、生徒の「集中度」などを高め、興味・関心を持って能動的に取り組む姿

勢を維持できる可能性、教師が効率的かつ効果的にサポートできる可能性があるこ

とがわかった。 

 

実際に教育の現場で、システム画面で確認することにより、生徒が集中していない

とわかった場合や理解が追い付いていないとわかった場合、センシング技術を活用

したシステムに求めることは「モニタリング」「分析」「結果表示」機能までにとど

め、教師が施策を自分で考えて実行するのか（例：コンテンツの改善、説明順序の

入替など）もしくはシステムが自動で施策を実行するのか、システムに対する要求

事項を整理することが重要である。 

 

今回の調査対象企業は 4 社と母数が少なかったため、センシング関連企業全体の

傾向を把握すること、教育現場への活用について最適解を結論づけることはできな

い。今後調査を継続する場合には、今回の調査で検索されなかった・深掘りできな

かった下記について調査することが望ましい。 

 

・FACS 理論を実装している国内企業 

・感情的反応と生理的反応を組み合わせてセンシングする技術を開発また事業化

している国内企業 

・人体(内的要因)と環境(外的要因)を組み合わせて総合的に教育に活かせるシステ

ム 

・環境を改善することによって結果がどの程度変わったか定量的に評価できるシ

ステム 

・専門学校でのセンシング技術を活用したシステムの導入実績があるシステム 
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■参考資料（各章・各節内に記載した参考資料を除く） 
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総務省 ICT スキル総合習得教材 
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シリコンバレーが考える「21 世紀の学校」 

https://wired.jp/special/2016/altschool/ 

センシング技術の普及とこれからの社会 

https://www.jisedaisensor.org/PDF/J30sensor.pdf 

Smart Sensor Market - Global Forecast to 2025 

https://www.marketsandmarkets.com/Market-Reports/smart-sensor-

market-43119772.html 

The cameras that know if you're happy 

https://www.bbc.com/news/business-44799239 

Computers can’t tell if you’re happy when you smile 

https://www.technologyreview.jp/s/155027/computers-cant-tell-if-youre-

happy-when-you-smile/ 

人体センシング、ウェアラブル技術の基礎と最新情報を学ぶ 

https://engineer.fabcross.jp/archeive/190219_human-sensing.html 

新時代の学びを支える先端技術活用推進方策 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/other/detail/__icsFiles/afiel

dfile/2019/06/24/1418387_02.pdf 
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https://iot.sonynetwork.co.jp/column/column009/#:~:text=%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%B0%E6%8A%80%E8%A1%93%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%BC,%E3%81%AB%E5%88%86%E3%81%91%E3%82%89%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
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https://iot.sonynetwork.co.jp/column/column009/#:~:text=%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%B0%E6%8A%80%E8%A1%93%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%BC,%E3%81%AB%E5%88%86%E3%81%91%E3%82%89%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://www.soumu.go.jp/ict_skill/pdf/ict_skill_1_2.pdf
https://wired.jp/special/2016/altschool/
https://www.jisedaisensor.org/PDF/J30sensor.pdf
https://www.marketsandmarkets.com/Market-Reports/smart-sensor-market-43119772.html
https://www.marketsandmarkets.com/Market-Reports/smart-sensor-market-43119772.html
https://www.bbc.com/news/business-44799239
https://www.technologyreview.jp/s/155027/computers-cant-tell-if-youre-happy-when-you-smile/
https://www.technologyreview.jp/s/155027/computers-cant-tell-if-youre-happy-when-you-smile/
https://engineer.fabcross.jp/archeive/190219_human-sensing.html
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/other/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/06/24/1418387_02.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/other/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/06/24/1418387_02.pdf


e ラーニング受講者の“集中度”をデータ測定 

https://www.hrpro.co.jp/series_detail.php?t_no=1796 

Affectiva よくある質問 

https://www.affectiva.jp/faq 
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附録⑥【開発】実験報告（１） 〜遠隔オンラインシステム〜 
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ゲームアプリ
「壊滅︕反社・半グレ（仮称）」の開発

提案のための企画提案書作成

（先端IT事業 レポート拡張PBL-通信LMS連携検証⽤）

⼀般社団法⼈

安全安⼼社会構築教育協会

ゲームアプリ
「壊滅︕反社・半グレ（仮称）」の開発

提案のための企画提案書作成

（先端IT事業 レポート拡張PBL-通信LMS連携検証⽤）

⼀般社団法⼈

安全安⼼社会構築教育協会

1

０．オリエンテーション

（１）講師紹介

2

（２）グループ分け

A

B

C

D
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（３）PBLとは
 「Project Based Learning」の略称

 様々なプロジェクトテーマを課題として、学⽣のプロジェクトチームによって、課
題を解決させていく教育の⽅法。

 課題の解決によって、専⾨知識の活⽤能⼒の他、計画⽴案・実⾏能⼒、プレゼン
テーション能⼒、チームでの活動能⼒等といった実務スキルや問題解決能⼒の向上
を⽬指す。

3

１．教員主導で講義・演習を実施

２．講義（知識）や演習を通して学ぶ

３．知識や技術の習得

１．学⽣主導で計画を⽴て、準備し実⾏

２．実務の擬似体験を通じて学ぶ

３．総合⼒（実務スキル）を養う

報告や交渉講義 演習

◆ 通常の学習 ◆ ◆ PBL演習による学習 ◆

新しい知識の獲得
（知識先⾏）

提⽰された課題の解決

課題や問題の認識

新しい実践

ドキュメント作成

１．PBL課題
（１）学習⽬標

クライアントの要求及び課題の分析等に基づいて、ゲームアプリ「壊滅︕反
社・半グレ（仮称）」の開発を検討し、「企画提案書」を作成する。

（２）学習テーマ
① 現状分析
② コンセプトの作成
③ 企画⽴案、企画提案書の作成
④ 個⼈レポートの作成

（３）学習時間
・全８時間（４時間×２回）

（４）学習⽅法
・グループワーク（ZOOMブレイクアウトルームを想定）

→別途説明資料を参照
4
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学習内容 時間 作成シート

第
1
⽇

オリエンテーション 講義 0.5

演習１︓現状分析
講義
＋
GW

１.5 シート①︓現状分析

演習２︓コンセプト作成
講義
＋
GW

2.0 シート②︓コンセプト

第
2
⽇

演習３︓企画⽴案、企画提案書の
作成

講義
＋
GW

2.0 シート③︓企画提案書

プレゼンテーション準備 GW 1.０
プレゼンテーション GW 0.5
講師評価 講義 0.5
個⼈レポート作成・提出 個⼈ シート①②③→レポート

合計 8.0

（５）学習内容、時間割当と使⽤教材

5

（６）学習の状況設定
• システム開発やゲームアプリの開発を業務としている

（株）KDA
が、クライアントである

兵庫県警幹部
から委託を受け、
特殊詐欺に安易に加担する若者抑⽌に繋げるため
 犯罪に⼿を染めないよう若者、家族、周辺の若年層を啓発する
 反社勢⼒排除気運を醸成し、社会の犯罪に対する抵抗⼒強化を図る
 エンターテイメント性もある

ようなゲームアプリの企画書を提案をすることとなった。
• 学習者は、

㈱KDAの企画担当社員
として、上位者の指⽰を受けながら、提案に必要とされる

企画提案書
をまとめる。

6
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２．演習

演習１ 現状分析
↓

演習２ コンセプトシート
↓

演習３ 企画⽴案、企画書作成
↓
演習４ 個⼈レポート作成

7

（進め⽅）

演習１ 現状分析
（１）学習⽬標

• 提⽰情報に基づいて、特殊詐欺の現状と原因、解決⽅法について分析しなさい。

（２）演習項⽬
① 現状の分析
② 分析まとめシートの記⼊

（３）設定状況

• ㈱KDAは、システム開発、ゲームアプリの開発を業務とし、社会貢献の⼀環として、特殊詐
欺防⽌の情報サイトを開設している。

• 同サイトを⾒た兵庫県警の幹部から次のような相談があった。
• ⾼額報酬を謳う『闇仕事』の募集がSNS上で後を絶たず、⽢い⾔葉に⾶びつき、犯罪に加担

し逮捕される若者が増加している。
• ⼀⽅これらの背後にいる反社勢⼒や「半グレ」、「周辺ビジネス」には、狡猾な組織・制度

設計から、必ずしも、捜査の⼿が及ばない現状にある。

8
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（３）設定状況のつづき

• また、被害者となる⾼齢者等の社会的弱者は後を絶たず、家族や周辺住⺠の協⼒が必要と
なっている。

• そこで、若者が犯罪に⼿を染めず、社会的弱者が被害にかからないよう、本⼈、家族、周
辺の若年層を啓発するとともに、背後にいる反社勢⼒等の犯罪インフラの悪質性が理解で
き、かつ、壊滅する、エンターテイメントとしても成⽴するようなゲームを開発してほし
い。

9

(４)講義資料

特殊詐欺の現状
• オレオレ詐欺に代表される特殊詐欺は、窃盗に次ぐ⼤きな被害を国⺠にもたらしている。

2019年の被害額は301億円、8年連続で300億円を超えている。各県警察、⾏政、また⺠
間においても特殊詐欺を防ぐための活動を⾏っているものの「依然として深刻な情勢（警
察庁）」としている。

• 兵庫県でも、2020年1⽉〜6⽉までの被害件数が504件と、前同期と⽐べて270件増加し、
被害額も、8億2900万円と前年⽐に⽐べ3億7900万円増えている。深刻な状況に兵庫県警
は警戒を強めている(兵庫県内での2019年の１年の被害件数は657件・被害総額は約10億
9000万円)。

10
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(４)講義資料（つづき）

• ⾏政でも神⼾市灘区で「特殊詐欺撲滅宣⾔式」を開催するなど特殊詐欺撲滅を⽬指した
活動に取り組んでいる。

• 2019年の特殊詐欺に係る暴⼒団構成員等の検挙は521⼈（-134⼈）で、特殊詐欺全体
に占める割合は18.2％、特殊詐欺全体の受け⼦、出し⼦及びそれらの⾒張り役に占める
暴⼒団構成員等の割合は12.9％、主犯に占める暴⼒団構成員等の割合は39.0％となっ
ているなど、暴⼒団構成員等が主導的な⽴場で深く関与していることが伺われる。また、
特殊詐欺に係る少年の検挙⼈員は619⼈（-193⼈）で、特殊詐欺全体に占める割合は
21.6％、74.5％が受け⼦で、特殊詐欺全体の受け⼦に占める割合は25.6％である。

• 犯⾏グループは、次ページの図のように「拠点」を中⼼に任務分担し、社会的弱者を⼈
の情を利⽤して、卑劣な犯⾏を繰り返している。また、具体的な犯⾏を⾏う「架け⼦」
「受け⼦」「出し⼦」は中核メンバーにより「闇仕事」の募集等SNS等でリクルートさ
れた「道具」であり、検挙されても、いつでも「交換」が可能である。勿論、「道具」
は、もともと組織実態を知らされていないが、もし、検挙されても、対応要領が徹底さ
れており、捜査が中核メンバーやリーダー、背後の反社組織のトップ（「ラスボス」）
に及ばないよう制度・組織設計されている。また、犯罪組織特有の厳しいルールを課し、
縦・横の関係が解明しずらく、「周辺ビジネス」も細分化している。

以上 11

12

【警察⽩書】より
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(４)講義資料（つづき）

取り組み
• 下記、抑⽌活動と検挙活動は、特殊詐欺の撲滅、反社勢⼒排除気運の醸成、犯罪に

対する抵抗⼒の強化を⽬的として、相互に連携しながら、推進されている。

【抑⽌活動】
• 県、市等の⾏政機関、町内会、若年層、⾼齢者、家族、友⼈、学校、会社、警察、

防犯協会・暴⼒追放推進センター等関係団体、警備業等の安全安⼼関連企業等の地
域社会全体が連携して、特殊詐欺の撲滅に向けた活動を展開している。

13

(４)講義資料（つづき）

【検挙活動（警察）】
• 県警察本部に専従班（⼀般的には、「対策本部」）を設置した上、傘下の各警察署に専

⾨捜査員を指定し、捜査に当たっている。
• 県警察本部の専従班には、警察署から、被害者等より通報があった犯⾏予兆電話（アポ

電）、犯⾏電話、現⾦を騙取られた等に関する情報がリアルタイムに報告される。
• これを同専従班が取り纏めながら、これまで検挙した犯⾏グループ、現在の活動中の犯

⾏グループの⼿⼝、犯⾏パターン（時間、場所、騙しの⽂⾔）、具体的な証拠（同⼀電
話番号、防犯ビデオ画像、⾳声データ、指紋等）等により、同⼀犯⼈、同⼀グループ等
に区分（クラスター分析）しつつ、時間、地理的状況、⼈の動き等を勘案し、捜査員の
捜査センス、勘等を加えて、犯⼈グループが現れる時間・場所を予測して、捜査員、他
の警察官等によるよう撃捜査等を実施し、不審者がいれば、職務質問、所持品検査等に
より、検挙を⽬指すとともに、事後捜査のための証拠収集を⾏う。

• また、場合によっては、被害者に騙されたふりを依頼し、犯⼈グループをおびき出し、
追跡して、検挙する場合もある。犯罪者グループも被害者になる可能性のある⽅に、
「騙されたふりをしてくれ」と⾔って偽刑事が近づき、騙したケースもある。

14
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(４)講義資料（つづき）

【同⼀犯、同⼀グループのクラスター分析のための基礎情報】
• 県警察本部の専従班では、次ページ表の内容を基礎情報としてクラスター分析を⾏うが、

変な電話があったとか、実際に騙されたとか、断⽚的な情報をも含め、分析することと
なるため、グループ化が⾮常に難しい。

• また、当初の断⽚情報の際の判断と、追加情報が⼊った時の判断を変える必要がある場
合もあり、常に確認する必要がある。

• 加えて、犯⼈グループから複数の被害者等に対し、連続の架電があったとしても、全て
の被害者等が通報してくれるわけではないことも分析の難しさとなっている。

• 捜査員が被害者と連絡し、初期的に把握する事項は以下の通りであるが、これらが通報
時（第1報）、被害者宅での聴取時（第2報）、聴取後の判明事項（第３報）として、順
次、時間が経過する中把握していくこととなることから、これらを組み合わせて、過去
の情報と⽐較し、グループ化して、予測を⽴てることとなる。

15

(４)講義資料（つづき）

16

分類 内容
報告⽇ 報告⽇
犯⾏状況 種別、認知⽇、⼿⼝種別、既遂未遂別、被害⾦額、要求

名⽬、前兆電話架⽇時、電話番号変更連絡の有無
被害者情報 被害者住所、⽒名、性別、⽣年⽉⽇、年齢、職業、電話、

被害⼿⼝に関する認識、要求⼿段、親族名、騙りの有無
（あれば、続柄、⽒名、⽣年⽉⽇、出⾝校、最寄り駅）

犯⼈像① 偽装親族の間柄、被疑者の詐称名、偽装の公務所、会社
名

犯⼈像② 被疑者使⽤の電話番号、⼈着、交付形態、交付場所
⾦融機関 原資調達⾦融機関、仕向先⾦融機関
証拠情報 鑑識資料、防犯カメラ、現場設定、似顔絵
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(４)講義資料（つづき）

【犯罪者グループの犯⾏】
• 上記情報が警察に通報されるか否かは、犯罪者グループは判断ができない中、拠点の架

け⼦グループが、電話をかけ、騙された被害者から、現⾦・キャッシュカードを受け取
るために、最寄り駅周辺で待機している受け⼦が被害者に取りに⾏き、出し⼦が⾦融機
関等から現⾦を出しに⾏くこととなる。

【警察と犯罪者グループとの駆け引き、戦い】
• 上記の通り、警察本部の専従班で⾏う、「犯⾏予測」に基づく捜査活動（よう撃捜査等、

必要により、⾦融機関等の通報依頼等の協⼒を求める）とそれをかいくぐって、犯⾏の
完遂を⽬指す犯罪者グループとの戦いとなる。仮に、⾦銭を騙し取られたとしても、防
犯カメラ画像を⼊⼿し、⼿配の上、組織捜査を展開（⼀⼤オペレーション）し、検挙を
⽬指す。

• 他⽅、架け⼦、受け⼦、出し⼦は検挙された際の対応をレクチャーされており、なかな
か中核メンバー、リーダーの検挙（突き上げ捜査）には⾄らない。⼿⾜は捕まっても、
次のリクルートで補充する。拠点を摘発されると、痛⼿が⼤きいことから、最近は国外
を拠点にして犯⾏電話をかけるケースも珍しくない。

• 背後には、反社勢⼒が存在し、これらを撲滅しなければ、被害は無くなることはなく、
ある意味、「ラスボス」ともいえることから、組織壊滅に向けた突き上げ捜査を展開す
る。

• ⼀⽅、検挙するためのデバイスとしては、防犯カメラ（画像）、⾳声データ、電話（位
置情報）等がある。

17

記⼊シート①︓現状分析

18

項⽬ 内容
犯⾏ ・（ ）詐欺（オレオレ詐欺など）

犯⾏の特性
・窃盗についで⼤きな被害となっている。
・（ ）が主導的な⽴場で深く関与している。
・少年が犯罪に加担して逮捕されるケースが多い。

つかまえるタイミング
・被害者との（ ）の受け渡し時
・被害者が送⾦した（ ）からお⾦を引き出した時
・（ ）などを利⽤しての追跡調査実施した事件後

⼿⼝
• 犯⼈が親族などになりすましお⾦を要求する電話をかけ、

だまされた被害者が現⾦/（ ）を犯
⼈に渡すか、または、犯⼈の管理している⾦融機関への
振りこませる詐欺。

検挙への課題

• 実際に犯⾏を⾏う「（ ）」「受け⼦」「（
）」は「闇仕事」の募集等、（ ）等で集め、警

察に検挙されても背後の（ ）に捜査が
及ばないよう制度、組織化されている。

• しかし、この反社組織を検挙できなければ、被害がなくな
ることはない。
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記⼊シート①︓現状分析

19

項⽬ 内容

登場⼈物

• 被害者
• （ ） ︓だまし役
• （ ） ︓搾取⾦引き出し役
• （ ） ︓現⾦、キャッシュカード等搾取役
• リーダー
• 中核メンバー
• 背後の反社会的組織
• 警察

演習2 コンセプト
（１）学習⽬標

• 現状を分析した結果を踏まえ、ゲームのコンセプトを検討し、作成する。

（２）演習項⽬
①コンセプトシートの作成

（３）設定状況

• 今回のプロジェクトの依頼者である兵庫県警の幹部から相談されたゲームアプリ「壊滅︕反
社・半グレ（仮称） 」の開発にあたり、現状の分析を踏まえて、具体的にどのようなゲームア
プリが必要か検討することになった。

• あなたは、社⻑の指⽰を受けて、現状分析を踏まえ、プロジェクトチームメンバーと相談しな
がら、クライアントの要件を満たすコンセプトを作成することになった。

20
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（４)開発提案の⽅向性

• IT企業KDA社のシステム企画担当社員として、特殊詐欺防⽌の啓発、開発プロセスを通じ、
安全安⼼インフラとなる次世代安全安⼼デバイスの創出に繋がるゲームを開発することとな
り、検討の結果、下記が決定された。

a) ゲームアプリ「壊滅︕反社・半グレ（仮称） 」の開発
• ゲームは、暴⼒団を含む反社・半グレ（犯⾏グループは複数可）、若年層、⾼齢者、家族、

友⼈、学校、会社、警察、防犯協会・暴⼒追放推進センター等関係団体、警備業等の安全安
⼼関連企業等を組み合わせる等して（複数を企画してもよい）、犯罪者グループと被害者及
び抑⽌・検挙等グループとの対戦型とし、前者は犯⾏の反復敢⾏・収益の蓄積、後者はその
抑⽌、資⾦源の遮断、犯⼈検挙、組織壊滅を⽬指すものとする。

• なお、前者の結びつきは、欲望と掟（義理⼈情ではなく、「⾮情」なもの）、後者は、正義、
友情、愛情、使命感等とし、検挙・壊滅に向けた⾏為は、例えば、「逮捕」の際は、過度な
強制⼒の⾏使をしないなど、適法に⾏うこととするが、犯⾏グループは、⾮合法な⼿段（武
器も可）を使うことも可能とする。

21

(４)講義資料

• 開発にあたり、県警から、特殊詐欺の事例を含み、下記情報等の提供を受けることが可能
である。

 犯⾏⾳声データ

 防犯カメラ映像

 その他事例情報（被害者像、犯⼈像等）

• 特殊詐欺等の捜査には、防犯カメラが効果を発揮するが、ゲーム内でも犯罪者グループの
⼿⼝も巧妙化するとともに、リーダーの先にいる「ラスボス」に捜査の⼿が及びそうにな
ると武器の使⽤も考えられることから、抑⽌・検挙等グループもこれらに対抗する次世代
安全安⼼デバイスを創出し、活⽤する（適法の範囲）ことは妨げない。

22
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項⽬ 内容

⽬的 若者たちが特殊詐欺に（ ）に加担しないよう
（ ）し、社会の犯罪に対する抵抗⼒強化を図る。

コンセプト 推理しながら（ ）の犯⼈を検挙せよ︕

ターゲット （ ）を抑⽌するため、中学⽣〜20歳代男⼥

プレイ時間 １作30分程度

ジャンル ミステリーノベルゲーム

ゲーム概要

・スマートフォンで遊ぶゲームアプリ。
・主⼈公は20代の刑事。推理をしながら特殊犯罪組織の正体

を暴いていく。
・⼩説を読み進めがながら、選択肢を選ぶだけでエンディン

グがみることができる。
・ゲームにリアル感を持たせるため、実際の（

）や（ ）映像を使う。

記⼊シート②︓コンセプトシート

24

項⽬ 内容

ゲームの流れ

主⼈公は20代の駆け出しの刑事。
刑事としての初めての任務は特殊詐欺であった。
被害者であるおばあさんは、詐欺にあったことを誰にも⾔うこ
とができず、⾃分を責め、悩み苦しんでいた。
主⼈公は刑事として犯⼈を⾒つけるため、奔⾛する。
やがて、特殊詐欺の背景にいる犯罪組織と対峙することとなる。

期待される効果

・⾃分が（ ）と対決することによって、（ ）を
ターゲットとした犯⾏の悪質性や、構造として
（ ）にのみメリットがあり、
「（ ）」など実⾏犯が捨て駒になっていることを理
解する。

備考
・県警からの情報を活かし、リアル感のあるゲームにする。

類似例
「逆転裁判123︕」
https://www.capcom.co.jp/product/detail.php?id=246&order=latest&keyword=%E9
%80%86%E8%BB%A2%E8%A3%81%E5%88%A4

記⼊シート②︓コンセプトシート
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演習３ 企画書の作成
（１）学習⽬標

• 作成したコンセプトシートを基に、企画を⽴案し、企画提案書を作成する。

（２）実施項⽬
①企画書の作成

（３）設定状況

• あなた⽅は、上司に「コンセプトシート」を提出した。
• 作成したコンセプトは、上司、社⻑より⾼く評価を受けた。
• さらに上司からこのコンセプトでゲーム開発を⾏うため、兵庫県警察署向けの「企画提案

書」を作成するよう指⽰があった。
• あなた⽅は「企画提案書」を作成することとなった。

25

企画提案書
壊滅︕反社・半グレ
ゲームアプリ開発

兵庫県警察署 御中
シート③
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現状

■ 背景
オレオレ詐欺に代表される特殊詐欺は、

 （ ）
 （ ）
 （ ）

という特性がある。
また具体的に犯⾏を⾏う「架け⼦」「受け⼦」「出し⼦」は
（ ）で集め、警察に検挙されても背後の
反社組織に捜査が及ばないよう制度、組織化されている。
この（ ）に加担す
る若者を抑⽌することで、特殊詐欺被害を減少させていきたい。
そのため、若者たちに犯罪に⼿を染めないよう（ ）⼿段を
検討していきたい。

ゲーム概要

■ ⽬的
（ ）

■ コンセプト
推理しながら特殊詐欺の犯⼈を検挙せよ︕

■ ターゲット
犯罪組織に加担しないように中学⽣〜20歳代男⼥

■ プレイ時間
１話完結で、１話を３０分程度。

■ ジャンル
ミステリーノベルゲーム
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■ ゲーム特徴
– スマートフォンアプリ
– リアル感を味わえる

■ （ ）
■ （ ）
■ （ ）

– ⼩説形式で選択肢を選ぶだけでエンディングになるノベル
ゲーム

■ ゲームの流れ
主⼈公は20代の刑事。
最初の任務で特殊詐欺の担当となる。
初めて被害者であるおばあさんに会い、事件の悪質さや狡猾さ
を知っていく。
主⼈公は事件解決のため奔⾛し、やがて背景にいる犯罪組織と
対峙していく。

期待される効果

■ 特殊詐欺へ加担してしまう若者を抑⽌する
ゲームではあるが、実際の情報を利⽤するためリアルな
体験ができ、犯罪に加担してしまいそうな若者たちが
– （ ）
– （ ）
し、犯罪の抑⽌につながる。
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31

演習4 個⼈レポートの作成
（１）学習⽬標

• グループで作成したシート①②③に対して、PowerPointのノート部分にそれぞれの
解説を記述する。この際に、グループとして講師や他グループから受けた指摘を⾃分
なりにスライドに反映させて、これも含めて解説する。

（２）実施項⽬
①レポートの作成（シート①②③の

（３）実施⼿順
① レポート作成

→ グループ発表で作成したスライドに、その説明をノートに記⼊しレポートとする
② 提出

→ 作成したレポートをLMSの課題提出機能を使ってアップロード提出する
③ 評価の確認

→ 講師からの評価を結果ダウンロード機能を使って確認する
④ 振り返り

→ レポートの添削などの内容や指⽰に従って振り返り学習する

JEI-LMS
マイページ個⼈認証（サイインイン）

配布された「ユーザーID」と「パスワード」を⼊⼒してログインする
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JEI-LMS
マイページ（ホーム）

JEI-LMS
マイページ（学習進度）
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JEI-LMS
マイページ（レポート）

JEI-LMS
マイページ（アップロードウィンドウ）
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JEI-LMS
マイページ（添削結果ダウンロード）

JEI-LMS
マイページ（評価所⾒ウィンドウ）
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JEI-LMS
マイページ（PBL講座）

JEI-LMS
マイページ（PBL講座）
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附録⑦【開発】実験報告（２） 〜協働学習⽀援ツール〜 
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「協働学習⽀援ツール」
実験報告
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◆活⽤機器の紹介

◆VRゴーグルを⽤いた実証実験
・ベータ版であるVR会議システム「VIVE Sync」
・Wi-Fi接続したVRゴーグル「VIVE FOCUS PLUS」
・PC不要
・ワイヤレス

◆VIVE FOCUS PLUSのご紹介

０２

Wi-FiVRゴーグル

Wi-Fi通信

今回の実証実験においては、ワイヤレスタイプのVRゴーグルを使⽤
した。
PCを使⽤せず、直接インターネットに接続して使⽤する事が出来る

為、運⽤が⽐較的容易である。
また本ゴーグルは、装着時に初期位置が決定され２ｍ四⽅の範囲を超

えるとゴーグル前⽅のカメラに⽩⿊ですが現実世界の映像が⾒える為、
安全性にも考慮されている。
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今回の実験で使⽤したシステムは、「VIVE Sync」というVR上のミー
ティングシステムである。
Zoom等のシステムとは違い、お互いのアバターを⾒ながらバーチャル

空間を共有する事が可能となっている。
本システムは、３０⼈まで同時に同じ空間を供する事が可能である。
空間上に３Dオブジェクトを配置して共有する事も可能となっている。

◆実験を⾏うシステム

０３
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⽇本国内だけでなく、他国間の遠距離間においても、Zoom等と同様に
VR空間を共有する事が可能である。
バーチャル空間上に、お互いのアバターを形として認識するだけではな

く、VRコントローラーを⼿に持ちながらぶり⼿ぶりをする事でバーチャ
ル空間上においても、その⾝振り⼿振りが反映される。⽴つ、座る、歩く
なども現実空間での動きがバーチャル空間上でも反映されようになってい
る。
話をする⾳声から、⼝の開閉にも対応しており、よりリアリティーのあ

る会話が可能である。

◆バーチャル教室

◆同じ空間を共有できる
セキュアな空間を３０⼈で共有できる

◆存在感
お互いのアバターで存在を確認しながら話ができる

◆⾝振り⼿振り
⾸の向き、⼿の動きなどでより⾃然な存在感

０４

座談⽅式

セミナー⽅式

276



VR空間上に、様々なフォーマットのデータを共有する事ができる。
会議の設定をする際に、事前にファイルをアップロードして変換する必要
があるが、あらゆるフォーマットをシステム内に持ってくることが可能で
ある。
共有されたデータは、⼤きなスクリーンに表⽰させることが可能である。

◆画⾯共有する

０５

◆様々なフォーマットを共有可能
PDFやパワーポイントや動画など授業に必要なフォーマットに対応しています
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クラウド上のバーチャル教室には、URLとパスワードの設定のみでイン
ターネットに直接接続する事が可能である。
接続は、VRゴーグルだけではなく、PCやAndroid端末から可能となっ

ている。

◆システム構成

◆実験の規模 ９名
・講演 １名 ︓VRゴーグル１台
・学⽣ ８名 ︓VRゴーグル４台・ノートPC４台

◆実験環境

０６

バーチャル教室

講師

学⽣

クラウド

ルータールーター

⾒学者

Internet Internet

Internet
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今回の実験では、スライドのようなレイアウトで実施した。
実験の為、１つの部屋で実施しましたが、各⼈の距離を離し、⼀定程度

体験者が動けるように配置した。
スクリーンには、バーチャル教室の模様を投影して、⾒学者が確認する

ようにした。
体験者が交代する際には、昨今の新型コロナウイルスの感染症予防の観

点から、VRゴーグル、VRコントローラー、PCの消毒を⾏い対策を⾏った。

講師

学⽣学⽣

⾒学者

◆実験環境

０７

◆会場の⼤きさの理由
・コロナ対策
・ハウリング防⽌
・ゴーグル⽣徒が動く事が可能

⾒学者

学⽣

⾒学者

学⽣学⽣

学⽣

スクリーン

学⽣

学⽣
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第⼀部は講演を⾏い、第⼆部ではグループワークを実施した。
８⼈の学⽣をAとBの⼆つのグループに分けて、各３０分毎に交代して

実験を⾏った。
実験の途中や休憩の際には、機材の消毒と充電を⾏う事で、⻑時間の

VR授業が出来るようにいたしました。

◆タイムスケジュール
◆会場準備

１０︓００〜１２︓３０ （制作会場設営・機材設置確認）

１２︓３０〜１３︓００ （予備時間及び昼休憩）

◆全体説明

１３︓００〜１３︓３０ 全体説明 ８名（グループA︓４名、グループB︓４名）

◆第１部【 講演 】

１３︓３０〜１４︓００ 講演 第1部（グループA︓ゴーグル、グループB︓PC画⾯)

１４︓００〜１４︓１５ 参加者休憩（機材消毒、確認、充電）

１４︓１５〜１４︓４５ 講演 第２部（グループA︓PC画⾯、グループB︓ゴーグル)

１４︓４５〜１５︓００ 参加者休憩（機材消毒、確認、充電）

◆第２部【 グループワーク 】

１５︓００〜１５︓３０ グループワーク第１部（グループA︓ゴーグル、グループB︓PC画⾯)

１５︓３０〜１６︓００ グループワーク第１部発表、総括

１６︓００〜１６︓１５ 参加者休憩（機材消毒、確認、充電）

１６︓１５〜１６︓４５ グループワーク第２部（グループA︓PC画⾯、グループB︓ゴーグル)

１６︓４５〜１７︓１５ グループワーク第２部発表、総括

１７︓１５〜１７︓４５ 学⽣︓アンケート（会場原状復帰、及び撤収作業）

１８︓００ 撤収完了 ０８
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ワイヤレスの特徴である取り回しの良さとうメリットがある⼀⽅で、デ
メリットも浮き彫りになった。
⻑時間の連続使⽤においては、内蔵されたバッテリーの容量が３時間程

度となっているが、表⽰する内容によっては、CPU負荷やGPU負荷が⾼
い場合、電⼒消費が多くなるため、その分バッテリーの減りが早くなる。
実験の終盤ではバッテリーが切れてしまうことも⽣じた。

◆実験の模様①【ワイヤレスゴーグル】
◆ワイヤレスゴーグルのメリットとデメリット

●メリット
PCに接続が不要な点。
２ｍ四⽅の安全エリアから出た場合
⾃動的にゴーグル全⾯のカメラに切り替わり
実際に体験者がいる会場の映像に切り替わることから
安全にVR事業を実施する事が可能であった。

●デメリット
バッテリーの問題及び充電の問題。
メーカーは３時間の連続使⽤が可能との事だが、数時間もの連続使⽤においては懸念があった為、
充電ブースに急速充電可能な２Aの電源を⽤意し、休憩時間などに都度充電を⾏って対応した。
利便性と安全性に考慮して優先での連続使⽤が安定していると思われる。

※写真では、充電ブースの横に消毒液とシートを⽤意して体験者が交代する度に消毒を⾏い感染対策を
⾏った。
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講師は、共有する画像やパワーポイントデータなどを操作する必要があ
る。
バーチャル空間上にタブレット端末が表⽰されるので、スマートフォン

を使⽤する感覚で操作が可能である。
事前に操作⽅法を練習する事で、よりスムーズな会議が可能となる。
トレーニング時間は、事前の説明を含めて、１０分程度。
システム⾃体はとてもシンプルかつ直感的に作られている。

◆実験の模様②【VRにて授業を⾏う】

◆操作の習熟
講師に対してVR操作をレクチャーを⾏った。

操作⽅法についてはすぐに理解する事がで
きたが事前に操作に慣れておくことで、より
スムーズな講義が可能になると思われる。

◆⾝振り⼿振り
VRコントローラーをもったまま⼿を挙げる

とVR空間上の講師アバターも⼿を挙げる様に
動きがリンクしており、⾝振り⼿振りも使っ
て講演する事が可能。

現実世界での講演同様スライド送りも講師
⾃⾝が⾏う事ができるがスライド送りについ
ては補助したほうがスムーズだった。
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本システムは、PC単体で接続する事が可能である。
先ほどもレイアウトで⽰したが、VRを装着した体験者とPC画⾯で参加

している体験者がいる状態で今回は実施した。
講師は、PC上の画⾯を⾒ながら各学⽣の様⼦を客観的にみる事ができ

る。

◆実験の模様③【PCにて講演を⾏う】

◆観察のしやすさ
VRゴーグルを装着せず、ノートPCで参加する

事も可能。

２回⽬の講演は、講師にはPCを⾒ながら講演
を⾏い、資料やレーザーポインターの操作など
は補助役が⾏った。

講師は、いつもと同じペースで講演を⾏いな
がらVR空間上の学⽣の様⼦を観察する事ができ
た模様。
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今回実施した実験のシステムには、ペイントツールがあり、VR空間上
に⽂字や図を３次元的に描く事が可能である。
その内容はVR空間上で共有する事ができる。
３次元的に説明の為の図を描いて説明する事で、平⾯的な説明だけでは

なく、⽴体物に対しての説明なども可能となる。
スライドに添付している動画は、講師が空間上に図を描いたものに対し

て学⽣が近くに集まってきてみる様⼦の映像である。

◆実験の模様④【空間上に図を描いて説明する】

◆空間に図を描いて説明する
⼿に持っているコントローラーで空間上に⽂字や図や絵などを描く事が可能。
VRを⽤いた授業においてメリットの１つとなっている。
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パワーポイントデータに動画を埋め込むことができるが、本システムに
おいては、そのままの形でプレゼンテーションする事が可能である。
動画データ等は、すべてクラウド上にアップロードされている為、ダウ

ンロードする必要がない。
現在の通信環境のおいては、そのデータ量が多くなるため、バッファリ

ング時間が必要になるが、５Gの通信網が整備されていくことで、今後ク
ラウド上での動画やデータの運⽤がより⼀般的になってくると想定される。
このスライドの動画は、スライド上の動画が再⽣される様⼦の映像であ

る。

◆実験の模様⑤【スライド埋め込み動画の再⽣】

◆動画の再⽣
パワーポイントデータに埋め込んだ動画データも再⽣が可能な為、連続性のある講演が可能。
通信環境によっては「バッファリング」（読み込み待機）が発⽣する事がある。
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机のオブジェクトを設置する事でバーチャル空間上で集まってテーブル
ミーティングをすることができる。
何もない空間で授業を⾏う事も可能だが、テーブルがある事でより現実

に近い環境下で授業や会話をすることが可能となる。
８⼈、１６⼈、講演⽤ステージと選択する事が可能である。
⼈数に応じて適切な⼤きさを⽤意する事で、雰囲気を変える事も可能で

ある。
このスライドでの動画は、テーブルを説明なく設置したところ、その

テーブルに学⽣が集まってくる様⼦の映像である。
バーチャル空間上においてもテーブルなどがあるほうが、より集中しや

すい環境ができるのではないかと想定される。

◆実験の模様⑥【机オブジェクト】

◆授業が開始される際のイメージ
今回、バーチャル教室内に円卓を置いてみたところ
講義が始まった際に、学⽣がテーブルの位置に着座する様⼦がみられた。
バーチャル教室内のどこからでも授業を受ける事ができるが、
テーブル等があったほうが授業らしさが出るのではないかと考えている。
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パワーポイントデータの⽂字が⼩さい場合に、現実空間でのプレゼン
テーションと同様にVR空間でも⽂字が⼩さくなり⾒にくくなる。
その為、任意に拡⼤縮⼩なども可能な機能はあるが、バーチャル空間上

で移動する事で、近くによってみる事ができるようになる。
このスライドでの動画は、スライドを⾒たい⽣徒がモニターに近寄って

いく様⼦の映像である。

◆実験の模様⑦【学⽣の移動】

◆移動
スライドの⽂字が⼩さくて⾒えにくい際、画⾯の⼿前までいく⽣徒の様⼦が⾒られた。
※スライドは講師が任意に拡⼤する事も可能
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３D上のペイントツールでバーチャル空間上に⽂字や図を描く事ができ
る機能は、VRゴーグルで参加する体験者は使⽤する事が可能である。
VRゴーグルをつけたまま⼿書きのメモを物理的に取ることができない

点については、この３Dペイントツールや、⾳声メモなどで残すことが可
能となる。
このスライドでの動画は、直感的に絵を描く学⽣の様⼦が右下で表⽰さ

れる。

◆実験の模様⑧【空間にメモを取る】

◆ペイント機能を使う
３D空間上にメモをとったり絵を描いたりすることが可能。
ボイスをメモとして置いておくことも可能。
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バーチャル空間上コミュニケーションについては、会話と⾝振り⼿振り
だけではなく、エモーションという機能をつかって「笑う、無く、驚く」
などの簡易的なマークを使って表現する事も可能である。
拍⼿という機能を使う事で、拍⼿の絵と⾳が表⽰される。
このスライドでの動画は、エモーションや拍⼿を使う様⼦の映像である。

◆実験の模様⑨【拍⼿】

◆エモーション
VR空間上でのコミュニケーションとして「エモーション」を使う事で⼿軽にコミュニケーションを取るこ

とが可能。
拍⼿や、顔⽂字などを表⽰させることができる。
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グループワークでは、開放的な空間を⽤いた形で実施した。
空間の明るさは、バーチャル空間上においても集中する環境づくりに重

要と考えられる。

スライドの雲が映っている場所には、３６０度動画を投影する事も可能
であるため、社会⾒学など教室とは違った場所・空間での授業も実施する
ことが可能になる。

このスライドの動画は、リラックスしながらグループワークを⾏う学⽣
の姿の映像である。

◆実験の模様⑩【グループワークの模様】

◆授業の⽬的により空間を変更する
第１部の講演の後、グループワークを⾏った。
第⼀部の集中できるくらい空間とは違い、積極的な意⾒が出る様、開放的な雰囲気の空間を⽤意した。
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体験者は、グループワーク後の⾃由時間において、体験者同⼠でコミュ
ニケーションを⾏っていた。
このスライドの動画では、学⽣同⼠が、お互いのアバターに落書きをた

り、⼿をつないでみたりなど、機能として実装されていない事を⾏ったり
する様⼦が映っている。
また、３Dオブジェクトとして⾞体が表⽰されているが、⾞についても

お互いのコミュニケーションを積極的に取っている様⼦の⾒れる。

◆実験の模様⑪【３Dオブジェクトの共有】

◆バーチャル教室内に⽴体物を置き観察する
データを会議室にアップロードする事で、
バーチャル教室に参加する者同⼠が同じ⽴体物を共有する事ができる。
学⽣が制作した⽴体物を学⽣同⼠でディスカッションをしたりなどができる。
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このスライドでの動画は、現実空間で動く体験者の様⼦と、バーチャル
空間上の様⼦を同時に撮影した映像である。
ワイヤレスタイプのVRゴーグルのメリットである、介助なしに⾃由に

動けるVR体験の様⼦となっている。

◆実験の模様⑫【⾃由時間の様⼦】

◆⾃由時間における学⽣の様⼦
コロナ禍でできない密着したコミュニケーションを取っていた。
お互いが向き合い、互いの顔に落書き（化粧）ペイントツールでしたり
ハグをしてみたりとアバターという仮の⾃分を使って積極的にコミュニケーションを取っていた。
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実験事後アンケート

学⽣アンケート結果 ①
（１）VRを利⽤した講義の内容（VR-XR）には、

興味を持てましたか︖また、その理由を
記述してください。

①とても興味を持てた
②まあまあ興味を持てた
③あまり興味を持てなかった
④まったく興味を持てなかった
⑤そのほか（ ）

・もうすでにいろいろなところでVRなどの技術が使われているため。仕組みが理解できるし、次にそれを⾒た時に、
今までとは違った視点で⾒ることができる。

・今回紹介されたこと以外でも幅広く使われるようになって欲しい。

・実際に体験をして、楽しかったというのと、とても便利で、⾊々な所で使えると思いました。

・重くないVR器があることに驚いた。
・単純にVRが楽しかったから。もっとやりたい。
・リアルとあまり変わらない感じでできた事が⼀番驚きでした。
・普段経験できない新しいものに触れられた為。VRゴーグルを持っていたとしても、学校で導⼊していないと体験できない
セミナーの形態を体験できたため。

・VR技術の発展に興味を持てたから

理由
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学⽣アンケート結果 ②
（２）VRを利⽤した講義の⽅法には、魅⼒を

感じましたか︖また、その理由を記述
してください。

①とても興味を持てた
②まあまあ興味を持てた
③あまり興味を持てなかった
④まったく興味を持てなかった
⑤そのほか（ ）

理由

・普段の授業より⾯⽩く感じたので。ただ、黙って座って⼤⼈しく受ける授業には向いてないなと思いました。
・スライドの⽂字が⾒えにくい所やラグがひどくスライドが⾒えにくかった
・他の⼈を近くに感じたり、ユニークな動きなど、楽しくなる要素があり、楽しかった反⾯、集中⼒がその分なくなる
と思いました。

・その場で何をするかなど⾝振り⼿振りなどが反映されているのが⾯⽩かった。
・PowerPointとかをしっかり使えるようになれば便利だと思った。少し気が散る気がする。
・あまりリアルとの違いとは︖と⾔われると、VR,アバターとしか答えられない。
・その場にいる臨場感を感じられた。⾃分の好きな位置から講義を受けられる⾃由さや、その場でメモを取れる点が良
かった。VRゴーグルが少し重く他のことに気を取られてしますことがあった。

・仮想空間での講義では新鮮でよかった

理由

学⽣アンケート結果 ③
（３）VRを利⽤した講義は、教室で受ける場合

と⽐較して、違いをどの程度感じました
か︖また、その理由を記述してください。

①かなり感じた
②すこし感じた
③それほど感じなかった
④まったく感じなかった
⑤そのほか（ ）

理由
・ただその場に座るだけではなく、座ったまま⾃由に好きな場所に動ける点がすごく新鮮でした。
（あと空中に⽂字やイラストがかけるのも）

・⾃由度がすごく⾼く、講義に集中することができなかった。飽きることはなかった。
・先⽣が⽬の前にいない分、気がゆるんでしまったり、資料が⾒にくいなど、デメリットが多く感じれました。
・⾒てる景⾊が違うため、⾮⽇常に感じた。⼈がいるというよりプレイヤーがいるという⾵に感じた。
・⾊々なことができるから。開放感があった。
・⼈が前にいれば⾒えづらい。PowerPointの⽂字は⼩さいと⾒えないなど、リアルと変わらない問題は多くあったように
感じます。

・好きに席を移動できる点と好きに動ける為、その場にいながら⾒やすい位置でみんなで授業を受けていることを感じれた。
・教室と仮想空間ではまったく⼈と⼈の距離を気にしないこと。
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学⽣アンケート結果 ④
（４）VRを利⽤した講義は、オンラインで⾃宅

のから受ける場合と⽐較して、違いを
どの程度感じましたか︖また、その理由
を記述してください。

① かなり感じた
② すこし感じた
③ それほど感じなかった
④ まったく感じなかった
⑤ そのほか（ ）

理由
・先⽣から⾒て、⽣徒のリアクションが分かりやすいのが違うなと思いました。あと、カメラをはずかしがってつけない⼈
もいるので、アバターならそういった⾯もこくふくできるのではと思いました。

・実際に対⾯授業を受けているような感じを受けた
・他のアバターとコミュニケーションが取れる分、明るく講義を受けれました。グループワークでより⼈と話してる感が
出ると思いました。

・⾃宅よりかは⼈を⾝近に感じた。そこにいて⽣きているんだと思えた。リアルタイムでその⼈が動いているのを感じた。
・オンラインより全然楽しい。とても有意義だった。
・家で1⼈の場所からVRで仲間と出来るという感じはVRならではだと思います。
・たくさんのアクションやペンの機能によってアバターがその場にいる為、同じ場所で授業を受けている雰囲気を感じた。
・オンラインでは顔しか⾒れないけど、仮想空間では、直接会った感じがする。

学⽣アンケート結果 ⑤
（５）VRを利⽤した演習（グループワーク）に

は積極的に参加できましたか︖また、
その理由を記述してください︖

①とても意欲的に取組むことができた
②まあまあ意欲的に取組むことができた
③あまり意欲的に取組むことができなかった
④まったく意欲的に取組むことができなかった
⑤そのほか（ ）

理由
・⾯⽩かったので、興味関⼼がVRに向けられた。なので、積極的に参加出来たと思います。

・⾃分の考えたことを発⾔することが出来た

・演習⾃体が楽しく新鮮な物だったので⾊々考えながら取り組むことが出来たからです。

・質問にまあまあいい答えができたと思ったから。

・リアルだと⾔いづらい事もアバターを通すことで⾔いやすくなると思います。

・VRの⾃由な雰囲気は、授業形態よりグループワークのほうが向いてると思った。
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学⽣アンケート結果 ⑥
（６）VRを利⽤した演習（グループワーク）は、

教室で受ける場合と⽐較して、違いを
どの程度感じましたか︖また、その理由
を記述してください。

①かなり感じた
②すこし感じた
③それほど感じなかった
④まったく感じなかった
⑤そのほか（ ）

理由
・教室で受けている場合、各々が持っている役割をただたんたんとこなすだけだったので、VRでこういったことをすれば、
他のメンバーとより積極的に関わりやすくなって良いと思いました。

・VRがしっかりしていたので、少しだけしか感じなかった。

・映像が変わることで教室の堅苦しさという感じがうすくなると感じます。

・ペンツールを使って⽴体的な説明ができる以外は、教室と同じように、その場にいるように感じた。

学⽣アンケート結果 ⑦
（７）VRを利⽤した演習（グループワーク）は、

オンラインで⾃宅のから受ける場合と
⽐較して、違いをどの程度感じましか︖
また、その理由を記述してください。

①かなり感じた
②すこし感じた
③それほど感じなかった
④まったく感じなかった
⑤そのほか（ ）

理由
・オンラインは特に、やる⼈やらない⼈の差が激しいので、VRでそういった作業を可視化できるのは良いと思いました。
（違いがあらわれている）

・実際に相⼿が⾒えるのでとても違った。

・⼈が前にいると感じることができるので、やりやすいと感じます。

・オンラインではわからない⾝振り⼿振り、どういう所を⼀番伝えたいのかがわかりやすく出ると思った。

・オンラインだと先⽣とただ話し合うことしかできないけど、仮想空間では、直接あって伝えることが出来ると感じた。
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学⽣アンケート結果 ⑧
（８）VRを利⽤した講義とグループワークの

体験は、今後の学習に役⽴つと思いますか︖
また、その理由を記述してください。

①とても役⽴つと思う
②まあまあ役⽴つと思う
③あまり役⽴たないと思う
④まったく役⽴たないと思う
⑤そのほか（ ）

理由
・まだVRゴーグルなどは⼀般的に普及されているものかと⾔われれば、それは違うと思うので、なかなか貴重な体験が
できたと思います。

・実際に物を⾒せた⽅がいい時と、そうじゃなくていい時がある。CGは実際に⾒た⽅が楽しめるが、国語でVRを使う必要
があるのかと考えました。

・VRの使⽤感や⻑所や短所を知ることや、アパレル系のCGはとてもためになりました。
・将来使うと思われる技術を先⾏体験できた。⻑時間の使⽤は難しいとも思った。
・対⾯よりも便利だし、オンラインよりもいいのでとても役に⽴つと思った。
・場所や時間にとらわれず出来るというのはパソコンだけでもできたが、⽬の前に誰かいるというのはVRならではだと感
じます。

・３Dモデルなどを出して説明すれば、平⾯では説明しにくい場所を説明したり、みんなんで楽しんで積極的に活動できる
と思った。

・モニター越しと仮想空間で直接会うとでは直接会って話し合うことが役に⽴つと思いました。

学⽣アンケート結果 ⑨
（９）VRを利⽤した講義とグループワークはの体験を通しての所感を将来への期待や希望を中⼼

に記述してください。
・今⽇の体験では、今までVRなどに向けていた認識を改めることができたな、と思いました。正直、
ゲーム業界だけ考えていたので、服の業界にも深く関わっていると知れて良かったです。この調⼦で、
もっといろいろなものにVRなどの技術をおとしこめたらいいなと思います。

・個⼈的にVRの魅⼒的なところは「本当にその世界にいるような感覚」だと思う。今回の体験で、近くに
友達がいて、バーチャル場でやり取りをして遊ぶことができる、という所が集団⼤きいベントが出来な
い今なら、友達と会って楽しむことができるコミュニケーションの場として必要だと考えた。

・VRがもっと軽くなってほしいのはもちろんのことですが、インターネットが少し弱くても使えるような
気軽さもほしいと思いました。VR⾃体に、周りを感知させて物体とぶつからないようにできたらいいな
と思いました。集中⼒が散らないように、機体を少なくしたバージョンも欲しいと思いました。

・会議はすごく楽しめました。⻑時間使⽤するとすぐにバッテリーがなくなったり、重いというのが不便
でした。そこが改良されればと思います。
VR酔いしやすい私から⾒ると動きがゆっくりだったり⼈が近すぎると酔いやすかったです。
▶使いやすかった点︓すぐにアクション出来る、どんな状態かわかる、⽂字をかけるので⾒逃しにくい、

椅⼦に座ると中⼼に視線が集まる

▶使いにくかった点︓眼鏡でみるとぼやける、視界操作がしづらい、メニューとペンツールなどが⼲渉
しやすい、細かい⽂字がディスプレイ上⾒にくい
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・今はまだゴーグルが重かったり、通信が上⼿くいかなかったりするが、その辺りをちゃんと出来れば
すごくいいものになると思う。これが主流になってほしい。ゆくゆくはさまざまなゲームもこうなって
ほしい。オンラインゲームとか。

・たとえば、VRでは⽂字が⼩さいと⾒えないので、⼿元にPowerPointを共有したり、共有した
PowerPointに書き込めるだけでも会議はスムーズになると思う。また、⼝が動くのであれば、話して
いる⼈が別ウィンドウに出るとわかりやすく、今までのZoomなどの会議では体験できないことが多く
できると思います。また、わざわざ会社で会議しいていたことが家で何ら変わりなくできれば、
それこそ素晴らしいと思います。

・授業形態では、⾃由な席でオンラインでは感じられないその場にいる雰囲気を感じることが出来たが、
ゴーグルの重さや、ずっと画⾯を⾒ていることで少し⽬の疲れを感じ、授業への集中はPCで受けた時の
ほうがあったと思った。VRでのグループワークは、３Dモデルやペンツールを使って⾃分の伝えたいこ
とが⽴体的に伝えやすく分かりやすいと思った。将来的に絵の授業を間近で先⽣が絵を描いている所を
⾒れたりするとおもった。

・将来はVRの中で⾃由にフィールドを動くようなゲームができるくらいにVR技術が進んでいてほしいと
思っいました。

学⽣アンケート結果 ⑨ 続き
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
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今昔

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年
代
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
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で
製
品
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ほ
ぼ
同
時
に
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
図
形
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果
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ビ
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ラ
イ
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ン
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）


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C
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
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C
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ジ
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ョ
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動
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
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メ
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の
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C

G
の

商
業
化

～
C

G
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
事
業
化
）
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
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ダ
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
１

．
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
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代
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ュ
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援
製

造
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ス
テ
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（

C
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M
）

と
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連
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と
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G
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物
・

部
品

設
計

～
３

D
プ

リ
ン

タ
ー


３

．
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～
20

00
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コ
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A
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
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テ
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
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マ
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リ
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小
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ュ
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現
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
C

A
D
、

C
G
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

G
P
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、
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の

父
１
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６

０
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→
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・
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デ
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３
Ｄ

、
図

面
、

動
画
、
を
映

像
デ

バ
イ

ス
や

プ
リ

ン
ト

、
立

体
造

形
物
と
し
て

出
力

さ
れ

る
。

＊
Ｃ

Ｇ
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ピ
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２
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デ
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タ
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レ
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デ

ー
タ
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動

画
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C
A
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キ
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: c
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ut
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r-

ai
d

e
d

 d
e
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コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
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援
設

計
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い
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意
味
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、

コ
ン

ピ
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ー

タ
を
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計
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す
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こ
と
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ン

ピ
ュ

ー
タ

に
よ

る
設

計
支

援
ツ
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ル
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
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
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A
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
汎
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
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
デ

ザ
イ

ン
C

A
D


設
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D
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繰
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形
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れ
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効
率
的
に
作
図
可
能
。

ま
た
、
類
似
図
面
の
作
成
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容
易


コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
持
つ
デ
ー
タ
か
ら
寸
法
を
記
入
す
る
た
め
、

単
純
な
寸
法
ミ
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せ
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
設
計
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中
で
の
寸
法
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面
積
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測
定
に
よ
り
、
手
計
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の
手
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
設
計
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デ
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
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技
術
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、
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ョ
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
3次

元
C

A
D
は
、
業
務
で
用
い
る
対
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と
取
り
扱
え

る
形
状
要
素
の
タ
イ
プ
と
価
格
帯
に
よ
り
、
ハ
イ
エ

ン
ド
、
ミ
ッ
ド
レ
ン
ジ
な
ど
に
種
類
分
け
さ
れ
る
。


工
業

C
A

D
で
は
、
家
電
製
品
・
一
般

O
A
製
品
な
ど

の
分
野
で
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産
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作
回
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目
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械
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れ
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
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デ
ー
タ
ー
を
構
築
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
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デ
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ピ
ュ

ー
タ

上
で

行
い

、
そ

の
デ

ー
タ

ー
で

C
N

C
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
数

値
制

御
(c

o
m

p
ut

e
ri

ze
d

 
nu

m
e

ri
ca

l c
o

n
tr

o
l（

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ラ
イ

ズ
ド
・
ニ

ュ
ー

メ
リ

カ
ル

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
）

化
さ

れ
た
工

作
機

械
で

送
ら

れ
て

実
際

の
加

工
を

行
う

。
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工
業
製
品
・

部
品
設
計
か
ら
サ
ン
プ
ル
試
作 （

C
A

M
)

・
３

D
図

面
に

よ
る

構
造

確
認

・
３

D
プ

リ
ン

タ
ー

で
の

試
作

出
力

・
動
画
で
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
生
産
マ
シ
ン
ニ
ン
グ
へ
の
コ
マ
ン
ド
出
力
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308



309



310



C
A

D
か

ら
の

生
産

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン
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生
産
ラ
イ
ン

の
デ
ジ
タ
ル
化


モ
ノ
作
り
の
変
革


環
境
の
変
革


マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
変
革

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

技
術

を
活

用
し

て
製

品
の

設
計

、
製
造
や
工

程
設

計
の

事
前

検
討

の
支

援
を

行
う

こ
と
、
ま
た

は
そ

れ
を

行
う

ツ
ー

ル
。

製
造

業
な

ど
に
お
け
る

設
計

の
現

場
や

構
造

系
の

分
野

で
は

、
C

A
E
に

使
用

す
る

手
法

で
あ

る
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
数

値
解
析

等
を

示
す

。
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（
B

ui
ld

in
g

 In
fo

rm
at

io
n

 M
o

d
e

li
n

g
）

製
品
の

生
産

デ
ー

タ
を

構
築

管
理

す
る

た
め

C
A

D
デ

ー
タ

ー
を

3次
元

モ
デ

リ
ン

グ
ソ

フ
ト

ウ
ェ
ア
か

ら
制

作
し

、
図

面
作

成
や

構
造

設
計

を
行

い
B

IM
デ

ー
タ

と
し

て
形

状
、

相
互

関
係

、
部

材
の
数
量

、
位

置
等

の
特

性
を

デ
ー

タ
ー

化
し

て
製
造
や
生

産
の

管
理

を
行

う
シ

ス
テ

ム
。
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
C

A
D
設

計
か

ら
起

こ
し

た
デ

ー
タ

ー
を

３
D
モ

デ
ル
化

し
て

各
専

門
部

門
で

ク
ラ

ウ
ド

で
共

有
し

、
そ
れ
ぞ

れ
の

工
程

や
作

業
で

デ
ー

タ
ー

を
加

え
加
工

し
て

設
計

か
ら

施
工

ま
で

を
管

理
す

る
シ

ス
テ
ム

。
量

産
製

品
の

生
産

で
は

P
LM

で
工

場
か

ら
リ

テ
ー

ル
ま

で
管

理
し

P
O

Sに
繋

げ
て

行
く

。

〖
p

ro
d

uc
t l

if
e

cy
cl

e
 m

an
ag

e
m

e
n

t〗
製

品
に

関
す
る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

，
企

画
，

製
造

か
ら

販
売
，
保
守

，
廃

棄
ま

で
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
全

般
に
わ
た
る

情
報

，
製

造
・

販
売

コ
ス

ト
や

部
品

供
給
会
社
な

ど
外

部
の

関
連

情
報

ま
で

を
包

括
的

に
管
理
す
る

こ
と
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
M

O
M


SC

R


E

R
P


M

E
S

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
統
合
生
産

製
造
業
で
導
入
さ
れ
て
い
る
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム

(C
om
pu
te
r 
In
te
gr
at
ed
 M
an
uf
ac
tu
ri
ng
).
製

造
の
現
場
で
発
生
す
る
各
種
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
活
用
し
て
シ
ス
テ
ム
を
構
築
、
統
括
し
、
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
。
製
造
と
販
売
と
の
間
で
の

情
報
を
共
有
化
し
、
製
品
を
作
っ
て
か
ら
売
る
ま

で
の
効
率
化
を
図
る
。
土
木
分
野
で
は
Co
mp
ut
er
 

In
te
gr
at
ed
 M
od
el
in
g
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
B

O
M

（
B

il
ls

 o
f m

at
e

ri
al

s）
と

は
、

製
造

業
で
用
い
ら
れ
る
部
品
表
。
製
品
を
組
み
立
て
る
時

の
部
品
や
材
料
の
一
覧
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
階

層
構
造
を
表
す
。
デ
ジ
タ
ル
設
計
で
は
製
品
の
見

積
も
り
時
点
か
ら
、
設
計
、
調
達
、
製
造
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
等
に
ま
で
利
用
さ
れ
る
デ
ー
タ
ー
も
含

ま
れ

、
最

近
の

も
の

づ
く

り
に

お
い

て
、

B
O

M
は
部
品
表
と
い
う
よ
り
は
工
程

や
マ
テ
リ
ア
ル
の

デ
ー

タ
ー

ベ
ー

ス
と

言
え

る
。
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
ハ

イ
エ

ン
ド

C
A

D
で

は
、

自
動

車
・

航
空

機
他

、
強

い
意

匠
性

が
求

め
ら

れ
る

民
生

品
の

設
計

に
用

い
ら

れ
、

特
に

自
動

車
の

車
体

・
部

品
等

に
用

い
ら

れ
る

。


最

近
で

は
ロ

ボ
ッ

ト
の

設
計

や
大

型
機

械
の

設
計

等
に

も
応

用
さ

れ
た

り
、

別
な

ア
プ

ロ
ー

チ
で

バ
イ

オ
ケ

ミ
カ

ル
分

野
等

に
も

応
用

が
進

ん
で

い
る

。


単

な
る

設
計

や
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
、

デ
バ

イ
ス

の
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

だ
け

で
な

く
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

等
末

端
ま

で
デ

ー
タ

ー
の

活
用

が
試

み
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
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生
産
ラ
イ
ン

以
外
へ
の
応
用

・
ハ

イ
エ

ン
ド

C
G
へ

の
転

用

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
C

G
へ

の
利

用

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
応
用

コ
ン
テ
ン
ツ
連
動
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建
築

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー
リ

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

カ
ー

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

B
IM

B
O

M
C

A
D

C
A

E
P

LM
C

IM
P

O
S

単
価

時
代

自
動

車

電
気

機
器

ア
パ

レ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

単
位

の
シ

ス
テ

ム
サ

プ
ラ

イ
・

リ
テ

ー
ル

チ
ェ

ー
ン

単
位

の
シ

ス
テ

ム

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー
も

含
む

業
界

単
位

の
シ

ス
テ

ム

P
LM

P
LM


デ

ー
タ

ー
収

集
・

解
析


製
品
企
画


製
品
設
計


製
品
試
作


製
品
製
造
・
管
理


流
通
・
販
売
管
理


マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ


コ
マ
ー
シ
ャ
ル


デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

※
Sa

aS
（

So
ft

w
a

re
 a

s 
a

 S
er

vi
ce

）
W

E
B
ク

ラ
ウ

ド
上

で
共

有
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

ア
パ
レ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の

D
X
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
当
初
は
型
紙
作
成
用
の

2D
 C

A
D
が
多
か
っ
た
が
、

そ
の
後
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
布
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
対
応
す
る

3D
対
応

C
A

D
が
登
場
。


生
産
ラ
イ
ン
の
ほ
と
ん
ど
が
未
だ
手
作
業
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
で
は
そ
の
普
及
が
最
も
後
発
に
廻
る
中
、

W
E

B
３

D
や

E
コ
マ
ー
ス
へ
の
利
用
ま
で
を
視
野
に

開
発
が
進
ん
で
い
る
。


フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
以
外
の
家
具
や
小
物
等
そ
の
他
の

分
野
で
は
専
用
の
シ
ス
テ
ム
が
未
開
発
で
あ
る
。
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デ
ザ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

で
デ

ザ
イ

ン
企

画
し

３
Ｄ

ア
パ

レ
ル

Ｃ
Ａ

Ｄ
で

設
計

し
バ

ー
チ

ャ
ル

サ
ン

プ
ル

で
デ

ザ
イ

ン
を

検
討

、
編

成
デ

ー
タ

や
パ

タ
ー

ン
デ

ー
タ

ー
を

編
み

機
や

裁
断

機
の

運
用

に
、

ま
た

、
デ

ザ
イ

ン
時

の
プ

リ
ン

ト
柄

等
を

プ
リ

ン
タ

ー
で

理
用

。

C
G
や

V
R

/A
R

/M
R
の

機
能

を
充

実
し

Ｉ
Ｔ

と
の

連
動

で
企

画
や

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
か

ら
生

産
、

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
・

販
売

、
Ｅ

Ｃ
流

通
ま

で
一

本
に

つ
な

が
る

デ
ー

タ
ー

の
運

用
を

複
利

的
に

活
用

し
デ

ー
タ

ー
ベ

ー
ス

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

な
げ

て
行

く
。

シ
ス

テ
ム

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
ー

の
供

給
を

ク
ラ

ウ
ド

ラ
イ

セ
ン

ス
化

し
サ

ブ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

や
従

量
制

課
金

な
ど

時
代

に
合

わ
せ

た
供

給
で

効
率

化
。

連
携

研
究

拠
点

を
設

置
し

ア
パ

レ
ル

業
界

の
上

記
事

業
の

指
導

と
Ｉ

Ｔ
等

他
業

界
と

の
連

携
事

業
を

グ
ロ

ー
バ

ル
に

進
め

て
行

く
こ

と
で

、
次

の
さ

ら
な

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
繋

げ
て

事
業

を
拡

大
。

製
品
の
詳
細
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
管
理
運
用

B
IM

/C
IM

化
で

革 新


C

A
D
を
起
点
に
製
品
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ー
を
最
大
限
に
活

用
し
て
ゆ
く
シ
ス
テ
ム
展
開

メ
ー

カ
ー

•
製

品
の

企
画

・
デ

ザ
イ

ン
Ｃ

Ａ
Ｄ

メ
ー

カ
ー

•
製

品
の

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
展

開
Ｃ

Ａ
Ｅ

工
場

•
製
品
の
生
産

Ｃ
Ａ

Ｍ

工
場

メ
ー
カ
ー

工
場

•
製

品
の

生
産

・
流

通
・

管
理

と
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

Ｐ
Ｌ

Ｍ

・
製

品
の

生
産

管
理

と
デ

ー
タ

ー
管

理
Ｃ

Ｉ
Ｍ

B
IM

B
O

M

B
O

M

P
O

S
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ペ
イ

ン
ト

機
能

で
デ

ザ
イ

ン
企

画
と

プ
リ

ン
ト

柄
制

作

Ｃ
Ａ

Ｄ
で

製
品

設
計

編
成

や
パ

タ
ー

ン
デ

ー
タ

ー
を

編
み

機
、

裁
断

機
、

プ
リ

ン
タ

ー
で

運
用

Ｖ
Ｒ

サ
ン

プ
ル

で

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ

展
開

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン

Ｐ
Ｌ

Ｍ

製
品
管
理

生
産
管
理

流
通
管
理

製
品
・

生
産
・

販
売
・

デ
ー

タ
ー

べ
ー

ス

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｆ

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

ア
パ

レ
ル

業
界

以
外
へ

の
デ

ー
タ

ー
運

用
に

よ
る

発
展

的
事

業

オ
ー

ト
ク

チ
ュ

ー
ル

・
限

定
特

注

高
級

量
産

品
・

フ
ラ

ッ
グ

シ
ッ

プ

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ

ト
レ

ン
ド

量
産

品

定
番

量
産

品

リ サ ー チ

デ ザ イ ン

サ ン プ リ ン グ

展 開
生 産

出 荷
在 庫

プ ロ モ ー シ ョ ン

販 売 デ リ バ

リ ー

ベ
ー
ス
デ
ザ
イ

ン
リ

デ
ザ

イ
ン

販
売

デ
ー

タ
ー

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ

Ｒ
ｅ

ｔ
ａ

ｉ
ｌ

ｅ
ｒ

Ｓ
ｕ

ｐ
ｐ

ｌ
ｉ

ｅ
ｒ

Ｒ
ｅ

ｔ
ａ

ｉ
ｌ

ｅ
ｒ

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
的
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
イ
ン

か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
見
据
え
る
ア
ジ
ャ
イ
ル
的
取
り
組
み
へ

D
X
が

追
及

す
る

Q
C

D

SA
A

S

構
築

型
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

用
途

別
ブ

ラ
ウ

ザ
ー

ク
ラ

ウ
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

A
Iと

B
I

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

ー
と

U
X
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実
事

業

ス
タ
ッ
フ

追
加

ソ
フ
ト
開

発
連

携
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ

社
内
改
革

Ｒ
＆

Ｄ

ア
パ
レ
ル

事
業

体
と
連
携

Ｉ
Ｔ
業
界

・
そ

の
他
と
連

携
教

育
・
研

究
機

関
と
連
携

社
内

調
整

コ
ア

チ
ー
ム

組
成

各
部
署

調
整

外
部
ス

タ
ッ
フ

構
成

計
画
設

計

•リ
サ

ー
チ

チ
ー

ム
の

組
織

•初
期

事
業

計
画

リ
サ

ー
チ

•協
力

機
関

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ

事
業

計
画

•業
界
中
央

拠
点
に

開
発
拠

点
を

設
置

•実
研
究
・

実
証
実

験

•協
力
機
関

と
の
連

携

•チ
ー
ム
の

拡
大

•本
事
業
提

案

初
期

事
業

•リ
サ

ー
チ

結
果
の

フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

•リ
サ

ー
チ

ラ
ボ
外

部
開
発

セ
ク

シ
ョ

ン
に

•ア
パ

レ
ル

業
界
の

情
報
産

業
化

本
事

業

社
内

調
整

コ ア グ ル ｜ プ 組 織

社 内 プ ロ ジ ェ ク ト 化

一 次 報 告

社 内 フ ィ ｜ ド バ ッ ク

社
外

調
整

協 力 機 関 リ ス ト ア ッ プ

コ ン ソ ｜ シ ア ム 化

社 外 取 り 纏 め

事
業
体

連
携
拠
点

業
界

学
生

デ
ザ

イ
ナ

ー
技

術
者

研
究

機
関

技
術

提
携

オ
ー

ダ
ー

サ
ー

ビ
ス

制
作

委
託

必
要

デ
ー

タ
ー

人
材

出
向

宣
材

学
校

人
材

人 材

人
材

人
材

人
材

外
注

先

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

公
共

事
業

事
業
体

島
精

機
＋

K
D

D
I

連
携
拠
点

FM
B

業
界

T
SI

豊
島

ア
ダ

ス
ト

リ
ア

学
生

個
人

デ
ザ

イ
ナ

ー
個

人

技
術

者
個

人

研
究

機
関

早
稲
田
大

独
自

で
行

う
事

業
と

受
発

注
含

め
外

部
連

携
で

行
う

事
業

を
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

に
区

別
整

理

技
術

提
携

オ
ー

ダ
ー

サ
ー

ビ
ス

制
作

委
託

必
要

デ
ー

タ
ー

人
材

出
向

宣
材

学
校

T
FL

人
材

人 材

人
材

人
材

人
材

外
注

先
ビ
ト
ル

ク
レ
ッ
セ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
ク
ラ

フ
ト

メ
デ
ィ
ア
工
房

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

公
共

事
業

経
産

省
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サ
ー

ド
パ

ー
テ

ィ
ー

学
術

研
究

機
関

ベ
ン

チ
ャ

ー

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー
ユ

ー
ザ

ー
顧

客

協
力

会
社

業
者

競
合

社
Ａ
Ｉ
の
応

用
で

デ
ー

タ
ー

ド
リ

ブ
ン

し
ベ

ー
ス

デ
ザ

イ
ン
の
自

動
生

成
を

行
い

複
数

サ
ン

プ
ル

を
表

示
、

ユ
ー

ザ
ー

が
そ

の
中

か
ら

チ
ョ

イ
ス

し
仕
上
げ
に
デ

ザ
イ

ン
作

業
を

行
う

工
程

で
デ

ザ
イ

ン
の

半
オ

ー
ト

マ
チ

ッ
ク

化
を

実
現

し
無

駄
な

作
業

を
無

く
し

効
率

化
を

計
る

ツ
ー

ル
の

開
発

デ
ー
タ
ー
ド
リ
ブ
ン
シ
ン
グ
ル
ソ
ー
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

Bt
oB

to
C

ビ
ジ
ネ
ス
応
用

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
連
動
で
全
ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ン
Ｃ

Ａ
Ｄ
の
共
通
デ
ー
タ
ー
と
基
礎
デ
ー
タ
ー
を
共
有
し
て

Ａ
Ｉ
の
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

ユ
ー
ス
の
端
末
デ
ー
タ
ー
ま
で
を
一
貫
化
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
確
立
を
計
る

ア
パ

レ
ル

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

業
界

全
体

の
共

通
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン
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C
A

D
に

よ
る

設
計

直
感

的
に

、簡
単

に
サ

イ
ズ

選
択

【丈
】

→
３

D
CG

メ
リッ

ト（
ア

バ
タ

ー
サ

イ
ズ

表
記

が
平

易
）

※
９

AR
体

型
（

JI
S規

格
）

を
中

⼼
に

した
ア

バ
ター

サ
イズ

変
更

サ
イ

ズ
問

題
の

課
題

解
決

＝
返

品
率

改
善

仕
様

書
デ

ー
タ

パ
タ

ー
ン

CA
Dデ

ー
タ

⽣
地

ス
ワ

ッ
チ

写
真

と
３

DC
G

CL
O

/B
ro

w
zw

ea
r/

AP
EX

な
ど

の
ソ

フ
ト

を
中

⼼
に

複
数

ソ
フ

ト
を

活
⽤

し
制

作
す

る
３

DC
G制

作
の

こ
と

Fa
sh

io
n 

M
et

a
D

at
a

Ba
nk

３
Dモ

デ
リン

グ

CL
O

画
⾯

３
モ

デ
リ

ン
グ

最
⾼

品
質

３
D

CG
が

か
可

能
に

す
る

流
通

・
PR

活
⽤

デ
ザ

イ
ン

制
作

に
お

け
る

業
務

＝
1億

5千
万

円 PR
・

EC
販

売
に

お
け

る
業

務
＝

1億
円

※
年

間
50

0型
展

開
ブ

ラ
ン

ド
に

想
定

※
※

TF
L調

べ
（

サ
ン

プ
ル

制
作

・
⾒

本
反

制
作

・
⼈

件
費

・
撮

影
関

連
費

⽤
・

⼈
件

費
含

む
）サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

全
体

に
お

け
る

経
費

削
減

額
2億

５
千

万
円

(売
上

規
模

20
ー

30
億

円
）

「
時

間
」

「
⼈

的
リ

ソ
ー

ス
」

を
活

⽤
し

た
新

戦
略 ・

売
上

ア
ッ

プ
（

LT
Vア

ッ
プ

）
・

プ
ロ

パ
ー

消
化

率
ア

ッ
プ

・
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

（
新

た
な

顧
客

獲
得

）
・

AI
活

⽤
に

よ
る

最
終

消
化

率
ア

ッ
プ

な
ど

な
どさ
ら

な
る

D
Xの

推
進

が
加

速

PR
活

⽤
可

能
な

制
作

ノ
ウ

ハ
ウ

が
必

要
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３
D

CG
活

⽤
で

削
減

で
き

る
経

費
イ

メ
ー

ジ
（

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

の
経

費
負

担
）

貴
社

負
担

経
費

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

負
担

経
費

サ
ン

プ
ル

反
経

費
附

属
経

費
サ

ン
プ

ル
⼯

賃
経

費
さ

さ
げ

経
費

60
%

15
%

25
%3D

CG
活

⽤
で

削
減

で
き

る
タ

ー
ゲ

ッ
ト

・
コ

ス
ト

3D
CG

移
⾏

で
削

減
で

き
る

企
画

・
デ

ザ
イ

ン
経

費
サ

ン
プ

ル
制

作
の

3D
CG

化
だ

け
で

は
「

コ
ス

ト
増

」
に

3D
CG

製
作

費

企
画

段
階

で
削

減
で

き
る

貴
社

経
費

机
上

に
上

が
ら

な
い

経
費

（
商

社
負

担
経

費
の

た
め

）
「

さ
さ

げ
」

ま
で

の
活

⽤
で

追
加

削
減

で
き

る
経

費

貴
社

で
の

経
費

削
減

イ
メ

ー
ジ

60
%

40
%

3D
モ

デ
リン

グ
ブ

ラッ
シ

ュア
ップ

2年
以

上
6ヶ

⽉
〜

1年
（

基
本

ス
キ

ル
習

得
期

間
）

6ヶ
⽉

モ
デ

リ
ン

グ
テ

ク
ス

チ
ャ

リ
ン

グ
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

リ
ギ

ン
グ

洋
服

構
造

製
造

理
解■

3D
モ

デ
リ

ス
ト

の
必

要
ス

キ
ル

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

領
域

繊
維

領
域

CG
領

域
映

像
領

域
■

3D
モ

デ
リ

ス
ト

の
教

育
領

域

3D
モ

デ
リ

ス
ト

3級

3D
モ

デ
リ

ス
ト

2級

3D
モ

デ
リ

ス
ト

1級

■
3D

モ
デ

リ
ス

ト
資

格
検

定
制

度

2D
pa

tt
er

n最
適

化
⽣

地
CG

作
業

3D
CA

D作
業

3D
CG

作
業

2D
VF

X作
業

Af
te

r 
Ap

pa
re

l 
Pr

od
uc

tio
n

３
D

CG
の

活
⽤

⽅
法

に
応

じ
た

多
段

階
で

多
様

な
制

作

CR
EA

 C
O

M
PO

Ⅱ
AP

EX
CL

O
BR

O
W

ZW
EA

R 
Vs

tit
ch

er

3d
sM

ax
M

ay
a

Bl
en

de
r

Pr
em

ie
re

Af
te

r E
ffe

ct
s

Un
ity

Zb
ru

sh

素
材

表
現

・イ
メー

ジ
確

認
M

TG
デ

ザ
イン

・デ
ィテ

ィー
ル

確
認

M
TG

ND
A締

結
納

品
物

確
認

⾒
積

り承
認

納
期

・制
作

レ
ベ

ル
確

認AP
EX

Su
bs

ta
nc

e 
D

es
ig

ne
r

xT
ex

Ph
ot

os
ho

p
Ill

us
tr

at
or

★
O

ri
gi

na
l T

ex
Sc

an
ne

r

企
画

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

新
た

な
ア

プ
ロ

ー
チ

2D
pa

tt
er

n最
適

化
⽣

地
CG

作
業

3D
CA

D作
業

3D
CG

作
業

2D
VF

X作
業

Af
te

r 
Ap

pa
re

l 
Pr

od
uc

tio
n

３
D

CG
の

メ
リ

ッ
ト

を
最

⼤
限

に
⽣

か
す

制
作

進
⾏

３
Dシ

ル
エ

ット
チ

ェッ
ク

素
材

変
更

サ
イズ

確
認

イメ
ー

ジ
表

現
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フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

３
D

モ
デ

リ
ス

ト
に

必
要

な
ソ

フ
ト

群

想
定

ソ
フト

名
メ

ー
カ

ー
メ

ー
カ

ー
本

社
⽇

本
販

売
会

社
CL

O
CL

O
 V

ir
tu

al
 F

as
hi

on
韓

国
ユ

カ
ア

ン
ドア

ル
ファ

Vs
tit

ch
er

Br
ow

zw
ea

r
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
ア

ベ
イ

ル
AP

EX
島

精
機

製
作

所
⽇

本
島

精
機

製
作

所
CR

EA
 C

O
M

PO
Ⅱ

東
レ

AC
S

⽇
本

東
レ

AC
S

M
od

ar
is

レ
ク

トラ
ジ

ャパ
ン

フラ
ン

ス
レ

ク
トラ

ジ
ャパ

ン
3d

sM
ax

Au
to

de
sk

ア
メ

リカ
合

衆
国

オ
ー

トデ
ス

ク
M

ay
a

Au
to

de
sk

ア
メ

リカ
合

衆
国

オ
ー

トデ
ス

ク
Bl

en
de

r
Bl

en
de

r 
Fo

un
da

tio
n

オ
ラ

ン
ダ

フリ
ー

ウ
ェア

Su
bs

ta
nc

e 
D

es
ig

ne
r

Ad
ob

e
ア

メ
リカ

合
衆

国
ア

ドビ
xT

ex
VI

ZO
O

ド
イ

ツ
ボ

ー
ン

デ
ジ

タ
ル

Ph
ot

os
ho

p
Ad

ob
e

ア
メ

リカ
合

衆
国

ア
ドビ

Il
lu

st
ra

to
r

Ad
ob

e
ア

メ
リカ

合
衆

国
ア

ドビ

C
G
ツ

ー
ル

で
ブ

ラ
シ

ア
ッ

プ


汎
用
的
な
レ
ベ
ル
の
Ｖ
Ｒ
サ

ン
プ
ル
で
ボ
デ
ィ
ー
の
３
Ｄ

デ
ー
タ
ー
と
自
分
の
選
ん
だ

商
品
の
デ
ー
タ
ー
を
登
録
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
商
品
選

び
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
販

売
の
円
滑
化
や
促
進
を
促
す
。


大
型
店
に
ス
キ
ャ
ナ
を
設
置

し
来
店
時
に
自
分
の
ボ

デ
ィ
ー
デ
ー
タ
ー
を
ス
キ
ャ

ニ
ン
グ
し
て
デ
ー
タ
で
保
持

し
、
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
で
、

通
販
時
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
来
店

時
事
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の

手
間
を
省
く
。


先
行
予
約
や
生
産
候
補
商
品

を
デ
ー
タ
ー
で
公
開
す
る
こ

と
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活

用
で
き
る
デ
ー
タ
ー
を
収
集
。
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最
先

端
の

IT
技

術
を

使
っ

た
３

D
モ

デ
リ

ン
グ

技
術

の
活

⽤

店
舗

に
お

け
る

VP
展

⽰
会

の
イ

メ
ー

ジ
訴

求

ホ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
画

⾯
ク

リ
ッ

ク
で

動
画

再
⽣

最
先

端
の

IT
技

術
を

使
っ

た
３

D
モ

デ
リ

ン
グ

技
術

の
活

⽤

XR
技

術
を

使
っ

た
LT

V向
上

（
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

使
っ

た
新

し
い

購
買

体
験

の
提

案
）

20
21

年
3⽉

ロ
ー

ン
チ

に
向

け
て

「
ア

パ
レ

ル
向

け
XR

 D
O

O
R」

を
開

発
中

開
発

中
の

テ
ス

ト
画

⾯


Ｃ
Ａ
Ｄ
で
設
計
し
た
も
の
か

ら
Ｃ
Ｇ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
併
用
し
て
モ
デ
ル
ご
と
リ

ア
ル
な
Ｃ
Ｇ
サ
ン
プ
ル
を
制

作
。
社
内
検
討
だ
け
で
な
く

Ｃ
Ｍ
や
カ
タ
ロ
グ
、
汎
用
Ｖ

Ｒ
サ
ン
プ
ル
の
基
礎
デ
ー

タ
ー
に
も
利
用
す
る
。


無
機
的
な
モ
デ
ル
や
モ
デ
ル

レ
ス
で
の
サ
ン
プ
ル
の
動
く

画
像
で
無
駄
な
イ
メ
ー
ジ
を

排
除
し
て
、
モ
デ
ル
の
印
象

に
よ
る
個
々
の
主
観
に
と
ら

わ
れ
ず
商
品
の
検
討
を
す
る

こ
と
が
出
来
る
。


Ｃ
Ａ
Ｄ
だ
け
で
な
く
汎
用
Ｃ

Ｇ
ツ
ー
ル
な
ど
複
数
の
シ
ス

テ
ム
を
使
い
ス
ー
パ
ー
リ
ア

ル
な
Ｖ
Ｒ
サ
ン
プ
ル
と
そ
の

着
用
シ
ー
ン
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

化
す
る
こ
と
で
、
生
産
検
討

だ
け
で
な
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
販
促

ア
イ
テ
ム
等
幅
広
く
活
用
す

る
。

デ
ジ

タ
ル

サ
ン

プ
ル
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３
D
デ

ジ
タ

ル
カ

タ
ロ

グ


汎
用
Ｖ
Ｒ
サ
ン
プ
ル
を
顧

客
が
活
用
し
そ
れ
を
解
析

す
る
こ
と
で
商
品
開
発
に

必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
。


３
Ｄ
デ
ー
タ
ー
で
商
品
選

定
時
の
細
か
な
デ
ー
タ
ー

を
収
集
で
き
、
ニ
ー
ズ
や

傾
向
を
詳
し
く
分
析
で
き

る
デ
ー
タ
ー
を
収
集
す
る
。


多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
サ
イ
ズ
、

色
柄
の
傾
向
或
い
は
体
形

の
デ
ー
タ
ー
等
を
は
じ
め
、

地
域
や
年
齢
等
今
ま
で
よ

り
細
か
な
デ
ー
タ
ー
を
収

集
で
き
、
ニ
ー
ズ
の
傾
向

や
ト
レ
ン
ド
予
測
等
に
活

用
す
る
。

最
先

端
の

IT
技

術
を

使
っ

た
３

D
モ

デ
リ

ン
グ

技
術

の
活

⽤
モ

デ
ル

事
務

所
と

の
連

携
（

イ
ン

フ
ル

エ
ン

サ
ー

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
）

モ
デ

ル
・

俳
優

・
タ

レ
ン

ト
の

バ
ー

チ
ャ

ル
ヒ

ュ
ー

マ
ン

制
作

顧
客

の
ボ

デ
ィ

ー
デ

ー
タ

ー
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サ
イ

ネ
ー

ジ
コ

ン
シ

ュ
ー

マ
ー

で
の

活
用

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

業
界

の
ス

マ
ー

ト
化

へ
の

シ
ョ

ー
ケ

ー
ス

に
な

る
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

限
定
的
な
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
へ

ボ
リ

ュ
メ

ト
リ

ッ
ク

技
術

に
よ

り
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

を
実

写
で

４
D
デ

ジ
タ

イ
ズ

実
物

サ
ン

プ
ル

と
実

在
モ

デ
ル

で
の

実
写
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実
在
し
な
い
理
想
的
な
モ
デ
ル
を
デ
ジ
タ
ル
で
生
成

又
は
、
実
在
す
る
モ
デ
ル
を
３

D
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

C
G
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を
着

用

グ
ラ

メ
ト

リ
と

モ
ー

シ
ョ

ン
キ

ャ
プ

チ
ャ

ー
３

D
デ

ー
タ

ー
化

さ
れ

た
後

は
自

由
な

演
出

で
表

現

紙
媒

体
、

デ
ジ

タ
ル

配
信

、
３

D
フ

ォ
ロ

グ
ラ

ム
、

X
R
等

あ
ら

ゆ
る

メ
デ

ィ
ア

に
自

由
視

点
で

再
構

成

ス
マ

ー
ト

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

や
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
ー

の
デ

ジ
タ

ル
証

明
も
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Sh
ow

 -
Yo

uT
ub

e

成
果

：
デ

ー
タ

ー
リ

ソ
ー

ス
ツ

ー
ル

群

成
果

：
人

材
・

デ
ー

タ
ー

・
サ

ー
ビ

ス 技
術

開
発

業
務

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
発

案
業

務ラ
ボ

事
業

コ
ン

サ
ル 事

業

本
務

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

業
務

リ
サ

ー
チ

業
務

学
術

事
業

教
育

業
務

人
材

供
給

業
務

ア
パ

レ
ル

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

業
界

Ｃ
Ａ

Ｄ
メ

ー
カ

ー
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
テ

ッ
ク

業
者

リ
テ

ー
ル

ラ
イ

ン
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン

成
果

：
実

務
益

デ
ザ
イ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ

ス
マ
ー
ト
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン

リ
テ
ー
ル
Ｄ
Ｘ

ノ
ウ

ハ
ウ

と
デ

ー
タ

ー
ベ

ー
ス

構
築

人
材
育
成
と
外
部
連
携

技
術
の
開
発
と
応
用

リ
サ

ー
チ

と
提

案
実

行
と

応
用

進
展

と
拡

大

業
務

ST
E

P
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
D

X
を

円
滑

に
活

用
で

き
る

為
に

端
末

に
制

限
の

少
な

い
W

E
B
ブ

ラ
ウ

ザ
ー

ベ
ー

ス
の

ク
ラ

ウ
ド

シ
ス
テ
ム
で
、
不
可
の
あ
る
プ
ロ
セ
ス
は
サ
ー

バ
ー

に
よ

る
ス

ト
リ

ー
ミ

ン
グ

に
頼

り
、

B
O

M
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の
構
築
と
そ
の

有
効
利
用
。

Sa
aS

の
共

有
利

用
に

よ
る

ス
マ
ー
ト
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
実
現


汎

用
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン


モ

デ
ル

デ
ー

タ
ー


マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

デ
ー

タ
ー

設
計

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

設
計

デ
ー

タ
ー

３
Dシ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
デ

ー
タ

ー

目
的

別
デ

ー
タ

ー

ミ
ド
ル
ウ
ェ

ア
ー

演
出
デ
ー
タ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
デ
ー
タ
ー

目
的

メ
デ

ィ
ア

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

別
コ

ン
テ

ン
ツ

映
像
・
画
像

デ
ー
タ
ー

公
開
情
報

工
場

・
メ

ー
カ

ー
メ

ー
カ

ー
流

通

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

ブ
ラ

ウ
ジ

ン
グ

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン

テ
キ

ス
タ

イ
ル

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

コ
ン

テ
ン

ツ

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー

タ
ー

Ｃ
Ａ

Ｄ

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
パ

ー

ツ
ー

ル
モ

ジ
ュ

ー
ル ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス

デ
―
タ

べ
―
ス

サ
ー

バ
ー

管
理

ツ
ー

ル
モ

ジ
ュ

ー
ル

供
給

サ
ー
ビ
ス
モ
ジ
ュ
ー
ル

供
給

回 線 ・ サ ー バ ー 共 有

マ ー ケ テ ィ ン グ デ ー タ ー 共 有

サ ブ ス ク ・ 決 済 シ ス テ ム

時 間 と 数 の マ ネ ジ メ ン ト サ ー ビ ス

マ ー ケ テ ィ ン グDB

コ ン シ ュ ー マ ーDB

既
成

A
P

既
成

A
P

既
成

A
P

A P
A P

A P
A P

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー

マ
テ
リ
ア
ル
バ
ン
ク
等

P
L

M
P

L
M

A
P

I
A

P
I

A
P

I

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー

ﾃｷ
ｽﾀ
ｲﾙ
検
索
ブ
ラ
ウ
ザ
等

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー

P
L

M
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
等
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー

着
せ
替
え
ア
プ
リ
等

Sa
aS

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

P
L

M

SD
K

SD
K

SD
K

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
ポ
ー
タ
ル

メ
ー
カ
ー
ポ
ー
タ
ル

リ
テ
ー
ラ
ー
ポ
ー
タ
ル

各
社

D
B

各
社

D
B

各
社

D
B

デ
ー

タ
ー

通
信

マ
ネ

タ
イ

ズ
開

発

P
O

Sマ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ

A P
A P

A P

サ
ー

ビ
ス
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メ ー
カ ー

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

直
販

（
店

舗
販

売
等

シ
ン

グ
ル

タ
ス

ク
）

製
品

生
産

在
庫

消
費

メ ー
カ ー

協 業

他 業 態

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

コ
ラ

ボ
（

協
業

に
よ

る
販

路
の

拡
大

）

生
産

在
庫

消
費

生
産

在
庫

消
費

メ ー
カ ー

協 業

他 業 態

委 託

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

マ
ル

チ
チ

ャ
ン

ネ
ル

（
販

路
拡

充
に

よ
る

商
流

の
拡

大
）

情
報

生
産

在
庫

消
費

メ ー
カ ー

委 託Ｅ Ｃ

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

ク
ロ

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

（
商

流
の

革
新

に
よ

る
リ

テ
ー

ル
の

効
率

化
）
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生
産

在
庫

消
費

メ ー
カ ー

委 託Ｅ Ｃ

提 携

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

コ
ン

シ
ュ

ー
マ

ー

オ
ム

ニ
チ

ャ
ン

ネ
ル

（
情

報
活

用
と

商
流

の
革

新
に

よ
る

リ
テ

ー
ル

の
効

率
化

）

デ
ジ

タ
リ

ゼ
ー

シ
ョ

ン

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

情
報

の
デ

ジ
タ

ル
化

デ
ジ

タ
ル

ツ
ー

ル
の

活
用

新
し

い
価

値
の

創
造
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附録⑧【開発】実験報告（３） 〜センシング〜 
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「
セ

ン
シ

ン
グ

」
実

験
報

告

2

⽬
次 １
．

⽬
的

・
概

要

２
．

実
験

⼿
順

３
.

実
験

結
果

４
.

考
察

、
ま

と
め

339



3

１
．

⽬
的

◆
⽬

的
集

中
⼒

セ
ン

シ
ン

グ
ソ

フ
ト

を
⽤

い
て

各
種

実
験

を
実

施
し

、
遠

隔
教

育
に

お
け

る
セ

ン
シ

ン
グ

⼿
段

と
し

て
活

⽤
で

き
る

か
を

⾒
極

め
る

〇
内

容 1.
環

境
の

違
い

に
よ

る
集

中
度

変
化

の
可

視
化

可
能

性
(時

間
帯

、
授

業
の

⻑
さ

、
ノ

イ
ズ

等
の

環
境

)

2.
コ

ン
テ

ン
ツ

の
違

い
に

よ
る

集
中

度
変

化
の

可
視

化
可

能
性

(コ
ン

テ
ン

ツ
の

質
、

難
易

度
ミ

ス
マ

ッ
チ

)

4

2.
実

験
⼿

段

2-
1.

 画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

2-
2.

 解
析

・
⽐

較
⽅

法

2-
3.

 実
験

⼿
順

2-
4.

 実
験

パ
タ

ー
ン
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5

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

集
中

⼒
を

可
視

化
す

る
画

像
処

理
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
と

し
て

、
ミ

ラ
ク

シ
ア

エ
ッ

ジ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
株

式
会

社
に

て
開

発
を

⾏
っ

て
い

る
集

中
⼒

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

⽤
い

る
。

以
降

P8
〜

P1
9ま

で
は

、
集

中
⼒

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
の

説
明

集
中
力
を
可
視
化
す
る
画
像
処
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
概
要
で
す
。
カ
メ
ラ
映
像
を
入
力
と
し
て
、

画
像
処
理
で
セ
ン
シ
ン
グ
結
果
を
出
力
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
な
り
ま
す
。

出
力
さ
れ
る
の
は
、
感
情
/
眠
気
/
集
中
力
の
３
種
類
の
ロ
グ
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

動
作

の
仕

組
み

で
す
が

、
入

力
が

カ
メ
ラ
だ
け
な
の

で
、
写

真
デ
ー
タ
と
動

画
デ
ー
タ
の

み
を
使

用
し
ま
す
。

写
真
か
ら
は
、
口
角
や
眉
間
の
し
わ
の
寄
り
方
等
を
解
析
し
、

動
画

か
ら
は

、
表

情
筋

の
動

き
や

瞬
き
、
視

線
、
顔

向
き
等

を
解

析
し
ま
す
。

そ
の

、
複

数
の

パ
ラ
メ
ー
タ
を
用

い
て
、
感

情
、
眠

気
、
集

中
力

を
解

析
し
ま
す
。

6

カ
メ

ラ
(U

SB
カ

メ
ラ

等
)

CP
U

(W
in

do
w

s 
/ 

Li
nu

x 
/ 

An
dr

oi
d 

/ 
iO

S)
セ

ン
シ

ン
グ

SW

顔
の

パ
ー

ツ
(1

フ
レ

ー
ム

)
バ

イ
タ

ル
情

報
(複

数
フ

レ
ー

ム
)

瞬
き

(回
数

/速
度

)
表

情
筋

の
動

き
⼼

拍

1.
カ

メ
ラ

で
顔

を
撮

影
2.

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

処
理

3.
セ

ン
シ

ン
グ

結
果

を
出

⼒

映
像

デ
ー

タ
の

み
で

感
情

・
眠

気
・

集
中

度
を

推
定

可
能

眉
⽑

・
眉

間
、

⼝
⾓

・
⼝

元
、

⽬
、

頬
・

・
・

視
線

・
顔

向
き

×
＝

・
・ ・

*1

技
術

概
要

in
pu

t
ou

tp
ut

1.
  感

情
推

定
結

果
-

7感
情

分
類

︓
幸

福
,驚

き
,恐

怖
,怒

り
,嫌

悪
,悲

し
み

,平
常

-
快

適
度

︓
快

⇔
不

快
-

興
奮

度
︓

興
奮

⇔
沈

静
2.

  眠
気

レ
ベ

ル
(5

段
階

)
3.

  集
中

⼒
レ

ベ
ル

(0
-1

00
%

)

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(技
術

概
要

)

・
カ

メ
ラ

映
像

を
⼊

⼒
と

し
て

、
画

像
処

理
で

セ
ン

シ
ン

グ
結

果
を

出
⼒

・
出

⼒
は

、
感

情
/眠

気
/集

中
⼒

の
３

種
類
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可
視
化
し
た
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
の
一
例
で
す
。

感
情
の
可
視
化
で
は
、
図
の
よ
う
に
複
数
名
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
だ
け
で
、

例
え
ば

イ
ベ
ン
ト
の

ど
の

時
間

帯
に
ど
の

く
ら
い
の

人
が

幸
福

の
感

情
が

で
た
か

、
驚

き
の

感
情
が
出
た
か
を

定
量
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

7

■
感

情
の

可
視

化

10
0

80 60 40 20 0

幸
福

驚
き

怒
り

・
悲

し
み

・
・

・

9:
00

10
:0

0
9:

30

シ
ー

ン
1

シ
ー

ン
2

Af
te

r

Be
fo

re

✓
カ

メ
ラ

で
撮

る
だ

け
✓

定
量

的
、

客
観

的

・
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

・
定

性
的

、
主

観
的

[%
]

活
⽤

例

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(活
⽤

例
)

眠
気
検
知
の
活
用
例
は
、
ド
ラ
イ
バ
モ
ニ
タ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

瞬
き
に
よ
り
眠

気
を
検

知
し
、
ア
ラ
ー
ト
を
出

し
た
り
、
眠

く
な
り
や

す
い
道

路
を
特

定
し
た
り
、
事

故
削
減
へ
の
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

8

■
ド

ラ
イ

バ
モ

ニ
タ

シ
ス

テ
ム

5 4 3 2 1 15
:0

0
16

:0
0

15
:3

0

眠
気

レ
ベ

ル

閾
値

注
意

注
意

Af
te

r

Be
fo

re

✓
ド

ラ
イ

バ
負

担
少

(⾮
接

触
型

)
✓

⾼
精

度

・
装

着
煩

わ
し

い
(接

触
型

)
-

イ
ヤ

ー
ク

リ
ッ

プ
型

-
シ

ャ
ツ

型
-

電
極

張
り

付
け

型

[L
v]

活
⽤

例

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(活
⽤

例
)
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集
中
力
検
知
の
活
用
例
は
、
教
育
や
学
習
シ
ス
テ
ム
向
け
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば

、
e
-
le
ar
n
in
gや

オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
等

の
様

子
を
セ
ン
シ
ン
グ
し
、
集

中
し
や

す
い
コ
ン
テ

ン
ツ
と
そ
う
で
は

な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
可

視
化

し
、
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
等

の
活

用
方

法
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
こ
の
集
中
力
検
知
を
中
心
に
活
用
方
法
や
実
験
事
例
に
つ
い
て
述
べ
て
い

ま
す
。

9

活
⽤

例 ■
集

中
⼒

計
測

Af
te

r

Be
fo

re

✓
コ

ン
テ

ン
ツ

⾒
直

し
✓

学
習

環
境

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

・
経

験
と

勘
に

基
づ

く
学

習
環

境

集
中

度

第
⼀

章
第

⼆
章

第
三

章

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(活
⽤

例
)

10
0

80 60 40 20 0

[%
]

本
レ

ポ
ー

ト
に

て
使

⽤

先
ほ

ど
の

集
中

力
検

知
の

活
用

例
と
し
て
考

え
ら
れ

る
こ
と
を
、
6
例

ほ
ど
説

明
し
ま
す
。

教
育
分
野
に
活
用
す
る
に
は
、
赤
字
で
書
い
て
あ
る
通
り
、

・
良
質
な
教
材

・
集
中
力

・
長
時
間
学
習

の
ど
れ
か
に
寄
与
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
良
質
な
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
活
用
案
で
す
。

先
ほ

ど
の

ペ
ー
ジ
で
説

明
し
た
通

り
、
集

中
が

切
れ

た
ポ
イ
ン
ト
を
解

析
し
、
そ
の

部
分

に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

10

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

⽤
い

て
、

ど
の

よ
う

に
効

果
的

な
学

習
環

境
を

つ
く

る
か

(効
果

的
な

学
習

環
境

=
 良

質
な

教
材

で
集

中
⼒

を
保

っ
て

⻑
時

間
学

習
)

2章
の

構
成

を
変

更

集
中

が
切

れ
た

ポ
イ

ン
ト

を
解

析
し

、
そ

の
部

分
の

構
成

を
変

更
(分

か
り

や
す

く
、

魅
⼒

的
に

)

1章
2章

3章集
中

度

眠
気

1章
2章

3章

集
中

度

眠
気

コ
ン

テ
ン

ツ
の

評
価

・
⾒

直
し

眠
気

眠
気

集
中

集
中

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(教
育

分
野

で
の

活
⽤

案
)

◆
良

質
な

教
材

(コ
ン

テ
ン

ツ
)へ

の
活

⽤
案
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ま
た
、
教
材
の
難
易
度
選
択
に
お
い
て
も
、
従
来
の
よ
う
に
テ
ス
ト
の
点
数
の
変
動
の
み
で
教

材
難
易
度
を
変
更
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

日
々
の
学
習
の
様
子
を
加
味
す
る
こ
と
で
、
よ
り
細
か
な
難
易
度
の
調
整
も
可
能
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

11

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

⽤
い

て
、

ど
の

よ
う

に
効

果
的

な
学

習
環

境
を

つ
く

る
か

(効
果

的
な

学
習

環
境

=
 良

質
な

教
材

で
集

中
⼒

を
保

っ
て

⻑
時

間
学

習
)

⽇
々
の
学
習
の
様
⼦

集
中
して
る
/眠
くな
い

集
中
して
な
い
/眠
い

テ
ス
ト

点
数

⤴
な
に
も
しな
い

(正
しく
学
習
で
き
て
い
る
)

教
材
難
易
度
U
p

(既
に
学
⼒
有
り)

⤵
教
材
難
易
度
D
ow
n

(コ
ン
テ
ン
ツ
が
難
しい
)

コン
テ
ン
ツ
構
成
を
変
更

(よ
り魅

⼒
的
に
)

“テ
ス

ト
点

数
”

vs
 “

⽇
々

の
学

習
の

様
⼦

” 
の

相
関

に
よ

り
教

材
難

易
度

を
変

更

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(教
育

分
野

で
の

活
⽤

案
)

◆
良

質
な

教
材

(コ
ン

テ
ン

ツ
)へ

の
活

⽤
案

教
材

難
易

度
の

最
適

化
(ア

ダ
プ

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

)
眠

気
眠

気
集

中
集

中

先
ほ

ど
は

良
質

な
コ
ン
テ
ン
ツ
へ

の
活

用
案

を
２
例

ほ
ど
示

し
ま
し
た
が

、
こ
の

ペ
ー
ジ
以

降
で

集
中

力
と
長

時
間

学
習

へ
の

活
用

案
を
４
つ
ほ

ど
紹

介
し
ま
す
。

『
適

切
な
声

掛
け
』
と
書

き
ま
し
た
が

、
塾

や
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
等

で
生

徒
の

集
中

力
/
眠

気
等

の
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
し
、

集
中
が
切
れ
て
い
る
生
徒
さ
ん
に
対
し
、
適
切
に
声
掛
け
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
中
力
を
キ
ー
プ

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ

ま
す
。

12

適
切

な
声

が
け

受
講

中
の

各
⽣

徒
の

状
態

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

把
握

,タ
イ

ム
リ

ー
に

声
が

け

○
○

花
⼦

⼩
学

６
年

⽣

○
○

明
美

⼩
学

４
年

⽣

○
○

太
郎

⼩
学

５
年

⽣

集
中

度
５

０
％

眠
気

７
０

％

集
中

度
８

０
％

眠
気

６
０

％

集
中

度
９

０
％

眠
気

３
０

％

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(教
育

分
野

で
の

活
⽤

案
)

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

⽤
い

て
、

ど
の

よ
う

に
効

果
的

な
学

習
環

境
を

つ
く

る
か

(効
果

的
な

学
習

環
境

=
 良

質
な

教
材

で
集

中
⼒

を
保

っ
て

⻑
時

間
学

習
)

◆
集

中
⼒

と
⻑

時
間

学
習

へ
の

活
⽤

案

眠
気

眠
気

集
中

集
中
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ま
た
、
映
像
視
聴
で
あ
れ
ば
、
ご
ら
ん
の
と
お
り
ア
バ
タ
ー
等
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
で

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

13

学
習

の
様

⼦
に

応
じ

て
、

ア
バ

タ
ー

が
適

切
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

実
施

ア
バ

タ
ー

に
よ

る
学

習
サ

ポ
ー

ト

そ
の

調
⼦

︕

起
き

て
!!

そ
の

調
⼦

︕

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(教
育

分
野

で
の

活
⽤

案
)

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

⽤
い

て
、

ど
の

よ
う

に
効

果
的

な
学

習
環

境
を

つ
く

る
か

(効
果

的
な

学
習

環
境

=
 良

質
な

教
材

で
集

中
⼒

を
保

っ
て

⻑
時

間
学

習
)

◆
集

中
⼒

と
⻑

時
間

学
習

へ
の

活
⽤

案

眠
気

眠
気

集
中

集
中

こ
ち
ら
は
少
し
未
来
の
可
能
性
の
話
で
す
が
、
統
計
的
に
集
中
力
や
眠
気
の
デ
ー
タ
を
収
集
・

解
析
し
、

授
業

の
一

コ
マ
の

長
さ
や

、
学

習
環

境
(照

明
や

空
調

等
)に

つ
い
て
、
最

適
化

す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

14

集
中

/眠
気

/感
情

の
⾒

え
る

化
に

よ
り

、
学

習
効

果
の

⾼
い

環
境

を
明

確
に

す
る

独
⾃

の
学

習
ノ

ウ
ハ

ウ

Be
fo
re

Af
te
r

授
業
⼀
コマ
の
⻑
さ

学
習
環
境

(照
明
/空
調
/⾳
楽
)

⾷
事
の
タ
イ
ミン
グ

学
習
順
番

(思
考
系
⇒
暗
記
系
)

︓

独
⾃

の
ノ

ウ
ハ

ウ
で

最
適

化
過

去
を

踏
襲

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(教
育

分
野

で
の

活
⽤

案
)

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

⽤
い

て
、

ど
の

よ
う

に
効

果
的

な
学

習
環

境
を

つ
く

る
か

(効
果

的
な

学
習

環
境

=
 良

質
な

教
材

で
集

中
⼒

を
保

っ
て

⻑
時

間
学

習
)

◆
集

中
⼒

と
⻑

時
間

学
習

へ
の

活
⽤

案

眠
気

眠
気

集
中

集
中

感
情

感
情
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さ
ら
に
は
、
前
の
ペ
ー
ジ
の
環
境
最
適
化
を
発
展
さ
せ
、
個
人
ご
と
に
朝
方
・
夜
型
や
、
適
切
に

集
中
で
き
る
一
コ
マ
の
長
さ
等
を

個
別
最
適
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

15

個
別

最
適

化

独
⾃

学
習

ノ
ウ

ハ
ウ

を
、

更
に

個
⼈

個
⼈

で
最

適
化

Aさ
ん
Bさ
ん
Cさ
ん

朝
⽅
/夜
型

集
中
持
続
時
間

休
憩
⽅
法 ︓

最
も

効
果

の
出

る
最

も
効

果
の

出
る

学
習

⽅
法

を
個

別
最

適
化

テ
ス

ト
結

果

セ
ン

シ
ン

グ
デ

ー
タ

⽣
活

習
慣

デ
ー

タ
× ×

A.
I

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(教
育

分
野

で
の

活
⽤

案
)

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

⽤
い

て
、

ど
の

よ
う

に
効

果
的

な
学

習
環

境
を

つ
く

る
か

(効
果

的
な

学
習

環
境

=
 良

質
な

教
材

で
集

中
⼒

を
保

っ
て

⻑
時

間
学

習
)

◆
集

中
⼒

と
⻑

時
間

学
習

へ
の

活
⽤

案

眠
気

眠
気

集
中

集
中

感
情

感
情

本
ソ
フ
ト
の

集
中

力
検

知
技

術
の

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
ラ
ベ
ル

デ
ー
タ
で
す
が

、
C
T
R
と

い
う
方
式
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ

は
、
画

像
処

理
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
と
は

独
立

し
た
、
テ
ス
ト
に
な
り
ま
す
。

と
あ
る
問
題
を
数
十
分
間
解
き
続
け
、
そ
の
解
答
時
間
の
変
化
に
よ
り
集
中
力
を
定
量
化
す
る

手
法
で
し
て
、

個
人
に
依
存
せ
ず
集
中
力
を
定
量
化
出
来
る
た
め
、
知
的
生
産
性
と
各
種
環
境
変
化
(照

明
等

)の
関

係
性

を
確

認
す
る
手

法
と
し
て
活

用
さ
れ

て
い
ま
す
。

ご
ら
ん
の

と
お
り
、
問

題
を
連

続
で
回

答
し
、
そ
の

解
答

時
間

を
計

測
す
る
こ
と
で
、
集

中
度

を
算
出
し
ま
す
。

16

◆
CT

R 
(C

on
ce

nt
ra

tio
n 

Ti
m

e 
Ra

tio
)と

は
︖

・
あ

る
問

題
を

数
⼗

分
間

解
き

続
け

、
そ

の
解

答
時

間
の

変
化

に
よ

り
集

中
⼒

を
定

量
化

す
る

⼿
法

・
個

⼈
に

依
存

せ
ず

集
中

⼒
を

定
量

化
出

来
る

た
め

、
知

的
⽣

産
性

と
各

種
環

境
変

化
(照

明
等

)の
関

係
性

を
確

認
す

る
⼿

法
と

し
て

活
⽤

1.
問

題
を

連
続

解
答

2.
解

答
時

間
を

計
測

3.
分

析
し

集
中

度
を

算
出

解
答

時
間

の
経

時
変

化
イ

メ
ー

ジ

経
過

時
間

⼀問の回答時間

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(ラ
ベ

ル
デ

ー
タ

)
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C
T
R
に
は

、
と
あ
る
工

夫
が

さ
れ

て
お
り
、
知

識
量

/
ス
キ
ル

/
個

人
に
依

存
し
な
い
定

量
的

な
結
果
が
得
ら
れ
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
夫
と
は
2
点
あ
り
ま
し
て
、
一
つ
は
問
題
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

時
間
を
か
け
れ
ば
必
ず
正
解
を
選
べ
る
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
解
答
時
間
に
作
用
す
る
の

は
集
中
力
の
み
と
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
回
答
時
間
で
す
。

テ
ス
ト
は
数
十
分
続
く
の
で
、
必
ず
集
中
と
非
集
中
の
状
態
を
含
む
結
果
が
得
ら
れ
る
形
に
な

っ
て
い
ま
す
。

17

◆
CT

Rの
特

徴
〇

以
下

の
⼯

夫
に

よ
り

、
知

識
量

/ス
キ

ル
/個

⼈
に

依
存

し
な

い
定

量
的

な
結

果
が

得
ら

れ
る

１
.問

題
の

特
徴

1-
1.

⼀
定

年
齢

以
上

の
⼀

般
常

識
が

あ
れ

ば
、

誰
で

も
解

け
る

(中
学

⽣
以

上
)

1-
2.

 時
間

を
か

け
れ

ば
必

ず
正

解
を

選
べ

る
(短

時
間

で
正

解
す

る
に

は
集

中
が

必
要

)
1-

3.
 問

題
の

難
易

度
は

⼀
定

に
し

て
あ

る
の

で
、

解
答

時
間

に
作

⽤
す

る
の

は
集

中
⼒

の
み

２
.解

答
時

間
は

数
⼗

分
続

き
、

必
ず

集
中

と
⾮

集
中

の
状

態
を

含
む

結
果

が
得

ら
れ

る

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(ラ
ベ

ル
デ

ー
タ

)

そ
の
C
T
R
を
用
い
て
、
ど
の
よ
う
に
画
像
処
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
作
っ
て
い
る
か
を
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
C
T
R
を
実

施
し
て
も
ら
い
、
経

過
時

間
ご
と
に
集

中
度

を
算

出
し
ま
す
。

そ
の

様
子

を
同

時
に
動

画
で
撮

影
し
て
お
き
、
撮

影
し
た
動

画
か

ら
特

徴
点

を
画

像
処

理
で
解

析
し
、

最
終
的
に
は
、
表
情
、
顔
向
き
、
体
動
等
の
特
徴
量
を
抽
出
し
ま
す
。

そ
の

特
徴

量
と
、
C
T
R
に
よ
っ
て
算

出
し
た
集

中
度

を
A
Iに

よ
り
機

械
学

習
で
学

習
さ
せ

、

・
C
T
R
に
よ
る
集

中
力

が
低

い
際

の
特

徴
量

(例
え
ば

、
よ
そ
見

を
す
る
、
体

動
多

い
等

)

・
C
T
R
に
よ
る
集
中
力
が
高
い
際
の
特
徴
量
(例

え
ば
、
視
線
・
体
動
が
安
定
し
て
い
る
等
)

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
ベ
ル
デ
ー
タ
(C
T
R
)が

無
く
て
も
、
動
画
で
撮
影
す
る
だ
け
で
集
中

力
が
解
析
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

18

◆
画

像
処

理
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

⽤
い

た
集

中
⼒

の
可

視
化

・
ラ

ベ
ル

(C
TR

を
活

⽤
)と

、
特

徴
量

(表
情

・
顔

向
き

等
)を

⽤
い

て
、

AI
に

よ
り

集
中

⼒
を

可
視

化

ラ ベ ル 特 徴 量

CT
R実

施
の

様
⼦

を
カ

メ
ラ

で
撮

影

動
画

か
ら

特
徴

点
を

抽
出

(眉
、

⽬
、

⿐
、

⼝
等

数
⼗

点
)

解
答

時
間

を
分

析

特
徴

量
を

抽
出

(表
情

、
顔

向
き

、
体

動
、

瞬
き

等
々

・
・

)

CT
Rを

活
⽤

し
時

間
経

過
に

応
じ

た
集

中
度

を
算

出
AI

(機
械

学
習

)に
よ

り
推

定
モ

デ
ル

を
学

習

集
中

度
10

0
80 60 40 20 0[%

]

・
55

名
分

x 
90

分
=

 約
50

00
分

(8
0時

間
以

上
)の

デ
ー

タ
を

使
⽤

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(ラ
ベ

ル
と

特
徴

量
を

⽤
い

た
AI

処
理

)
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そ
の
ラ
ベ
ル
デ
ー
タ
と
、
画
像
処
理
結
果
(推

定
値
)の

相
関
関
係
で
す
。

5
5
名
分
の
デ
ー
タ
で
学
習
を
行
い
、
相
関
の
チ
ェ
ッ
ク
は
別
の
1
8
名
分
の
動
画
で
行
っ
て
い
ま

す
。

横
軸
が
時
間
(9
0
分
)で

、
縦
軸
が
集
中
度
で
す
。

動
画

で
撮

影
し
解

析
し
た
だ
け
の

赤
の

推
定

値
が

、
C
T
R
テ
ス
ト
を
実

施
し
た
青

の
結

果
と
同

じ
傾

向
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

お
分

か
り
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

19

◆
相

関
関

係
・

55
⼈

の
デ

ー
タ

で
モ

デ
ル

を
学

習
し

て
18

⼈
で

テ
ス

ト
し

た
結

果

0
.3

0
.4

0
.5

0
.6

0
.7

0
.8

0
.9

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(ラ
ベ

ル
と

推
定

値
の

相
関

関
係

)

時
間

(分
）

集
中

度
ラ

ベ
ル

推
定

値

<
被

験
者

1>

被
験
者
２
の
デ
ー
タ
で
す
。

こ
ち
ら
も
相
関
が
見
て
取
れ
ま
す
。

20

◆
相

関
関

係
・

55
⼈

の
デ

ー
タ

で
モ

デ
ル

を
学

習
し

て
18

⼈
で

テ
ス

ト
し

た
結

果

0
.3

0
.4

0
.5

0
.6

0
.7

0
.8

0
.9

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(ラ
ベ

ル
と

推
定

値
の

相
関

関
係

)

時
間

(分
）

集
中

度
ラ

ベ
ル

推
定

値

<
被

験
者

2>
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◆
相

関
関

係
・

55
⼈

の
デ

ー
タ

で
モ

デ
ル

を
学

習
し

て
18

⼈
で

テ
ス

ト
し

た
結

果

0
.3

0
.4

0
.5

0
.6

0
.7

0
.8

0
.9

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(ラ
ベ

ル
と

推
定

値
の

相
関

関
係

)

時
間

(分
）

集
中

度
ラ

ベ
ル

推
定

値

<
被

験
者

3>

被
験
者
３
の
デ
ー
タ
で
す
。

こ
ち
ら
も
相
関
が
見
て
取
れ
ま
す
。

こ
の

カ
メ
ラ
で
撮

影
す
る
方

式
の

集
中

力
検

知
で
す
が

、
他

の
方

式
と
の

違
い
を
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

現
在
世
の
中
に
あ
る
集
中
力
検
知
技
術
は
、
ほ
と
ん
ど
が
接
触
式
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

脳
波
計
や
メ
ガ
ネ
、
呼
吸
計
測
等
、
す
べ
て
装
着
を
必
要
と
し
ま
す
。

そ
れ

に
対

し
て
弊

社
の

技
術

は
カ
メ
ラ
で
撮

影
す
る
だ
け
の

非
接

触
式

と
な
り
、
簡

易
的

に
計

測
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

22

接
触

式
(装

着
必

要
)

⾮
接

触
式

(装
着

不
要

)

カ
メ

ラ
型

(表
情

+
顔

向
き

等
)

カ
メ

ラ
型

(表
情

+
顔

向
き

等
)

簡
易

脳
波

計
型

簡
易

脳
波

計
型

メ
ガ

ネ
型

メ
ガ

ネ
型

脳
波

計
型

脳
波

計
型

導
⼊

容
易

性
(設

置
簡

単
)

導
⼊

容
易

性
(設

置
⼤

変
)

呼
吸

計
測

型
呼

吸
計

測
型

当
社

⽅
式

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(他
⽅

式
と

の
違

い
)

349



実
際
に
ど
の
よ
う
な
シ
ー
ン
で
、
ど
の
く
ら
い
の
集
中
力
が
検
知
で
き
る
か
の
デ
モ
に
な
り
ま
す

。 こ
ち
ら
は
動
画
デ
ー
タ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

前
半
の
集
中
状
態
で
は
画
面
を
じ
っ
と
見
て
い
る
の
で
、
8
0
%
以
上
の
集
中
力
を
キ
ー
プ
し
て
い

ま
す
。

そ
れ

に
対

し
、
後

半
で
は

わ
ざ
と
色

々
な
動

作
を
し
て
い
ま
す
が

、
ご
ら
ん
の

と
お
り
動

作
に
合

わ
せ
て
集
中
力
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

23

0%50
%

集
中

度
10

0%

5:
40

時
間

集
中

状
態

あ く び

頬 杖 ︑ 顔 を か く

よ そ ⾒

顔 を ⼿ で 覆 う

頭 に ⼿ を 乗 せ る

よ そ ⾒

下 を ⾒ る

電 話( ス マ ホ)

天 井 を ⾒ る

居 眠 り

⾮
集

中
状

態

2-
1.

画
像

処
理

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

(動
作

イ
メ

ー
ジ

)

24

2-
2.

解
析

・
⽐

較
⽅

法

被
験

者
10

名
⽐

較
考

察

解
析

ロ
グ

教
育

関
連

の
動

画

環
境

A(
例

︓
静

寂
)

画
像

処
理

ソ
フ

ト
(集

中
⼒

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
)

被
験

者
10

名
が

、
別

々
の

環
境

(A
/B

)で
教

育
関

連
の

動
画

を
視

聴
。

そ
の

様
⼦

を
集

中
⼒

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
に

よ
っ

て
解

析
し

、
結

果
の

ロ
グ

を
⽐

較
す

る
。

録
画

録
画

環
境

B(
例

︓
ノ

イ
ズ

あ
り

)

録
画

デ
ー タ

録
画

デ
ー タ

録
画

デ
ー

タ

解
析

ロ
グ

画
像

処
理

ソ
フ

ト
(集

中
⼒

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
)

録
画

デ
ー タ

録
画

デ
ー タ

録
画

デ
ー

タ

こ
の
技
術
を
用
い
て
、
冒
頭
の
目
的
に
あ
る
『
環
境
お
よ
び
コ
ン
テ
ン
ツ
の
違
い
に
よ
る
集
中
度

変
化
の
可
視
化
』
を
ど
の
よ
う
に
解
析
す
る
か
を
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
被
験
者
1
0
名
を
そ
れ
ぞ
れ
A
/
B
別
々
の
環
境
に
お
き
、
教
育
関
係
の
動
画
を
視
聴
し
て
も

ら
い
ま
す
。

そ
の
様
子
を
録
画
し
て
お
き
、
画
像
処
理
ソ
フ
ト
で
集
中
力
の
ロ
グ
を
作
成
し
、
結
果
を
比
較
し

ま
す
。

A
/
B
の

環
境

は
後

述
し
ま
す
が

、
静

寂
と
雑

踏
等

、
比

較
し
や

す
い
対

極
的

な
環

境
と
し
ま
す
。
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実
験

環
境

は
、
P
C
で
動

画
を
視

聴
し
、
W
e
bカ

メ
ラ
で
録

画
を
行

い
ま
す
。

当
然

、
1
0
名

の
環

境
に
ば

ら
つ
き
が

あ
る
と
よ
く
な
い
の

で
、
時

間
帯

、
室

内
環

境
、
食

事
時

間
帯
等
は
極
力
統
一
し
ま
す
。

適
度
の
休
憩
を
挟
み
、
複
数
回
に
分
け
て
動
画
を
視
聴
し
て
も
ら
い
ま
す
。

25

〇
実

験
環

境
機

材
︓

PC
 +

 W
eb

カ
メ

ラ
+

 C
ap

tu
re

To
ol

(録
画

ソ
フ

ト
)

場
所

︓
⾃

宅
等

□
イ

メ
ー

ジ
(W

eb
カ

メ
ラ

+
PC

)
■

Si
de

 v
ie

w
■

Bi
rd

 v
ie

w

ノ
ー

ト
PC

(コ
ン

テ
ン

ツ
閲

覧
+

録
画

)

W
eb

カ
メ

ラ

実
験

2
実

験
1

実
験

3
休

憩
休

憩
休

憩
実

験
4

業
務

1時
間

以
上

10
分

10
分

10
分

2-
3.

実
験

⼿
順

朝
⾷

〇
実

験
フ

ロ
ー

※
条

件
を

統
⼀

(時
間

帯
、

室
内

環
境

、
⾷

事
時

間
帯

等
)

実
験

イ
メ

ー
ジ

視
聴

す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は

、
適

切
な
動

画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

中
２
英

語
、
中

３
理

科
、
高

校
数

学
等

、
複

数
コ
ン
テ
ン
ツ
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
適

切
な
条

件
で
実

験
す
る
た
め
、
撮

影
順

を
ラ
ン
ダ
ム
に
し
た
り
、
ダ
ミ
ー
タ
ス
ク
を
準

備
し
た
り
、
い
く
つ
か

工
夫

を
入

れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
注

意
事

項
と
し
て
、
実

験
中

は
塾

に
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
動

画
を
視

聴
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

26

〇
視

聴
コ

ン
テ

ン
ツ

・
教

育
系

の
動

画
を

⾒
る

(塾
を

想
定

)
⇒

適
切

な
動

画
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド

〇
そ

の
他

・
複

数
名

で
実

施
︓

10
名

・
撮

影
順

は
ラ

ン
ダ

ム
︓

カ
ウ

ン
タ

ー
バ

ラ
ン

ス
考

慮
・

ダ
ミ

ー
タ

ス
ク

を
⽤

意
︓

終
末

効
果

を
考

慮
・

実
験

間
で

の
環

境
を

統
⼀

︓
室

内
環

境
、

時
間

帯
、

⾷
事

等
・

・
・

コ
ン

テ
ン

ツ
は

複
数

⽤
意

︓
中

２
英

、
中

３
理

科
、

⾼
校

数
Ⅲ

・
・

コ
ン

テ
ン

ツ
イ

メ
ー

ジ

2-
3.

実
験

⼿
順

〇
注

意
事

項
・

実
験

中
は

塾
に

い
る

イ
メ

ー
ジ

で
動

画
を

視
聴

す
る

(⽴
ち

歩
い

た
り

し
な

い
)
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実
験
パ
タ
ー
ン
は
以
下
の
通
り
、
1
3
パ
タ
ー
ン
あ
り
ま
す
。

大
分

類
と
し
て
、
雑

音
、
一

コ
マ
の

時
間

、
コ
ン
テ
ン
ツ
難

易
度

、
時

間
帯

、
講

師
の

違
い
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
雑
音
で
あ
れ
ば
雑
音
な
し
、
工
事
音

、
会

話
音

と
い
く
つ
か

の
パ

タ
ー
ン
が

あ
り
ま
す
。

実
験

4
、
7
、
1
3
に
つ
い
て
は

、
終

末
効

果
(実

験
の

最
後

の
コ
マ
だ
と
他

と
条

件
が

か
わ

っ
て
し

ま
う
)を

防
止

す
る
た
め
に
、
ダ
ミ
ー
タ
ス
ク
の

位
置

付
け
で
設

け
て
い
ま
す
。

27

2-
4.

実
験

パ
タ

ー
ン

分
類

実
験
番
号

内
容

雑
⾳

Ex
p1

雑
⾳

な
し

Ex
p2

雑
⾳

あ
り︓

⼯
事

⾳
Ex

p3
雑

⾳
あ

り︓
会

話
⾳

Ex
p4

雑
⾳

あ
り︓

クラ
シ

ック
(ダ

ミー
タス

ク)

⼀
コマ

の
時

間
Ex

p5
15

分
間

Ex
p6

60
分

間
Ex

p7
5分

間
(ダ

ミー
タス

ク)

コン
テ

ンツ
難

易
度

Ex
p8

難
易

度
︓

普
Ex

p9
難

易
度

︓
低

時
間

帯
Ex

p1
0

昼
⾷

30
分

後

講
師

Ex
p1

1
学

⽣
の

説
明

Ex
p1

2
専

⾨
家

の
説

明
Ex

p1
3

Vt
ub

er
の

説
明

(ダ
ミー

タス
ク)

〇
実

験
パ

タ
ー

ン

比
較
の
パ
タ
ー
ン
は
こ
の
6
種
類
で
す
。

例
え
ば
3
行
目
で
あ
れ
ば
、
実
験
1
(E
xp
1
)と

実
験
2
(E
xp
2
)を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雑
音
無
し

と
雑
音
あ
り
(工

事
音
)の

比
較
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

28

2-
4.

実
験

パ
タ

ー
ン

⽐
較

対
象

分
類

内
容

Ex
p5

vs
Ex

p6

環
境

視
聴

時
間

15
分

動
画

/
60

分
動

画
の

⽐
較

Ex
p8

vs
Ex

p1
0

時
間

帯
9:

00
開

始
/

14
:0

0開
始

の
⽐

較

Ex
p1

vs
Ex

p2
雑

⾳
(⼯

事
⾳

)
雑

⾳
な

し
/

雑
⾳

あ
り

(⼯
事

⾳
)

の
⽐

較
Ex

p1
vs

Ex
p3

雑
⾳

(会
話

)
雑

⾳
な

し
/

雑
⾳

あ
り

(会
話

)
の

⽐
較

Ex
p8

vs
Ex

p9
コ

ン
テ

ン
ツ

難
易

度
難

易
度

普
/

難
易

度
低

の
⽐

較
Ex

p1
1

vs
Ex

p1
2

講
師

学
⽣

/
専

⾨
家

の
⽐

較

〇
⽐

較
パ

タ
ー

ン
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3.
実

験
結

果

3-
1.

 全
実

験
デ

ー
タ

3-
2.

 ⽐
較

結
果

3-
2-

1.
 視

聴
時

間
、

時
間

帯
3-

2-
2.

 雑
⾳

︓
⼯

事
⾳

、
会

話
3-

2-
3.

 コ
ン

テ
ン

ツ

30

3-
1.

全
実

験
デ

ー
タ

N
o

実
験

番
号

被
験

者
環

境
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

年
齢

(代
)

性
別

実
施

時
間

帯
雑

⾳
科

⽬
⻑

さ
難

易
度

講
師

午
前

昼
⾷

後
午

後
な

し
⼯

事
⾳

会
話

15
分

60
分

普
通

易
し

い
教

育
者

学
⽣

専
⾨

家
1

Ex
p1

20
男

✓
✓

【
数

学
】

数
Ⅲ

２
次

曲
線

と
直

線
✓

✓
✓

2
20

男
✓

✓
【

⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
✓

✓
✓

3
40

男
✓

✓
【

⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
(実

験
鉄

+
硫

⻩
)

✓
✓

✓
4

20
⼥

✓
✓

【
社

会
】

歴
史

江
⼾

時
代

✓
✓

✓
5

20
男

✓
✓

【
数

学
】

数
Ⅲ

双
曲

線
✓

✓
✓

6
40

男
✓

✓
【

社
会

】
歴

史
江

⼾
時

代
✓

✓
✓

7
20

男
✓

✓
【

⾼
校

数
学

】
数

Ⅲ
２

次
曲

線
と

直
線

✓
✓

✓
8

40
男

✓
✓

【
社

会
】

歴
史

江
⼾

時
代

✓
✓

✓
9

30
男

✓
✓

【
英

語
】

中
2 

be
動

詞
の

過
去

形
✓

✓
✓

10
30

男
✓

✓
【

英
語

】
中

2 
be

動
詞

の
過

去
形

✓
✓

✓
11

Ex
p2

20
男

✓
✓

【
英

語
】

中
３

現
在

完
了

形
✓

✓
✓

12
20

男
✓

✓
【

数
学

】
数

Ⅲ
２

次
曲

線
と

直
線

✓
✓

✓
13

40
男

✓
✓

【
⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

✓
✓

✓
14

20
⼥

✓
✓

【
⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

✓
✓

✓
15

20
男

✓
✓

【
⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

(実
験

鉄
+

硫
⻩

)
✓

✓
✓

16
40

男
✓

✓
【

⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
✓

✓
✓

17
20

男
✓

✓
【

受
験

対
策

】
数

学
⽂

章
題

✓
✓

✓
18

40
男

✓
✓

【
⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

✓
✓

✓
19

30
男

✓
✓

【
数

学
】

数
Ⅲ

２
次

曲
線

と
直

線
✓

✓
✓

20
30

男
✓

✓
【

数
学

】
数

Ⅲ
双

曲
線

✓
✓

✓
21

Ex
p3

20
男

✓
✓

【
⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

✓
✓

✓
22

20
男

✓
✓

【
⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

✓
✓

✓
23

40
男

✓
✓

【
社

会
】

歴
史

江
⼾

時
代

✓
✓

✓
24

20
⼥

✓
✓

【
⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

(実
験

鉄
+

硫
⻩

)
✓

✓
✓

25
20

男
✓

✓
【

⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
✓

✓
✓

26
40

男
✓

✓
【

英
語

】
中

３
現

在
完

了
形

✓
✓

✓
27

20
男

✓
✓

【
英

語
】

中
３

現
在

完
了

形
✓

✓
✓

28
40

男
✓

✓
【

⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
✓

✓
✓

29
30

男
✓

✓
【

⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
(実

験
鉄

+
硫

⻩
)

✓
✓

✓
30

30
男

✓
✓

【
⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

✓
✓

✓
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3-
1.

全
実

験
デ

ー
タ

N
o

実
験

番
号

被
験

者
環

境
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

年
齢

(代
)

性
別

実
施

時
間

帯
雑

⾳
科

⽬
⻑

さ
難

易
度

講
師

午
前

昼
⾷

後
午

後
な

し
⼯

事
⾳

会
話

15
分

60
分

普
通

易
し

い
教

育
者

学
⽣

専
⾨

家

31

Ex
p5

20
男

✓
✓

【
英

語
】

中
2 

be
動

詞
の

過
去

形
✓

✓
✓

32
20

男
✓

✓
【

社
会

】
歴

史
江

⼾
時

代
✓

✓
✓

33
40

男
✓

✓
【

英
語

】
中

３
現

在
完

了
形

✓
✓

✓

34
20

⼥
✓

✓
【

数
学

】
数

Ⅲ
双

曲
線

✓
✓

✓

35
20

男
✓

✓
【

⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
✓

✓
✓

36
40

男
✓

✓
【

英
語

】
中

2 
be

動
詞

の
過

去
形

✓
✓

✓

37
20

男
✓

✓
【

⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
(実

験
鉄

+
硫

⻩
)

✓
✓

✓

38
40

男
✓

✓
【

社
会

】
歴

史
江

⼾
時

代
✓

✓
✓

39
30

男
✓

✓
【

社
会

】
歴

史
江

⼾
時

代
✓

✓
✓

40
30

男
✓

✓
【

英
語

】
中

３
現

在
完

了
形

✓
✓

✓
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3-
1.

全
実
験
デ
ー
タ

N
o

実
験

番
号

被
験
者

環
境

映
像
コン
テ
ン
ツ

年
齢

(代
)

性
別

実
施
時
間
帯

雑
⾳

科
⽬

⻑
さ

難
易
度

講
師

午
前

昼
⾷
後

午
後

な
し

⼯
事
⾳

会
話

15
分

60
分

普
通

易
しい

教
育
者

学
⽣

専
⾨
家

41

Ex
p6

20
男

✓
✓

【受
験

対
策

】
数

学
⽂

章
題

【⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
(実

験
鉄

+
硫

⻩
)

【⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
【社

会
】

歴
史

江
⼾

時
代

✓
✓

✓

42
20

男
✓

✓
【数

学
】

数
Ⅲ

双
曲

線
【英

語
】

中
３

現
在

完
了

形
【英

語
】

中
2 

be
動

詞
の

過
去

形
【受

験
対

策
】

数
学

⽂
章

題
✓

✓
✓

43
40

男
✓

✓
【英

語
】

中
2 

be
動

詞
の

過
去

形
【受

験
対

策
】

数
学

⽂
章

題
【数

学
】

数
Ⅲ

双
曲

線
【⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

✓
✓

✓

44
20

⼥
✓

✓
【受

験
対

策
】

数
学

⽂
章

題
【⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

(実
験

鉄
+

硫
⻩

)
【⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

【社
会

】
歴

史
江

⼾
時

代
✓

✓
✓

45
20

男
✓

✓
【英

語
】

中
３

現
在

完
了

形
【⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

【社
会

】
歴

史
江

⼾
時

代
【受

験
対

策
】

数
学

⽂
章

題
✓

✓
✓

46
40

男
✓

✓
【数

学
】

数
Ⅲ

２
次

曲
線

と直
線

【受
験

対
策

】
数

学
⽂

章
題

【⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
(実

験
鉄

+
硫

⻩
)

【数
学

】
数

Ⅲ
双

曲
線

✓
✓

✓

47
20

男
✓

✓
【数

学
】

数
Ⅲ

双
曲

線
【社

会
】

歴
史

江
⼾

時
代

【⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
(実

験
鉄

+
硫

⻩
)

【⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
✓

✓
✓

48
40

男
✓

✓
【受

験
対

策
】

数
学

⽂
章

題
【数

学
】

数
Ⅲ

２
次

曲
線

と直
線

【英
語

】
中

３
現

在
完

了
形

【数
学

】
数

Ⅲ
双

曲
線

✓
✓

✓

49
30

男
✓

✓
【受

験
対

策
】

数
学

⽂
章

題
【⾼

校
受

験
対

策
】

理
科

【数
学

】
数

Ⅲ
双

曲
線

【英
語

】
中

３
現

在
完

了
形

✓
✓

✓

50
30

男
✓

✓
【社

会
】

歴
史

江
⼾

時
代

【⾼
校

受
験

対
策

】
理

科
【数

学
】

数
Ⅲ

２
次

曲
線

と直
線

【受
験

対
策

】
数

学
⽂

章
題

✓
✓

✓
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3-
1.

全
実
験
デ
ー
タ

N
o

実
験

番
号

被
験
者

環
境

映
像
コン
テ
ン
ツ

年
齢

(代
)

性
別

実
施
時
間
帯

雑
⾳

科
⽬

⻑
さ

難
易
度

講
師

午
前

昼
⾷
後

午
後

な
し

⼯
事
⾳

会
話

15
分

60
分

普
通

易
しい

教
育
者

学
⽣

専
⾨
家

51

Ex
p8

30
男

✓
✓

【数
学

】
数

Ⅲ
分

数
関

数
の

積
分

✓
✓

✓
52

20
男

✓
✓

【理
科

】
中

３
⼒

の
合

成
と分

解
✓

✓
✓

53
40

男
✓

✓
【社

会
】

公
⺠

地
⽅

に
つ

い
て

✓
✓

✓
54

20
男

✓
✓

【理
科

】
中

３
⼒

の
合

成
と分

解
✓

✓
✓

55
20

男
✓

✓
【社

会
】

公
⺠

地
⽅

に
つ

い
て

✓
✓

✓
56

40
男

✓
✓

【理
科

】
中

３
⼒

の
合

成
と分

解
✓

✓
✓

57
30

男
✓

✓
【数

学
】

数
Ⅲ

 関
数

の
増

減
✓

✓
✓

58
20

⼥
✓

✓
【数

学
】

数
Ⅲ

分
数

関
数

の
積

分
✓

✓
✓

59
20

男
✓

✓
【社

会
】

歴
史

室
町

時
代

✓
✓

✓
60

Ex
p9

30
男

✓
✓

【国
語

】
⽂

法
名

詞
✓

✓
✓

61
20

男
✓

✓
【国

語
】

⽂
法

名
詞

✓
✓

✓
62

40
男

✓
✓

【英
語

】
中

1 
Yo

u 
ar

eの
使

い
⽅

✓
✓

✓
63

20
男

✓
✓

【国
語

】
⽂

法
名

詞
✓

✓
✓

64
20

男
✓

✓
【算

数
】

⼩
６

並
べ

⽅
✓

✓
✓

65
40

男
✓

✓
【算

数
】

⼩
６

並
べ

⽅
✓

✓
✓

66
30

男
✓

✓
【英

語
】

中
1 

Yo
u 

ar
eの

使
い

⽅
✓

✓
✓

67
20

⼥
✓

✓
【英

語
】

中
1 

Yo
u 

ar
eの

使
い

⽅
✓

✓
✓

68
20

男
✓

✓
【算

数
】

⼩
６

並
べ

⽅
✓

✓
✓

69

Ex
p1

0

30
男

✓
✓

【数
学

】
数

Ⅲ
 関

数
の

増
減

✓
✓

✓
70

20
男

✓
✓

【数
学

】
数

Ⅲ
分

数
関

数
の

積
分

✓
✓

✓
71

40
男

✓
✓

【理
科

】
中

３
⼒

の
合

成
と分

解
✓

✓
✓

72
20

男
✓

✓
【社

会
】

公
⺠

地
⽅

に
つ

い
て

✓
✓

✓
73

20
男

✓
✓

【数
学

】
数

Ⅲ
 関

数
の

増
減

✓
✓

✓
74

40
男

✓
✓

【数
学

】
数

Ⅲ
 関

数
の

増
減

✓
✓

✓
75

30
男

✓
✓

【数
学

】
数

Ⅲ
分

数
関

数
の

積
分

✓
✓

✓
76

20
⼥

✓
✓

【理
科

】
中

３
⼒

の
合

成
と分

解
✓

✓
✓

77
20

男
✓

✓
【数

学
】

数
Ⅲ

 関
数

の
増

減
✓

✓
✓
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3-
1.

全
実

験
デ

ー
タ

N
o

実
験

番
号

被
験

者
環

境
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

年
齢

(代
)

性
別

実
施

時
間

帯
雑

⾳
科

⽬
⻑

さ
難

易
度

講
師

午
前

昼
⾷

後
午

後
な

し
⼯

事
⾳

会
話

15
分

60
分

普
通

易
し

い
教

育
者

学
⽣

専
⾨

家
78

Ex
p1

1

20
男

✓
✓

深
層

学
習

と
再

帰
型

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

✓
✓

✓
79

40
男

✓
✓

深
層

学
習

と
再

帰
型

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

✓
✓

✓
80

20
男

✓
✓

深
層

学
習

と
再

帰
型

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

✓
✓

✓
81

20
男

✓
✓

深
層

学
習

と
再

帰
型

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

✓
✓

✓
82

40
男

✓
✓

深
層

学
習

と
再

帰
型

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

✓
✓

✓
83

30
男

✓
✓

深
層

学
習

と
再

帰
型

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

✓
✓

✓
84

20
⼥

✓
✓

深
層

学
習

と
再

帰
型

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

✓
✓

✓
85

20
男

✓
✓

深
層

学
習

と
再

帰
型

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

✓
✓

✓
87

Ex
p1

2

20
男

✓
✓

De
ep

 L
ea

rn
in

g⼊
⾨

✓
✓

✓
88

40
男

✓
✓

De
ep

 L
ea

rn
in

g⼊
⾨

✓
✓

✓
89

20
男

✓
✓

De
ep

 L
ea

rn
in

g⼊
⾨

✓
✓

✓
90

20
男

✓
✓

De
ep

 L
ea

rn
in

g⼊
⾨

✓
✓

✓
91

40
男

✓
✓

De
ep

 L
ea

rn
in

g⼊
⾨

✓
✓

✓
92

30
男

✓
✓

De
ep

 L
ea

rn
in

g⼊
⾨

✓
✓

✓
93

20
⼥

✓
✓

De
ep

 L
ea

rn
in

g⼊
⾨

✓
✓

✓
94

20
男

✓
✓

De
ep

 L
ea

rn
in

g⼊
⾨

✓
✓

✓
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比
較
の
結
果
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
動
画
の
視
聴
時
間
に
よ
る
比
較
で
す
。

比
較
し
て
い
る
の
は
、
実
験
5
(1
5
分
の
動
画
視
聴
)と

、
実
験
6
(6
0
分
の
動
画
視
聴
)で

す
。

縦
軸
が
集
中
度
(0
-
1
0
0
%
)で

、
横
軸
は
時
間
で
す
。

御
覧

の
と
お
り
、
時

間
経

過
と
と
も
に
集

中
力

が
低

下
し
て
お
り
、
視

聴
時

間
の

長
さ
に
お
い
て

集
中

力
が

変
化

し
て
い
る
こ
と
が

わ
か

り
ま
す
。

35

3-
2-

1.
⽐

較
結

果
(視

聴
時

間
)

15
分

60
分

15
分

︓
79

.3
9%

(平
均

)
60

分
︓

73
.3

0%
(平

均
)

時
間

経
過

と
と

も
に

集
中

度
が

低
下

視
聴

時
間

に
お

い
て

集
中

度
の

明
確

な
差

異
が

得
ら

れ
た

集中度(%)⽐
較
対
象

分
類

内
容

Ex
p5

vs
Ex

p6
環

境
視

聴
時

間
15

分
動

画
/

60
分

動
画

の
⽐

較

次
は
視
聴
時
間
帯
に
よ
る
変
化
の
実
験
で
す
。

比
較
し
て
い
る
の
は
、
実
験
8
(朝

9
:0
0
)と

、
実
験
1
0
(昼

下
が
り
)で

す
。

御
覧
の
と
お
り
昼
食
後
の
オ
レ
ン
ジ
の
折
れ
線
の
方
が
、
集
中
力
が
低
く
、
特
に
後
半
に
従
っ

て
そ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
均
値
で
見
て
も
、

9
:0
0
-
：
8
2
.6
7
%

1
4
:0
0
-
：
7
3
.7
8
%

と
い
う
差

が
あ
る
こ
と
が

わ
か

り
ま
す

36

3-
2-

1.
⽐

較
結

果
(視

聴
時

間
帯

)

昼
⾷

後
は

集
中

度
が

低
下

視
聴

時
間

帯
に

お
い

て
集

中
度

の
明

確
な

差
異

が
得

ら
れ

た

9:
00

-︓
82

.6
7%

(平
均

)
14

:0
0-

︓
73

.7
8%

(平
均

)

集中度(%)

15
分

⽐
較
対
象

分
類

内
容

Ex
p8

vs
Ex

p1
0

環
境

時
間

帯
9:

00
開

始
/

14
:0

0開
始

の
⽐

較
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次
は
環
境
に
よ
る
変
化
の
実
験
で
す
。

比
較
し
て
い
る
の
は
、
実
験
1
(雑

音
無
し
)と

、
実
験
2
(工

事
音
)で

す
。

こ
ち
ら
は

期
待

値
と
異

な
り
、
明

確
な
差

分
は

見
受

け
ら
れ

ま
せ

ん
で
し
た
。

考
察
は
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
入
れ
て
い
ま
す
。

37

3-
2-

2.
⽐

較
結

果
(雑

⾳
︓

⼯
事

⾳
)

雑
⾳

(⼯
事

⾳
)に

お
い

て
集

中
度

の
明

確
な

差
異

認
め

ら
れ

な
い

集中度(%)

雑
⾳

な
し

︓
86

.3
5%

(平
均

)
雑

⾳
あ

り
︓

84
.2

1%
(平

均
)

15
分

明
確

な
差

異
な

し

⽐
較
対
象

分
類

内
容

Ex
p1

vs
Ex

p2
環

境
雑

⾳
(⼯

事
⾳

)
雑

⾳
な

し
/

雑
⾳

あ
り(

⼯
事

⾳
)

の
⽐

較

38

3-
2-

2.
⽐

較
結

果
(雑

⾳
︓

会
話

⾳
)

明
確
な
差
異
な
し

雑
⾳

(会
話

⾳
)に

お
い

て
集

中
度

の
明

確
な

差
異

認
め

ら
れ

な
い

集中度(%)

15
分

雑
⾳
な
し︓

85
.1
1%

(平
均
)

雑
⾳
あ
り︓

81
.7
6%

(平
均
)

⽐
較
対
象

分
類

内
容

Ex
p1

vs
Ex

p3
環

境
雑

⾳
(会

話
)

雑
⾳

な
し

/
雑

⾳
あ

り(
会

話
)

の
⽐

較

同
じ
く
環
境
に
よ
る
変
化
の
実
験
で
す
。

比
較
し
て
い
る
の
は
、
実
験
1
(雑

音
無
し
)と

、
実
験
3
(会

話
)で

す
。

こ
ち
ら
も
期

待
値

と
異

な
り
、
明

確
な
差

分
は

見
受

け
ら
れ

ま
せ

ん
で
し
た
。

考
察
は
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
入
れ
て
い
ま
す
。
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3-
2-

3.
⽐

較
結

果
(コ

ン
テ

ン
ツ

の
難

易
度

)

低
難
易
度
コン
テ
ン
ツ
は
集
中
⼒
が
低
下

コ
ン

テ
ン

ツ
の

難
易

度
に

お
い

て
集

中
度

の
明

確
な

差
異

が
得

ら
れ

た

15
分

難
易
度
普
通
︓
83
.8
0%

(平
均
)

難
易
度
低
い
︓
72
.4
2%

(平
均
)

集中度(%)⽐
較
対
象

分
類

内
容

Ex
p8

vs
Ex

p9
コン

テ
ンツ

難
易

度
難

易
度

普
/

難
易

度
低

の
⽐

較

次
は
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
変
化
の
実
験
で
す
。

比
較
し
て
い
る
の
は
、
実
験
8
(普

通
の
難
易
度
)と

、
実
験
9
(低

難
易
度
)で

す
。

御
覧

の
通

り
、
低

難
易

度
の

オ
レ
ン
ジ
の

線
の

方
が

集
中

力
が

低
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
弊
社
の
社
員
を
つ
か
っ
て
実
験
を
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
理
系
で
4
年
制
大
学
を
卒
業

し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
ま
す
。

そ
の

た
め
、
例

え
ば

中
学

の
数

学
等

は
簡

単
す
ぎ
て
難

易
度

が
合

わ
ず
、
集

中
力

が
低

下
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

40

3-
2-

3.
⽐

較
結

果
(講

師
の

違
い

)

学
⽣
(素
⼈
)の
説
明
は
集
中
⼒
が
低
下

講
師

の
違

い
に

お
い

て
集

中
度

の
明

確
な

差
異

が
得

ら
れ

た

15
分

学
⽣

︓
76
.0
1%

(平
均
)

専
⾨
家
︓
83
.7
1%

(平
均
)

集中度(%)⽐
較
対
象

分
類

内
容

Ex
p1

1
vs

Ex
p1

2
コン

テ
ンツ

講
師

学
⽣

/
専

⾨
家

の
⽐

較

同
じ
く
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
変
化
の
実
験
で
す
。

比
較
し
て
い
る
の
は
、
実
験
1
1
(学

生
の
授
業
)と

、
実
験
1
2
(専

門
家
や
プ
ロ
の
授
業
)で

す
。

御
覧
の
通
り
、
プ
ロ
に
比
べ
て
学
生
の
授
業
の
方
が
、
集
中
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

同
じ
内

容
で
も
、
教

え
方

の
違

い
に
よ
り
素

人
と
プ
ロ
の

違
い
で
、
集

中
度

が
変

化
し
、

つ
ま
り
プ
ロ
は

そ
れ

だ
け
生

徒
を
引

き
付

け
て
、
授

業
を
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ

ま
す
。
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ま
と
め
で
す
が
、
雑
音
実
験
を
除
き
、
低
下
要
因
の
有
無
に
対
し
て
集
中
力
の
差
異
を
得
ら
れ

た
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ

は
実

験
者

の
体

感
と
も
一

致
し
て
お
り
、
体

感
を
定

量
化

で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ

に
よ
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
れ

ば
、
集

中
力

が
低

い
コ
ン
テ
ン
ツ
は

改
善

す
る
よ
う
に
フ
ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
す
る
等

、
高

位
平

準
化

さ
せ

る
こ
と
に
活

用
で
き
る
可

能
性

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
個

人
の

体
感

を
可

視
化

で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

・
遠
隔
教
育
に
お
け
る
学
習
者
の
状
態
を
可
視
化
し
、
声
掛
け

・
個
別
最
適
化
に
使
用

等
、
い
く
つ
か

の
活

用
シ
ー
ン
が

考
え
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
差

異
が

出
な
か

っ
た
雑

音
実

験
で
す
が

、
こ
の

理
由

と
し
て
は

、
「
実

験
の

再
現

方
法

の
不
備
」
と
「
音
に
対
す
る
個
人
差
」
の
２
点
が
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
験
の
再
現
方
法
の
不
備
、
に
つ
い
て
は

・
工
事
音

：
振
動
が
再
現
で
き
て
い
な
い

・
会

話
：
突

発
的

な
も
の

で
は

な
く
、
継

続
的

に
流

れ
て
い
た
の

で
、
自

然
な
会

話
で

は
な
か
っ
た

等
の
要
因
で
、
集
中
力
低
下
の
要
因
に
な
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
音

に
関

す
る
個

人
差

、
に
つ
い
て
は

、
工

事
も
会

話
も
ど
ち
ら
も
継

続
的

に
流

し
て
い
た

た
め
、
個
人
に
よ
っ
て
は
慣
れ
が
発
生
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

41

4.
考

察
、

ま
と

め

分
類

内
容

結
果

環
境

視
聴

時
間

15
分

動
画

/
60

分
動

画
の

⽐
較

〇
時

間
帯

9:
00

開
始

/
14

:0
0開

始
の

⽐
較

〇
雑

⾳
(⼯

事
⾳

)
雑

⾳
な

し
/

雑
⾳

あ
り(

⼯
事

⾳
)

の
⽐

較
×

雑
⾳

(会
話

)
雑

⾳
な

し
/

雑
⾳

あ
り(

会
話

)
の

⽐
較

×

コン
テ

ンツ
難

易
度

難
易

度
普

/
難

易
度

低
の

⽐
較

〇
講

師
学

⽣
/

専
⾨

家
の

⽐
較

〇

・
雑

⾳
実

験
を

除
き

、
低

下
要

因
の

有
無

に
対

し
て

集
中

⼒
の

差
異

を
得

ら
れ

た
(体

感
を

定
量

化
)

〇
考

察
上

記
の

通
り

、
雑

⾳
実

験
に

つ
い

て
は

集
中

度
の

明
確

な
差

異
が

⾒
ら

れ
な

か
っ

た
が

こ
の

理
由

と
し

て
「

実
験

の
再

現
⽅

法
の

不
備

」
や

「
⾳

に
対

す
る

個
⼈

差
」

が
考

え
ら

れ
る

。
分
類

再
現
⽅
法

考
察

雑
⾳

(⼯
事

⾳
)

視
聴

動
画

とは
別

に
⼯

事
⾳

ファ
イル

を
再

⽣

・実
際

の
⼯

事
で

は
⾳

だ
け

で
な

く振
動

も
発

⽣
す

る
た

め
想

定
した

環
境

を
再

現
で

きて
い

な
い

可
能

性
が

⾼
い

・⼯
事

⾳
は

継
続

的
だ

った
た

め
、個

⼈
に

よっ
て

は
慣

れ
が

発
⽣

した
可

能
性

が
あ

る

雑
⾳

(会
話

)
視

聴
動

画
とは

別
に

会
話

⾳
声

ファ
イル

を
再

⽣

・会
話

⾳
は

継
続

的
だ

った
た

め
、個

⼈
に

よっ
て

は
慣

れ
が

発
⽣

した
可

能
性

が
あ

る
・会

話
⾳

は
継

続
的

な
も

の
だ

った
が

、突
発

的
に

発
⽣

す
る

会
話

の
ほ

うが
実

環
境

とし
て

は
⾃

然
で

あ
り、

集
中

⼒
低

下
に

つ
な

が
った

可
能

性
が

あ
る

・
コ

ン
テ

ン
ツ

の
質

を
可

視
化

・
定

量
化

す
る

こ
と

が
可

能
⇒

 映
像

コ
ン

テ
ン

ツ
へ

の
FB

に
使

⽤
で

き
る

可
能

性
あ

り

・
個

⼈
ご

と
の

体
感

を
可

視
化

・
定

量
化

す
る

こ
と

が
可

能
⇒

 遠
隔

教
育

に
お

け
る

学
習

者
の

状
態

を
可

視
化

し
声

掛
け

等
の

サ
ポ

ー
ト

に
使

え
る

可
能

性
あ

り
⇒

 個
別

最
適

化
に

使
⽤

で
き

る
可

能
性

あ
り

42

4.
考

察
、

ま
と

め
〇

今
後

集
中

⼒
セ

ン
シ

ン
グ

を
遠

隔
教

育
に

適
⽤

し
て

い
く

に
あ

た
り

、
今

後
は

さ
ら

な
る

実
験

を
通

し
て

有
⽤

性
を

⽰
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

今
後

必
要

と
な

る
評

価
・

実
験

１
．

ロ
バ

ス
ト

性
評

価
︓

被
験

者
(年

齢
、

性
別

等
)、

環
境

(背
景

、
照

度
)の

パ
タ

ー
ン

振
り

２
．

実
験

の
N増

し
︓

被
験

者
の

⼈
数

、
実

験
パ

タ
ー

ン
の

追
加

３
．

活
⽤

⽅
法

検
討

︓
可

視
化

デ
ー

タ
取

得
後

の
活

⽤
⽅

法
検

討
４

．
実

証
実

験
︓

遠
隔

教
育

等
、

実
環

境
で

の
効

果
確

認

以
上
の
結
果
を
受
け
て
、
今
後
集
中
力
セ
ン
シ
ン
グ
を
遠
隔
教
育
に
適
用
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

さ
ら
な
る
実

験
が

必
要

と
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ

ま
す
。

主
に
は
、
4
点
、
特
に
3
番
を
中
心
と
し
て
活
用
方
法
を
検
討
し
、
1
/
2
を
カ
バ
ー
す
る
実
証
実
験

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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附録⑨【開発】PBL 教材（配布版） 
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⼤規模商業施設におけるIT技術を活⽤した
防犯システムの開発、導⼊と

「統合コントロールセンターを中⼼とした
ジョイント警備」技術要素の検証

⼀般社団法⼈

安全安⼼社会構築教育協会

⼤規模商業施設におけるIT技術を活⽤した
防犯システムの開発、導⼊と

「統合コントロールセンターを中⼼とした
ジョイント警備」技術要素の検証

⼀般社団法⼈

安全安⼼社会構築教育協会
1

０．オリエンテーション

（１）講師紹介

2

（２）グループ分け

渡邉道雄（わたなべ みちお）
安全安⼼社会構築教育協会代表理事、元神奈川県警⽣活安全部⻑

A

B

C

D
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（３）PBLとは
 「Project Based Learning」の略称

 様々なプロジェクトテーマを課題として、学⽣のプロジェクトチームによって、課
題を解決させていく教育の⽅法。

 課題の解決によって、専⾨知識の活⽤能⼒の他、計画⽴案・実⾏能⼒、プレゼン
テーション能⼒、チームでの活動能⼒等といった実務スキルや問題解決能⼒の向上
を⽬指す。

3

１．教員主導で講義・演習を実施

２．講義（知識）や演習を通して学ぶ

３．知識や技術の習得

１．学⽣主導で計画を⽴て、準備し実⾏

２．実務の擬似体験を通じて学ぶ

３．総合⼒（実務スキル）を養う

報告や交渉講義 演習

◆ 通常の学習 ◆ ◆ PBL演習による学習 ◆

新しい知識の獲得
（知識先⾏）

提⽰された課題の解決

課題や問題の認識

新しい実践

ドキュメント作成

１．PBL課題
（１）学習⽬標

クライアントの要求及び課題の分析等に基づいて、Society5.0に適合する⼤
規模商業施設におけるIT技術を活⽤した防犯システムの開発、導⼊と「統合コ
ントロールセンターを中⼼としたジョイント警備」の提案に必要な基本システ
ムと技術要素を検討し、提案書を作成する。

（２）学習テーマ
① ヒアリングの整理
② 開発要件の検討
③ 提案書の作成

（３）学習時間
・全15時間（1.5時間×10回）

（４）学習⽅法
・グループワーク（ZOOMブレイクアウトルームを想定）

→別途説明資料を参照
4

362



学習内容 時間 作成シート
オリエンテーション 講義 0.5

演習１︓ヒアリングの整理
講義
＋

GW
3.0 シート①︓ヒアリングのまとめ

演習２︓開発要件の検討
講義
＋

GW
4.0 シート②︓開発要件

演習３︓提案書の作成
講義
＋

GW
5.5 シート③︓提案書

プレゼンテーション準備 GW 1.０
プレゼンテーション GW 0.5
講師評価 講義 0.5

合計 15.0

（５）学習内容、時間割当と使⽤教材

5

（６）学習の状況設定
• ネット広告⼤⼿SA社の警備で⾼い評価を受けている

（株）ABC警備
は、クライアントである⽼舗百貨店「KS屋」を運営する

（株）O社
から委託を受け、百貨店での窃盗等の刑法犯罪を抑⽌するために
 IT技術を活⽤した防犯システムの開発、導⼊

を検討することになり、さらにシステムの付加価値をつけるため
 「統合コントロールセンターを中⼼としたジョイント警備（複数警備会社

の警備現場を統合管理して⾏う警備）」等
を追加して提案することにした。

• 学習者は、
㈱ABC警備に⼊社したシステム担当社員

として、上位者の指⽰を受けながら、基本システムと技術要素を検討し
提案書

を作成する。

6
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２．演習

演習１ ヒアリングの整理
↓

演習２ 開発要件の検討
↓

演習３ 提案書の作成

7

（進め⽅）

演習１ ヒアリングの整理
（１）学習⽬標

• ヒアリング内容に基づいて、クライアントの要望と課題を要点にまとめることができる。

（２）演習項⽬
①ヒアリング内容の理解
②ヒアリングのまとめシートの作成
③作成内容を発表

（３）設定状況

• O社が運営する⽼舗百貨店「KS屋」は、店内での窃盗等の刑法犯罪の発⽣件数が多く、同店
の所在地を管轄するS警察署⽣活安全課から、公表されていないものの「S警察署は県内でも
トップクラスの刑法犯認知件数で、数年来、⾼い⽔準で推移しており、その指数治安が改善
されないのは、同店内で多発する刑法犯が要因の⼀つ」との指摘を受けた。

• 現状が続けば、ブランドイメージの低下にも繋がりかねないことから、最新のIT技術を活⽤
した防犯システムを導⼊し、店内及び周辺における犯罪の抑⽌に取組むことにより、S警察
署管内の指数治安の改善に結びつけ、社会貢献に繋げることとした。

8

364



（３）設定状況のつづき

• ⽼舗百貨店「KS屋」を運営するO社では、センサー情報も活⽤し予測も含む安全安⼼情報
を発信する等して、社会貢献しているネット広告⼤⼿㈱SA社での警備を⾼く評価し、担当
した㈱ABC警備にIT技術を活⽤した防犯システムの開発、導⼊を委託した。

• ㈱ABC警備の営業担当は社⻑と検討した結果、O社の要望に加えて、「統合コントロール
センターを中⼼としたジョイント警備（複数警備会社の警備現場を統合管理して⾏う警
備）」等を含む付加価値を持った提案を⾏うことした。

• ⽼舗百貨店「KS屋」の警備は⼤⼿警備会社に委託している。現状は、館内に「防災セン
ター」を置き、館内及び周辺に設置された防犯カメラの画像を集中管理し、警備員の⽬視
による確認する等して警備を実施しているが、運営会社であるO社はアナログで時代にそ
ぐわないと認識しており、開発する防犯システムについては、最新のIT技術を活⽤し、

• 建物内で発⽣している犯罪の数的減少という結果を出すこと
• 建物が、歴史的建造物である上、周辺地域も県内有数の⽂化・商業圏であることから、

屋内は勿論外の景観を壊さず、かつ、調和が保たれていること
• 駅と直結する建物であるため、来客数が多く、雑踏事故防⽌にも効果を有することに

加え、集客にも繋がること
• 平常時の⽬⽴たない警備の実施と緊急時の迅速な対応を可能とするインフラとなるこ

と
等の条件を満たして欲しいとの依頼がきている。

9

（３）設定状況のつづき

• あなたは上司とともに、運営会社であるO社の担当者にヒアリングを実施した。
• また付加価値をつけるために提案する「統合コントロールセンターを中⼼としたジョイン

ト警備」について、⾃社の営業担当にヒアリングを実施した。
• 結果、O社の担当者、⾃社の営業担当から、次のようなヒアリング結果を得た。

10
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(４)-①ヒアリングの内容 A︓クライアント O社の担当

・ヒアリング対象者は以下の通り。

クライアント名︓⽼舗百貨店「KS屋」を運営するO社

所在地︓兵庫県神⼾市中央区琴ノ緒町5-3

担当者︓総務部⻑ 伊東和雄

• ⽼舗百貨店「KS屋」地下1階、地上７階、本館、新館、南館があり、連絡通路で結ばれて
いる。本館は、歴史的建造物で、地域のランドマークとなっており、南館屋上には駐⾞場
が設備されている。

• 営業時間︓9:00 - 22:00(B1〜⾷料品・フードコート)、9:00 - 21:00(1F〜6F)、10:00 
- 22:00(7F〜レストラン街) 、駐⾞可能台数100台。

• JR、私鉄が乗り⼊れるS駅に直結し、商業地域、繁華街に隣接する施設で、勤務する従業
員は約1000名、パートタイムの⼥性が多い。通過客数も多く、来客数は⼀⽇10万⼈を越
すこともあり、年中無休である。県内でもトップクラスの売上げを誇っている。

11

(４)-①ヒアリングの内容 A︓クライアント O社の担当（つづき）

• 現状は⽼舗百貨店の館内に「防災センター」を設置しており、館内外の防犯カメラを⼈
が⽬視で確認する等して、警備をしている。このようなアナログな警備は、時代にそぐ
わないため、最新のIT技術を活⽤した防犯システムを開発して欲しい。

• 営業中は、常時、⼈の流れがあり、⼣⽅は買い物客に加え、通過客もいることから、低
層階、地下は混雑する。また、レストラン街があることから、午後10時ころまでは、⼈
の出⼊りがある。

• 管轄のS警察署安全管理課から、この地域で刑法犯の認知件数が多い要因は「KS屋」の
店内での刑法犯罪が多発しているためであると指摘をされている。O社としては、この
犯罪を未然に防ぎ、犯罪を抑⽌する防犯システムを開発、導⼊したい。

• 多く発⽣する犯罪は、地下の⾷料品売場での万引き（特に、午前中の⾼齢者）、２階か
ら5階の⾐料品売り場での万引き（どちらかというと、婦⼈服売り場での発⽣が多い。
主な⼿⼝は、フィッティングルームに複数の⾐料品を持ち込み、⼀部を荷物に⼊れ、持
ち帰る）、６階の書店での万引き、最近は、外国⼈グループによると思われる集団万引
きやスリ、7階催事場での万引き、レストラン街での無銭飲⾷、駐⾞場での⾞上狙い、
駐輪場及び周辺道路での⾃転⾞盗が主なものである。また、窃盗犯の中には、クレプト
マニアも多く、従業員が把握している常習者もいる。

12
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(４)-①ヒアリングの内容 A︓クライアント O社の担当（つづき）

• ⽼舗としての、ブランドイメージを⼤切にする余り、現⾏犯として、捕まえた時以外は、
商品が無くなっても警察に届けず、商品管理上のミスとして処理していたことが判明し、
これが悪循環となり、再犯を⽣む等、犯罪の減少に結びつかない可能性もある。

• 時々、⼥性トイレなどでの盗撮⾏為があるが、社会の⽿⽬を集めるような凶悪事件はな
いものの、もし、発⽣した場合は、お客様にケガさせることなく、かつ、逃⾛されても、
早期に犯⼈の検挙に資するシステムとしたい。

• 建物が、歴史的建造物であることから、屋内は勿論外の景観を壊さないことに加え、周
辺と調和を図りたい。

• 駅と直結する建物であるため、来客数が多く、雑踏事故も防⽌するとともに、来客数の
増加にも繋がるようにしたい。

• 年末・年始をはじめとする各種セールなどの際は、雑踏事故が起こり得るほどの客数と
なり、密集状態になることから、同種事故は未然防⽌したい。

• エレベーターで⼈が挟まる、物が挟まったまま昇降してしまうなどの事故を防⽌したい。

• エスカレーターが密集状態になって発⽣する事故を未然に防ぎたい。

• 客商売であることから、平常時の⽬⽴たない警備と緊急時の迅速な対応を可能とするイ
ンフラとしたい。

13

(４)-②ヒアリングの内容 B︓（株）ABC警備 営業担当

・ヒアリング対象者は以下の通り。

クライアント名︓（株）ABC警備

担当者︓営業担当 太⽥圭吾

• センサー情報等環境データとも結合するシステムとして、提案予定であるが、併せて、警
備以外の付加価値を持たせた防犯システムを提供したいと考えており、そのようなシステ
ムは、競合他社にはない。

• 課題としては、従来の技術だけでは実現できない要素が存在する可能性がある。

• O社の要望以上に付加価値を持った提案にしたい。

• 客⾜を途切れさせず、犯罪や事故の発⽣を未然に防⽌し、街との調和を図るため、施設、
⼈、物体に関する情報等とセンサー情報を融合させ、物体の状況と⼈等の動き、進⾏・滞
留状況等をAI解析し、制御するIT技術を活⽤した防犯システムの開発、導⼊し、「スマー
ト警備」を実現する。

• ターゲットは、社員、来訪者、地域住⺠。

• 館内の「防災センター」ではなく、他の警備現場も含めて（株）ABC警備の「統合コント
ロールセンター」が統合管理するジョイント警備により、経費/⼈員の削減を図る。これに
より、中⼩警備会社の参⼊機会を創出し、警備業界の「寡占化」「⼈⼿不⾜」等の課題解
消を図る。

14
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16

記⼊シート①︓ヒアリングのまとめ①

項⽬ 内容
クライアント名

担当者

依頼内容

要点
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記⼊シート①︓ヒアリングのまとめ②

項⽬ 内容
クライアント名

担当者

依頼内容

要点

演習2 開発要件の検討

18

（１）学習⽬標
• クライアントの要求を整理・分析した結果を踏まえ、開発要件を策定することができる。

（２）演習項⽬
①設定状況と開発提案の⽅向性の理解
②開発要件の作成
③作成内容を発表

（３）設定状況

• 今回のプロジェクトのクライアントであるO社の伊藤総務部⻑/（株）ABC警備の営業担当にヒ
アリングを実施したところ、本件の⼤規模商業施設におけるIT技術を活⽤した防犯システムの
開発、導⼊と「統合コントロールセンターを中⼼としたジョイント警備」の提案に対する要望
やイメージが明らかになった。

• しかし、そこで聞き取ったクライアントの要望は、例えば、「スマート警備」等、⾮常に漠然
とした内容となっている。

• 現時点では、このような要望が具体的にどのようにして開発するシステムや「 統合コントロー
ルセンターを中⼼としたジョイント警備」に反映していくかを整理しきれていない。

• そこで、システム企画担当であるあなたは、このヒアリング結果を元に、開発要件の洗い出し
を⾏うことにした。

369



（４)開発提案の⽅向性

⽼舗百貨店「KS屋」及び周辺の状況、運営会社O社の要望、課題の解決策、開発に必要なIT
技術等総合的に検討し、下記提案をすることとなった。

a)「⾼・多機能防犯カメラ」の開発・導⼊等

開発した「IoT⾼・多機能防犯カメラ」を導⼊、設置し、既存の防犯カメラを⽣かしな
がら、「KS屋」店内の警備状況を（株）ABC警備の「統合コントロールセンター」で
統合管理する。収集した情報は、施設、⼈、物体に関する情報等と⼈感や温湿度等のセ
ンサー情報と融合させ、個々の⼈の動き、集団の進⾏⽅向、滞留状況、距離、⾞両等の
物体の動きなどを、AIで解析し、異常を検知した場合は、制御のための対応を⾏う。特
に、⼈に関する情報については、「⽬」の動きを中⼼とした情報等を収集し、AI解析に
より、早期に犯⾏企図者を割り出し、犯罪を抑⽌する。

。

19

（４)開発提案の⽅向性（つづき）

b)「統合コントロールセンター」の設置等による経費削減（付加価値）

⽼舗百貨店「KS屋」店内の「防災センター」を廃し、他の警備現場を含めて、（株）
ABC警備の「統合コントロールセンター」で統合管理し、警備現場への中⼩警備会社の
参⼊機会を創出するとともに、⼈員/経費の削減を実現する。併せて、ロボテックスに
より、全ての現場、全ての契約警備会社のルーティンワークを処理するとともに、緊急
に対応すべき事案については、アナログ機能による体感的操作により、指揮・命令を⾏
い、事案への的確な対応を実現する。対応に増員が必要な場合は、契約している複数の
中⼩警備会社から、出動要請も可能とする。

c)a)の「⾼・多機能防犯カメラ」の多⽬的活⽤（付加価値）

「⾼・多機能防犯カメラ」の機能を活⽤し、出退勤管理、職員管理、出⼊り管理（バッ
クヤード）、商品管理等を⾏い、⼈員/経費の削減につなげる。更には、顧客向けのオ
ンライン接客実現の可能性も探る。

以上

20
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（５）参考資料

防犯カメラはプライバシーを侵害する︖知っておくべき注意事項とは
⽣活110番

https://www.seikatsu110.jp/prevent/pr_camera/27104/

• 防犯カメラの映像で個⼈を特定できる場合、プライバシー侵害になるケースがある

AI とセキュリティ 防犯や事故防⽌へのAI活⽤事例
OPTiM Cloud IoT OS

https://www.optim.cloud/blog/ai/ai-image-analysis-and-security/

• AI画像解析の進化とセキュリティへ応報（万引防⽌、侵⼊検知、事故防⽌）

複数の防犯カメラ映像から同⼀⼈物を探索
IT Leaders

https://it.impress.co.jp/articles/-/20540

• 富⼠通研究所がロバスト⼈物探索技術を開発。これまで専⾨家が⼿動で⾏っていた⼈
物探索作業をＡＩ解析で⾃動で⾼精度な⼈物探索が可能となった。

21

22

項⽬ 要件

⽬的

⼿段

対象者

拡張性

記⼊シート②︓開発要件
◆⾼・多機能防犯カメラ（１）
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記⼊シート②︓開発要件（つづき）

項⽬ 要件

保守運⽤

セキュリ
ティ

制約条件

◆⾼・多機能防犯カメラ（２）

24

項⽬ 要件

⽬的

⼿段

対象者

拡張性

記⼊シート②︓開発要件（つづき）
◆統合コントロールセンター（１）
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記⼊シート②︓開発要件（つづき）

項⽬ 要件

運⽤・保守

セキュリ
ティ

制約条件

◆統合コントロールセンター（２）

演習３提案書の作成
（１）学習⽬標

• Society5.0に適合する⼤規模商業施設におけるIT技術を活⽤した防犯システムの開発、
導⼊と「統合コントロールセンターを中⼼としたジョイント警備」の提案に必要な基本シ
ステムと要素技術を検討し、提案書を作成することができる。

（２）実施項⽬
① 設定状況とSociety5.0の理解
② 提案書の作成

（３）設定状況

• あなたたちは先⽇、ヒアリングによって得た情報を元に、クライアントの要望、課題を整
理し、開発要件を取りまとめた。

• これに基づいて、（株）ABC警備の営業担当である太⽥⽒と打合せを⾏ったところ、基本
⽅針、⽅向性等について、了承を得られた。

• そこで⼤規模商業施設におけるIT技術を活⽤した防犯システムの開発、導⼊と「統合コン
トロールセンター」を中⼼としたジョイント警備をO社の伊東総務部⻑へ提案するため、
必要な基本システムと技術要素を検討し、提案書を作成することとなった。

• 現存するシステムで対応できないものは、新たにシステム開発が可能と想定することする。

26
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（４）参考資料

AIセンシングとAI解析でアクティブに
PC-Webzine

https://www.pc-webzine.com/entry/2017/07/iotactive.html

• IoTを組み合わせたActiveなネットワークカメラ活⽤を実現するパナソニック

AIで劇的進化した「映像・画像解析ソリューション」
FUJITSU JOURNAL

https://blog.global.fujitsu.com/jp/2020-05-25/01/

AIで劇的進化した「映像・画像解析ソリューション」が、⼈物追跡の常識を変えるワケ

AI活⽤事例
OPTiM AI Store  - The AI strategy for your sotre

https://www.optim.cloud/ai-store/

• 無⼈店舗化（⼊退店管理、商品選択・カートインの⾃動化・接客コミュニケーション・
キャッシュレス決済・万引き検出・迷⼦検出・侵⼊検知・マーケティング⽀援

27

⼤規模商業施設におけるIT技術を活⽤した
防犯システムの開発、導⼊
「統合コントロールセンターを
中⼼としたジョイント警備」

提案書

O社 御中
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現状
XXXXXX

⽬的
XXXXXX
XXXXXX

XXXXXX
XXXXXX
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基本システム
1. XXXX
•XXX
•XXX
•XXX

2. XXXXX
•XXXX
•XXXX
•XXXX

構成される技術要素
1. XXXXXX
＜技術要素(Wifi接続等）＞
• XXX
• XXX
• XXX
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構成される技術要素(つづき）

2. XXXXXXX
＜構成要素（機器等）と技術要素＞
• XXXX
• XXXX
• XXXX
• XXXX
• XXXX
• XXXX

期待される効果
XXXXXX
XXXXXX
XXXXXX
XXXXXX
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附録⑩【開発】PBL 教材（解答例） 
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1

記⼊シート①︓ヒアリングのまとめ①

項⽬ 内容
クライアント名 ⽼舗百貨店「KS屋」を運営するO社

担当者 総務部⻑ 伊東和雄

依頼内容 犯罪を抑⽌するためアナログでの警備システムではなく、最新の
IT技術を活⽤した防犯システムを開発、導⼊してほしい

要点

• 店内の犯罪（万引き、盗撮⾏為など）を未然に防⽌したい
• 逃⾛した犯⼈の早期検挙に役⽴つシステムにしてほしい
• 雑踏事故の防⽌やエレベータやエスカレータの事故を防⽌したい
• 歴史的建造物であるため、館内、館外においても景観を壊す事な
く、調和のとれたシステムであること

• 客商売のため、平常時は⽬⽴たない警備で、⾮常時は迅速な対応
が可能であるインフラを持つこと

解答例

2

記⼊シート①︓ヒアリングのまとめ②

項⽬ 内容
クライアント名 （株）ABC警備

担当者 営業 太⽥圭吾

依頼内容 O社の要望に加えて、「統合コントロールセンターを中⼼とした
ジョイント警備」による防犯システムの開発、導⼊

要点

• 全体
• ターゲットは、社員、来訪者、地域住⺠
• 警備以外の付加価値を付ける

• スマート警備
• 客⾜を途切れさせない
• 犯罪や事故の発⽣を未然に防⽌
• 街と調和を図る
• 物体の状況と、⼈等の動き、進⾏・対流状況等をAIで解析

• 統合コントロールセンター
• 他の警備現場を含めて統括する「統合コントロールセン
ター」を設置

• 複合的な要素や技術警備を実施
• 経費・⼈員削減と警備業が持つ⼤⼿警備会社の「寡占化」や
警備員の「⼈⼿不⾜」等の課題解消を図りたい

解答例
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3

項⽬ 要件

⽬的 IoT多機能防犯カメラを導⼊して、センサー情報を収集し、AI解析を実施し、
異常状態の検知、犯罪の未然防⽌する。

⼿段
カメラから、施設、⼈、物体に関する情報等と⼈感や温湿度等のセンサー情
報と融合させ、個々の⼈の動き、集団の進⾏⽅向、滞留状況、距離、⾞両等
の物体の動きや、⽬の動きなどをAIで解析し、異常状態や犯罪の企画者を検
知する。検知した場合は、制御のための対応を⾏う。

対象者 ⽼舗百貨店「KS屋」の社員、来客、来訪者、地域住⺠、O社の経営陣

拡張性
⾼・多機能防犯カメラを設置することで、出退勤管理、職員管理、出⼊り管
理（バックヤード）、商品管理等までできる可能性がある。更には、顧客向
けのオンライン接客実現の可能性も探る。

記⼊シート②︓開発要件
◆⾼・多機能防犯カメラ（１）

解答例

4

記⼊シート②︓開発要件（つづき）

項⽬ 要件

保守運⽤ ⾼・多機能防犯カメラの設置は（株）ABC警備が⾏い、運⽤については、
「統合コントロールセンター」が実施する。

セキュリ
ティ

防犯カメラの情報は、個⼈を特定できる映像等が含まれており、個⼈情報を
管理するため、⾼いセキュリティレベルが求められる。

制約条件 取り付けられる場所は、「KS屋」館内/外とする。その他の場所は、別途交
渉や申請などが必要。

◆⾼・多機能防犯カメラ（２）

解答例
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5

項⽬ 要件

⽬的 集中管理する「統合コントロールセンター」とロボティクスを活⽤して、⼈
員・経費削減を実現する。

⼿段
他の警備現場を含めて統括する「統合コントロールセンター」を設置し、そ
こで統合管理を⾏う。
ルーティンワークは、ロボティクスを活⽤し、緊急で対応すべき事案は、ア
ナログでも管理できるようにして、的確な対応を実現する。

対象者 ⽼舗百貨店「KS屋」の社員、来客、来訪者、地域住⺠

拡張性
中⼩警備会社の参⼊機会が創出され、警備業界の「寡占化」、「⼈⼿不⾜」
の問題の解消を図る。

記⼊シート②︓開発要件（つづき）
◆統合コントロールセンター（１）

解答例

6

記⼊シート②︓開発要件（つづき）

項⽬ 要件

運⽤・保守
「統合コントロールセンター」は、（株）ABC警備が運⽤し、緊急事態や状
況によって、対応する⼈員の増員が必要であった場合は、契約している中⼩
警備会社に要請する。

セキュリ
ティ

収集する情報は、個⼈情報が含まれているため、⾼いセキュリティレベルが
求められる。

制約条件 システム開発だけでなく、契約する中⼩警備会社が必要となる。

◆統合コントロールセンター（２）

解答例
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⼤規模商業施設におけるIT技術を活⽤した
防犯システムの開発、導⼊
「統合コントロールセンターを
中⼼としたジョイント警備」

提案書

O社 御中

解答例

現状
「KS屋」は、駅直結型の⽼舗百貨店で、⾮常に来客数が多く、多い
⽇で⼀⽇10万⼈を超す事もある。
売り上げは県内でもトップクラスだが、店内での犯罪（主に万引き等の
窃盗犯）が多発しており、警察からも指摘を受けている。
現状が続けば、ブランドイメージの低下にも繋がりかねないため、最新の
IT技術を活⽤した防犯システムを導⼊し、店内および周辺における犯
罪の抑⽌、事故の防⽌に取り組み、延いては社会貢献に繋げたい。

解答例
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⽬的
犯罪・事故の抑⽌
IoT多機能防犯カメラを導⼊して、センサー情報を収集し、AI解析を実施
し、異常状態の検知、犯罪の未然防⽌する。

⼈員・経費の削減
他の警備現場も含めて集中管理する「統合コントロールセンター」と設置し、
警備業務のルーチンワークをロボティクスを活⽤して、⼈員・経費削減を実
現する。

解答例

基本システム
1. ⾼・多機能防犯カメラ
•AIプロセッサーをネットワークカメラに搭載
•AI処理により、⾼精度な異常状態の検知、識別、判定が可能
•AI処理により、出退勤管理、職員管理、出⼊り管理、商品管理
が可能

2. 統合コントロールセンター
•他の警備現場を含めて統括し、集中管理を実施
•現場警備のルーティンワークをロボティクスを活⽤する
•AI解析だけでなく必要時に応じて、⼈が画像や⾳声ができ、適切
な判断指⽰ができる

解答例
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構成される技術要素
1. ⾼・多機能防犯カメラ
＜技術要素＞
• 360度カメラ
•WiFi接続
•⼈感センサー
•湿温度センサー
• AI解析
•顔認証、⼈の動き（⽬の動き）、
集団の進⾏報告、滞留状況、距離、⾞両などの物体の動きを検知

•犯⼈⾃動追尾システム

画像引⽤︓https://www.pc-
webzine.com/entry/2017/07/iotactive.html

解答例

構成される技術要素(つづき）

2. 統合コントロールセンター
＜構成要素と技術要素＞
•Webアプリケーション

• クラウド上のサーバ
•防犯カメラのセンサー/AI解析情報

• クラウド上のデータベース
•パトロールロボット

• 顔認証
• 画像認識
• ⾳声認識
• Wifi接続
• ⾃律制御
• 遠隔操作
• 駆動機構
• 移動制御
• バッテリー 画像引⽤︓https://robotstart.info/2017/05/07/security-

robot-knightscope-k5.html

解答例
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期待される効果
館内で発⽣している犯罪（万引きや盗撮⾏為など）の未然防⽌
逃⾛した犯⼈を早期に検挙可能とする
雑踏事故、エレベータ、エスカレータ事故の未然防⽌
防犯カメラで監視することで、平常時は⽬⽴たない警備が可能
他の警備現場を含めて監視できるため、⼈件費、経費の削減
警備業が持つ⼤⼿警備会社の「寡占化」と「⼈⼿不⾜」の課題の解消
を図られる
防犯だけでなく、出退勤管理、職員管理、出⼊り管理（バックヤード）、
商品管理等まで可能。更には、顧客向けのオンライン接客実現が可能。
また防犯カメラの情報から、マーケテイング⽀援（購⼊年代層や時間、
服装などからマーケティング⽀援の情報となる）が可能

解答例
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附録⑪【開発】PBL 教材（指導ガイド） 
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⼤規模商業施設におけるIT技術を活⽤した
防犯システムの開発、導⼊と

「統合コントロールセンターを中⼼とした
ジョイント警備」技術要素の検証

⼤規模商業施設におけるIT技術を活⽤した
防犯システムの開発、導⼊と

「統合コントロールセンターを中⼼とした
ジョイント警備」技術要素の検証

1

指導ガイド指導ガイド

１．学習要項

2

（１）学習⽬標
• 仮想的にプロジェクトチームを組み、課題解決に向けた実践⼒を⾝に付ける。
• Society5.0適合する⼤規模商業施設における防犯システムと統合コントロールセンターにおける企画⽴案
のプロセスを理解できる。

• 安⼼、安全な社会を構築するための課題の解決ができる。

（２）学習テーマ
学習を通じて、 Society5.0に適合する⼤規模商業施設における防犯システムのヒアリング、検討、提案

（３）学習設定
• 受講者たちは、「（株）ABC警備」に⼊社したシステム担当社員である。
• ⽼舗百貨店「KS屋」を運営するO社より、百貨店での窃盗等の刑法犯罪を抑⽌する防犯システムの開発を
依頼された。

• 受講者たちはシステムに対して、必要なヒアリングや検討を⾏い、提案書を作成していく。

（４）前提知識
• 情報技術者カリキュラム体系を中核とする学科に所属する専⾨学⽣

（５）実施時間
全15時間(1.5時間×10コマ）
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１．学習要項

3

（６）学習⽅法
・グループワーク（ZOOMブレイクアウトルームを想定）

→別途説明資料を参照

学習内容 時間 作成シート
オリエンテーション 講義 0.5

演習１︓ヒアリングの整理 講義 ＋GW 3.0 シート①︓ヒアリングのまと
め

演習２︓開発要件の検討 講義 ＋GW 4.0 シート②︓開発要件
演習３︓提案書の作成 講義 ＋GW 5.5 シート③︓提案書
プレゼンテーション準備 GW 1.０
プレゼンテーション GW 0.5
講師評価 講義 0.5

合計 15.0

（７）学習内容、時間割当と使⽤教材

4

演習1 ヒアリングの整理

項⽬ 内容

学習ステップ 演習１ ヒアリングの整理

学習者への課題 システム開発にあたり、関係者にヒアリングを⾏い、確認した状況に基づ
いて、ニーズや課題を把握する。

学習者の提⽰する
情報または情報源

① 安全安⼼PBL（4）防犯システム開発と統合コントロールセンター

学習者が⾏う作業 ① ヒアリング内容の理解
② ヒアリングまとめシート作成
③ 作成内容を発表

学習者の成果物 • ヒアリングまとめシート

講師の役割 • クライアント役（O社の担当/（株）ABC警備営業担当）
• 上司役

所要時間 3.0時間

1. 指導内容の概要
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5

演習1 ヒアリングの整理

コンピテンシー 指導⽬標

チーム活動 • 新たな事実が明らかになった場合や、講師・チームメンバからの本質的なコ
メントを受けた場合には、再度検討・⾒直しを⾏うなど柔軟に対応すること
ができる。

• 講師やチームメンバからの質問に対し、的を得た回答や助⾔を⾏うことがで
きる。

情報分析⼒ • クライアントから得た情報を過不⾜なく整理することができる。
• 理解できない⽤語があった場合、必要な情報を調査することができる。
• 調査した情報をチームメンバと共有することができる。

企画提案⼒ • 調査の結果を整理し、その内容の本質となる課題や原因を考え、資料として
まとめることができる。

• ⾃⾝の意⾒や思考を⽂章や⾔葉で伝える⼒を⾝に着けさせる。

交渉調整⼒ • チーム内で意⾒が対⽴した場合は、ノートに意⾒をまとめたり、他の⼈の意
⾒を聞いてみたりして、対⽴を解消するようチームの橋渡し的な役割を果た
すことができる。

2. 指導⽬標

6

演習1 ヒアリングの整理
3. 提⽰する課題

項⽬ 内容 成果物

① ヒアリング内容の理解 提⽰されているヒアリング結果の内容をよく理
解し、クライアント/⾃社毎にまとめ、本件に
対するニーズや課題を整理する。

② ヒアリングまとめ
シートの作成

①で整理した結果を基に、「ヒアリングまとめ
シート」を作成する。

•ヒアリングまとめ
シート

③ 作成内容を発表 まとめたヒアリングのまとめシートの内容を、
チームごとに発表する。
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7

演習1 ヒアリングの整理
4. 指導の留意点

項⽬ 内容

① ヒアリング内容の理解 •提⽰されている内容を正確に把握するために、理解できない⽤語な
どを抽出して、調査するようアドバイスする。
•調査した情報から適切な要点を掴み、結論を伝え、チーム内の情報
共有が図れるよう指導する。
•グループディスカッションにおいては、チーム内の全員が参加でき
るように、発⾔の少ないメンバーに対してはヒントなどを与え、発
⾔を促す。

② ヒアリングまとめシート
の作成

•ヒアリング結果は、「現在の正確な状況」「利⽤者の課題」「防犯
以外の付加価値を付ける」といったことに注⽬して、資料をまとめ
るよう指導する。

③ 整理した結果を発表 •発表の際には、誰がどのように発表するか事前にシミュレーション
しておくようアドバイスする。
•どのように考えたか、グループディスカッションで注⽬したことも
発表させるようにする。

8

演習1 ヒアリングの整理
5. 評価のポイント

成果物 評価の⽅法・ポイント

① ヒアリングまとめシート • ⼤型商業施設の課題について⼗分理解したことを⾒て取れるか
• 必要な調査は⼗分にされているかどうか
• 依頼者であるO社、追加提案をしたい⾃社の担当のそれぞれの「意

図」が読み取れているか
• クラインアントの「ニーズ」や「課題」を正確に検出することがで

きているか
• 論理的な説明がされているかどうか
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9

演習２ 開発要件の検討

項⽬ 内容

学習ステップ 演習２ 開発要件の検討

学習者への課題 演習1 ヒアリングの整理で得た情報をもとに、どのようなシステム開発を
するか開発要件をまとめる。

学習者の提⽰する情
報
または情報源

① 安全安⼼PBL（4）防犯システム開発と統合コントロールセンター
② 参考URL
③ 演習１ ヒアリングまとめシート

学習者が⾏う作業 ① 設定状況と開発提案の⽅法性を理解
② 開発要件の作成
③ 作成内容を発表

学習者の成果物 • 開発要件シート

講師の役割 • 上司役

所要時間 4.0時間

1. 指導内容の概要

10

演習２ 開発要件の検討
2. 指導⽬標

コンピテンシー 指導⽬標

チーム活動 • 新たな事実が明らかになった場合や、講師・チームメンバからの本質的なコ
メントを受けた場合には、再度検討・⾒直しを⾏うなど柔軟に対応すること
ができる。

• 講師やチームメンバからの質問に対し、的を得た回答や助⾔を⾏うことがで
きる。

情報分析⼒ • 開発要件を検討、作成にあたり、必要な情報（制約情報やセキュリティな
ど）を収集することができるかどうか。

• 必要な情報、不要な情報を正確に切り分けすることができる。
• 調査した内容をチームメンバと共有することができる。

企画提案⼒ • ヒアリング結果を踏まえた上で、システムを実現するために、ビジョンを
もって開発要件を作成することができる。

• ⾃⾝の意⾒や思考を⽂章や⾔葉で伝える⼒を⾝に着けさせる。

交渉調整⼒ • チーム内で意⾒が対⽴した場合は、ノートに意⾒をまとめたり、他の⼈の意
⾒を聞いてみたりして、対⽴を解消するようチームの橋渡し的な役割を果た
すことができる。
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演習２ 開発要件の検討
3. 提⽰する課題

項⽬ 内容 成果物

① 設定状況と開発提案の
⽅向性の理解

ヒアリングで得た情報を基に、現在の防犯シス
テムにおいての課題やニーズを考慮した上で、
開発要件を検討する。

② 開発要件の作成 ①の検討結果を資料としてまとめる。 ・開発要件シート

③ 作成した内容を発表 作成した開発要件の資料を、チームごとに発表
する。

12

4. 指導の留意点
項⽬ 内容

① 設定状況と開発提案の⽅
向性を理解

•不明事項などがあれば、インターネットを利⽤して調査するよう指
導する。
•開発対象となる「⾼・多機能防犯カメラ」「統合コントロールセン
ター」の特徴を意識して読み取るよう指導する。

② 開発要件の作成 •演習１のヒアリングの整理結果と設定情報と開発提案の⽅向性を理
解して、どのようなシステム化をするかイメージするよう指導する。
•チーム内でどんな課題や要望を解消するかを明確にして、「⽬的」
を検討するよう指導する。
•「対象者」においては、このシステムの利⽤者であり、単純に依頼
者だけではないことをアドバイスする。
•「拡張性」とは、このシステムの本来もつ機能に加えて、本来の機
能を損なわず、付加価値を加えたり、あとから性能を向上させる事
が可能であることを指す。
•「保守運⽤」については、運⽤や保守の意味を理解した上で、誰が
何を⾏うかを検討するよう指導する。
•「セキュリティ」ついては、どのような情報を取り扱うかに注⽬す
るよう指導する。
•「制約条件」については、システムの導⼊にあたってシステム以外
の要素で課題となる事項を検討するよう指導する。

演習２ 開発要件の検討
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項⽬ 内容

③ 作成した内容を発表 •プレゼンテーションの際には、誰がどのように発表するか事前にシ
ミュレーションしておくようアドバイスする。
•どのように考えたか、グループディスカッションで重視したことも
発表させるようにする。

演習２ 開発要件の検討

14

5. 評価のポイント
成果物 評価の⽅法・ポイント

① 開発要件シート • ヒアリング結果を充分活⽤できているかどうか
• ヒアリング結果から視点を切り替えて、システム化を考えた場合に、

業務としての課題を把握できているかどうか
• 上記の課題を踏まえて、開発提案の⽅向性を理解できているかどう

か
• 「運⽤保守」「セキュリティ」「制約条件」などからシステム化の

イメージをどれだけできているかどうか
• 開発要件シートに書かれていることで⽭盾はないか
• 発表の際に、チームで考えたことをしっかり発表できるかどうか

演習２ 開発要件の検討
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演習３ 提案書の作成
1. 指導内容の概要

項⽬ 内容

学習ステップ 演習３ 提案書の作成

学習者への課題 演習２ 開発要件の検討で検討した結果を踏まえて、⼤規模商業施設にお
けるIT技術を活⽤した防犯システムの開発、導⼊と「統合コントロールセ
ンターを中⼼としたジョイント警備」の提案書を策定する。

学習者の提⽰する
情報または情報源

① 安全安⼼PBL（4）防犯システム開発と統合コントロールセンター
② 開発要件シート
③ 参考URL

学習者が⾏う作業 ① 設定状況とSociety5.0の理解
② 提案書を作成

学習者の成果物 • 提案書

講師の役割 • クライアント役（O社の担当/（株）ABC警備営業担当）
• 上司役

所要時間 5.5時間

16

演習３ 提案書の作成
2. 指導⽬標

コンピテンシー 指導⽬標

チーム活動 • 新たな事実が明らかになった場合や、講師・チームメンバからの本質的なコ
メントを受けた場合には、再度検討・⾒直しを⾏うなど柔軟に対応すること
ができる。

• 講師やチームメンバからの質問に対し、的を得た回答や助⾔を⾏うことがで
きる。

情報分析⼒ • これまでに収集、検討した情報を基に、提案書の各項⽬の記述に必要な情報
を記載することができる。

• 必要に応じて調査した情報をチームメンバと共有することができる。

企画提案⼒ • ⾃⾝の意⾒や思考を⽂章化させる⼒を⾝に付けることができる。
• 論理的な思考、構成、ITスキルを⾝に着けさせる。
• ⽂章だけでなく、絵や写真を使った資料作りができる。

交渉調整⼒ • チーム内で意⾒が対⽴した場合は、ノートに意⾒をまとめたり、他の⼈の意
⾒を聞いてみたりして、対⽴を解消するようチームの橋渡し的な役割を果た
すことができる。
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演習３ 提案書の作成
3. 提⽰する課題

項⽬ 内容 成果物

① 設定状況とSociety5.0
の理解

•今回の設定状況と、配布資料の「複数警備会
社の警備現場の統合コントロールセンター
（⼈間IoT）」を基にSociety 5.0の定義を理
解する。

② 提案書を作成 演習２で作成した開発要件や設定状況や
Society5.0を踏まえた上で、提案書を作成する。

•提案書

18

4. 指導の留意点

演習３ 提案書の作成

項⽬ 内容

① 設定状況とSociety5.0の
理解

•設定状況は、提案書の作成依頼とは、今までのまとめと違って、
クライアントに提出する資料であることを意識するよう指導する。
•「Society5.0定義」の理解は、次⾴の「複数警備会社の警備現場
の統合コントロールセンター（⼈間IoT）」を使⽤して指導する。
•必要に応じて下記の資料等を参考にする。

• 【3分で理解】Society 5.0で⽣活や企業の役割はどう変
わっていく︖事例でかんたん解説︓dʼs JOURNAL
https://www.dodadsj.com/content/210209_society
5/

• Society 5.0とは ︓内閣府
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/
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センサー等の情報を収集して、
AIから新たな価値を⾒出す

20

演習３ 提案書の作成

項⽬ 内容

② 提案書を作成 •演習２開発要件を基に、課題や解決策を具体的に伝えらるよう、
チーム内で役割分担や時間配分などを相談するよう指導する。
•提案書の作成においては、画像などを利⽤して、相⼿により理解
してもらえるような資料にするようアドバイスする。
•情報量が多すぎると相⼿に伝わりにくくなるため、適切な情報量
を記載するよう指導する。必要によっては⼝頭で補⾜するなど、
提案書を作るときに⼯夫するよう促す。
•しかし、情報量が極端に少なすぎると、相⼿に誤解を招いてしま
う可能性があるため、適切な情報量とするよう注意するよう指導
する。
•ディスカッションの前に、相⼿の話を聞く姿勢や、円滑な議論を
進めるための⼯夫の仕⽅などを指導しておく。
•ディスカッション中には極⼒介⼊しないようにしつつも、議論が
時間内に結論に達しない可能性が⾒受けられた場合には、アドバ
イスして解決に導く。
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5. 評価のポイント

演習３ 提案書の作成

成果物 評価の⽅法・ポイント

① 提案書 • これまでに検討した結果を踏まえた提案書になっているか
• これまでに検討した各種情報を基に、提案書の各項⽬の記述に

必要な分析ができているか
• 提案書の各項⽬について、必要⼗分な情報量が記載されている

か
• 提案書の各項⽬の⽂章について、読み⼿に伝えようとする姿勢

が⾒て取れるか
• 提案書の内容に実現性に関する配慮がなされているか
• チーム以外のメンバーでも要点が理解できるようになっている

か

22

プレゼンテーション
1. 指導内容の概要

項⽬ 内容

学習ステップ プレゼンテーション

学習者への課題 演習３ 提案書の作成で作成した提案書をプレゼンテーションする。

学習者の提⽰する
情報
または情報源

① 提案書

学習者が⾏う作業 ① プレゼンテーション準備
② プレゼンテーション

学習者の成果物 なし

講師の役割 • 上司役
• （株）ABC警備の営業担当役
• （株）ABC警備の社⻑役
• O社担当役

所要時間 2.0時間
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プレゼンテーション
2. 指導⽬標

コンピテンシー 指導⽬標

チーム活動 • プレゼンテーションを⾏う際に、役割分担等を明確にすることができる。

情報分析⼒ • プレゼンテーション時に、質問や指摘をされた際、これまでに収集、検討し
た情報を基に、的を得た回答や、発表者以外でも助⾔を⾏うことができる。

企画提案⼒ • ⾃⾝の意⾒や思考を発表する⼒を⾝に付けることができる。
• ビジネスの場⾯での発表における態度、話し⽅、説明の仕⽅などを⾝に着け

させる。

交渉調整⼒ • 質問や指摘をされた際、これまでに収集、検討した情報を基に、適切に説明
することができ、相⼿の信頼を得ることができる。

24

プレゼンテーション
3. 提⽰する課題

項⽬ 内容 成果物

① プレゼンテーション準備 プレゼンテーションを⾏う際に、役割分担を
明確にし、また想定される質問などに答えら
れるよう準備する。

② プレゼンテーション 提案書をチームごとにプレゼンテーションす
る。
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4. 指導の留意点

プレゼンテーション

項⽬ 内容

① プレゼンテーション準備 •チームの注⽬した内容を意識して伝えるようアドバイスをする。
•ディスカッションの前に、相⼿の話を聞く姿勢や、円滑な議論を
進めるための⼯夫の仕⽅などを指導しておく。
•ディスカッション中には極⼒介⼊しないようにしつつも、議論が
時間内に結論に達しない可能性が⾒受けられた場合には、アドバ
イスして解決に導く。

② プレゼンテーション •プレゼンテーションしているチーム以外は、提案書に対して何か
１つでも質問をするよう指導する。
•質問や疑問に関しては、発表者に対して誹謗中傷にならないよう
に促す。
•質疑は適宜ではなく、発表終了後にするよう指導する。
•発表者は声量などに気を付けて相⼿に聞こえるよう、また早⼝に
ならないよう指導する。

26

5. 評価のポイント

プレゼンテーション

成果物 評価の⽅法・ポイント

プレゼンテーション • チームの役割分担が明確となっているか。
• 資料の説明がわかりやすく適切か、また⽂章と⼝頭で説明する

ことを意識的に分けているかどうか。
• 質問に対して的確な回答になっているか。
• また質問が適切かどうか。
• プレゼンテーションの仕⽅にビジネスが意識されているかどう

か。
• 説得⼒があるかどうか。
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令和 2 年度 ⽂部科学省 
「専修学校における先端技術利活⽤実証研究」 

「最先端技術を利活⽤した IT ⼈材育成・専⾨学校の基盤開発事業」 
 

成 果 報 告 書 
 
本成果報告書は、⽂部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として、⼀般社団
法⼈安全安⼼社会構築教育協会が実施した令和 2 年度「専修学校における先端技術利活
⽤実証研究」の成果をとりまとめたものです。 
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⼀般社団法⼈安全安⼼社会構築教育協会 
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